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第１章 調査の概要 

１ 調査目的 

この調査は、次期「仙台市障害者保健福祉計画」及び第５期「仙台市障害福祉計画」の策

定にあたり、市内に在住する障害児（者）等の実態や保健福祉サービスの利用動向及び利用

意向等を調査し、また、市民の障害児（者）に対する理解の状況等を把握し、計画策定の基

礎資料とするために実施した。 

 

２ 調査対象及び回収状況 

調査対象者 配布数 有効回収数 有効回収率 

①身体障害者本人（65 歳未満） 681  322  47.3% 

②身体障害者本人（65 歳以上） 679  412  60.7% 

③知的障害者本人 686  383  55.8% 

④知的障害者の家族 502  283  56.4% 

⑤障害児の家族 511  274  53.6% 

⑥精神障害者（通院）本人 696  318  45.7% 

⑦精神障害者（入院）本人 252  195  77.4% 

⑧精神障害者の家族 418  192  45.9% 

⑨難病患者本人 699  362  51.8% 

⑩発達障害（児）者本人 300  138  46.0% 

⑪発達障害（児）者の家族 298  140  47.0% 

⑫一般市民 697  303  43.5% 

合  計 6,419  3,322  51.8% 

 

 

３ 調査方法及び期間 

（１）調査方法：①・②・③・⑥・⑨・⑫は郵送、その他の対象は関係団体経由で配布 

（２）調査期間：平成 28 年 11 月 28 日～12 月 26 日 

        平成 28 年 12 月 14 日～平成 29 年１月 16 日（視覚障害のある方） 

 

４ 調査内容 

●基本的な属性 ●就労状況 ●相談機能 

●住まいと暮らし ●社会参加 ●権利擁護 

●所得状況 ●健康・医療 ●緊急時の対応 

●日常生活 ●福祉サービス ●障害理解 
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５ 報告書の見方 

・各設問中の（SA）は単数回答を表し、回答者が選択肢から 1つだけ回答する質問である

ことを示している。また、（MA）は複数回答を表し、回答者が 2 つ以上の回答をするこ

とができる質問であることを示している。 

・回答の比率（％）は、その設問の回答者数を基数として算出している。そのため、複数

回答の場合、選択肢ごとの割合を合計すると 100％を超えることがある。 

・回答の比率（％）は、小数点以下第２位を四捨五入により端数処理している。そのため、

属性ごとの回答比率の合計が、合計欄の数値と一致しないことがある。 

・調査項目が長い場合、一部を省略して掲載している場合がある。 
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第２章 身体障害者本人（65 歳未満） 

１ 属性について 

問 1 このアンケートの記入者はどなたですか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの記入者は、「本人」（80.1％）が最も高く、次いで「本人から意見を聴いて、

家族や支援者などが代わって答える」（9.6％）、「本人の意見を確認することが難しいので、

家族や支援者などが答える」（4.7％）となっている。 

 

 

問 2 あなたのお住まいの区はどこですか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住区は、「青葉区」（24.2％）が最も高く、次いで「泉区」（23.6％）、「太白区」（22.4％）

となっている。 

 

 

 

80.1 9.6

4.7

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

本人

本人から意見を聴いて、家族や支援者などが代わって答える

本人の意見を確認することが難しいので、家族や支援者などが答える

無回答

24.2 16.1 12.1 22.4 23.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

青葉区 宮城野区 若林区 太白区 泉区 その他 無回答 a



 

 

8 

問 3 あなたの年齢（2016 年 11 月 1 日時点）は何歳ですか。（数値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢は、「40～64 歳」（82.0％）が最も高く、次いで「30～39 歳」（10.2％）、「18～29 歳」

（5.3％）となっている。 

 

 

問 4 あなたの性別を教えてください。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別は、「男性」（50.9％）、「女性」（46.9％）となっている。 

 

 

0.0

5.3 10.2 82.0

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

０～17歳 18～29歳 30～39歳 40～64歳 無回答 a

50.9 46.9

0.0 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

男性 女性 その他 無回答 a
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問 5 障害者手帳についておたずねします。 

（ア）障害者手帳をお持ちかどうか教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（療育手帳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「持っている」割合は、身体障害者手帳が 98.1％、療育手帳が 6.2％、精神障害者保健福

祉手帳が 2.2％となっている。 

98.1

0.3 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

持っている 持っていない 無回答 a

6.2 27.3 66.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

持っている 持っていない 無回答 a

2.2

30.1 67.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

持っている 持っていない 無回答 a
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（イ）お持ちの障害者手帳の等級を教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（療育手帳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体障害者手帳の等級は、「１級」（32.9％）が最も高く、次いで「２級」（19.6％）と「３

級」（19.6％）、「４級」（16.8％）となっている。 

療育手帳の等級は、「A」（75.0％）、「B」（15.0％）となっている。 

精神障害者保健福祉手帳の等級は、「２級」（85.7％）が最も高く、次いで「１級」（14.3％）

となっている。 

 

32.9 19.6 19.6 16.8

4.4

5.7

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=316）

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答 a

75.0 15.0 10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=20）

A B 無回答 a

14.3 85.7

0.0 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=7）

１級 ２級 ３級 無回答 a
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問 6 身体障害者手帳をお持ちの方におたずねします。 

（ア）あなたの主な障害の部位は次のうちどれですか。（SA） 

 

主な障害の部位は、「肢体不自由（下肢）」（27.6％）が最も高く、次いで「肢体不自由（上

肢）」（15.5％）、「内部（腎臓）」（10.2％）となっている。 

 

 

7.5

15.5

27.6

1.9

2.5

5.0

7.8

0.3

9.9

10.2

0.3

1.2

2.2

0.0

0.0

0.0

0.0

1.6

0.3

6.2

0% 20% 40%

肢体不自由（体幹）

肢体不自由（上肢）

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（移動）

肢体不自由（その他）

視覚

聴覚・平衡機能

音声・言語・そしゃく

内部（心臓）

内部（腎臓）

内部（呼吸器）

内部（ぼうこう）

内部（直腸）

内部（小腸）

内部（免疫）

内部（肝臓）

内部（その他）

その他

特になし

無回答

（n=322）
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（イ）主な障害以外に障害のある部位があれば教えてください。（MA） 

 

主な障害以外にある障害の部位は、「肢体不自由（下肢）」（18.0％）が最も高く、次いで

「肢体不自由（上肢）」（9.6％）、「音声・言語・そしゃく」（7.8％）となっている。 

 

18.0

9.6

7.8

4.7

4.3

3.4

3.4

3.1

1.9

1.6

1.2

1.2

1.2

1.2

0.6

0.6

0.6

3.1

7.1

60.2

0% 20% 40% 60% 80%

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（上肢）

音声・言語・そしゃく

肢体不自由（移動）

視覚

肢体不自由（体幹）

聴覚・平衡機能

肢体不自由（その他）

内部（腎臓）

内部（免疫）

内部（心臓）

内部（呼吸器）

内部（ぼうこう）

内部（直腸）

内部（小腸）

内部（肝臓）

内部（その他）

その他

特になし

無回答

（n=322）
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問 7 あなたは介護保険の認定を受けていますか。（SA） 

 

介護保険の認定は、「認定を受けていない」（75.2％）が最も高く、次いで「わからない」

（7.8％）、「要支援１」（3.7％）となっている。 

 

 

問 8 あなたが初めて障害をおった時期はいつころでしたか。（SA）（数値） 

 

初めて障害をおった時期は、「（  ）歳頃」（73.9％）が最も高く、次いで「出生前または

出生時」（15.8％）となっている。 

 

3.7

1.6 2.2 1.9 0.9 1.2 0.9

75.2 7.8

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４ 要介護５ 認定を受けていない

わからない 無回答 a

15.8 73.9 6.8

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

出生前または出生時 （ ）歳頃 わからない 無回答 a
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（初めて障害をおった年齢） 

 
 

「50～59 歳」（19.6％）が最も高く、次いで「40～49 歳」（16.5％）、「0～9 歳」（13.0％）

となっている。 

 

 

13.0

4.0

8.4

9.6

16.5

19.6

2.5

0.0

0.0

0.0

26.4

0% 20% 40%

０～９歳

10～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80～89歳

90歳以上

無回答

（n=322）
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２ 住まいと暮らしについて 

問 9 お住まいについておたずねします。 

（ア）現在、あなたはどこにお住まいですか。（SA） 

 

現在の住まいは、「自分や家族の持ち家」（63.4％）が最も高く、次いで「借家や賃貸マン

ション・アパート」（28.6％）となっている。 

 

 

（イ）将来は、どこで暮らしたいと思っていますか。（SA） 

 

将来の居住希望は、「自分や家族の持ち家」（49.4％）が最も高く、次いで「借家や賃貸マ

ンション・アパートなど」（10.6％）となっている。 

 

 

63.4 28.6

0.3

2.8 0.3 0.6 2.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパート

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 無回答

49.4 10.6

2.8

5.0 5.0

0.6 3.7

23.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパートなど

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 無回答
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問 10 あなたと一緒に住んでいる人は何人いますか。（本人以外の人数）（SA） 

 

一緒に住んでいる人数は「１人」（30.1％）が最も高く、次いで「２人」（26.1％）、「３人」

（15.5％）となっている。 

 

 

問 11 あなたと一緒に住んでいる人は誰ですか。（MA） 

 

同居者は、「配偶者（事実婚を含む）」（50.3％）が最も高く、次いで「子ども」（32.0％）、

「親」（25.2％）となっている。 

 

30.1 26.1 15.5 5.3 6.2 15.2

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

１人 ２人

３人 ４人

５人以上 一緒に住んでいる人はいない

無回答 a

50.3

32.0

25.2

16.1

9.6

1.6

0.6

0.6

6.2

5.6

0% 20% 40% 60%

配偶者（事実婚を含む）

子ども

親

一人で暮らしている

兄弟姉妹

祖父母

親戚

知人・友人

その他

無回答

（n=322）
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３ 所得の状況について 

問 12 あなたが得ている収入は次のうちどれですか。（MA） 

 

得ている収入は、「障害に関係する年金」（47.8％）が最も高く、次いで「給与」（40.4％）、

「障害に関係しない年金」（8.1％）となっている。 

 

 

問 13 所得についておたずねします。 

（ア）あなたの年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（SA） 

 

年収は、「60万円以上～120 万円未満」（24.2％）が最も高く、次いで「120 万円以上～300

万円未満」（22.7％）、「300 万円以上～500 万円未満」（9.9％）となっている。 

47.8

40.4

8.1

5.6

4.3

1.9

0.6

0.3

2.8

11.2

2.2

0% 20% 40% 60%

障害に関係する年金

給与

障害に関係しない年金

生活保護

事業収入

各種手当

仕送り

財産収入

その他

収入はない

無回答

（n=322）

8.4

6.5

24.2

22.7

9.9

6.2

2.5

0.9

2.8

2.8

13.0

0% 20% 40%

12万円未満

12万円以上～60万円未満

60万円以上～120万円未満

120万円以上～300万円未満

300万円以上～500万円未満

500万円以上～700万円未満

700万円以上～1,000万円未満

1,000万円以上

わからない

答えたくない

無回答

（n=322）



 

 

18 

（イ）一緒に暮らしている家族全体の年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（本人の年

収含む）（SA） 

 

家族全体の年収は、「300 万円以上～500 万円未満」（18.0％）が最も高く、次いで「120 万

円以上～300 万円未満」（17.1％）、「500 万円以上～700 万円未満」（10.9％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

1.2

0.3

5.3

17.1

18.0

10.9

5.6

3.1

7.1

3.1

28.3

0% 20% 40%

12万円未満

12万円以上～60万円未満

60万円以上～120万円未満

120万円以上～300万円未満

300万円以上～500万円未満

500万円以上～700万円未満

700万円以上～1,000万円未満

1,000万円以上

わからない

答えたくない

無回答

（n=322）
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４ 日常生活について 

問 14 平日の日中の過ごし方についておたずねします。あなたが主に過ごしている場所は

どこですか。（SA） 

 

平日日中に主に過ごす場所は、「自宅」（48.1％）が最も高く、次いで「職場」（35.7％）、

「障害のある方が通う施設（通所施設）」（6.5％）となっている。 

 

 

問 15 あなたは隣近所の人とどのようにつきあっていますか。（SA） 

 

隣近所の人とのつきあいかたは、「会えばあいさつする程度である」（60.2％）、「ほとんど

つきあいはない」（21.1％）となっている。 

  

0.0

0.0

0.3

0.3

35.7

6.5

2.5

0.6

0.9

48.1

3.1

1.9

0% 20% 40% 60%

保育所・幼稚園

学校（普通学級）

学校（特別支援学級）

特別支援学校

職場

障害のある方が通う施設（通所施設）

障害のある方が暮らす施設（入所施設）

高齢の方が暮らす施設

病院（入院など）

自宅

その他

無回答

（n=322）

9.6 7.8 60.2 21.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

親しくつきあっている 行事のときなどにはつきあっている

会えばあいさつする程度である ほとんどつきあいはない

無回答 a



 

 

20 

問 16 あなたは、食事や排泄など日常生活における動作を、自分ひとりでできますか。（現

在所持している補装具などを使用した状態で回答）（SA） 

 

自分ひとりでできる動作は、「一人でできる」（75.8％）、次いで「一部介助が必要」（9.3％）、

「時間をかければ一人でできる」（8.4％）となっている。 

 

 

75.8 8.4 9.3

4.3 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

一人でできる 時間をかければ一人でできる

一部介助が必要 全部介助が必要

無回答 a
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問 17 問 16 で「一部介助が必要」または「全部介助が必要」を選んだ方におたずねします。 

（ア）あなたの主な介助者は誰ですか。（SA） 

 

主な介助者は、「配偶者（事実婚を含む）」（36.4％）が最も高く、次いで「親」（31.8％）、

「施設職員（入所施設）」（18.2％）となっている。 

 

 

 

 

31.8

0.0

0.0

36.4

2.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.5

18.2

2.3

0.0

0.0

0.0

4.5

0% 20% 40%

親

祖父母

兄弟姉妹

配偶者（事実婚を含む）

子ども

親戚

友人・知人

近所の人

ヘルパー

ボランティア

施設職員（通所施設）

施設職員（入所施設）

病院に入院している

その他

介助者はいない

わからない

無回答

（n=44）



 

 

22 

（イ）もし現在の介助者に頼むことができなくなったら、誰に頼みますか。（MA） 

 

介助を頼む相手は、「ヘルパー」（27.3％）が最も高く、次いで「親」（13.6％）と「施設職

員（通所施設）」（13.6％）、「兄弟姉妹」「子ども」「施設職員（入所施設）」（すべて 11.4％）

となっている。 

 

 

27.3

13.6

13.6

11.4

11.4

11.4

9.1

2.3

2.3

2.3

0.0

0.0

0.0

0.0

4.5

4.5

22.7

0% 20% 40%

ヘルパー

親

施設職員（通所施設）

兄弟姉妹

子ども

施設職員（入所施設）

配偶者（事実婚を含む）

祖父母

友人・知人

ボランティア

親戚

近所の人

病院に入院している

その他

介助者はいない

わからない

無回答

（n=44）



第２章 身体障害者本人（65歳未満） 

 

23 

５ 就労の状況について 

問 18 現在、あなたは仕事をしていますか。（SA） 

 

現在仕事は、「仕事をしている」（48.4％）、「仕事をしていない」（49.7％）となっている。 

 

 

問 19 問 18 で「仕事をしている」を選んだ方におたずねします。 

（１）あなたは主にどのような仕事に就いていますか。（SA） 

 

現在の仕事は、「会社員、公務員、団体職員などの常勤の就労」（60.3％）が最も高く、次

いで「パート、アルバイト」（14.7％）、「商売や農業などの自営業（手伝いを含む）」（11.5％）

となっている。 

 

 

48.4 49.7

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

仕事をしている 仕事をしていない 無回答 a

60.3 14.7 11.5 6.4

2.6 2.6 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=156）

会社員、公務員、団体職員などの常勤の就労 パート、アルバイト

商売や農業などの自営業（手伝いを含む） 障害のある方が通う施設での就労・生産活動

在宅での就労・内職 その他

無回答 a



 

 

24 

（２）あなたは主にどのような内容の仕事をしていますか。（SA） 

 

仕事の内容は、「事務職」（40.4％）が最も高く、次いで「専門的・技術的職業」（16.0％）、

「サービス業」（10.9％）となっている。 

 

 

（３）あなたの１日あたりの仕事の時間はどのくらいですか。（SA） 

 

１日あたりの仕事の時間は、「８時間以上」（37.8％）が最も高く、次いで「６時間以上～

８時間未満」（35.3％）、「４時間以上～６時間未満」（14.1％）となっている。 

 

40.4

5.1

16.0

10.9

1.3

5.1

3.2

1.3

5.1

9.6

1.9

0% 20% 40% 60%

事務職

販売業

専門的・技術的職業

サービス業

運輸業

製造・加工業

建設・土木業

農林水産業

障害のある方が通う施設での就労・生産活動

その他

無回答

（n=156）

4.5 5.1 14.1 35.3 37.8

1.9 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=156）

２時間未満 ２時間以上～４時間未満 ４時間以上～６時間未満

６時間以上～８時間未満 ８時間以上 わからない

無回答 a
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（４）あなたの仕事による収入は月額どのくらいですか。（SA） 

 

月額の収入は、「20 万円以上～30万円未満」（22.4％）が最も高く、次いで「30 万円以上」

（17.3％）、「10 万円以上～15 万円未満」と「15万円以上～20 万円未満」がそれぞれ 14.1％

となっている。 

 

 

（５）あなたは現在の仕事をどのくらいの期間続けていますか。（SA） 

 

現在の仕事の期間は、「５年以上」（69.2％）が最も高く、次いで「１年以上～３年未満」

（12.2％）、「３年以上～５年未満」（8.3％）となっている。 

 

  

5.1 7.7 12.2 14.1 14.1 22.4 17.3

3.2 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=156）

１万円未満 １万円以上～５万円未満 ５万円以上～１０万円未満

10万円以上～15万円未満 15万円以上～20万円未満 20万円以上～30万円未満

30万円以上 わからない 無回答

a

3.8 3.8

12.2 8.3 69.2

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=156）

６カ月未満 ６カ月以上～１年未満 １年以上～３年未満

３年以上～５年未満 ５年以上 無回答



 

 

26 

（６）あなたは仕事をしている上で、何か悩みや不満などがありますか。（MA） 

 

仕事をしている上での悩みや不満は、「収入が少ない」（31.4％）が最も高く、次いで「特

に悩みはない」（28.8％）、「就労時間や仕事の内容の負担が大きい」（17.9％）となっている。 

 

 

 

31.4

17.9

15.4

15.4

12.2

7.1

6.4

6.4

3.8

3.2

10.9

28.8

1.9

0% 20% 40%

収入が少ない

就労時間や仕事の内容の負担が大きい

職場の人たちが障害をあまり理解していない

症状の変動・体調の波がある

通勤するのが大変である

自分の技術や能力がいかせない

人間関係がうまくいかない

通院・治療との両立が難しい

職場の設備が不足している

健康保険・厚生年金などがない

その他

特に悩みはない

無回答

（n=156）
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（７）あなたが仕事を続けるためには何が必要ですか。（MA） 

 

仕事を続けるために必要なものは、「生活できる十分な賃金」（41.7％）が最も高く、次い

で「周囲の方が障害を理解してくれること」（23.1％）、「体調に合わせて勤務日・勤務時間を

調整できること」（22.4％）となっている。 

 

 

  

41.7

23.1

22.4

14.7

10.3

8.3

7.1

5.1

5.1

3.8

1.9

0.0

3.2

17.9

7.7

1.9

0% 20% 40% 60%

生活できる十分な賃金

周囲の方が障害を理解してくれること

体調に合わせて勤務日・勤務時間を調整できること

障害の程度・特性にあった仕事であること

パソコンなどの技術やマナーの習得

福利厚生の充実

通勤のための支援

意思疎通の手段・情報保障の確保

職場設備のバリアフリー化

休日を充実して過ごすための支援

身支度などの生活支援

ジョブコーチなどの支援

その他

特にない

わからない

無回答

（n=156）



 

 

28 

問 20 問 18 で「仕事をしていない」を選んだ方におたずねします。現在、あなたが仕事を

していない理由は何ですか。（MA） 

 

現在仕事をしていない理由は、「病気のため」（35.0％）が最も高く、次いで「障害の程度・

特性にあった仕事がないため」（33.8％）、「体力的にできないため」（27.5％）となっている。 

 

 

 

35.0

33.8

27.5

15.0

10.6

9.4

6.3

6.3

5.6

1.3

0.6

13.8

3.1

3.1

0% 20% 40%

病気のため

障害の程度・特性にあった仕事がないため

体力的にできないため

家事のため

通勤が困難なため

求人が少なく仕事が見つからないため

高齢のため

仕事をする必要がないため

職場で障害についての理解が得られないため

求職の相談をできるひとがいないため

在園・在学中、職業訓練中のため

その他

特にない

無回答

（n=160）
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６ 社会参加について 

問 21 あなたはどのくらいの頻度で外出していますか。（SA） 

 

外出頻度は、「週に２～３回」（31.4％）が最も高く、次いで「週に４日以上ほぼ毎日」

（23.0％）、「週に１回」（18.9％）となっている。 

 

 

問 22 あなたの主な外出の目的は何ですか。（MA） 

 

主な外出の目的は、「買い物」（77.0％）が最も高く、次いで「余暇活動」（23.3％）、「その

他」（12.4％）となっている。 

 

23.0 31.4 18.9 13.0

4.0

5.6

1.2 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

週に４日以上ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回

月に２～３回 年に数回 ほとんど外出していない

その他 無回答 a

77.0

23.3

8.4

5.6

5.0

4.3

1.2

12.4

5.9

0% 20% 40% 60% 80%

買い物

余暇活動

友人・知人宅への訪問

旅行

当事者団体・当事者グループの活動

習いごと

地域行事

その他

無回答

（n=322）



 

 

30 

問 23 あなたがより外出しやすくなるためには何が必要ですか。（MA） 

 

より外出しやすくなるために必要なものは、「公共交通機関が充実していること」（36.0％）

が最も高く、次いで「交通費が安く済むこと」（29.8％）、「建物や道路などが整備されている

こと」（24.2％）となっている。 

 

 

 

36.0

29.8

24.2

20.5

20.2

14.3

11.8

9.6

6.8

5.0

2.2

5.6

14.6

4.3

0% 20% 40%

公共交通機関が充実していること

交通費が安く済むこと

建物や道路などが整備されていること

一緒に出かけられる人がいること

使いやすい駐車場が充実していること

休憩場所が十分であること

市民の障害についての理解が深まること

移動サービスが充実していること

緊急時の対応が充実していること

介助者を頼みやすいこと

コミュニケーションの支援をする方を頼みやすいこと

その他

特にない

無回答

（n=322）
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問 24 あなたは過去一年間に、どのような余暇活動、スポーツ、趣味、学習や社会活動など

をしましたか。（SA） 

 

過去一年間に行った活動などは、「①鑑賞行為」（53.1％）が最も高く、次いで「④旅行・

キャンプ・釣りなどの活動」（44.1％）、「⑦地域行事」（23.9％）となっている。 

 

 

53.1

20.5

18.3

44.1

8.7

11.8

23.9

23.0

47.8

51.2

24.2

62.1

62.4

50.9

10.9

15.5

11.8

15.5

10.6

6.5

8.1

13.0

16.1

18.6

16.1

18.6

19.3

17.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鑑賞行為

②スポーツ活動

③文化・芸術活動

④旅行・キャンプ・釣りなどの活動

⑤ボランティアなどの社会活動

⑥当事者団体・当事者グループの活動

⑦地域行事

(n=322)

活動した 活動しなかった 活動したかったができなかった 無回答 a



 

 

32 

７ 健康や医療について 

問 25 あなたは普段、定期的に通院していますか。（SA） 

 
 

定期的な通院は、「月に１回程度通院している」（38.8％）が最も高く、次いで「定期的に

は通院していない」（27.6％）、「月に２～３回程度通院している」（12.4％）となっている。 

 

 

問 26 あなたが医療機関を利用する際に困っていることは何ですか。（MA） 

 

医療機関利用時に困っていることは、「特に困っていることはない」（39.4％）が最も高く、

次いで「医療費の負担が大きい」（23.9％）、「病院までの移動が困難である」（11.8％）とな

っている。 

 

0.0

10.2

2.5

12.4 38.8 27.6

1.2

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

ほぼ毎日通院している 週に２～３回程度通院している

週に１回程度通院している 月に２～３回程度通院している

月に１回程度通院している 定期的には通院していない

入院している 無回答

23.9

11.8

11.5

9.9

8.7

7.5

1.2

6.2

39.4

5.3

0% 20% 40%

医療費の負担が大きい

病院までの移動が困難である

通院にかかる交通費の負担が大きい

介助する家族などの負担が心配である

医師とのコミュニケーションが難しい

障害に対応できる医療機関が身近にない

障害に理解のある医師がいない

その他

特に困っていることはない

無回答

（n=322）
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問 27 訓練などについておたずねします。 

（ア）あなたは、どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けたことがありますか。

（MA） 

 

受けたことのある訓練などは、「受けたことがない」（35.7％）が最も高く、次いで「歩行

の訓練」（33.9％）、「身体の機能を回復させる訓練」（26.7％）となっている。 

 

 

 

33.9

26.7

24.5

12.7

12.4

10.6

8.4

7.1

6.5

5.9

5.3

3.4

2.2

1.2

0.3

35.7

0.0

9.3

0% 20% 40%

歩行の訓練

身体の機能を回復させる訓練

身体の機能を維持する訓練

日常生活の訓練

福祉用具を使用する訓練

パソコンなど情報機器を使用する訓練

言語訓練

職業訓練

家事訓練

スポーツ、レクリエーション

社会生活の訓練

点字・手話の訓練

学習サポート

感覚統合療法などを含む療育全般

その他

受けたことがない

希望しない

無回答

（n=322）



 

 

34 

（イ）今後どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けたいと思いますか。（MA） 

 

今後受けたい訓練などは、「希望しない」（14.9％）が最も高く、次いで「身体の機能を維

持する訓練」（13.7％）、「パソコンなど情報機器を使用する訓練」（10.9％）となっている。 

 

 

 

13.7

10.9

10.2

9.9

9.0

5.3

5.3

5.0

4.7

4.3

4.0

3.4

3.1

1.9

0.9

0.0

14.9

50.0

0% 20% 40% 60%

身体の機能を維持する訓練

パソコンなど情報機器を使用する訓練

身体の機能を回復させる訓練

スポーツ、レクリエーション

歩行の訓練

家事訓練

言語訓練

職業訓練

社会生活の訓練

福祉用具を使用する訓練

点字・手話の訓練

日常生活の訓練

学習サポート

感覚統合療法などを含む療育全般

その他

受けたことがない

希望しない

無回答

（n=322）
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問 28 問 27 で「受けたことがない」を選んだ方におたずねします。受けたことがない理由

は何ですか。（MA） 

 

受けたことがない理由は、「必要ない」（64.3％）が最も高く、次いで「利用方法がわから

ない」（15.7％）、「訓練などがあることを知らなかった」（13.0％）となっている。 

 

 

 

 

64.3

15.7

4.3

3.5

1.7

0.0

10.4

13.0

3.5

0% 20% 40% 60% 80%

必要ない

利用方法がわからない

場所が遠い

希望するサービスがない

点字や手話、要約筆記などによる情報支援がない

介助者や交通手段が確保できない

その他

訓練などがあることを知らなかった

無回答

（n=115）



 

 

36 

８ 福祉サービスについて 

問 29 あなたはどのようなところから福祉サービスの情報を得ていますか。（MA） 

 

情報の入手先は、「区役所・総合支所の窓口」と「行政の出版物・パンフレット」がともに

32.9％と最も高く、次いで「インターネット」（22.0％）、「医療機関」（21.7％）となってい

る。 

 

 

  

32.9

32.9

22.0

21.7

17.7

16.1

15.5

14.9

14.0

3.7

2.8

1.9

1.2

5.6

3.4

3.1

0% 20% 40%

区役所・総合支所の窓口

行政の出版物・パンフレット

インターネット

医療機関

家族

友人・知人

新聞

テレビ・ラジオ

障害当事者団体・福祉団体

社会福祉協議会

民間団体の出版物・パンフレット

福祉雑誌

都道府県の窓口

その他

入手できる方法がない

無回答

（n=322）
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問 30 あなたは「障害のある方の福祉サービス」を利用するための、障害支援区分認定を受

けていますか。（SA） 

 

区分認定は、「認定は受けていない」（44.7％）が最も高く、次いで「わからない」（37.9％）、

「区分６」（3.7％）となっている。 

 

 

 

2.5

1.9 2.5 0.3 0.9

3.7

44.7 37.9 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

区分１ 区分２ 区分３ 区分４

区分５ 区分６ 認定は受けていない わからない

無回答 a



 

 

38 

問 31 「障害のある方の福祉サービス」についておたずねします。 

（ア）あなたはこれまでにどのようなサービスを利用したことがありますか。（MA） 

 

これまで利用したことのあるサービスは、「利用したことはない」（41.3％）が最も高く、

次いで「補装具費や日常生活用具給付費の支給」（28.9％）、「医療費の助成を行うサービス」

（27.0％）となっている。 

 

  

28.9

27.0

10.6

8.7

7.5

7.5

7.1

5.0

3.7

3.7

3.1

2.8

2.5

1.9

1.9

1.2

1.2

0.9

0.6

0.6

41.3

0.0

6.8

0% 20% 40% 60%

補装具費や日常生活用具給付費の支給

医療費の助成を行うサービス

ホームヘルプなどのサービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

外出時に必要な支援を行うサービス

住宅改造

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

介護などが必要な方の日中支援サービス

就労に向けた支援サービス

コミュニケーション支援サービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

障害児の通所サービス

緊急通報システム

地域の中で暮らしていくための支援サービス

配食サービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

その他

利用したことはない

特にない

無回答

（n=322）
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（イ）今後、あなたが利用したいと思うサービスは何ですか。（MA） 

 

今後利用したいサービスは、「医療費の助成を行うサービス」（18.9％）が最も高く、次い

で「補装具費や日常生活用具給付費の支給」（14.3％）、「外出時に必要な支援を行うサービ

ス」（11.8％）となっている。 

 

 

 

18.9

14.3

11.8

10.2

10.2

10.2

8.7

8.4

7.5

6.8

5.3

4.7

4.7

4.3

4.0

3.7

3.4

3.4

0.9

0.6

0.0

10.6

46.9

0% 20% 40% 60%

医療費の助成を行うサービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

外出時に必要な支援を行うサービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

住宅改造

配食サービス

ホームヘルプなどのサービス

緊急通報システム

介護などが必要な方の日中支援サービス

就労に向けた支援サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

コミュニケーション支援サービス

障害児の通所サービス

その他

利用したことはない

特にない

無回答

（n=322）



 

 

40 

問 32 問 31 で「特にない」以外のどれかひとつでも選んだ方におたずねします。あなたが

「障害のある方の福祉サービス」を利用するにあたって困っていることは何ですか。

（MA） 

 

障害のある方の福祉サービスの利用にあたり困っていることは、「特にない」（32.3％）が

最も高く、次いで「手続きが面倒である」（16.8％）、「サービスに関する情報が少ない」（15.6％）

となっている。 

 

 

16.8

15.6

7.8

6.6

6.0

6.0

4.8

4.2

3.6

3.0

2.4

1.8

1.2

4.8

32.3

7.8

8.4

0% 20% 40%

手続きが面倒である

サービスに関する情報が少ない

利用料が高い

時間が合わない

自分の障害程度に合ったサービスが受けられない

通いにくい

サービスの質がよくない

定員が一杯で希望するサービスが受けられない

手話通訳や要約筆記などの支援が十分ではない

医療的なケアが受けられない

作業や訓練の内容が合わない

利用者同士や職員との人間関係に困っている

施設の広さや設備が十分ではない

その他

特にない

わからない

無回答

（n=167）
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問 33 問 31 で「利用したことがない」を選んだ方におたずねします。利用したことがない

理由は何ですか。（SA） 

 
 

利用したことがない理由は、「必要ない」（49.6％）が最も高く、次いで「何が使えるかわ

からない」（31.6％）、「利用したいサービスがない」（9.8％）となっている。 

 

 

問 34 現在、あなたは仙台市にある「障害のある方の福祉サービス」に満足していますか。

（SA） 

 

市の「障害のある方の福祉サービス」について、「わからない」（52.5％）が最も高く、次

いで「満足している」（19.3％）、「やや不満である」（11.8％）となっている。 

 

 

 

49.6

1.5

9.8

1.5 0.0

31.6

3.8 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=133）

必要ない 利用料が高い 利用したいサービスがない

場所が遠い 定員がいっぱいで断られた 何が使えるかわからない

その他 無回答 a

1.6

19.3 52.5 11.8

3.7

11.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

とても満足している 満足している わからない

やや不満である とても不満である 無回答



 

 

42 

問 35 問 34 で「やや不満である」「とても不満である」を選んだ方におたずねします。特に

どのような福祉サービスに不満を感じていますか。（MA） 

 

不満のある福祉サービスは、「外出時に必要な支援を行うサービス」と「補装具費や日常

生活用具給付費の支給」がともに 26.0％と最も高く、次いで「医療費の助成を行うサービス」

（24.0％）、「身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練」と「生活上の悩みや福祉サ

ービスの利用計画の相談」がともに 16.0％となっている。 

 

26.0

26.0

24.0

16.0

16.0

14.0

8.0

8.0

6.0

6.0

6.0

4.0

4.0

4.0

2.0

2.0

2.0

0.0

0.0

8.0

6.0

0% 20% 40%

外出時に必要な支援を行うサービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

医療費の助成を行うサービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

就労に向けた支援サービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

ホームヘルプなどのサービス

コミュニケーション支援サービス

住宅改造

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

緊急通報システム

地域の中で暮らしていくための支援サービス

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

配食サービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

障害児の通所サービス

その他

無回答

（n=50）
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問 36 あなたが今後充実してほしい施策は何ですか。（MA） 

 

今後充実してほしい施策は、「年金などの所得保障の充実」（47.2％）が最も高く、次いで

「医療費の負担軽減」（37.6％）、「障害があっても働ける場の確保」（29.8％）となっている。 

 

 

47.2

37.6

29.8

23.9

16.8

15.8

15.5

13.7

12.7

10.9

9.9

9.3

8.1

8.1

7.5

6.8

6.5

6.5

5.3

5.0

1.9

0.6

3.7

6.5

6.2

0% 20% 40% 60%

年金などの所得保障の充実

医療費の負担軽減

障害があっても働ける場の確保

建物や交通機関、道路等の障害者に配慮したまちづくり推進

障害のある方も暮らしやすい住宅の確保

災害など緊急時の情報提供や避難誘導対策の充実

福祉サービスなどについて相談しやすい環境の整備

生活や訓練などの場として必要な福祉施設の整備

自宅での生活を支えるホームヘルプサービスなどの充実

福祉に関するお知らせ、趣味・娯楽など各種情報提供の充実

スポーツ・文化・レクリエーションについての施策の充実

障害についての理解を深めるための市民への啓発

家族が休養できるような施策の充実

救急医療の整備

医療的ケアが受けられる在宅サービスの充実

専門的な機能回復訓練の実施

通学や通勤にあたっての移動の支援

グループホームなど住まいの場の充実

健康づくり教室の充実

契約行為や財産などの権利が守られること

学校教育や生涯教育の充実

放課後等デイサービスの充実

その他

特にない

無回答

（n=322）



 

 

44 

９ 相談の状況について 

問 37 困ったときの相談について次のうちあてはまるのはどれですか。（SA） 

 

困ったときの相談は、「相談先がある」（59.6％）が最も高く、次いで「わからない」（23.9％）、

「相談したいが相談先がない」（9.0％）となっている。 

 

 

 

59.6 9.0

0.3 2.5

23.9

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

相談先がある 相談したいが相談先がない 相談したくない

その他 わからない 無回答
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問 38 問 37 で「相談先がある」を選んだ方におたずねします。 

（１）相談相手は誰ですか。（MA） 

 
 

相談相手は、「家族や親戚」（63.5％）が最も高く、次いで「医療機関」（32.3％）、「友人・

知人」（26.6％）となっている。 

 

 

63.5

32.3

26.6

26.0

12.5

9.9

6.3

5.7

4.7

4.7

4.2

3.6

3.1

2.6

1.6

1.6

0.5

0.5

0.0

1.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親戚

医療機関

友人・知人

市役所・区役所

ケアマネージャー

障害のある方が通う施設

相談支援事業所

障害者総合支援センター

障害者団体

地域包括支援センター

ホームヘルパー

障害者福祉センター

障害者就労支援センター

障害者相談員

近所の人

発達相談支援センター

保育所・幼稚園・学校

民生委員・児童委員

精神保健福祉総合センター

その他

無回答

（n=192）



 

 

46 

（２）相談していること（したいこと）は何ですか。（MA） 

 

相談している（したいこと）は、「健康・医療」（54.2％）が最も高く、次いで「収入・年

金・手当」（24.0％）、「福祉機器の利用関係」（16.1％）となっている。 

 

 

 

54.2

24.0

16.1

15.6

8.9

8.9

8.3

6.8

5.7

7.8

10.4

0% 20% 40% 60%

健康・医療

収入・年金・手当

福祉機器の利用関係

仕事・職場・就職

在宅サービスの利用関係

介護に関する問題

施設利用

家庭問題

交友・対人関係

その他

無回答

（n=192）



第２章 身体障害者本人（65歳未満） 

 

47 

問 39 今後のことで、あなたが不安に感じていることは何ですか。（MA） 

 
 

今後のことで不安に感じていることは、「自分が高齢になったときの健康、体力」（41.6％）

が最も高く、次いで「障害が重くなったときに生活を続けることができるか」（36.0％）、「安

定した収入があるか」（28.6％）となっている。 

 

 

 

41.6

36.0

28.6

26.7

24.5

20.2

14.3

12.7

8.4

5.0

1.9

1.2

5.9

5.9

0% 20% 40% 60%

自分が高齢になったときの健康、体力

障害が重くなったときに生活を続けることができるか

安定した収入があるか

一緒に生活する家族などの高齢化や親亡き後の生活

病気の再発や悪化

仕事が続けられるか

身の回りの介護や日常生活の援助などをする人がいるか

地震などの災害

仕事をしたいが受け入れてくれる企業があるか

趣味や生きがいをもてるか

いじめなどにあわないか

その他

特にない

無回答

（n=322）
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10 権利擁護について 

問 40 あなたは、2016 年４月より施行された「障害者差別解消法」を知っていますか。ま

た、「仙台市障害を理由とする差別をなくし障害のある人もない人も共に暮らしやす

いまちをつくる条例」を知っていますか。（SA） 

 

障害者差別解消法および条例を知っているかについて、「法律または条例を知っている」

（26.4％）、「知らない」（69.9％）となっている。 

 

 

問 41 障害を理由に差別を受けたり、いやな思いなどをしたことがありますか。（SA） 

 

障害を理由に差別やいやな思いをしたことがあるかは、「ある」（31.1％）、「ない」（51.2％）、

「わからない」（14.0％）となっている。 

 

 

 

26.4 69.9

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

法律または条例を知っている 知らない 無回答 a

31.1 51.2 14.0

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=100）

ある ない わからない 無回答 a
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問 42 問 41 で「ある」を選んだ方におたずねします。 

（１）あなたはどのような内容の差別を受けたり、いやな思いをしましたか。（MA） 

 

受けた差別やいやな思いの内容は、「周囲の人たちが障害についてあまり理解していない」

（51.0％）が最も高く、次いで「外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった」（35.0％）、

「家庭・学校・職場でいじめられた」（24.0％）となっている。 

 

 

51.0

35.0

24.0

21.0

21.0

15.0

13.0

13.0

4.0

0% 20% 40% 60%

周囲の人たちが障害についてあまり理解していない

外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった

家庭・学校・職場でいじめられた

交通機関を利用時に運転手や客にいやな態度をとられた

仕事での待遇の差がある

窓口職員の対応が悪く、いやな顔をされた

近所付き合いや人間関係がうまくいかない

その他

無回答

（n=100）



 

 

50 

（２）差別をされたり、いやな思いをしたときに誰かに相談しましたか。（MA） 

 

差別をされたりしたときの相談は、「相談していない」（42.0％）が最も高く、次いで「家

族や親戚」（36.0％）、「友人・知人」（19.0％）となっている。 

 

 

36.0

19.0

5.0

5.0

4.0

4.0

3.0

2.0

2.0

2.0

1.0

1.0

1.0

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

42.0

2.0

0% 20% 40% 60%

家族や親戚

友人・知人

障害者団体

障害者福祉センター

医療機関

ケアマネージャー

市役所・区役所

障害のある方が通う施設

民生委員・児童委員

障害者総合支援センター

保育所（園）・幼稚園・学校

障害者相談員

ホームヘルパー

地域包括支援センター

近所の人

相談支援事業所

発達相談支援センター

精神保健福祉総合センター

障害者就労支援センター

障害者虐待防止・差別解消相談ダイヤル

その他

相談していない

無回答

（n=100）
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（３）（２）で「相談していない」を選んだ方におたずねします。相談しなかった理由は何で

すか。（MA） 

 

相談しなかった理由は、「相談したいが相談先がない」（31.0％）が最も高く、次いで「相

談したくない」（26.2％）、「その他」（19.0％）となっている。 

 

 

 

31.0 26.2 19.0 14.3 9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=42）

相談したいが相談先がない 相談したくない その他 わからない 無回答 a



 

 

52 

11 緊急時の対応について 

問 43 あなたは地震などの災害発生時、ひとりで避難することができますか。2011 年３月

11 日の東日本大震災を経験された方は、ご経験を踏まえてご回答ください。（SA） 

 

災害発生時にひとりで避難することができるかは、「できる」（58.1％）、「できない」

（29.2％）、「わからない」（10.9％）となっている。 

 

 

問 44 問 43 で「できない」を選んだ方におたずねします。災害のとき一人で避難すること

ができない理由は何ですか。（MA） 

 

一人で避難できない理由は、「介助者がいないと移動できないため」（58.5％）が最も高く、

次いで「移動に時間がかかるため」（41.5％）、「避難所での集団生活が難しいため」（26.6％）

となっている。 

 

 

 

58.1 29.2 10.9

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

できる できない わからない 無回答 a

58.5

41.5

26.6

11.7

8.5

7.4

4.3

6.4

2.1

0% 20% 40% 60%

介助者がいないと移動できないため

移動に時間がかかるため

避難所での集団生活が難しいため

避難勧告などの情報を把握することが困難なため

避難場所がわからないため

判断して行動することができないため

パニックを起こしてしまうため

その他

無回答

（n=94）
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問 45 あなたは、お住まいの地区の避難所の場所を知っていますか。（SA） 

 

居住区の避難所の場所は、「知っている」（77.0％）、「知らない」（20.8％）となっている。 

 

 

問 46 あなたは、福祉避難所を知っていますか。（SA） 

 

福祉避難所は、「知っている」（9.6％）、「知らない」（86.6％）となっている。 

 

 

 

77.0 20.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

知っている 知らない 無回答 a

9.6 86.6

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

知っている 知らない 無回答 a



 

 

54 

問 47 あなたは、ヘルプカードを知っていますか。（SA） 

 

ヘルプカードは、「知っており、使っている」（1.2％）、「知っているが、使っていない」

（16.1％）、「知らない」（80.1％）となっている。 

 

 

問 48 あなたは、仙台市が実施している災害時における要援護者情報登録制度を申し込ん

でいますか。（SA） 

 

要援護者情報登録制度について、「申し込んでいる」（5.3％）、「申し込んでいない」（91.6％）

となっている。 

 

 

 

1.2

16.1 80.1

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

知っており、使っている 知っているが、使っていない 知らない 無回答 a

5.3 91.6

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

申し込んでいる 申し込んでいない 無回答 a
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問 49 問 48 で「申し込んでいない」を選んだ方におたずねします。あなたが申し込んでい

ない理由は何ですか。（SA） 

 

申し込んでいない理由は、「制度を知らない」（73.6％）が最も高く、次いで「必要ない」

（13.9％）、「登録要件に該当しない」（6.1％）となっている。 

 

 

問 50 地震などの災害時に、家族以外の方で手伝いや支援をしてくれる人について、次のう

ちあてはまるのはどれですか。（MA） 

 

災害時に家族以外で手伝いや支援をしてくれる人は、「手伝いや支援をしてくれる人はい

ない」（32.3％）が最も高く、次いで「親戚」（30.7％）、「近隣の住民」（23.6％）となってい

る。 

 

73.6 6.1

1.0

13.9

2.7 2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=295）

制度を知らない 登録要件に該当しない

障害があることを知られたくない 必要ない

その他 無回答

30.7

23.6

9.0

2.8

8.7

32.3

0.6

11.5

0% 20% 40%

親戚

近隣の住民

障害のある方が通う施設の職員

民生委員・児童委員

その他

手伝いや支援をしてくれる人はいない

協力してほしくない

無回答

（n=322）



 

 

56 

問 51 地震などの災害が発生したときのために、あらかじめ近所の人やボランティアなど

にあなたの避難の手伝いや介助をお願いしておくことについて、どのように思います

か。（SA） 

 

災害発生のときのために近所の人やボランティアなどに手伝いや介助をお願いしておく

ことは、「自分で避難できるので、協力はいらない」（35.7％）が最も高く、次いで「事前に

情報提供したくないが、いざという時は支援してほしい」（18.0％）、「ぜひお願いしたい」

（17.7％）となっている。 

 

 

 

17.7 18.0 5.6 35.7

3.7

14.9

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=322）

ぜひお願いしたい

事前に情報提供したくないが、いざという時は支援してほしい

避難の手伝いや介助を受けることに抵抗感がある

自分で避難できるので、協力はいらない

その他

わからない

無回答
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問 52 地震などのいざという時のことで、あなたが普段不安に感じていることは何ですか。

（MA） 

 

地震などのいざという時のことで普段不安に感じていることは、「薬を手に入れたり、治

療を受けることができるか」（36.0％）が最も高く、次いで「緊急時に情報を得られるか」

（32.3％）、「自宅や利用施設が地震などに耐えられるかどうか」（28.3％）となっている。 

 

 

36.0

32.3

28.3

27.6

23.9

11.8

9.0

7.8

5.3

4.7

3.7

11.2

3.4

2.8

0% 20% 40%

薬を手に入れたり、治療を受けることができるか

緊急時に情報を得られるか

自宅や利用施設が地震などに耐えられるかどうか

安全なところまで、すぐに避難することができるか

障害にあった対応をしてくれる避難所があるか

救助を求めても人が来てくれるかどうか

まわりの人々とのコミュニケーションがとれるか

救助を求めることができるか

避難所のルールになじめるか

どのような時が緊急時なのかわからない

その他

特にない

わからない

無回答

（n=322）



 

 

58 

問 53 地震、台風などの災害に対して大切だと思う対策はどのようなことだと思いますか。

（MA） 

 

地震や台風などの災害に対して大切だと思う対策は、「障害のある方に配慮した避難所の

整備」（48.4％）が最も高く、次いで「薬・医療用機器・ストマ用装具等の日常生活用具の確

保」（32.9％）、「緊急時に通報するシステムの整備」と「避難所での共同生活が難しい人のた

めの福祉避難所の確保」がともに 27.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

48.4

32.9

27.0

27.0

21.1

20.2

17.1

11.5

10.9

9.0

8.1

1.2

4.3

2.2

0% 20% 40% 60%

障害のある方に配慮した避難所の整備

薬・医療用機器・ストマ用装具等の日常生活用具の確保

緊急時に通報するシステムの整備

避難所での共同生活が難しい人のための福祉避難所の確保

避難所などへ誘導する体制の充実

災害情報などの確保

災害に強い建築物・道路などの整備

障害のある方の安否確認体制の充実

避難訓練や防災知識などの啓発

点字・音声・手話通訳・通訳・文字などによる情報支援

ボランティアの支援体制の充実

その他

わからない

無回答

（n=322）
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第３章 身体障害者本人（65 歳以上） 

１ 属性について 

問 1 このアンケートの記入者はどなたですか。（SA） 

 

アンケートの記入者は、「本人」（58.5％）が最も高く、次いで「本人から意見を聴いて、

家族や支援者などが代わって答える」（19.7％）、「本人の意見を確認することが難しいので、

家族や支援者などが答える」（7.5％）となっている。 

 

 

問 2 あなたのお住まいの区はどこですか。（SA） 

 

居住区は、「青葉区」（23.3％）が最も高く、次いで「太白区」（23.1％）、「泉区」（19.2％）

となっている。 

 

 

 

58.5 19.7 7.5 14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

本人

本人から意見を聴いて、家族や支援者などが代わって答える

本人の意見を確認することが難しいので、家族や支援者などが答える

無回答

23.3 18.0 14.6 23.1 19.2

0.0 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

青葉区 宮城野区 若林区 太白区 泉区 その他 無回答 a



 

 

62 

問 3 あなたの年齢（2016 年 11 月 1 日時点）は何歳ですか。（数値） 

 

年齢は、「65～74 歳」（38.3％）、「75 歳以上」（58.7％）となっている。 

 

 

問 4 あなたの性別を教えてください。（SA） 

 

性別は、「男性」（46.1％）、「女性」（51.5％）となっている。 

 

 

38.3 58.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

65～74歳 75歳以上 無回答 a

46.1 51.5

0.0 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

男性 女性 その他 無回答 a
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問 5 障害者手帳についておたずねします。 

（ア）障害者手帳をお持ちかどうか教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 

（療育手帳） 

 

 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 

 

「持っている」割合は、身体障害者手帳が 96.1％、療育手帳が 0.2％、精神障害者保健福

祉手帳が 0.7％となっている。 

0.2

21.1 78.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

持っている 持っていない 無回答 a

0.7

21.4 77.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

持っている 持っていない 無回答 a

96.1

1.7 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

持っている 持っていない 無回答 a



 

 

64 

（イ）お持ちの障害者手帳の等級を教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 

 

（療育手帳） 

 

 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 

 

身体障害者手帳の等級は、「１級」（35.1％）が最も高く、次いで「４級」（21.2％）、「３級」

（18.4％）となっている。 

療育手帳の等級は、「A」（100.0％）となっている。 

精神障害者保健福祉手帳の等級は、「２級」（66.7％）、「３級」（33.3％）となっている。 

 

35.1 13.4 18.4 21.2 4.5 5.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=396）

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答 a

100.0

0.00.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=1）

A B 無回答 a

0.0 66.7 33.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=3）

１級 ２級 ３級 無回答 a
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問 6 身体障害者手帳をお持ちの方におたずねします。 

（ア）あなたの主な障害の部位は次のうちどれですか。（SA） 

 

主な障害の部位は、「肢体不自由（下肢）」（20.4％）が最も高く、次いで「内部（心臓）」

（19.7％）、「肢体不自由（上肢）」（8.3％）となっている。 

 

4.6

8.3

20.4

1.5

1.5

5.3

5.8

1.7

19.7

5.8

6.6

1.9

2.4

0.0

0.0

0.0

0.2

1.7

0.0

12.6

0% 20% 40%

肢体不自由（体幹）

肢体不自由（上肢）

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（移動）

肢体不自由（その他）

視覚

聴覚・平衡機能

音声・言語・そしゃく

内部（心臓）

内部（腎臓）

内部（呼吸器）

内部（ぼうこう）

内部（直腸）

内部（小腸）

内部（免疫）

内部（肝臓）

内部（その他）

その他

特になし

無回答

（n=412）



 

 

66 

（イ）主な障害以外に障害のある部位があれば教えてください。（MA） 

 

主な障害以外にある障害の部位は、「肢体不自由（下肢）」（14.6％）が最も高く、次いで

「肢体不自由（移動）」（6.6％）、「肢体不自由（上肢）」（6.1％）となっている。 

 

14.6

6.6

6.1

5.1

4.9

3.9

3.2

2.7

2.2

1.9

1.7

1.7

1.0

0.7

0.5

0.0

0.0

1.5

3.4

66.7

0% 20% 40% 60% 80%

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（移動）

肢体不自由（上肢）

音声・言語・そしゃく

聴覚・平衡機能

内部（心臓）

視覚

内部（腎臓）

肢体不自由（体幹）

肢体不自由（その他）

内部（呼吸器）

内部（直腸）

内部（ぼうこう）

内部（肝臓）

内部（その他）

内部（小腸）

内部（免疫）

その他

特になし

無回答

（n=412）
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問 7 あなたは介護保険の認定を受けていますか。（SA） 

 

介護保険の認定は、「認定を受けていない」（45.9％）が最も高く、次いで「要支援１」

（10.7％）、「要介護２」（6.8％）となっている。 

 

 

問 8 あなたが初めて障害をおった時期はいつころでしたか。（SA）（数値） 

 

初めて障害をおった時期は、「（  ）歳頃」（83.7％）が最も高く、次いで「わからない」

（6.6％）となっている。 

 

10.7 5.6 5.1 6.8 5.1

4.1 4.4

45.9

4.4

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４ 要介護５ 認定を受けていない

わからない 無回答 a

2.4

83.7 6.6 7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

出生前または出生時 （ ）歳頃 わからない 無回答 a



 

 

68 

（初めて障害をおった年齢） 

 

「60～69 歳」（23.8％）が最も高く、次いで「70～79 歳」（23.3％）、「50～59 歳」（13.3％）

となっている。 

 

 

5.3

1.7

1.2

1.7

5.8

13.3

23.8

23.3

7.3

0.2

16.3

0% 20% 40%

０～９歳

10～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80～89歳

90歳以上

無回答

（n=412）
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２ 住まいと暮らしについて 

問 9 お住まいについておたずねします。 

（ア）現在、あなたはどこにお住まいですか。（SA） 

 

現在の住まいは、「自分や家族の持ち家」（66.7％）が最も高く、次いで「借家や賃貸マン

ション・アパート」（17.7％）となっている。 

 

 

（イ）将来は、どこで暮らしたいと思っていますか。（SA） 

 

将来の居住希望は、「自分や家族の持ち家」（36.7％）が最も高く、次いで「高齢の方が暮

らす施設」（10.4％）となっている。 

 

 

66.7 17.7

0.2

1.2 4.9 1.9 2.2

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパート

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 無回答

36.7 6.3

1.7

5.3 10.4

1.9 1.9

35.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパート

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 無回答



 

 

70 

問 10 あなたと一緒に住んでいる人は何人いますか。（本人以外の人数）（SA） 

 

一緒に住んでいる人数は「１人」（43.7％）が最も高く、次いで「２人」（17.5％）、「一緒

に住んでいる人はいない」（12.6％）となっている。 

 

 

問 11 あなたと一緒に住んでいる人は誰ですか。（MA） 

 

同居者は、「配偶者（事実婚を含む）」（52.2％）が最も高く、次いで「子ども」（35.9％）、

「一人で暮らしている」（14.1％）となっている。 

 

43.7 17.5 6.8 6.1 10.2 12.6

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

１人 ２人

３人 ４人

５人以上 一緒に住んでいる人はいない

無回答 a

52.2

35.9

14.1

2.9

1.5

0.2

0.2

0.0

10.4

8.0

0% 20% 40% 60%

配偶者（事実婚を含む）

子ども

一人で暮らしている

親

兄弟姉妹

親戚

知人・友人

祖父母

その他

無回答

（n=412）
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３ 所得の状況について 

問 12 あなたが得ている収入は次のうちどれですか。（MA） 

 

得ている収入は、「障害に関係しない年金」（68.9％）が最も高く、次いで「障害に関係す

る年金」（16.5％）、「その他」（7.0％）となっている。 

 

 

問 13 所得についておたずねします。 

（ア）あなたの年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（SA） 

 

年収は、「120 万円以上～300 万円未満」（36.9％）が最も高く、次いで「60万円以上～120

万円未満」（22.6％）、「12 万円以上～60万円未満」（9.7％）となっている。 

68.9

16.5

6.3

4.6

4.4

3.6

1.0

0.2

7.0

2.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

障害に関係しない年金

障害に関係する年金

財産収入

給与

生活保護

事業収入

各種手当

仕送り

その他

収入はない

無回答

（n=412）

5.8

9.7

22.6

36.9

7.5

0.2

0.7

0.2

2.2

2.2

11.9

0% 20% 40%

12万円未満

12万円以上～60万円未満

60万円以上～120万円未満

120万円以上～300万円未満

300万円以上～500万円未満

500万円以上～700万円未満

700万円以上～1,000万円未満

1,000万円以上

わからない

答えたくない

無回答

（n=412）



 

 

72 

（イ）一緒に暮らしている家族全体の年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（本人の年

収含む）（SA） 

 

家族全体の年収は、「120 万円以上～300 万円未満」（22.6％）が最も高く、次いで「300 万

円以上～500 万円未満」（16.0％）、「わからない」（5.6％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

1.2

3.2

4.6

22.6

16.0

3.4

1.9

1.0

5.6

1.9

38.6

0% 20% 40%

12万円未満

12万円以上～60万円未満

60万円以上～120万円未満

120万円以上～300万円未満

300万円以上～500万円未満

500万円以上～700万円未満

700万円以上～1,000万円未満

1,000万円以上

わからない

答えたくない

無回答

（n=412）
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４ 日常生活について 

問 14 平日の日中の過ごし方についておたずねします。あなたが主に過ごしている場所は

どこですか。（SA） 

 

平日日中に主に過ごす場所は、「自宅」（80.3％）が最も高く、次いで「高齢の方が暮らす

施設」（5.3％）、「職場」（3.4％）となっている。 

 

 

問 15 あなたは隣近所の人とどのようにつきあっていますか。（SA） 

 

隣近所の人とのつきあいかたは、「会えばあいさつする程度である」（48.3％）が最も高く、

次いで「親しくつきあっている」（26.0％）、「ほとんどつきあいはない」（13.8％）となって

いる。 

  

0.0

0.0

0.0

0.0

3.4

2.2

2.2

5.3

3.2

80.3

2.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保育所・幼稚園

学校（普通学級）

学校（特別支援学級）

特別支援学校

職場

障害のある方が通う施設（通所施設）

障害のある方が暮らす施設（入所施設）

高齢の方が暮らす施設

病院（入院など）

自宅

その他

無回答

（n=412）

26.0 10.4 48.3 13.8

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

親しくつきあっている 行事のときなどにはつきあっている

会えばあいさつする程度である ほとんどつきあいはない

無回答 a



 

 

74 

問 16 あなたは、食事や排泄など日常生活における動作を、自分ひとりでできますか。（現

在所持している補装具などを使用した状態で回答）（SA） 

 
 

自分ひとりでできる動作は、「一人でできる」（66.7％）、次いで「時間をかければ一人でで

きる」（12.4％）、「一部介助が必要」（11.9％）となっている。 

 

 

66.7 12.4 11.9 6.3

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

一人でできる 時間をかければ一人でできる

一部介助が必要 全部介助が必要

無回答 a
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問 17 問 16 で「一部介助が必要」または「全部介助が必要」を選んだ方におたずねします。 

（ア）あなたの主な介助者は誰ですか。（SA） 

 
 

主な介助者は、「配偶者（事実婚を含む）」（28.0％）が最も高く、次いで「施設職員（入所

施設）」（22.7％）、「子ども」（18.7％）となっている。 

 

 

 

 

1.3

0.0

4.0

28.0

18.7

0.0

0.0

0.0

9.3

0.0

1.3

22.7

9.3

0.0

0.0

0.0

5.3

0% 20% 40%

親

祖父母

兄弟姉妹

配偶者（事実婚を含む）

子ども

親戚

友人・知人

近所の人

ヘルパー

ボランティア

施設職員（通所施設）

施設職員（入所施設）

病院に入院している

その他

介助者はいない

わからない

無回答

（n=75）



 

 

76 

（イ）もし現在の介助者に頼むことができなくなったら、誰に頼みますか。（MA） 

 
 

介助を頼む相手は、「子ども」（21.3％）が最も高く、次いで「施設職員（入所施設）」（20.0％）、

「ヘルパー」（16.0％）となっている。 

 

 

21.3

20.0

16.0

8.0

5.3

4.0

2.7

1.3

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

8.0

12.0

24.0

0% 20% 40%

子ども

施設職員（入所施設）

ヘルパー

施設職員（通所施設）

病院に入院している

配偶者（事実婚を含む）

兄弟姉妹

近所の人

ボランティア

親

祖父母

親戚

友人・知人

その他

介助者はいない

わからない

無回答

（n=75）
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５ 就労の状況について 

問 18 現在、あなたは仕事をしていますか。（SA） 

 
 

現在仕事は、「仕事をしている」（8.5％）、「仕事をしていない」（89.1％）となっている。 

 

 

問 19 問 18 で「仕事をしている」を選んだ方におたずねします。 

（１）あなたは主にどのような仕事に就いていますか。（SA） 

 
 

現在の仕事は、「商売や農業などの自営業（手伝いを含む）」（40.0％）が最も高く、次いで

「パート、アルバイト」（22.9％）、「会社員、公務員、団体職員などの常勤の就労」（17.1％）

となっている。 

 

 

8.5 89.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

仕事をしている 仕事をしていない 無回答 a

17.1 22.9 40.0

2.9

8.6 5.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=35）

会社員、公務員、団体職員などの常勤の就労 パート、アルバイト

商売や農業などの自営業（手伝いを含む） 障害のある方が通う施設での就労・生産活動

在宅での就労・内職 その他

無回答 a



 

 

78 

（２）あなたは主にどのような内容の仕事をしていますか。（SA） 

 
 

仕事の内容は、「事務職」と「サービス業」がともに 20.0％と最も高く、次いで「専門的・

技術的職業」（14.3％）、「その他」（11.4％）となっている。 

 

 

（３）あなたの１日あたりの仕事の時間はどのくらいですか。（SA） 

 
 

１日あたりの仕事の時間は、「２時間以上～４時間未満」と「６時間以上～８時間未満が

ともに 31.4％と最も高く、次いで「４時間以上～６時間未満」（20.0％）となっている。 

 

20.0

2.9

14.3

20.0

2.9

2.9

2.9

5.7

5.7

11.4

11.4

0% 20% 40%

事務職

販売業

専門的・技術的職業

サービス業

運輸業

製造・加工業

建設・土木業

農林水産業

障害のある方が通う施設での就労・生産活動

その他

無回答

（n=35）

8.6 31.4 20.0 31.4

2.9 0.0

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=35）

２時間未満 ２時間以上～４時間未満 ４時間以上～６時間未満

６時間以上～８時間未満 ８時間以上 わからない

無回答 a
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（４）あなたの仕事による収入は月額どのくらいですか。（SA） 

 
 

月額の収入は、「５万円以上～10万円未満」（25.7％）が最も高く、次いで「10万円以上～

15 万円未満」（20.0％）、「１万円以上～５万円未満」（14.3％）となっている。 

 

 

（５）あなたは現在の仕事をどのくらいの期間続けていますか。（SA） 

 
 

現在の仕事の期間は、「５年以上」（74.3％）が最も高く、次いで「３年以上～５年未満」

（8.6％）となっている。 

 

  

5.7 14.3 25.7 20.0 8.6 5.7 8.6

2.9

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=35）

１万円未満 １万円以上～５万円未満 ５万円以上～10万円未満

10万円以上～15万円未満 15万円以上～20万円未満 20万円以上～30万円未満

30万円以上 わからない 無回答

2.9 2.9 2.9

8.6 74.3 8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=35）

６カ月未満 ６カ月以上～１年未満 １年以上～３年未満

３年以上～５年未満 ５年以上 無回答



 

 

80 

（６）あなたは仕事をしている上で、何か悩みや不満などがありますか。（MA） 

 
 

仕事をしている上での悩みや不満は、「特に悩みはない」（60.0％）が最も高く、次いで「就

労時間や仕事の内容の負担が大きい」（14.3％）となっている。 

 

 

 

14.3

11.4

11.4

5.7

2.9

2.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

60.0

8.6

0% 20% 40% 60% 80%

就労時間や仕事の内容の負担が大きい

収入が少ない

症状の変動・体調の波がある

通勤するのが大変である

自分の技術や能力がいかせない

職場の人たちが障害をあまり理解していない

職場の設備が不足している

人間関係がうまくいかない

健康保険・厚生年金などがない

通院・治療との両立が難しい

その他

特に悩みはない

無回答

（n=35）
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（７）あなたが仕事を続けるためには何が必要ですか。（MA） 

 
 

仕事を続けるために必要なものは、「特にない」（54.3％）が最も高く、次いで「体調に合

わせて勤務日・勤務時間を調整できること」（14.3％）となっている。 

 

 

  

14.3

8.6

8.6

8.6

5.7

2.9

2.9

2.9

2.9

2.9

0.0

0.0

0.0

54.3

2.9

11.4

0% 20% 40% 60%

体調に合わせて勤務日・勤務時間を調整できること

生活できる十分な賃金

パソコンなどの技術やマナーの習得

福利厚生の充実

障害の程度・特性にあった仕事であること

通勤のための支援

周囲の方が障害を理解してくれること

身支度などの生活支援

休日を充実して過ごすための支援

意思疎通の手段・情報保障の確保

ジョブコーチなどの支援

職場設備のバリアフリー化

その他

特にない

わからない

無回答

（n=35）



 

 

82 

問 20 問 18 で「仕事をしていない」を選んだ方におたずねします。現在、あなたが仕事を

していない理由は何ですか。（MA） 

 
 

現在仕事をしていない理由は、「高齢のため」（75.2％）が最も高く、次いで「病気のため」

（35.4％）、「体力的にできないため」（27.2％）となっている。 

 

 

 

75.2

35.4

27.2

12.3

8.2

4.6

3.3

1.4

0.3

0.3

0.0

5.2

1.9

2.7

0% 20% 40% 60% 80%

高齢のため

病気のため

体力的にできないため

仕事をする必要がないため

障害の程度・特性にあった仕事がないため

家事のため

通勤が困難なため

求人が少なく仕事が見つからないため

求職の相談をできるひとがいないため

職場で障害についての理解が得られないため

在園・在学中、職業訓練中のため

その他

特にない

無回答

（n=367）
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６ 社会参加について 

問 21 あなたはどのくらいの頻度で外出していますか。（SA） 

 
 

外出頻度は、「週に２～３回」（31.3％）が最も高く、次いで「ほとんど外出していない」

（16.7％）、「週に４日以上ほぼ毎日」（15.8％）となっている。 

 

 

問 22 あなたの主な外出の目的は何ですか。（MA） 

 
 

主な外出の目的は、「買い物」（58.0％）が最も高く、次いで「その他」（17.7％）、「余暇活

動」（13.8％）となっている。 

 

15.8 31.3 10.0 12.1 6.3 16.7

2.4

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

週に４日以上ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回

月に２～３回 年に数回 ほとんど外出していない

その他 無回答 a

58.0

13.8

10.0

4.6

4.6

4.1

3.6

17.7

16.7

0% 20% 40% 60%

買い物

余暇活動

友人・知人宅への訪問

習いごと

当事者団体・当事者グループの活動

地域行事

旅行

その他

無回答

（n=412）



 

 

84 

問 23 あなたがより外出しやすくなるためには何が必要ですか。（MA） 

 
 

より外出しやすくなるために必要なものは、「一緒に出かけられる人がいること」（31.1％）

が最も高く、次いで「公共交通機関が充実していること」（30.3％）、「交通費が安く済むこ

と」（20.6％）となっている。 

 

 

 

31.1

30.3

20.6

18.4

14.1

13.6

12.9

9.7

6.1

3.4

1.0

3.2

12.1

10.7

0% 20% 40%

一緒に出かけられる人がいること

公共交通機関が充実していること

交通費が安く済むこと

建物や道路などが整備されていること

使いやすい駐車場が充実していること

移動サービスが充実していること

休憩場所が十分であること

介助者を頼みやすいこと

緊急時の対応が充実していること

市民の障害についての理解が深まること

コミュニケーションの支援をする方を頼みやすいこと

その他

特にない

無回答

（n=412）
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問 24 あなたは過去一年間に、どのような余暇活動、スポーツ、趣味、学習や社会活動など

をしましたか。（SA） 

 
 

過去一年間に行った活動などは、「④旅行・キャンプ・釣りなどの活動」（19.9％）が最も

高く、次いで「①鑑賞行為」（18.2％）、「⑦地域行事」（16.5％）となっている。 

 

 

18.2

8.7

8.3

19.9

7.0

9.0

16.5

27.9

32.0

32.3

25.7

35.7

34.7

31.8

11.9

10.7

9.2

11.7

8.5

7.0

10.9

42.0

48.5

50.2

42.7

48.8

49.3

40.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鑑賞行為

②スポーツ活動

③文化・芸術活動

④旅行・キャンプ・釣りなどの活動

⑤ボランティアなどの社会活動

⑥当事者団体・当事者グループの活動

⑦地域行事

(n=412)

活動した 活動しなかった 活動したかったができなかった 無回答 a
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７ 健康や医療について 

問 25 あなたは普段、定期的に通院していますか。（SA） 

 
 

定期的な通院は、「月に１回程度通院している」（39.6％）が最も高く、次いで「月に２～

３回程度通院している」（20.6％）、「定期的には通院していない」（13.6％）となっている。 

 

 

問 26 あなたが医療機関を利用する際に困っていることは何ですか。（MA） 

 
 

医療機関利用時に困っていることは、「特に困っていることはない」（37.9％）が最も高く、

次いで「病院までの移動が困難である」（18.0％）、「医療費の負担が大きい」（16.3％）とな

っている。 

 

1.2

9.0

4.1

20.6 39.6 13.6

2.4

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

ほぼ毎日通院している 週に２～３回程度通院している

週に１回程度通院している 月に２～３回程度通院している

月に１回程度通院している 定期的には通院していない

入院している 無回答

18.0

16.3

16.0

12.9

5.6

4.6

1.2

2.7

37.9

10.4

0% 20% 40%

病院までの移動が困難である

医療費の負担が大きい

介助する家族などの負担が心配である

通院にかかる交通費の負担が大きい

医師とのコミュニケーションが難しい

障害に対応できる医療機関が身近にない

障害に理解のある医師がいない

その他

特に困っていることはない

無回答

（n=412）
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問 27 訓練などについておたずねします。 

（ア）あなたは、どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けたことがありますか。

（MA） 

 
 

受けたことのある訓練などは、「受けたことがない」（41.3％）が最も高く、次いで「歩行

の訓練」（26.9％）、「身体の機能を維持する訓練」（21.6％）となっている。 

 

 

 

26.9

21.6

19.9

7.3

6.6

5.8

2.9

2.4

2.4

1.7

1.5

1.2

1.2

0.2

0.2

41.3

0.0

14.8

0% 20% 40% 60%

歩行の訓練

身体の機能を維持する訓練

身体の機能を回復させる訓練

日常生活の訓練

言語訓練

福祉用具を使用する訓練

スポーツ、レクリエーション

家事訓練

パソコンなど情報機器を使用する訓練

社会生活の訓練

学習サポート

点字・手話の訓練

職業訓練

感覚統合療法などを含む療育全般

その他

受けたことがない

希望しない

無回答

（n=412）
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（イ）今後どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けたいと思いますか。（MA） 

 
 

今後受けたい訓練などは、「身体の機能を維持する訓練」（17.0％）が最も高く、次いで「身

体の機能を回復させる訓練」（11.4％）、「歩行の訓練」（10.7％）となっている。 

 

 

 

17.0

11.4

10.7

6.6

4.9

3.9

2.9

2.9

2.2

1.9

1.7

1.0

0.5

0.5

0.2

0.0

8.0

60.9

0% 20% 40% 60% 80%

身体の機能を維持する訓練

身体の機能を回復させる訓練

歩行の訓練

パソコンなど情報機器を使用する訓練

日常生活の訓練

スポーツ、レクリエーション

福祉用具を使用する訓練

言語訓練

社会生活の訓練

家事訓練

感覚統合療法などを含む療育全般

点字・手話の訓練

職業訓練

学習サポート

その他

受けたことがない

希望しない

無回答

（n=412）
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問 28 問 27 で「受けたことがない」を選んだ方におたずねします。受けたことがない理由

は何ですか。（MA） 

 
 

受けたことがない理由は、「必要ない」（64.1％）が最も高く、次いで「利用方法がわから

ない」（14.1％）、「訓練などがあることを知らなかった」（11.2％）となっている。 

 

 

 

 

64.1

14.1

5.3

4.7

3.5

1.2

7.1

11.2

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

必要ない

利用方法がわからない

場所が遠い

希望するサービスがない

介助者や交通手段が確保できない

点字や手話、要約筆記などによる情報支援がない

その他

訓練などがあることを知らなかった

無回答

（n=412）
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８ 福祉サービスについて 

問 29 あなたはどのようなところから福祉サービスの情報を得ていますか。（MA） 

 
 

情報の入手先は、「区役所・総合支所の窓口」（30.6％）が最も高く、次いで「行政の出版

物・パンフレット」（26.9％）、「家族」（23.1％）となっている。 

 

 

  

30.6

26.9

23.1

22.3

20.4

17.7

15.5

12.6

9.7

3.2

2.9

1.7

0.7

5.3

3.4

11.7

0% 20% 40%

区役所・総合支所の窓口

行政の出版物・パンフレット

家族

医療機関

テレビ・ラジオ

新聞

友人・知人

社会福祉協議会

障害当事者団体・福祉団体

民間団体の出版物・パンフレット

インターネット

都道府県の窓口

福祉雑誌

その他

入手できる方法がない

無回答

（n=412）
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問 30 あなたは「障害のある方の福祉サービス」を利用するための、障害支援区分認定を受

けていますか。（SA） 

 
 

区分認定は、「認定は受けていない」（44.2％）が最も高く、次いで「わからない」（35.0％）

となっている。 

 

 

 

1.9

0.7 1.0 0.2 0.2

0.2

44.2 35.0 16.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

区分１ 区分２ 区分３ 区分４

区分５ 区分６ 認定は受けていない わからない

無回答 a
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問 31 「障害のある方の福祉サービス」についておたずねします。 

（ア）あなたはこれまでにどのようなサービスを利用したことがありますか。（MA） 

 
 

これまで利用したことのあるサービスは、「利用したことはない」（38.3％）が最も高く、

次いで「補装具費や日常生活用具給付費の支給」（14.6％）、「医療費の助成を行うサービス」

（13.8％）となっている。 

 

  

14.6

13.8

13.1

10.9

6.1

5.8

5.1

4.1

4.1

3.9

3.6

2.9

2.9

2.7

2.2

1.2

1.0

1.0

0.2

1.2

38.3

0.0

16.5

0% 20% 40%

補装具費や日常生活用具給付費の支給

医療費の助成を行うサービス

ホームヘルプなどのサービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

介護などが必要な方の日中支援サービス

住宅改造

外出時に必要な支援を行うサービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

緊急通報システム

配食サービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

就労に向けた支援サービス

障害児の通所サービス

コミュニケーション支援サービス

その他

利用したことはない

特にない

無回答

（n=412）
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（イ）今後、あなたが利用したいと思うサービスは何ですか。（MA） 

 
 

今後利用したいサービスは、「ホームヘルプなどのサービス」（11.4％）が最も高く、次い

で「医療費の助成を行うサービス」（11.2％）、「外出時に必要な支援を行うサービス」（10.2％）

となっている。 

 

 

 

11.4

11.2

10.2

9.5

9.5

9.0

8.3

7.3

6.3

6.1

5.3

4.9

4.9

4.9

3.6

2.9

1.0

1.0

0.7

0.5

0.0

7.8

55.1

0% 20% 40% 60%

ホームヘルプなどのサービス

医療費の助成を行うサービス

外出時に必要な支援を行うサービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

配食サービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

緊急通報システム

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

住宅改造

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

コミュニケーション支援サービス

障害児の通所サービス

就労に向けた支援サービス

その他

利用したことはない

特にない

無回答

（n=412）



 

 

94 

問 32 問 31 で「特にない」以外のどれかひとつでも選んだ方におたずねします。あなたが

「障害のある方の福祉サービス」を利用するにあたって困っていることは何ですか。

（MA） 

 
 

障害のある方の福祉サービスの利用にあたり困っていることは、「特にない」（33.9％）が

最も高く、次いで「利用料が高い」（12.4％）、「手続きが面倒である」（11.8％）となってい

る。 

 

 

12.4

11.8

8.6

7.5

4.8

3.2

3.2

2.7

1.1

1.1

1.1

0.5

0.5

3.2

33.9

11.3

17.2

0% 20% 40%

利用料が高い

手続きが面倒である

サービスに関する情報が少ない

自分の障害程度に合ったサービスが受けられない

医療的なケアが受けられない

サービスの質がよくない

通いにくい

時間が合わない

定員が一杯で希望するサービスが受けられない

施設の広さや設備が十分ではない

手話通訳や要約筆記などの支援が十分ではない

利用者同士や職員との人間関係に困っている

作業や訓練の内容が合わない

その他

特にない

わからない

無回答

（n=186）
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問 33 問 31 で「利用したことがない」を選んだ方におたずねします。利用したことがない

理由は何ですか。（SA） 

 
 

利用したことがない理由は、「必要ない」（55.7％）が最も高く、次いで「何が使えるかわ

からない」（23.4％）、「その他」（6.3％）となっている。 

 

 

問 34 現在、あなたは仙台市にある「障害のある方の福祉サービス」に満足していますか。

（SA） 

 
 

市の「障害のある方の福祉サービス」について、「わからない」（47.8％）が最も高く、次

いで「満足している」（23.1％）、「やや不満である」（6.8％）となっている。 

 

 

 

55.7

2.5

5.7

2.5 0.0

23.4 6.3

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=158）

必要ない 利用料が高い 利用したいサービスがない

場所が遠い 定員がいっぱいで断られた 何が使えるかわからない

その他 無回答 a

1.7

23.1 47.8 6.8

0.2

20.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

とても満足している 満足している わからない

やや不満である とても不満である 無回答
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問 35 問 34 で「やや不満である」「とても不満である」を選んだ方におたずねします。特に

どのような福祉サービスに不満を感じていますか。（MA） 

 
 

不満のある福祉サービスは、「外出時に必要な支援を行うサービス」（44.8％）が最も高く、

次いで「身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練」と「医療費の助成を行うサービ

ス」がともに 17.2％となっている。 

 

44.8

17.2

17.2

13.8

13.8

13.8

10.3

10.3

10.3

6.9

6.9

3.4

3.4

3.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.9

3.4

0% 20% 40% 60%

外出時に必要な支援を行うサービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

医療費の助成を行うサービス

ホームヘルプなどのサービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

住宅改造

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

緊急通報システム

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

配食サービス

就労に向けた支援サービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

コミュニケーション支援サービス

障害児の通所サービス

その他

無回答

（n=29）
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問 36 あなたが今後充実してほしい施策は何ですか。（MA） 

 
 

今後充実してほしい施策は、「年金などの所得保障の充実」（39.8％）が最も高く、次いで

「医療費の負担軽減」（32.8％）、「自宅での生活を支えるホームヘルプサービスなどの充実」

（19.7％）となっている。 

 

 

39.8

32.8

19.7

15.3

12.6

12.1

10.9

10.7

10.2

10.0

9.7

8.5

7.5

6.3

6.3

5.6

5.6

4.1

3.2

1.7

0.7

0.7

1.2

12.6

12.6

0% 20% 40% 60%

年金などの所得保障の充実

医療費の負担軽減

自宅での生活を支えるホームヘルプサービスなどの充実

医療的ケアが受けられる在宅サービスの充実

建物や交通機関など障害者に配慮したまちづくりの推進

生活や訓練などの場として必要な福祉施設の整備

福祉サービスなどについて相談しやすい環境の整備

障害のある方も暮らしやすい住宅の確保

災害など緊急時の情報提供や避難誘導対策の充実

救急医療の整備

福祉に関するお知らせ、趣味・娯楽など各種情報提供の充実

健康づくり教室の充実

家族が休養できるような施策の充実

スポーツ・文化・レクリエーション活動等の施策の充実

グループホームなど住まいの場の充実

障害があっても働ける場の確保

専門的な機能回復訓練の実施

障害についての理解を深めるための市民への啓発

契約行為や財産などの権利が守られること

通学や通勤にあたっての移動の支援

放課後等デイサービスの充実

学校教育や生涯教育の充実

その他

特にない

無回答

（n=412）
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９ 相談の状況について 

問 37 困ったときの相談について次のうちあてはまるのはどれですか。（SA） 

 
 

困ったときの相談は、「相談先がある」（65.0％）が最も高く、次いで「わからない」（14.1％）、

「相談したいが相談先がない」（8.3％）となっている。 

 

 

 

65.0 8.3

0.7 2.7

14.1 9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

相談先がある 相談したいが相談先がない 相談したくない

その他 わからない 無回答
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問 38 問 37 で「相談先がある」を選んだ方におたずねします。 

（１）相談相手は誰ですか。（MA） 

 
 

相談相手は、「家族や親戚」（68.3％）が最も高く、次いで「ケアマネージャー」（30.2％）、

「医療機関」（21.6％）となっている。 

 

 

68.3

30.2

21.6

19.8

17.9

17.9

7.1

6.7

5.6

3.4

2.6

2.6

1.9

1.1

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

2.6

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親戚

ケアマネージャー

医療機関

市役所・区役所

友人・知人

地域包括支援センター

近所の人

ホームヘルパー

民生委員・児童委員

障害のある方が通う施設

障害者相談員

障害者福祉センター

障害者総合支援センター

障害者団体

相談支援事業所

保育所・幼稚園・学校

発達相談支援センター

精神保健福祉総合センター

障害者就労支援センター

その他

無回答

非該当

（n=268）
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（２）相談していること（したいこと）は何ですか。（MA） 

 
 

相談している（したいこと）は、「健康・医療」（54.1％）が最も高く、次いで「介護に関

する問題」（27.2％）、「収入・年金・手当」（16.4％）となっている。 

 

 

 

54.1

27.2

16.4

15.3

15.3

13.1

7.5

3.0

1.5

4.5

15.3

0% 20% 40% 60%

健康・医療

介護に関する問題

収入・年金・手当

施設利用

在宅サービスの利用関係

福祉機器の利用関係

家庭問題

交友・対人関係

仕事・職場・就職

その他

無回答

（n=268）
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問 39 今後のことで、あなたが不安に感じていることは何ですか。（MA） 

 
 

今後のことで不安に感じていることは、「自分が高齢になったときの健康、体力」（39.1％）

が最も高く、次いで「障害が重くなったときに生活を続けることができるか」（33.0％）、「病

気の再発や悪化」（31.8％）となっている。 

 

 

 

39.1

33.0

31.8

27.7

21.6

14.3

11.2

4.9

1.9

1.7

1.5

1.7

6.8

12.6

0% 20% 40%

自分が高齢になったときの健康、体力

障害が重くなったときに生活を続けることができるか

病気の再発や悪化

身の回りの介護や日常生活の援助などをする人がいるか

一緒に生活する家族などの高齢化や親亡き後の生活

地震などの災害

安定した収入があるか

趣味や生きがいをもてるか

仕事をしたいが受け入れてくれる企業があるか

仕事が続けられるか

いじめなどにあわないか

その他

特にない

無回答

（n=412）
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10 権利擁護について 

問 40 あなたは、2016 年４月より施行された「障害者差別解消法」を知っていますか。ま

た、「仙台市障害を理由とする差別をなくし障害のある人もない人も共に暮らしやす

いまちをつくる条例」を知っていますか。（SA） 

 
 

障害者差別解消法および条例を知っているかについて、「法律または条例を知っている」

（16.5％）、「知らない」（73.1％）となっている。 

 

 

問 41 障害を理由に差別を受けたり、いやな思いなどをしたことがありますか。（SA） 

 
 

障害を理由に差別やいやな思いをしたことがあるかは、「ある」（11.4％）、「ない」（69.4％）、

「わからない」（11.7％）となっている。 

 

 

 

16.5 73.1 10.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

法律または条例を知っている 知らない 無回答 a

11.4 69.4 11.7 7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

ある ない わからない 無回答 a



第３章 身体障害者本人（65歳以上） 

 

103 

問 42 問 41 で「ある」を選んだ方におたずねします。 

（１）あなたはどのような内容の差別を受けたり、いやな思いをしましたか。（MA） 

 
 

受けた差別やいやな思いの内容は、「周囲の人たちが障害についてあまり理解していない」

（51.1％）が最も高く、次いで「外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった」（29.8％）、

「近所付き合いや人間関係がうまくいかない」（27.7％）となっている。 

 

 

51.1

29.8

27.7

23.4

8.5

6.4

2.1

17.0

4.3

0% 20% 40% 60%

周囲の人たちが障害についてあまり理解していない

外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった

近所付き合いや人間関係がうまくいかない

交通機関を利用時に運転手や客にいやな態度をとられた

家庭・学校・職場でいじめられた

仕事での待遇の差がある

窓口職員の対応が悪く、いやな顔をされた

その他

無回答

（n=47）
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（２）差別をされたり、いやな思いをしたときに誰かに相談しましたか。（MA） 

 
 

差別をされたりしたときの相談は、「家族や親戚」（34.0％）が最も高く、次いで「相談し

ていない」（29.8％）、「友人・知人」（17.0％）となっている。 

 

 

34.0

17.0

10.6

6.4

4.3

4.3

4.3

2.1

2.1

2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.3

29.8

10.6

0% 20% 40%

家族や親戚

友人・知人

ケアマネージャー

市役所・区役所

近所の人

民生委員・児童委員

障害者福祉センター

医療機関

障害者総合支援センター

地域包括支援センター

保育所（園）・幼稚園・学校

障害のある方が通う施設

障害者相談員

障害者団体

ホームヘルパー

相談支援事業所

発達相談支援センター

精神保健福祉総合センター

障害者就労支援センター

障害者虐待防止・差別解消相談ダイヤル

その他

相談していない

無回答

（n=47）
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（３）（２）で「相談していない」を選んだ方におたずねします。相談しなかった理由は何で

すか。（MA） 

 
 

相談しなかった理由は、「相談したくない」（35.7％）が最も高く、次いで「その他」（28.6％）、

「わからない」（21.4％）となっている。 

 

 

 

14.3 35.7 28.6 21.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=14）

相談したいが相談先がない 相談したくない その他 わからない 無回答 a
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11 緊急時の対応について 

問 43 あなたは地震などの災害発生時、ひとりで避難することができますか。2011 年３月

11 日の東日本大震災を経験された方は、ご経験を踏まえてご回答ください。（SA） 

 
 

災害発生時にひとりで避難することができるかは、「できる」（44.7％）、「できない」

（39.3％）、「わからない」（9.7％）となっている。 

 

 

問 44 問 43 で「できない」を選んだ方におたずねします。災害のとき一人で避難すること

ができない理由は何ですか。（MA） 

 
 

一人で避難できない理由は、「介助者がいないと移動できないため」（71.0％）が最も高く、

次いで「移動に時間がかかるため」（27.8％）、「避難所での集団生活が難しいため」（21.0％）

となっている。 

 

 

 

44.7 39.3 9.7 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

できる できない わからない 無回答 a

71.0

27.8

21.0

12.3

6.8

6.2

3.7

3.7

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

介助者がいないと移動できないため

移動に時間がかかるため

避難所での集団生活が難しいため

避難勧告などの情報を把握することが困難なため

避難場所がわからないため

判断して行動することができないため

パニックを起こしてしまうため

その他

無回答

（n=162）
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問 45 あなたは、お住まいの地区の避難所の場所を知っていますか。（SA） 

 
 

居住区の避難所の場所は、「知っている」（67.5％）、「知らない」（27.4％）となっている。 

 

 

問 46 あなたは、福祉避難所を知っていますか。（SA） 

 
 

福祉避難所は、「知っている」（8.5％）、「知らない」（83.3％）となっている。 

 

 

 

67.5 27.4 5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

知っている 知らない 無回答 a

8.5 83.3 8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

知っている 知らない 無回答 a



 

 

108 

問 47 あなたは、ヘルプカードを知っていますか。（SA） 

 
 

ヘルプカードは、「知っており、使っている」（1.7％）、「知っているが、使っていない」

（8.7％）、「知らない」（82.0％）となっている。 

 

 

問 48 あなたは、仙台市が実施している災害時における要援護者情報登録制度を申し込ん

でいますか。（SA） 

 
 

要援護者情報登録制度について、「申し込んでいる」（4.6％）、「申し込んでいない」（87.9％）

となっている。 

 

 

 

1.7

8.7 82.0 7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

知っており、使っている 知っているが、使っていない 知らない 無回答 a

4.6

87.9 7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

申し込んでいる 申し込んでいない 無回答 a
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問 49 問 48 で「申し込んでいない」を選んだ方におたずねします。あなたが申し込んでい

ない理由は何ですか。（SA） 

 
 

申し込んでいない理由は、「制度を知らない」（77.3％）が最も高く、次いで「必要ない」

（12.7％）、「その他」（3.3％）となっている。 

 

 

問 50 地震などの災害時に、家族以外の方で手伝いや支援をしてくれる人について、次のう

ちあてはまるのはどれですか。（MA） 

 
 

災害時に家族以外で手伝いや支援をしてくれる人は、「近隣の住民」（37.6％）が最も高く、

次いで「親戚」（28.2％）、「手伝いや支援をしてくれる人はいない」（16.5％）となっている。 

 

77.3

2.5 0.6

12.7

3.3 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

制度を知らない 登録要件に該当しない

障害があることを知られたくない 必要ない

その他 無回答

37.6

28.2

16.5

11.2

10.4

6.8

0.2

16.3

0% 20% 40%

近隣の住民

親戚

手伝いや支援をしてくれる人はいない

その他

民生委員・児童委員

障害のある方が通う施設の職員

協力してほしくない

無回答

（n=412）
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問 51 地震などの災害が発生したときのために、あらかじめ近所の人やボランティアなど

にあなたの避難の手伝いや介助をお願いしておくことについて、どのように思います

か。（SA） 

 
 

災害発生のときのために近所の人やボランティアなどに手伝いや介助をお願いしておく

ことは、「ぜひお願いしたい」（28.6％）が最も高く、次いで「自分で避難できるので、協力

はいらない」（24.3％）、「事前に情報提供したくないが、いざという時は支援してほしい」

（17.5％）となっている。 

 

 

 

28.6 17.5

2.4

24.3

3.4

12.9 10.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=412）

ぜひお願いしたい

事前に情報提供したくないが、いざという時は支援してほしい

避難の手伝いや介助を受けることに抵抗感がある

自分で避難できるので、協力はいらない

その他

わからない

無回答
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問 52 地震などのいざという時のことで、あなたが普段不安に感じていることは何ですか。

（MA） 

 
 

地震などのいざという時のことで普段不安に感じていることは、「自宅や利用施設が地震

などに耐えられるかどうか」（33.5％）が最も高く、次いで「薬を手に入れたり、治療を受け

ることができるか」（31.3％）、「安全なところまで、すぐに避難することができるか」（31.1％）

となっている。 

 

 

33.5

31.3

31.1

21.6

16.7

16.3

9.2

6.6

5.8

5.3

1.7

8.7

5.1

8.3

0% 20% 40%

自宅や利用施設が地震などに耐えられるかどうか

薬を手に入れたり、治療を受けることができるか

安全なところまで、すぐに避難することができるか

緊急時に情報を得られるか

救助を求めても人が来てくれるかどうか

障害にあった対応をしてくれる避難所があるか

救助を求めることができるか

まわりの人々とのコミュニケーションがとれるか

どのような時が緊急時なのかわからない

避難所のルールになじめるか

その他

特にない

わからない

無回答

（n=412）
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問 53 地震、台風などの災害に対して大切だと思う対策はどのようなことだと思いますか。

（MA） 

 
 

地震や台風などの災害に対して大切だと思う対策は、「薬・医療用機器・ストマ用装具等

の日常生活用具の確保」（33.3％）が最も高く、次いで「緊急時に通報するシステムの整備」

と「障害のある方に配慮した避難所の整備」がともに 31.8％となっている。 

 

 

33.3

31.8

31.8

26.5

22.1

14.3

14.3

12.1

11.4

8.3

4.4

1.7

6.1

9.5

0% 20% 40%

薬・医療用機器・ストマ用装具等の日常生活用具の確保

緊急時に通報するシステムの整備

障害のある方に配慮した避難所の整備

避難所などへ誘導する体制の充実

避難所での共同生活が難しい人のための福祉避難所の確保

災害に強い建築物・道路などの整備

災害情報などの確保

障害のある方の安否確認体制の充実

ボランティアの支援体制の充実

避難訓練や防災知識などの啓発

点字・音声・手話通訳・通訳・文字などによる情報支援

その他

わからない

無回答

（n=412）
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第４章 知的障害者本人 

問 1 このアンケートはだれが書いていますか。（SA） 

 
 

アンケートの記入者は、「家族などがかわりに書いている」（60.3％）が最も高く、次いで

「自分で書いている」（30.0％）、「その他」（6.5％）となっている。 

 

 

問 2 あなたはどこの区に住んでいますか。（SA） 

 
 

居住区は、「青葉区」（29.0％）が最も高く、次いで「太白区」（23.0％）、「泉区」（20.9％）

となっている。 

 

 

 

  

30.0 60.3 6.5

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

自分で書いている 家族などがかわりに書いている その他 無回答 a

29.0 14.4 10.7 23.0 20.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

青葉区 宮城野区 若林区 太白区 泉区 その他 無回答 a



 

 

116 

問 3 あなたは何歳ですか。（数値） 

 
 

年齢は、「20～29 歳」（33.2％）が最も高く、次いで「30～39 歳」（22.2％）、「40～49 歳」

（13.8％）となっている。 

 

 

問 4 あなたの性別を教えてください。（SA） 

 
 

性別は、「男性」（59.3％）、「女性」（37.6％）となっている。 

 

 

 

  

0.0

9.4 33.2 22.2 13.8 8.6 6.3

3.4 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

14歳以下 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答 a

59.3 37.6

0.3 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

男性 女性 その他 無回答 a
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問 5 いまあなたが持っている障害者手帳についておたずねします。 

（ア）障害者手帳を持っているかどうか教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 

 

（療育手帳） 

 

 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 

 

「持っている」割合は、身体障害者手帳が 20.6％、療育手帳が 94.3％、精神障害者保健

福祉手帳が 3.1％となっている。 

20.6 22.2 57.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

持っている 持っていない 無回答 a

94.3

1.3 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

持っている 持っていない 無回答 a

3.1

30.5 66.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

持っている 持っていない 無回答 a



 

 

118 

（イ）手帳の等級を教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 

 

（療育手帳） 

 

 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 

 

身体障害者手帳の等級は、「１級」（50.6％）が最も高く、次いで「２級」（21.5％）と「３

級」（15.2％）となっている。 

療育手帳の等級は、「A」（46.5％）、「B」（51.2％）となっている。 

精神障害者保健福祉手帳の等級は、「１級」と「２級」がともに 33.3％と最も高く、次い

で「３級」（16.7％）となっている。 

 

  

50.6 21.5 15.2

3.8

6.3

0.0 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=79）

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答 a

46.5 51.2

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=361）

A B 無回答 a

33.3 33.3 16.7 16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=12）

１級 ２級 ３級 無回答 a
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問 6 あなたに障害があると言われたのはいつごろですか。（SA・数値） 

 
 

障害があると言われた時期は、「（  ）歳頃」（61.1％）が最も高く、次いで「生まれた後

すぐ」（22.5％）、「わからない」（12.3％）となっている。 

 

 

（障害があると言われた年齢） 

 
 

障害があると言われた年齢は、「３歳」（13.1％）が最も高く、次いで「７～12 歳」（9.7％）、

「１歳」（9.4％）となっている。 

 

  

22.5 61.1 12.3

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

生まれた後すぐ （ ）歳頃 わからない 無回答 a

2.9

9.4

7.3

13.1

2.6

3.7

2.6

9.7

3.7

1.3

5.7

38.1

0% 20% 40%

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７～12歳

13～15歳

16～18歳

19歳以上

無回答

（n=383）
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問 7 あなたに障害があると言われたのはどこですか。（SA） 

 
 

障害があると言われた場所は、「病院」（40.7％）が最も高く、次いで「アーチル（発達相

談支援センター）」（19.8％）、「児童相談所」（19.1％）となっている。 

 

 

問 8 いま、あなたはどんなところに住んでいますか。（SA） 

 
 

現在の住まいは、「一軒家」（53.5％）が最も高く、次いで「マンション・アパート」（25.3％）、

「その他」（11.0％）となっている。 

 

 

 

 

  

19.8 19.1 40.7 6.8 10.2

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

アーチル（発達相談支援センター） 児童相談所

病院 その他

わからない 無回答

53.5 25.3 7.8 11.0

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

一軒家

マンション・アパート

グループホーム（障害のある方が一緒に生活する住宅）

その他

無回答
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問 9 あなたと一緒に住んでいる人は、あなたのほかに何人いますか。（SA） 

 
 

同居している人数は、「２人」（28.5％）が最も高く、次いで「３人」（26.1％）、「１人」

（14.4％）となっている。 

 

 

問 10 あなたと一緒に住んでいる人は誰ですか。（MA） 

 
 

同居している人は、「親」（72.1％）が最も高く、次いで「兄弟姉妹」（39.7％）、「その他」

（15.7％）となっている。 

 

 

  

14.4 28.5 26.1 12.0 13.3

3.1 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 一緒に住んでいる人はいない 無回答 a

72.1

39.7

8.1

2.3

2.1

1.6

3.1

15.7

3.9

0% 20% 40% 60% 80%

親

兄弟姉妹

おじいさん、おばあさん

夫または妻

友だち・知り合い

子ども

一人で暮らしている

その他

無回答

（n=383）
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問 11 あなたが得ている収入は次のうちどれですか。（MA） 

 
 

収入は、「障害のある方がもらえる年金」（73.1％）が最も高く、次いで「給料をもらって

いる」（33.4％）、「障害のある方がもらえる手当」（13.6％）となっている。 

 

 

問 12 平日に、あなたが主にいる場所はどこですか。（SA） 

 
 

平日に主にいる場所は、「障害のある方が通っている施設」（45.7％）が最も高く、次いで

「仕事をしている場所（会社）」（21.7％）、「自宅」（20.6％）となっている。 

 

  

73.1

33.4

13.6

12.3

3.4

0.5

2.6

0% 20% 40% 60% 80%

障害のある方がもらえる年金

給料をもらっている

障害のある方がもらえる手当

その他

特にない

わからない

無回答

（n=383）

0.0

3.1

21.7 45.7 20.6 6.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

保育所・幼稚園 学校

仕事をしている場所（会社） 障害のある方が通っている施設

自宅 その他

無回答 a
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問 13 あなたは、家の近くに住む人と仲良くしていますか。（SA） 

 
 

近所の人とは、「あいさつをするくらいである」（61.4％）が最も高く、次いで「仲良くし

ていない」（17.5％）、「仲良くしている」（15.1％）となっている。 

 

 

問 14 いま、あなたは仕事をしていますか。（SA） 

 
 

現在の仕事は、「仕事をしている」（56.9％）、「仕事をしていない」（41.5％）となってい

る。 

 

 

  

15.1 61.4 17.5 6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

仲良くしている あいさつをするくらいである 仲良くしていない 無回答 a

56.9 41.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

仕事をしている 仕事をしていない 無回答 a
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問 15 問 14 で「仕事をしている」に○を付けた方におたずねします。 

（１）どのような仕事のしかたをしていますか。（SA） 

 
 

現在の仕事のしかたは、「障害のある方が通う施設で、ものをつくったり作業をしたりし

ている」（60.1％）が最も高く、次いで「パート・アルバイトとして働いている」（27.5％）、

「正社員・正職員として働いている」（7.3％）となっている。 

 

 

（２）どのような種類の仕事をしていますか。（SA） 

 
 

仕事の種類は、「施設での就労・生産活動」（52.8％）が最も高く、次いで「その他」（19.3％）、

「サービス業」（10.6％）となっている。 

 

  

7.3 27.5 60.1 5.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=218）

正社員・正職員として働いている

パート・アルバイトとして働いている

障害のある方が通う施設で、ものをつくったり作業をしたりしている

その他

無回答

2.3

5.0 10.6

1.4

8.3 52.8 19.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=218）

事務職 販売業 サービス業

運輸業 製造・加工業 施設での就労・生産活動

その他 無回答 a
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（３）あなたの１日あたりの仕事の時間はどのくらいですか。（SA） 

 
 

１日あたりの仕事の時間は、「４～６時間」（39.9％）が最も高く、次いで「６～８時間」

（30.3％）、「２～４時間」（22.5％）となっている。 

 

 

（４）あなたは、一カ月の仕事で、どのくらいのお金をもらっていますか。（SA） 

 
 

月給は、「１万円より少ない」（34.4％）が最も高く、次いで「５～10 万円」（30.7％）、「１

～５万円」（26.1％）となっている。 

 

  

5.5 22.5 39.9 30.3

1.4 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=218）

２時間より短い ２～４時間 ４～６時間 ６～８時間

８時間より長い 無回答 a

34.4 26.1 30.7

4.6 0.9 0.0 0.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=218）

１万円より少ない １～５万円 ５～10万円

10～15万円 15～20万円 20～30万円

30万円より多い 無回答 a
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（５）あなたはいまの仕事をどのくらいの期間続けていますか。（SA） 

 
 

仕事を続けている期間は、「５年より長い」（49.5％）が最も高く、次いで「１～３年」

（17.4％）、「３～５年」（16.1％）となっている。 

 

 

（６）仕事をして困ったことは何ですか。（MA） 

 
 

仕事をして困ったことは、「給料や工賃などが少ない」（32.6％）が最も高く、次いで「困

っていない」（26.1％）、「人間関係がうまくいかない」（23.4％）となっている。 

 

 

  

3.7

12.8 17.4 16.1 49.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=218）

６カ月より短い ６カ月～１年 １～３年 ３～５年

５年より長い 無回答 a

32.6

23.4

12.8

9.2

6.9

10.6

26.1

5.0

0% 20% 40%

給料や工賃などが少ない

人間関係がうまくいかない

仕事をする場所まで通うのが大変である

自分の障害のことを分かってもらえない

健康保険・厚生年金などがない

その他

困っていない

無回答

（n=218）
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（７）仕事を続けるためには何が必要ですか。（MA） 

 
 

仕事を続けるために必要なことは、「自分の障害にあった仕事であること」（44.5％）が最

も高く、次いで「いつもだれかがアドバイスしてくれること」（36.2％）、「仕事をする場所で

自分の障害がわかってもらえること」（33.9％）となっている。 

 

 

問 16 問 14 で「仕事をしていない」に○を付けた方におたずねします。あなたが仕事をし

ていない理由は何ですか。（MA） 

 
 

仕事をしていない理由は、「自分の障害にあった仕事がないため」（37.7％）が最も高く、

次いで「病気のため」（26.4％）、「その他」（23.9％）となっている。 

 

  

44.5

36.2

33.9

33.5

17.4

13.8

10.6

5.0

6.9

3.7

0.9

0% 20% 40% 60%

自分の障害にあった仕事であること

いつもだれかがアドバイスしてくれること

仕事をする場所で自分の障害がわかってもらえること

給料や工賃がたくさんもらえること

体調にあわせて働く時間を変えられること

仕事をしていくためのいろいろな練習

仕事をする場所まで通うためにお手伝いがあること

その他

特にない

わからない

無回答

（n=218）

37.7

26.4

11.9

8.8

8.2

8.2

4.4

2.5

23.9

4.4

0% 20% 40%

自分の障害にあった仕事がないため

病気のため

仕事をする場所へ通うのがむずかしいため

年をとっているため

体力的にできないため

学校に通っているため

職業訓練中のため

仕事をしたくないため

その他

無回答

（n=159）
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問 17 仕事・学校・病院・施設に行くこと以外で、どのくらい外出していますか。（SA） 

 
 

仕事・学校・病院・施設以外での外出の頻度は、「週に２～３回」（27.2％）が最も高く、

次いで「週に１回」（22.7％）、「月に２～３回」（17.5％）となっている。 

 

 

問 18 あなたが外出をするときは、主に何をしますか。（MA） 

 
 

外出するときの主な目的は、「買い物」（60.1％）が最も高く、次いで「散歩」（26.9％）、

「スポーツや趣味」（15.7％）となっている。 

 

  

12.5 27.2 22.7 17.5

4.7

10.4 5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

週４日より多い 週に２～３回 週に１回

月に２～３回 年に２～３回 ほとんど外出していない

無回答 a

60.1

26.9

15.7

12.8

12.3

7.0

2.3

14.6

5.2

0% 20% 40% 60% 80%

買い物

散歩

スポーツや趣味

友人や知り合いと遊ぶ

障害のある方の集まりへの参加

旅行

地域行事（お祭りや町内会）

その他

無回答

（n=383）
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問 19 あなたはどのようなことがあれば外出しやすくなりますか。（MA） 

 
 

外出しやすくなるには、「一緒に出かけられる人がいること」（49.1％）が最も高く、次い

で「みんなが障害のある方のことをよくわかってくれること」（26.9％）、「バスや地下鉄な

どが今より使いやすくなること」（18.3％）となっている。 

 

 

問 20 あなたは「障害のある方の福祉サービス」を使ったことがありますか。（SA） 

 
 

「障害のある方の福祉サービス」の利用は、「使ったことがある」（62.9％）、「使ったこと

がない」（37.1％）となっている。 

 

  

49.1

26.9

18.3

11.2

8.1

5.5

6.0

15.7

5.7

0% 20% 40% 60%

一緒に出かけられる人がいること

みんなが障害のある方のことをよくわかってくれること

バスや地下鉄などが今より使いやすくなること

お手伝いを安く頼めること

タクシーや自家用車などが今より使いやすくなること

バス、地下鉄、タクシーの料金が安いこと

その他

特にない

無回答

（n=383）

62.9 37.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

使ったことがある 使ったことがない 無回答 a
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問 21 問 20 で「使ったことがある」に○を付けた方におたずねします。 

（１）利用したことがある福祉サービスは何ですか。（MA） 

 
 

利用したことがある福祉サービスは、「仕事や、遊びに出かけるときに助けてくれるサー

ビス」（36.5％）が最も高く、次いで「いろいろな相談ができる施設」（34.9％）、「仕事をす

るための練習ができたり、仕事をしたりする施設」（33.6％）となっている。 

 

 

（２）福祉サービスを使うときに困っていることは何ですか。（MA） 

 
 

福祉サービス利用で困っていることは、「困っていることはない」（24.9％）が最も高く、

次いで「その他」（19.9％）、「わからない」（15.4％）となっている。 

 

  

36.5

34.9

33.6

31.1

27.8

24.5

20.3

15.8

12.0

9.5

2.9

0% 20% 40%

仕事や、遊びに出かけるときに助けてくれるサービス

いろいろな相談ができる施設

仕事をするための練習ができたり、仕事をしたりする施設

施設で、数日泊まって、お世話をしてくれるサービス

施設で、生活のためのいろいろな練習をするサービス

障害のある子どもが小学校に入る前に通う施設

スポーツ、レクリエーションなどができる施設

障害のある方が一緒に生活するアパートなど

家で、料理や洗濯などをお手伝いをしてくれるヘルパー

その他

無回答

（n=241）

14.1

11.2

10.0

6.6

5.0

19.9

24.9

15.4

9.1

0% 20% 40%

遠い、通うのが大変

利用料が高い

利用者や施設の人との人間関係に困っている

仕事や生活をしていくための練習がうまくいかない

サービスの内容がよくない

その他

困っていることはない

わからない

無回答

（n=241）
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問 22 問 20 で「使ったことがない」に○を付けた方におたずねします。利用したことがな

い理由は何ですか。（SA） 

 
 

利用したことがない理由は、「何が使えるかわからない」（33.8％）が最も高く、次いで「必

要ない」（28.9％）、「その他」（9.9％）となっている。 

 

 

問 23 あなたは仙台市にある「障害のある方の福祉サービス」に満足していますか。（SA） 

 
 

市にある「障害のある方の福祉サービス」への満足は、「よくわからない」（33.9％）が最

も高く、次いで「やや不満である」（17.2％）、「満足している」（14.4％）となっている。 

 

  

28.9

0.7

3.5 2.1 0.0

33.8 9.9 21.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=142）

必要ない 利用料が高い 利用したいサービスがない

場所が遠い 定員がいっぱいで入れない 何が使えるかわからない

その他 無回答 a

3.1

14.4 33.9 17.2 7.3 11.7 12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

とても満足している 満足している よくわからない

やや不満である とても不満である どちらともいえない

無回答 a
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問 24 あなたが今後、国や仙台市などにしてもらいたいことは何ですか。（MA） 

 
 

国や市などにしてもらいたいことは、「年金など生活ができるようなお金をふやすこと」

（52.2％）が最も高く、次いで「障害のある方が利用できる施設をもっとふやすこと」

（31.3％）、「障害があっても働ける場所をふやすこと」（27.9％）となっている。 

 

 

問 25 困ったとき、だれかに相談しますか。（SA） 

 
 

困ったときの相談は、「相談する」（77.8％）が最も高く、次いで「相談しない」（10.4％）、

「相談したいが相談するところがない」（4.7％）となっている。 

 

 

  

52.2

31.3

27.9

22.5

20.4

18.5

14.4

8.9

0.8

0.8

8.4

4.2

6.3

6.0

0% 20% 40% 60%

年金など生活ができるようなお金をふやすこと

障害のある方が利用できる施設をもっとふやすこと

障害があっても働ける場所をふやすこと

困っていることなどを相談できるところをふやすこと

障害のある方のことを周りの人がわかるようになること

障害のある方と一緒に暮らすアパートをふやすこと

遊びに行くときや、施設に行くときのお手伝いがあること

仕事や生活をしていくための練習・訓練場所をふやすこと

みんなで集まって遊んだり勉強したりする場所をふやすこと

学校や先生などをふやすなどして勉強をしやすくすること

その他

特にない

わからない

無回答

（n=383）

77.8

4.7

10.4

3.9 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

相談する 相談したいが相談するところがない 相談しない その他 無回答 a
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問 26 問 25 で「相談する」に○を付けた方におたずねします。 

（１）主に相談するところはどちらですか。（MA） 

 
 

主に相談するところは、「家族」（69.8％）が最も高く、次いで「施設の職員の人」（53.4％）、

「病院」（23.5％）となっている。 

 

 

（２）主に相談していること（したいこと）は何ですか。（MA） 

 
 

主に相談していること（したいこと）は、「健康・医療」（43.0％）が最も高く、次いで「施

設の利用」（26.5％）、「仕事」（25.2％）となっている。 

  

69.8

53.4

23.5

22.1

21.8

17.8

10.7

3.0

9.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80%

家族

施設の職員の人

病院

友人や知人

アーチル（発達相談支援センター）

市役所や区役所

職場

学校

その他

無回答

（n=298）

43.0

26.5

25.2

14.1

10.1

8.4

11.4

8.7

0% 20% 40% 60%

健康・医療

施設の利用

仕事

交友関係

家庭問題

収入

その他

無回答

（n=298）
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問 27 これからのことで心配なことは何ですか。（MA） 

 
 

これからのことで心配なことは、「生活していくだけのお金が足りるか心配」（44.4％）が

最も高く、次いで「年をとったときの健康や体力が心配」（31.1％）、「身の回りことを手伝っ

てくれる人がいるか心配」（29.0％）となっている。 

 

 

問 28 あなたは、今年できた障害のある方の差別をなくす法律を知っていますか。（SA） 

 
 

今年できた障害のある方の差別をなくす法律を、「知っている」（19.3％）、「知らない」

（77.0％）となっている。 

 

 

  

44.4

31.1

29.0

23.8

14.9

6.0

6.3

2.1

4.7

7.0

0% 20% 40% 60%

生活していくだけのお金が足りるか心配

年をとったときの健康や体力が心配

身の回りことを手伝ってくれる人がいるか心配

一緒に住む家族がいるか心配

地震などの災害が心配

仕事をしたいが働かせてくれる会社があるか心配

その他

特にない

わからない

無回答

（n=383）

19.3 77.0

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

知っている 知らない 無回答 a
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問 29 障害のことで差別をされたり、いやな思いをしたことがありますか。（SA） 

 
 

障害のことで差別をされたり、いやな思いをしたことは、「ある」（56.4％）、「ない」（20.9％）、

「わからない」（19.8％）となっている。 

 

 

問 30 問 29 で「ある」に○を付けた方におたずねします。 

（１）あなたは、どのような差別を受けたり、いやな思いをしましたか。（MA） 

 
 

差別やいやな思いの内容は、「外出するとき、じろじろ見られたり、言葉が気になった」

（56.9％）が最も高く、次いで「周りの人たちが障害のことをあまり分かっていない」

（53.2％）、「学校や職場でいじめられた」（36.6％）となっている。 

 

 

 

  

56.4 20.9 19.8

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

ある ない わからない 無回答 a

56.9

53.2

36.6

24.5

20.4

10.2

8.8

13.4

3.7

0% 20% 40% 60%

外出するとき、じろじろ見られたり、言葉が気になった

周りの人たちが障害のことをあまり分かっていない

学校や職場でいじめられた

バスや地下鉄に乗るとき、周りからいやな態度をとられた

近所付き合いや人間関係がうまくいかない

市役所や施設などの窓口の人にいやな顔をされた

仕事でほかの人より待遇がわるかったりした

その他

無回答

（n=216）
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（２）差別を受けたり、いやな思いを受けたときに誰かに相談しましたか。（MA） 

 
 

差別やいやな思いを受けたときの相談は、「家族」（59.7％）が最も高く、次いで「施設の

職員の人」（25.5％）、「相談していない」（22.7％）となっている。 

 

 

（３）（２）で「相談していない」に○を付けた方におたずねします。相談をしなかった理由

は何ですか。（SA） 

 
 

相談をしなかった理由は、「その他」（42.9％）が最も高く、次いで「わからない」（26.5％）、

「相談したくない」（18.4％）となっている。 

 

 

 

  

59.7

25.5

17.6

11.6

9.7

9.3

6.9

5.1

0.9

3.7

22.7

2.8

0% 20% 40% 60%

家族

施設の職員の人

友人や知人

学校

病院

アーチル（発達相談支援センター）

職場

市役所や区役所

障害者虐待防止・差別解消相談ダイヤル

その他

相談していない

無回答

（n=216）

12.2 18.4 42.9 26.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=49）

相談をするところがない 相談したくない その他 わからない 無回答 a



第４章 知的障害者本人 

 

137 

問 31 あなたは地震などの災害のとき、一人で避難することができますか。（SA） 

 
 

災害時に一人で避難することができるかは、「できる」（27.2％）、「できない」（56.4％）、

「わからない」（13.3％）となっている。 

 

 

問 32 問 31 で「できない」に○を付けた方におたずねします。災害のとき一人で避難する

ことができない理由は何ですか。（MA） 

 
 

一人で避難することができない理由は、「お手伝いをする人がいないと動けないため」

（42.1％）、「どこに逃げればいいかわからないため」（34.7％）、「避難警報などの情報を知

ることがむずかしいため」（28.7％）となっている。 

 

 

  

27.2 56.4 13.3

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

できる できない わからない 無回答 a

42.1

34.7

28.7

22.7

21.8

12.5

0.9

0% 20% 40% 60%

お手伝いをする人がいないと動けないため

どこに逃げればいいかわからないため

避難警報などの情報を知ることがむずかしいため

パニックになってしまうため

素早く動けないため

その他

無回答

（n=216）
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問 33 あなたは、家の近くの避難所の場所を知っていますか。（SA） 

 
 

家の近くの避難所の場所を、「知っている」（49.3％）、「知らない」（45.2％）となってい

る。 

 

 

問 34 あなたは、ヘルプカードを知っていますか。（SA） 

 
 

ヘルプカードを、「知っており、使っている」（5.2％）、「知っているが、使っていない」

（24.5％）、「知らない」（67.1％）となっている。 

 

 

49.3 45.2 5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

知っている 知らない 無回答 a

5.2 24.5 67.1

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=383）

知っており、使っている 知っているが、使っていない 知らない 無回答 a
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第５章 知的障害者の家族 

１ 属性について 

問 1 このアンケートの記入者はどなたですか。（SA） 

 

 

アンケートの記入者は、「親」（91.9％）が最も高く、次いで「その他」（3.2％）、「兄弟姉

妹」（2.1％）となっている。 

 

 

問 2 ご本人のお住まいの区はどこですか。（SA） 

 
 

居住区は、「太白区」（33.9％）が最も高く、次いで「青葉区」（21.6％）、「宮城野区」（18.0％）

となっている。 

 

 

 

  

91.9

2.1

0.0 0.4 3.2 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

親 兄弟姉妹 配偶者（事実婚を含む） 子ども その他 無回答 a

21.6 18.0 9.9 33.9 14.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

青葉区 宮城野区 若林区 太白区 泉区 その他 無回答 a
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問 3 ご本人の年齢（2016 年 11 月１日時点）は何歳ですか。（数値） 

 
 

年齢は、「20～29 歳」（32.9％）が最も高く、次いで「30～39 歳」（30.0％）、「40～49 歳」

（25.1％）となっている。 

 

 

問 4 ご本人の性別を教えてください。（SA） 

 
 

性別は、「男性」（59.0％）、「女性」（38.2％）となっている。 

 

 

 

  

2.5

32.9 30.0 25.1 6.7

0.7

0.00.0 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～69歳 70～79歳 80歳以上 無回答 a

59.0 38.2

0.0 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

男性 女性 その他 無回答 a
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問 5 障害者手帳についておたずねします。 

（ア）ご本人が、障害者手帳をお持ちかどうか教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 

 

（療育手帳） 

 

 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 

 

「持っている」割合は、身体障害者手帳が 25.1％、療育手帳が 97.2％、精神障害者保健

福祉手帳が 2.1％となっている。 

25.1 24.0 50.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

持っている 持っていない 無回答 a

97.2

0.4 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

持っている 持っていない 無回答 a

2.1

39.2 58.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

持っている 持っていない 無回答 a
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（イ）お持ちの障害者手帳の等級を教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 

 

（療育手帳） 

 

 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 

 

身体障害者手帳の等級は、「１級」（49.3％）が最も高く、次いで「２級」（21.1％）、「３級」

（11.3％）となっている。 

療育手帳の等級は、「A」（79.6％）、「B」（18.9％）となっている。 

精神障害者保健福祉手帳の等級は、「１級」（66.7％）、次いで「２級」（33.3％）となって

いる。 

  

49.3 21.1 11.3 7.0 5.6

1.4 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=71）

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答 a

79.6 18.9

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=275）

A B 無回答 a

66.7 33.3

0.00.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=6）

１級 ２級 ３級 無回答 a
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問 6 障害の種類についておたずねします。 

（ア）ご本人の主な障害は次のうちどれですか。（SA） 

 
 

主な障害は、「知的障害（精神遅滞・ダウン症など）」（65.7％）が最も高く、次いで「自閉

症」（17.7％）、「肢体不自由（脳性まひ・手足が不自由など）」（8.5％）となっている。 

 

 

 

  

65.7

17.7

8.5

1.8

1.1

1.1

0.4

0.4

0.4

0.0

0.0

0.0

0.4

0.0

0.0

2.8

0% 20% 40% 60% 80%

知的障害（精神遅滞・ダウン症など）

自閉症

肢体不自由（脳性まひ・手足が不自由など）

てんかん（ウエスト症候群など）

広汎性発達障害

視覚障害

学習障害

聴覚障害

言語障害

アスペルガー症候群

ＡＤ／ＨＤ（注意欠如多動性障害）

内部障害

その他

特にない

わからない

無回答

(n=283)
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（イ）主な障害以外に障害があれば教えてください。（MA） 

 
 

主な障害以外の障害は、「てんかん（ウエスト症候群など）」（23.0％）が最も高く、次いで

「知的障害（精神遅滞・ダウン症など）」（19.8％）、「自閉症」と「言語障害」がそれぞれ 9.2％

となっている。 

 

  

23.0

19.8

9.2

9.2

8.5

4.2

2.5

2.1

2.1

1.8

1.4

0.0

4.6

2.5

1.1

43.8

0% 20% 40% 60%

てんかん（ウエスト症候群など）

知的障害（精神遅滞・ダウン症など）

自閉症

言語障害

肢体不自由（脳性まひ・手足が不自由など）

視覚障害

内部障害

学習障害

聴覚障害

ＡＤ／ＨＤ（注意欠如多動性障害）

広汎性発達障害

アスペルガー症候群

その他

特にない

わからない

無回答

（n=283）
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問 7 ご本人が障害の診断・判定を受けたのはいつごろですか。（SA） 

 
 

障害の診断・判定を受けたのは、「３歳まで」（33.2％）が最も高く、次いで「出生直後」

（18.0％）、「１歳６ヶ月まで」（17.3％）となっている。 

 

 

問 8 ご本人が障害の診断・判定を受けたところはどこですか。（SA） 

 
 

障害の診断・判定を受けたところは、「医療機関」（48.8％）が最も高く、次いで「児童相

談所」（20.8％）、「発達相談支援センター」（17.7％）となっている。 

 

 

  

18.0

10.2

17.3

33.2

8.8

5.3

0.7

1.4

1.1

2.1

1.8

0% 20% 40%

出生直後

乳児検診

１歳６ヶ月まで

３歳まで

小学校入学時

小学生

中学生

高校生

１８歳以上

わからない

無回答

（n=283）

17.7 48.8 20.8

2.1
0.7

5.7

2.5 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

発達相談支援センター 医療機関 児童相談所

旧障害者更生相談所 精神保健福祉総合センター その他

わからない 無回答 a
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２ 住まいと暮らしについて 

問 9 お住まいについておたずねします。 

（ア）現在、ご本人はどこにお住まいですか。（SA） 

 
 

現在の住まいは、「自分や家族の持ち家」（77.0％）が最も高く、次いで「借家や賃貸マン

ション・アパートなど」（11.7％）、「グループホーム」（8.8％）となっている。 

 

 

（イ）将来は、どこで暮らしてほしいと思っていますか。（SA） 

 
 

将来の希望する住まいは、「グループホーム」（50.5％）が最も高く、次いで「自分や家族

の持ち家」（14.1％）、「障害のある方が暮らす施設」（8.5％）となっている。 

  

77.0 11.7 8.8

0.00.0

0.0

1.1
0.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパートなど

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 わからない

無回答 a

14.1

2.1

50.5 8.5

1.4 0.0 1.4

6.7 15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパートなど

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 わからない

無回答 a
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問 10 ご本人と一緒に住んでいる人は何人いますか。（本人除く）（SA） 

 
 

同居人数は、「２人」（39.9％）が最も高く、次いで「３人」（25.8％）、「１人」（12.0％）

となっている。 

 

 

問 11 ご本人と一緒に住んでいる人は誰ですか。（MA） 

 
 

同居者は、「親」（88.7％）が最も高く、次いで「兄弟姉妹」（35.3％）、「祖父母」（10.6％）

となっている。 

 

  

12.0 39.9 25.8 10.2 11.0

0.4 0.0 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

１人 ２人 ３人

４人 ５人以上 一緒に住んでいる人はいない

わからない 無回答 a

88.7

35.3

10.6

3.2

0.7

0.7

0.7

0.4

7.4

0.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親

兄弟姉妹

祖父母

知人・友人

配偶者（事実婚を含む）

子ども

一人で暮らしている

親戚

その他

わからない

無回答

（n=283）
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３ 所得の状況について 

問 12 ご本人が得ている収入は次のうちどれですか。（MA） 

 
 

本人の収入は、「障害に関係する年金」（94.0％）が最も高く、次いで「各種手当」（19.1％）、

「給与」（17.7％）となっている。 

 

 

  

94.0

19.1

17.7

1.4

0.7

0.7

0.4

0.4

7.4

0.7

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害に関係する年金

各種手当

給与

生活保護

障害に関係しない年金

仕送り

事業収入

財産収入

その他

収入はない

わからない

無回答

（n=283）
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問 13 所得についておたずねします。 

（ア）ご本人の年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（SA） 

 
 

本人の年収は、「60 万円以上～120 万円未満」（65.4％）が最も高く、次いで「12 万円未満」

（15.2％）、「12 万円以上～60 万円未満」と「120 万円以上～300 万円未満」がともに 4.6％

となっている。 

 

 

 

 

 

  

15.2

4.6

65.4

4.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

0.4

9.2

0% 20% 40% 60% 80%

１２万円未満

１２万円以上～６０万円未満

６０万円以上～１２０万円未満

１２０万円以上～３００万円未満

３００万円以上～５００万円未満

５００万円以上～７００万円未満

７００万円以上～１,０００万円未満

１,０００万円以上

わからない

答えたくない

無回答

（n=283）
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（イ）一緒に暮らしている家族全体の年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（本人の年

収含む）（SA） 

 
 

家族全体の年収は、「300 万円以上～500 万円未満」（24.0％）が最も高く、次いで「120 万

円以上～300 万円未満」（22.6％）、「500 万円以上～700 万円未満」（10.6％）となっている。 

 

 

 

 

  

1.4

1.4

3.9

22.6

24.0

10.6

8.8

3.9

3.5

3.5

16.3

0% 20% 40%

１２万円未満

１２万円以上～６０万円未満

６０万円以上～１２０万円未満

１２０万円以上～３００万円未満

３００万円以上～５００万円未満

５００万円以上～７００万円未満

７００万円以上～１,０００万円未満

１,０００万円以上

わからない

答えたくない

無回答

（n=283）
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４ 日常生活について 

問 14 平日の日中の過ごし方についておたずねします。ご本人が主に過ごしている場所は

どこですか。（SA） 

 
 

平日日中に主に過ごしている場所は、「障害のある方が通う施設（通所施設）」（92.6％）が

最も高く、90％以上を占めている。 

 

 

問 15 ご本人は隣近所の人とどのようにつきあっていますか。（SA） 

 
 

隣近所とのつきあいは、「ほとんどつきあいはない」（48.1％）が最も高く、次いで「会え

ばあいさつする程度である」（44.5％）となっている。 

 

  

0.0

0.0

0.0

0.4

1.1

92.6

0.4

0.0

0.4

3.2

0.7

0.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保育所・幼稚園

学校（普通学級）

学校（特別支援学級）

特別支援学校

職場

障害のある方が通う施設（通所施設）

障害のある方が暮らす施設（入所施設）

高齢の方が暮らす施設

病院（入院など）

自宅

その他

わからない

無回答

（n=283）

2.8 1.4

44.5 48.1

2.5 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

親しくつきあっている 行事のときなどにはつきあっている

会えばあいさつする程度である ほとんどつきあいはない

わからない 無回答
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問 16 ご本人は、食事や排泄など日常生活における①～⑬の動作を、自分ひとりでできます

か。（現在所持している補装具などを使用した状態で回答）（SA） 

 
 

「一人でできる」のは、「⑨寝返り」（82.7％）・「⑩家の中の移動」（78.4％）・「③排尿」

（58.7％）・「①食事」（54.1％）で 50％以上となっている。 

また、「全部介助が必要」なのは、「⑫お金の管理」（74.9％）・「⑧洗濯」（72.1％）・「⑦身

の回りの掃除」（60.4％）・「⑪外出」（52.3％）・「⑥服薬管理」（50.5％）で 50％以上となっ

ている。 

  

13.1

3.2

11.3

78.4

82.7

4.9

10.6

14.8

29.3

25.4

58.7

42.0

54.1

8.5

2.1

2.1

2.1

4.2

4.2

4.6

2.1

4.6

2.1

4.6

2.8

5.3

37.1

13.4

29.7

7.4

3.5

9.2

17.7

28.3

36.0

33.9

16.3

31.1

25.8

34.6

74.9

52.3

9.9

6.7

72.1

60.4

50.5

27.2

35.7

18.0

21.9

13.1

2.8

4.6

1.8

0.4

0.0

6.0

3.9

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.9

1.8

2.8

1.8

2.8

3.5

2.8

3.9

2.8

2.8

2.5

2.1

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑬コミュニケーション

⑫お金の管理

⑪外出

⑩家の中の移動

⑨寝返り

⑧洗濯

⑦身の回りの掃除

⑥服薬管理

⑤着替え、洗顔、歯磨き

④入浴

③排尿

②排便

①食事

(n=383)

一人でできる 時間をかければ一人でできる

一部介助が必要 全部介助が必要

わからない 無回答
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問 17 介助者についておたずねします。 

（ア）ご本人の主な介助者は誰ですか。（SA） 

 
 

主な介助者は、「親」（89.4％）が約 90％を占めている。 

 

 

  

89.4

0.4

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.0

2.8

0.4

0.0

2.1

1.1

0.0

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親

祖父母

兄弟姉妹

配偶者（事実婚を含む）

子ども

親戚

友人・知人

近所の人

ヘルパー

ボランティア

施設職員（通所施設）

施設職員（入所施設）

病院に入院している

その他

介助者はいない

わからない

無回答

（n=283）



 

 

156 

（イ）もし現在の介助者に頼むことができなくなったら、誰に頼みますか。（MA） 

 
 

現在の介助者に頼むことができなくなった場合に頼む相手は、「施設職員（通所施設）」

（48.1％）が最も高く、次いで「ヘルパー」（41.7％）、「兄弟姉妹」（30.7％）となっている。 

 

 

 

  

48.1

41.7

30.7

15.2

4.6

4.2

4.2

3.2

2.5

1.4

1.1

0.7

0.4

2.5

5.3

4.6

12.0

0% 20% 40% 60%

施設職員（通所施設）

ヘルパー

兄弟姉妹

施設職員（入所施設）

ボランティア

親

祖父母

親戚

配偶者（事実婚を含む）

友人・知人

子ども

近所の人

病院に入院している

その他

介助者はいない

わからない

無回答

（n=283）
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５ 就労の状況について 

問 18 現在、ご本人は仕事をしていますか。（SA） 

 
 

現在、本人の仕事は、「仕事をしている」（48.1％）、「仕事をしていない」（48.4％）となっ

ている。 

 

 

問 19 問 18 で「仕事をしている」を選んだ方におたずねします。 

（１）ご本人は主にどのような仕事に就いていますか。（SA） 

 
 

本人の仕事は、「障害のある方が通う施設での就労・生産活動」（96.3％）が 95％以上を占

めている。 

  

48.1 48.4

1.4 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

仕事をしている 仕事をしていない わからない 無回答 a

0.00.0

0.7

96.3

0.0 0.0

0.0
2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=136）

会社員、公務員、団体職員などの常勤の就労 パート、アルバイト

商売や農業などの自営業（手伝いを含む） 障害のある方が通う施設での就労・生産活動

在宅での就労・内職 その他

わからない 無回答
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（２）ご本人は主にどのような内容の仕事をしていますか。（SA） 

 
 

本人の仕事の内容は、「障害のある方が通う施設での就労・生産活動」（94.1％）が 90％以

上を占めている。 

 

 

（３）ご本人の１日あたりの仕事の時間はどのくらいですか。（SA） 

 
 

本人の１日あたりの仕事の時間は、「４時間以上～６時間未満」（49.3％）が最も高く、次

いで「２時間以上～４時間未満」（21.3％）、「６時間以上～８時間未満」（15.4％）となって

いる。 

 

 

  

0.0

0.7

0.0

1.5

0.0

1.5

0.0

0.0

94.1

2.2

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事務職

販売業

専門的・技術的職業

サービス業

運輸業

製造・加工業

建設・土木業

農林水産業

障害のある方が通う施設での就労・生産活動

その他

わからない

無回答

（n=136）

11.0 21.3 49.3 15.4

0.7

2.2 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=136）

２時間未満 ２時間以上～４時間未満 ４時間以上～６時間未満

６時間以上～８時間未満 ８時間以上 わからない

無回答 a
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（４）ご本人の仕事による収入は月額どのくらいですか。（SA） 

 
 

本人の仕事による月収は、「１万円未満」（73.5％）が最も高く、次いで「１万円以上～５

万円未満」（19.9％）となっている。 

 

 

（５）ご本人は現在の仕事をどのくらいの期間続けていますか。（SA） 

 
 

仕事を続けている期間は、「５年以上」（69.9％）が最も高く、次いで「１年以上～３年未

満」（11.0％）、「３年以上～５年未満」（8.1％）となっている。 

 

 

  

73.5 19.9

1.5

0.00.0 0.00.0
1.5

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=136）

１万円未満 １万円以上～５万円未満 ５万円以上～10万円未満

10万円以上～15万円未満 15万円以上～20万円未満 20万円以上～30万円未満

30万円以上 わからない 無回答

a

2.2

5.1 11.0 8.1 69.9

1.5 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=136）

６カ月未満 ６カ月以上～１年未満 １年以上～３年未満

３年以上～５年未満 ５年以上 わからない

無回答 a
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（６）ご本人が仕事を続けるためには何が必要ですか。（MA） 

 
 

仕事を続けるために必要なのは、「障害の程度・特性にあった仕事であること」（75.0％）

が最も高く、次いで「周囲の方が障害を理解してくれること」（42.6％）、「生活できる十分な

賃金」（36.8％）となっている。 

 

 

  

75.0

42.6

36.8

25.7

19.9

14.0

10.3

5.9

4.4

1.5

0.7

0.7

0.7

1.5

2.2

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

障害の程度・特性にあった仕事であること

周囲の方が障害を理解してくれること

生活できる十分な賃金

通勤のための支援

体調に合わせて勤務日・勤務時間を調整できること

身支度などの生活支援

休日を充実して過ごすための支援

福利厚生の充実

ジョブコーチなどの支援

意思疎通の手段・情報保障の確保

パソコンなどの技術やマナーの習得

職場設備のバリアフリー化

その他

特にない

わからない

無回答

（n=136）
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問 20 問 18 で「仕事をしていない」を選んだ方におたずねします。現在、ご本人が仕事を

していない理由は何ですか（MA） 

 
 

現在仕事をしていない理由は、「障害の程度・特性にあった仕事がないため」（60.6％）が

最も高く、次いで「その他」（27.7％）、「病気のため」（15.3％）となっている。 

 

 

  

60.6

15.3

9.5

7.3

4.4

1.5

0.7

0.7

0.0

0.0

0.0

27.7

0.0

1.5

5.8

0% 20% 40% 60% 80%

障害の程度・特性にあった仕事がないため

病気のため

体力的にできないため

通勤が困難なため

職場で障害についての理解が得られないため

求人が少なく仕事が見つからないため

在園・在学中、職業訓練中のため

求職の相談をできる人がいないため

高齢のため

家事のため

仕事をする必要がないため

その他

特にない

わからない

無回答

（n=137）
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６ 社会参加について 

問 21 ご本人はどのくらいの頻度で外出していますか。（通勤、通学、通園、通院、通所で

の外出は除く）（SA） 

 
 

外出の頻度は、「週に１回」（25.4％）が最も高く、次いで「週に２～３回」（23.0％）、「月

に２～３回」（20.8％）となっている。 

 

 

問 22 ご本人の主な外出の目的は何ですか。（通勤、通学、通園、通院、通所での外出は除

く）（MA） 

 
 

外出の主な目的は、「買い物」（64.7％）が最も高く、次いで「余暇活動」（25.1％）、「その

他」（19.1％）となっている。 

 

 

  

8.5 23.0 25.4 20.8 8.5 8.8

2.5

0.0 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

週に４日以上ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回

月に２～３回 年に数回 ほとんど外出していない

その他 わからない 無回答

64.7

25.1

13.1

6.7

5.7

1.8

0.7

19.1

1.1

5.3

0% 20% 40% 60% 80%

買い物

余暇活動

当事者団体・当事者グループの活動

友人・知人宅への訪問

旅行

習いごと

地域行事

その他

わからない

無回答

（n=283）
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問 23 ご本人がより外出しやすくなるためには何が必要ですか。（MA） 

 
 

本人がより外出しやすくなるためには、「一緒に出かけられる人がいること」（68.6％）が

最も高く、次いで「介助者を頼みやすいこと」（38.2％）、「移動サービスが充実しているこ

と」（35.3％）となっている。 

 

  

68.6

38.2

35.3

31.8

19.4

12.4

10.6

8.1

7.1

5.7

5.7

4.2

1.4

1.1

2.8

0% 20% 40% 60% 80%

一緒に出かけられる人がいること

介助者を頼みやすいこと

移動サービスが充実していること

市民の障害についての理解が深まること

公共交通機関が充実していること

緊急時の対応が充実していること

建物や道路などが整備されていること

使いやすい駐車場が充実していること

休憩場所が十分にあること

通訳者などコミュニケーションの支援をする方を頼みやす…

交通費が安く済むこと

その他

特にない

わからない

無回答

（n=283）
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問 24 ご本人は過去一年間に、どのような余暇活動、スポーツ、趣味、学習や社会活動など

をしましたか。（SA） 

 
 

過去一年間に「活動した」割合は、「④旅行・キャンプ・釣りなどの活動」（50.2％）が最

も高く、次いで「①鑑賞行為」（47.7％）、「⑥当事者団体・当事者グループの活動」（47.0％）

となっている。 

 

 

  

20.5

47.0

4.9

50.2

19.1

30.0

47.7

53.0

29.0

61.8

26.5

47.0

43.5

29.3

0.4

2.8

1.8

0.4

2.5

0.7

1.1

26.1

21.2

31.4

23.0

31.4

25.8

21.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑦地域行事

⑥当事者団体・当事者グループの活動

⑤ボランティアなどの社会活動

④旅行・キャンプ・釣りなどの活動

③文化・芸術活動

②スポーツ活動

①鑑賞行為

(n=283)

活動した 活動しなかった わからない 無回答 a
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７ 健康や医療について 

問 25 ご本人は普段、定期的に通院していますか。（SA） 

 
 

定期的な通院は、「月に１回程度通院している」（48.1％）が最も高く、次いで「定期的に

は通院していない」（29.7％）、「月に２～３回程度通院している」（9.9％）となっている。 

 

 

問 26 ご本人が医療機関を利用する際に困っていることは何ですか。（MA） 

 
 

医療機関を利用する際に困っていることは、「介助する家族などの負担が心配である」

（34.3％）が最も高く、次いで「医師とのコミュニケーションが難しい」（28.6％）、「障害に

対応できる医療機関が身近にない」（21.2％）となっている。 

  

0.0 1.1

1.4

9.9 48.1 29.7

0.0 1.8

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

ほぼ毎日通院している 週に２～３回程度通院している

週に１回程度通院している 月に２～３回程度通院している

月に１回程度通院している 定期的には通院していない

入院している わからない

無回答 a

34.3

28.6

21.2

8.8

8.1

7.4

3.5

8.5

19.4

0.7

4.9

0% 20% 40%

介助する家族などの負担が心配である

医師とのコミュニケーションが難しい

障害に対応できる医療機関が身近にない

病院までの移動が困難である

医療費の負担が大きい

障害に理解がある医師がいない

通院にかかる交通費の負担が大きい

その他

特に困っていることはない

わからない

無回答

（n=283）
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問 27 訓練などについておたずねします。 

（ア）ご本人は、どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けたことがありますか。

（MA） 

 
 

受けたことのある訓練・リハビリテーション・療育は、「社会生活の訓練」（34.6％）が最

も高く、次いで「受けたことがない」（26.9％）、「日常生活の訓練」（21.6％）となっている。 

  

34.6

21.6

18.4

15.9

13.4

11.3

10.6

4.9

4.6

4.6

3.9

3.9

2.5

1.1

0.7

26.9

10.2

0% 20% 40%

社会生活の訓練

日常生活の訓練

スポーツ、レクリエーション

歩行の訓練

身体の機能を維持する訓練

身体の機能を回復させる訓練

言語訓練

家事訓練

福祉用具を使用する訓練

職業訓練

学習サポート

感覚統合療法などを含む療育全般

パソコンなど情報機器を使用する訓練

点字・手話の訓練

その他

受けたことがない

無回答

（n=283）
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（イ）今後どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けてほしいと思いますか。（MA） 

 
 

今後受けてほしいと思う訓練・リハビリテーション・療育は、「社会生活の訓練」（32.5％）

が最も高く、次いで「日常生活の訓練」（17.3％）、「身体の機能を維持する訓練」（15.2％）

となっている。 

 

  

32.5

17.3

15.2

13.8

13.4

6.7

5.7

4.6

4.2

3.9

3.9

3.9

1.8

0.7

0.4

2.1

44.5

0% 20% 40% 60%

社会生活の訓練

日常生活の訓練

身体の機能を維持する訓練

家事訓練

スポーツ、レクリエーション

身体の機能を回復させる訓練

言語訓練

歩行の訓練

パソコンなど情報機器を使用する訓練

福祉用具を使用する訓練

職業訓練

感覚統合療法などを含む療育全般

学習サポート

点字・手話の訓練

その他

希望しない

無回答

（n=283）
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問 28 問 27 で「受けたことがない」を選んだ方におたずねします。受けたことがない理由

は何ですか。（MA） 

 
 

受けたことがない理由は、「訓練などがあることを知らなかった」（38.2％）が最も高く、

次いで「利用方法がわからない」（34.2％）、「必要ない」（17.1％）となっている。 

  

34.2

17.1

9.2

9.2

2.6

0.0

15.8

38.2

3.9

0% 20% 40%

利用方法がわからない

必要ない

介助者や交通手段が確保できない

希望するサービスがない

場所が遠い

点字や手話、要約筆記などによる情報支援がない

その他

訓練などがあることを知らなかった

無回答

（n=76）
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８ 福祉サービスについて 

問 29 あなた（このアンケートを記入している方）はどのようなところから福祉サービスの

情報を得ていますか。（MA） 

 
 

福祉サービス情報の入手先は、「障害当事者団体・福祉団体」（72.1％）が最も高く、次い

で「友人・知人」（45.9％）、「区役所・総合支所の窓口」（33.9％）となっている。 

 

  

72.1

45.9

33.9

24.0

14.5

13.4

11.0

10.2

7.4

6.4

6.4

6.0

1.4

3.9

1.4

3.5

0% 20% 40% 60% 80%

障害当事者団体・福祉団体

友人・知人

区役所・総合支所の窓口

行政の出版物・パンフレット

新聞

医療機関

福祉雑誌

テレビ・ラジオ

インターネット

社会福祉協議会

民間団体の出版物・パンフレット

家族

都道府県の窓口

その他

入手できる方法がない

無回答

（n=283）
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問 30 ご本人は「障害のある方の福祉サービス」を利用するための、障害支援区分認定を受

けていますか。（SA） 

 
 

障害支援区分認定は、「区分４」（27.9％）が最も高く、次いで「区分６」（20.1％）、「区分

５」（15.5％）となっている。 

 

  

2.5

6.0 13.8 27.9 15.5 20.1

3.2 4.9

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

区分１ 区分２ 区分３ 区分４

区分５ 区分６ 認定は受けていない わからない

無回答 a



第５章 知的障害者の家族 

 

171 

問 31 「障害のある方の福祉サービス」についておたずねします。 

（ア）ご本人はこれまでにどのようなサービスを利用したことがありますか。（MA） 

 
 

これまでに利用したことのあるサービスは、「外出時に必要な支援を行うサービス」

（48.8％）が最も高く、次いで「障害児者を預かることで家族を支援するサービス」（47.7％）、

「介護などが必要な方の日中支援サービス」（42.8％）となっている。 

 

  

48.8

47.7

42.8

41.7

40.6

23.7

23.0

18.4

15.5

15.5

14.8

13.1

11.7

6.7

4.2

3.9

3.2

0.4

1.1

4.9

4.9

0% 20% 40% 60%

外出時に必要な支援を行うサービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

医療費の助成を行うサービス

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

ホームヘルプなどのサービス

就労に向けた支援サービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

補装具費や日常生活用具給付費の支給

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

障害児の通所サービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

緊急通報システム

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

障害児の入所サービス

コミュニケーション支援サービス

その他

利用したことはない

無回答

（n=283）
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（イ）今後、ご本人に利用してほしいと思うサービスは何ですか。（MA） 

 
 

今後利用してほしいと思うサービスは、「地域の中で暮らしていくための支援サービス」

（58.0％）が最も高く、次いで「外出時に必要な支援を行うサービス」（45.6％）、「障害児者

を預かることで家族を支援するサービス」（43.5％）となっている。 

 

  

58.0

45.6

43.5

34.6

30.7

30.4

26.9

24.4

23.7

20.8

19.8

16.6

11.0

8.8

8.5

2.8

2.1

1.8

0.7

1.1

17.3

0% 20% 40% 60%

地域の中で暮らしていくための支援サービス

外出時に必要な支援を行うサービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

介護などが必要な方の日中支援サービス

医療費の助成を行うサービス

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

ホームヘルプなどのサービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

緊急通報システム

補装具費や日常生活用具給付費の支給

就労に向けた支援サービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

障害児の入所サービス

障害児の通所サービス

コミュニケーション支援サービス

その他

特にない

無回答

（n=283）
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問 32 問 31 で「利用したことはない」と「特にない」以外のどれかひとつでも選んだ方に

おたずねします。ご本人が「障害のある方の福祉サービス」を利用するにあたって困

っていることは何ですか。（MA） 

 
 

「障害のある方の福祉サービス」を利用するにあたって困っていることは、「定員が一杯

で希望するサービスが受けられない」（43.5％）が最も高く、次いで「利用料が高い」（20.4％）、

「特にない」（17.6％）となっている。 

 

 

 

 

 

  

43.5

20.4

9.8

9.4

7.8

7.8

5.5

5.1

4.7

3.5

2.7

2.4

0.0

8.2

17.6

3.1

8.2

0% 20% 40% 60%

定員が一杯で希望するサービスが受けられない

利用料が高い

施設の広さや設備が十分ではない

手続きが面倒である

通いにくい

サービスに関する情報が少ない

自分の障害程度に合ったサービスが受けられない

時間が合わない

利用者同士や職員との人間関係に困っている

医療的なケアが受けられない

サービスの質がよくない

作業や訓練の内容が合わない

手話通訳や要約筆記などの支援が十分ではない

その他

特にない

わからない

無回答

（n=255）
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問 33 問 31 で「利用したことはない」を選んだ方におたずねします。利用したことがない

理由は何ですか。（SA） 

 
 

利用したことがない理由は、「何が使えるかわからない」（42.9％）が最も高く、次いで「必

要ない」（28.6％）、「その他」（14.3％）となっている。 

 

 

問 34 現在、あなた（このアンケートを記入している方）は仙台市にある「障害のある方の

福祉サービス」に満足していますか。（SA） 

 
 

「障害のある方の福祉サービス」への満足は、「やや不満である」（33.6％）が最も高く、

次いで「満足している」（24.4％）、「わからない」（22.6％）となっている。 

 

  

28.6 7.1 7.1

0.00.0

42.9 14.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=14）

必要ない 利用料が高い 利用したいサービスがない

場所が遠い 定員がいっぱいで断られた 何が使えるかわからない

その他 無回答 a

0.4

24.4 22.6 33.6 9.9 9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

とても満足している 満足している わからない

やや不満である とても不満である 無回答
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問 35 問 34 で「やや不満である」「とても不満である」を選んだ方におたずねします。特に

どのような福祉サービスに不満を感じていますか。（MA） 

 
 

不満を感じている福祉サービスは、「障害児者を預かることで家族を支援するサービス」

（49.6％）が最も高く、次いで「地域の中で暮らしていくための支援サービス」（47.2％）、

「外出時に必要な支援を行うサービス」（40.7％）となっている。 

  

49.6

47.2

40.7

24.4

18.7

9.8

8.9

7.3

7.3

5.7

4.9

3.3

1.6

1.6

0.8

0.0

0.0

0.0

6.5

0.8

0% 20% 40% 60%

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

外出時に必要な支援を行うサービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

ホームヘルプなどのサービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

就労に向けた支援サービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

医療費の助成を行うサービス

緊急通報システム

補装具費や日常生活用具給付費の支給

コミュニケーション支援サービス

障害児の通所サービス

障害児の入所サービス

その他

無回答

（n=123）
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問 36 あなた（このアンケートを記入している方）が今後充実してほしい施策は何ですか。

（MA） 

 
 

今後充実してほしい施策は、「グループホームなど住まいの場の充実」（65.7％）が最も高

く、次いで「年金などの所得保障の充実」（51.9％）、「家族が休養できるような施策の充実」

（31.4％）となっている。 

 

 

  

65.7

51.9

31.4

25.4

23.0

21.6

21.6

20.1

18.7

16.6

16.3

14.5

13.4

13.1

12.7

9.9

8.5

4.6

3.5

2.8

2.5

2.1

3.9

0.7

0.4

3.9

0% 20% 40% 60% 80%

グループホームなど住まいの場の充実

年金などの所得保障の充実

家族が休養できるような施策の充実

自宅での生活を支えるホームヘルプサービスなどの充実

生活や訓練などの場として必要な福祉施設の整備

障害のある方も暮らしやすい住宅の確保

障害についての理解を深めるための市民への啓発

災害など緊急時の情報提供や避難誘導対策の充実

契約行為や財産などの権利が守られること

医療費の負担軽減

福祉サービスなどについて相談しやすい環境の整備

障害があっても働ける場の確保

救急医療の整備

通学や通勤にあたっての移動の支援

スポーツ・文化・レクリエーション活動等の施策の充実

建物や交通機関など障害者に配慮したまちづくりの推進

福祉に関するお知らせ、趣味・娯楽など各種情報提供の充実

健康づくり教室の充実

医療的ケアが受けられる在宅サービスの充実

専門的な機能回復訓練の実施

放課後等デイサービスの充実

学校教育や生涯教育の充実

その他

特にない

わからない

無回答

（n=283）
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９ 相談の状況について 

問 37 あなた（このアンケートを記入している方）が困ったときの相談について次のうちあ

てはまるのはどれですか。（SA） 

 
 

困ったときの相談について、「相談先がある」（84.5％）が最も高く、次いで「相談したい

が相談先がない」（6.4％）、「わからない」（4.9％）となっている。 

 

 

  

84.5 6.4

0.4

0.7 4.9 3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

相談先がある 相談したいが相談先がない 相談したくない

その他 わからない 無回答
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問 38 問 37 で「相談先がある」を選んだ方におたずねします。 

（１）相談相手は誰ですか。（MA） 

 
 

相談相手は、「障害のある方が通う施設」（81.2％）が最も高く、次いで「家族や親戚」

（40.6％）、「友人・知人」（38.1％）となっている。 

 

  

81.2

40.6

38.1

32.2

22.6

21.3

20.9

9.2

7.5

5.9

5.4

5.0

4.2

3.8

2.5

1.7

0.4

0.4

0.4

2.1

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害のある方が通う施設

家族や親戚

友人・知人

相談支援事業所

発達相談支援センター

医療機関

市役所・区役所

障害者相談員

障害者団体

ホームヘルパー

障害者福祉センター

ケアマネージャー

近所の人

地域包括支援センター

障害者総合支援センター

民生委員・児童委員

保育所・幼稚園・学校

精神保健福祉総合センター

障害者就労支援センター

その他

無回答

（n=239）
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（２）ご本人に関することで、相談していること（したいこと）は何ですか。（MA） 

 
 

本人に関することで、相談していること（したいこと）は、「健康・医療」（46.0％）が最

も高く、次いで「施設利用」（35.6％）、「収入・年金・手当」（21.8％）となっている。 

 

 

問 39 あなた（このアンケートを記入している方）が、ご本人の将来のことで不安に感じて

いることは何ですか。（MA） 

 
 

本人の将来のことで不安に感じていることは、「一緒に生活する家族などの高齢化や親亡

き後の生活」（84.8％）が最も高く、次いで「自分が高齢になったときの健康、体力」（51.6％）、

「身の回りの介護や日常生活の援助などをする人がいるか」（47.3％）となっている。  

46.0

35.6

21.8

17.2

14.2

9.6

8.4

6.7

1.3

8.4

10.9

0% 20% 40% 60%

健康・医療

施設利用

収入・年金・手当

在宅サービスの利用関係

介護に関する問題

交友・対人関係

仕事・職場・就職

家庭問題

福祉機器の利用関係

その他

無回答

（n=239）

84.8

51.6

47.3

22.3

13.8

9.2

7.1

7.1

6.7

3.2

1.1

2.8

0.0

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一緒に生活する家族などの高齢化や親亡き後の生活

自分が高齢になったときの健康、体力

身の回りの介護や日常生活の援助などをする人がいるか

障害が重くなったときに生活を続けることができるか

安定した収入があるか

病気の再発や悪化

趣味や生きがいをもてるか

地震などの災害

いじめなどにあわないか

仕事が続けられるか

仕事をしたいが受け入れてくれる企業があるか

その他

特にない

無回答

（n=283）
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問 40 あなた（このアンケートを記入している方）は、障害のある家族を持つ方の集まり

（家族会）に参加していますか。（SA） 

 
 

障害のある家族を持つ方の集まり（家族会）への参加は、「参加している」（51.2％）、「参

加していない」（31.1％）、「家族会を知らない」（13.4％）となっている。 

 

 

問 41 問 40 で「参加している」を選んだ方におたずねします。家族会に参加している理由

は何ですか。（MA） 

 
 

家族会に参加している理由は、「障害のある方の福祉サービスについて知りたい」（53.1％）

が最も高く、次いで「悩みを共有したい」（44.8％）、「行政や社会に働きかけたい」（41.4％）

となっている。 

 

 

 

  

51.2 31.1 13.4

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

参加している 参加していない 家族会を知らない 無回答 a

53.1

44.8

41.4

18.6

12.4

8.3

0.7

0% 20% 40% 60%

障害のある方の福祉サービスについて知りたい

悩みを共有したい

行政や社会に働きかけたい

障害や病気について学びたい

不安をやわらげたい

その他

無回答

（n=145）
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問 42 問 40 で「参加していない」を選んだ方におたずねします。家族会に参加していない

理由は何ですか。（MA） 

 
 

家族会に参加していない理由は、「団体の活動内容をよく知らない」（61.4％）が最も高く、

次いで「時間がない」（35.2％）、「その他」（11.4％）となっている。 

 

 

  

61.4

35.2

10.2

9.1

3.4

11.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

団体の活動内容をよく知らない

時間がない

参加している方の年代が合わない

団体の活動内容に興味がない

障害があることを知られたくない

その他

無回答

（n=88）
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10 権利擁護について 

問 43 あなた（このアンケートを記入している方）は、2016 年４月より施行された「障害

者差別解消法」を知っていますか。また、「仙台市障害を理由とする差別をなくし障害

のある人もない人も共に暮らしやすいまちをつくる条例」を知っていますか。（SA） 

 
 

障害者差別解消法や市の条例は、「法律または条例を知っている」（61.1％）、「知らない」

（32.2％）となっている。 

 

 

問 44 あなた（このアンケートを記入している方）は、ご本人の障害を理由に差別を受けた

り、いやな思いなどをしたことがありますか。（SA） 

 
 

障害を理由に差別を受けたり、いやな思いなどをしたことがあるかは、「ある」（66.1％）、

「ない」（24.7％）、「わからない」（6.4％）となっている。 

 

 

 

 

  

61.1 32.2 6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

法律または条例を知っている 知らない 無回答 a

66.1 24.7 6.4

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

ある ない わからない 無回答 a
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問 45 問 44 で「ある」を選んだ方におたずねします。 

（１）どのような内容の差別を受けたり、いやな思いをしましたか。（MA） 

 
 

差別やいやな思いの内容は、「外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった」（79.7％）

が最も高く、次いで「周囲の人たちが障害についてあまり理解していない」（52.4％）、「交通

機関を利用時に運転手や客にいやな態度をとられた」（28.3％）となっている。 

  

79.7

52.4

28.3

16.0

12.8

12.3

4.3

15.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった

周囲の人たちが障害についてあまり理解していない

交通機関を利用時に運転手や客にいやな態度をとられた

家庭・学校・職場でいじめられた

近所付き合いや人間関係がうまくいかない

窓口職員の対応が悪く、いやな顔をされた

仕事での待遇の差がある

その他

無回答

（n=187）
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（２）差別をされたり、いやな思いをしたときに誰かに相談しましたか。（MA） 

 
 

差別をされたり、いやな思いをしたときの相談先は、「家族や親戚」（46.5％）が最も高く、

次いで「友人・知人」（42.8％）、「障害のある方が通う施設」（28.9％）となっている。 

 

  

46.5

42.8

28.9

7.5

5.3

5.3

4.8

4.3

3.7

3.2

3.2

2.1

1.6

1.1

0.5

0.5

0.5

0.0

0.0

0.0

3.2

21.9

3.2

0% 20% 40% 60%

家族や親戚

友人・知人

障害のある方が通う施設

保育所（園）・幼稚園・学校

障害者相談員

発達相談支援センター

医療機関

ホームヘルパー

近所の人

障害者団体

相談支援事業所

市役所・区役所

ケアマネージャー

障害者福祉センター

民生委員・児童委員

障害者総合支援センター

地域包括支援センター

精神保健福祉総合センター

障害者就労支援センター

障害者虐待防止・差別解消相談ダイヤル

その他

相談していない

無回答

（n=187）
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（３）（２）で「相談していない」を選んだ方におたずねします。相談しなかった理由は何で

すか。（SA） 

 
 

相談をしなかった理由は、「その他」（43.9％）が最も高く、次いで「相談したいが相談先

がない」（22.0％）、「わからない」（17.1％）となっている。 

 

 

  

22.0 14.6 43.9 17.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=41）

相談したいが相談先がない 相談したくない その他 わからない 無回答 a
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11 緊急時の対応について 

問 46 ご本人は地震などの災害発生時、ひとりで避難することができますか。2011 年３月

11 日の東日本大震災を経験された方は、ご経験を踏まえてご回答ください。（SA） 

 
 

ひとりでの避難は、「できる」（4.2％）、「できない」（87.6％）、「わからない」（7.1％）と

なっている。 

 

 

問 47 問 46 で「できない」を選んだ方におたずねします。災害のとき一人で避難すること

ができない理由は何ですか。（MA） 

 
 

一人で避難できない理由は、「判断して行動することができないため」（51.2％）が最も高

く、次いで「避難勧告などの情報を把握することが困難なため」（47.6％）、「介助者がいない

と移動できないため」（43.1％）となっている。 

 

 

  

4.2

87.6 7.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

できる できない わからない 無回答 a

51.2

47.6

43.1

24.2

6.9

6.0

5.2

2.0

1.2

0% 20% 40% 60%

判断して行動することができないため

避難勧告などの情報を把握することが困難なため

介助者がいないと移動できないため

避難所での集団生活が難しいため

避難場所がわからないため

パニックを起こしてしまうため

移動に時間がかかるため

その他

無回答

（n=248）
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問 48 ご本人は、お住まいの地区の避難所の場所を知っていますか。（SA） 

 
 

本人が住まいの地区の避難所を知っているかは、「知っている」（26.9％）、「知らない」

（66.8％）となっている。 

 

 

問 49 あなた（このアンケートを記入している方）は、福祉避難所を知っていますか。（SA） 

 
 

記入者が福祉避難所を知っているかは、「知っている」（27.6％）、「知らない」（68.9％）と

なっている。 

 

 

 

  

26.9 66.8 6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

知っている 知らない 無回答 a

27.6 68.9

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

知っている 知らない 無回答 a
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問 50 あなた（このアンケートを記入している方）は、ヘルプカードを知っていますか。（SA） 

 
 

記入者がヘルプカードを知っているかは、「知っており、本人が使っている」（15.2％）、

「知っているが、本人が使っていない」と「知らない」がともに 40.3％となっている。 

 

 

問 51 ご本人は、仙台市が実施している災害時における要援護者情報登録制度を申し込ん

でいますか。（SA） 

 
 

市が実施している要援護者情報登録制度を申し込んでいるかは、「申し込んでいる」

（27.6％）、「申し込んでいない」（54.1％）、「わからない」（14.1％）となっている。 

 

 

 

  

15.2 40.3 40.3

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

知っており、本人が使っている 知っているが、本人が使っていない

知らない 無回答

27.6 54.1 14.1

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

申し込んでいる 申し込んでいない わからない 無回答 a
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問 52 問 51 で「申し込んでいない」を選んだ方におたずねします。ご本人が申し込んでい

ない理由は何ですか。（SA） 

 
 

市が実施している要援護者情報登録制度に申し込んでいない理由は、「制度を知らない」

（55.6％）が最も高く、次いで「その他」（13.7％）、「必要ない」（11.8％）となっている。 

 

 

問 53 地震などの災害時に、家族以外の方で手伝いや支援をしてくれる人について、次のう

ちあてはまるのはどれですか。（SA） 

 
 

災害時に家族以外の方で手伝いや支援をしてくれる人は、「障害のある方が通う施設の職

員」（72.1％）が最も高く、次いで「近隣の住民」（26.9％）、「親戚」（22.6％）となっている。 

 

  

55.6

3.3 0.7

11.8 13.7 10.5

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=153）

制度を知らない 登録要件に該当しない

障害があることを知られたくない 必要ない

その他 わからない

無回答 a

72.1

26.9

22.6

8.1

4.6

17.3

0.0

2.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80%

障害のある方が通う施設の職員

近隣の住民

親戚

民生委員・児童委員

その他

手伝いや支援をしてくれる人はいない

協力してほしくない

わからない

無回答

（n=283）
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問 54 地震などの災害が発生したときのために、あらかじめ近所の人やボランティアなど

にご本人の避難の手伝いや介助をお願いしておくことについて、あなた（このアンケ

ートを記入している方）はどのように思いますか。（SA） 

 
 

災害が発生したときのために、あらかじめ近所の人やボランティアなどに本人の避難の手

伝いや介助をお願いしておくことは、「ぜひお願いしたい」（47.3％）が最も高く、次いで「事

前に情報提供したくないが、いざという時は支援してほしい」（21.6％）、「わからない」

（10.6％）となっている。 

 

 

  

47.3 21.6 5.3

2.1

7.4 10.6 5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=283）

ぜひお願いしたい

事前に情報提供したくないが、いざという時は支援してほしい

避難の手伝いや介助を受けることに抵抗感がある

本人は自分で避難できるので、協力はいらない

その他

わからない

無回答
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問 55 地震などのいざという時のことで、あなた（このアンケートを記入している方）が普

段不安に感じていることは何ですか。（MA） 

 
 

いざという時のことで、記入者が普段不安に感じていることは、「障害にあった対応をし

てくれる避難所があるか」（34.3％）が最も高く、次いで「救助を求めることができるか」

（31.4％）、「緊急時に情報を得られるか」（30.7％）となっている。 

 

 

  

34.3

31.4

30.7

30.0

28.6

27.2

23.0

22.6

19.4

7.1

3.9

1.8

0.0

3.9

0% 20% 40%

障害にあった対応をしてくれる避難所があるか

救助を求めることができるか

緊急時に情報を得られるか

どのような時が緊急時なのかわからない

薬を手に入れたり、治療を受けることができるか

安全なところまで、すぐに避難することができるか

自宅や利用施設が地震などに耐えられるかどうか

避難所のルールになじめるか

まわりの人々とのコミュニケーションがとれるか

救助を求めても人が来てくれるかどうか

その他

特にない

わからない

無回答

（n=283）
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問 56 地震、台風などの災害に対して、あなた（このアンケートを記入している方）が大切

だと思う対策はどのようなことだと思いますか。（MA） 

 
 

災害に対して、記入者が大切だと思う対策は、「障害のある方に配慮した避難所の整備」

（67.1％）が最も高く、次いで「避難所での共同生活が難しい人のための福祉避難所の確保」

（60.1％）、「避難所などへ誘導する体制の充実」（26.1％）となっている。 

 

 

 

 

67.1

60.1

26.1

23.0

21.6

21.6

17.0

8.8

5.3

4.2

1.4

1.8

1.8

3.2

0% 20% 40% 60% 80%

障害のある方に配慮した避難所の整備

避難所での共同生活が難しい人のための福祉避難所の確保

避難所などへ誘導する体制の充実

障害のある方の安否確認体制の充実

ボランティアの支援体制の充実

薬・医療用機器・ストマ用装具等の日常生活用具の確保

緊急時に通報するシステムの整備

災害情報などの確保

災害に強い建築物・道路などの整備

避難訓練や防災知識などの啓発

点字・音声・手話通訳・通訳・文字などによる情報支援

その他

わからない

無回答

（n=283）
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第６章 障害児の家族 

１ 属性について 

問 1 このアンケートの記入者はどなたですか。（SA） 

 
 

アンケートの記入者は、「親」（98.2％）と、ほぼ親が書いている。 

 

 

問 2 ご本人のお住まいの区はどこですか。（SA） 

 
 

居住区は、「泉区」（29.2％）が最も高く、次いで「青葉区」（28.1％）、「宮城野区」（16.8％）

となっている。 

 

 

 

98.2

0.0 0.4 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

親 兄弟姉妹 その他 無回答 a

28.1 16.8 10.6 15.0 29.2

0.0 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

青葉区 宮城野区 若林区 太白区 泉区 その他 無回答 a
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問 3 ご本人の年齢（2016 年 11 月 1 日時点）は何歳ですか。（数値） 

 
 

年齢は、「６～11 歳」（38.7％）が最も高く、次いで「０～５歳」（25.9％）、「12～14 歳」

（17.2％）となっている。 

 

 

問 4 ご本人の性別を教えてください。（SA） 

 
 

性別は、「男性」（66.4％）、「女性」（32.5％）となっている。 

 

 

25.9 38.7 17.2 14.2

3.3 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

０～５歳 ６～11歳 12～14歳 15～17歳 18歳以上 無回答 a

66.4 32.5

0.0 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

男性 女性 その他 無回答 a
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問 5 障害者手帳についておたずねします。 

（ア）ご本人が障害者手帳をお持ちかどうか教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 

（療育手帳） 

 

 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 

 

「持っている」割合は、身体障害者手帳が 18.6％、療育手帳が 76.6％、精神障害者保健

福祉手帳が 0.7％となっている。 

18.6 56.6 24.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

持っている 持っていない 無回答 a

76.6 21.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

持っている 持っていない 無回答 a

0.7

69.3 29.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

持っている 持っていない 無回答 a
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（イ）お持ちの障害者手帳の等級を教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 

 

（療育手帳） 

 

 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 

 

身体障害者手帳の等級は、「１級」（70.6％）が最も高く、次いで「２級」（13.7％）、「３級」

（7.8％）となっている。 

療育手帳の等級は、「A」（47.1％）、「B」（51.4％）となっている。 

精神障害者保健福祉手帳の等級は、「１級」（50.0％）となっている。 

 

70.6 13.7 7.8 5.9 2.0

0.0 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=51）

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答

47.1 51.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=210）

Ａ Ｂ 無回答 全体

50.0

0.00.0

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=2）

１級 ２級 ３級 無回答 a



第６章 障害児の家族 

 

199 

問 6 身体障害者手帳をお持ちの方におたずねします。 

（ア）ご本人の主な障害の部位は次のうちどれですか。（SA） 

 
 

主な障害の部位は、「知的障害（精神遅滞・ダウン症など）」（32.5％）が最も高く、次いで

「自閉症」（29.6％）、「広汎性発達障害」（13.5％）となっている。 

 

 

32.5

29.6

1.8

13.5

1.5

0.7

9.1

1.5

0.0

2.6

0.7

0.7

1.1

0.0

4.0

0.7

0% 20% 40%

知的障害（精神遅滞・ダウン症など）

自閉症

アスペルガー症候群

広汎性発達障害

ＡＤ／ＨＤ（注意欠如多動性障害）

学習障害

肢体不自由（脳性まひ・手足が不自由など）

てんかん（ウエスト症候群など）

視覚障害

聴覚障害

内部障害

言語障害

その他

特にない

わからない

無回答

（n=274）
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（イ）主な障害以外に障害のある部位があれば教えてください。（MA） 

 
 

主な障害以外にある障害の部位は、「知的障害（精神遅滞・ダウン症など）」（28.1％）が最

も高く、次いで「てんかん（ウエスト症候群など）」（12.8％）、「言語障害」（8.0％）となっ

ている。 

 

  

28.1

12.8

8.0

7.3

6.6

5.8

5.1

4.4

3.6

2.2

1.8

1.8

6.6

5.1

4.4

31.8

0% 20% 40%

知的障害（精神遅滞・ダウン症など）

てんかん（ウエスト症候群など）

言語障害

自閉症

広汎性発達障害

肢体不自由（脳性まひ・手足が不自由など）

視覚障害

内部障害

ＡＤ／ＨＤ（注意欠如多動性障害）

聴覚障害

アスペルガー症候群

学習障害

その他

特にない

わからない

無回答

(n=274)
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問 7 ご本人が障害の診断・判定を受けたのはいつごろですか。（SA） 

 
 

障害の診断・判定を受けたのは、「３歳７ヶ月まで」（42.0％）が最も高く、次いで「出生

直後」と「１歳６ヶ月まで」がともに 14.6％となっている。 

 

 

問 8 ご本人が障害の診断・判定を受けたところはどこですか。（SA） 

 
 

障害の診断・判定を受けたところは、「医療機関（病院など）」（46.0％）が最も高く、次い

で「発達相談支援センター（アーチル）」（44.2％）、「その他」（7.7％）となっている。 

 

  

14.6

0.4

4.4

2.2

2.9

14.6

42.0

12.0

3.6

2.9

0.4

0% 20% 40% 60%

出生直後

乳児検診

５ヶ月まで

９ヶ月まで

12ヶ月（１歳）まで

１歳６ヶ月まで

３歳７ヶ月まで

就学まで

就学後

わからない

無回答

（n=274）

44.2 46.0

0.7 0.0 0.0

7.7

1.5 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

発達相談支援センター（アーチル） 医療機関（病院など）

児童相談所 旧障害者更生相談所（ウェルポート）

精神保健福祉総合センター（はあとぽーと） その他

わからない 無回答
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問 9 障害の診断を受けたとき、あなた（このアンケートを記入している方）はどのような

支援があると良いと思いましたか。（MA） 

 
 

障害の診断を受けたときにあると良いと思った支援は、「療育・訓練機関についての説明」

（50.4％）が最も高く、次いで「育児をする上での配慮や工夫、方法に関する説明」（44.5％）、

「予後（成長にともなう様子の変化）の説明」（39.8％）となっている。 

 

 

  

50.4

44.5

39.8

33.9

33.2

21.2

19.7

19.0

14.6

6.2

2.9

1.5

0.0

0% 20% 40% 60%

療育・訓練機関についての説明

育児をする上での配慮や工夫、方法に関する説明

予後（成長にともなう様子の変化）の説明

福祉制度（利用できる福祉サービスなど）についての説明

障害についての説明

相談機関についての説明

家族の心理的サポート

親の会など出会いの場の紹介

就学についての説明

就職・就業に関する説明

その他

わからない

無回答

(n=274)
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２ 住まいと暮らしについて 

問 10 お住まいについておたずねします。 

（ア）現在、ご本人はどこにお住まいですか。（SA） 

 
 

現在の住まいは、「自分や家族の持ち家」（68.6％）が最も高く、次いで「借家や賃貸マン

ション・アパートなど」（31.4％）となっている。 

 

 

（イ）将来は、どこで暮らしてほしいと思っていますか。（SA） 

 
 

将来の希望する住まいは、「自分や家族の持ち家」（42.0％）が最も高く、次いで「グルー

プホーム」（20.1％）、「わからない」（17.5％）となっている。 

  

68.6 31.4 0.0

0.00.0

0.0

0.0
0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパートなど

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 わからない

無回答

42.0 4.7 20.1 12.0

0.0 0.0 0.7

17.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=274)

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパートなど

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 わからない

無回答



 

 

204 

問 11 ご本人と一緒に住んでいる人は何人いますか。（本人除く）（SA） 

 
 

同居人数は、「３人」（44.2％）が最も高く、次いで「２人」（27.7％）、「４人」（16.1％）

となっている。 

 

 

問 12 ご本人と一緒に住んでいる人は誰ですか。（MA） 

 
 

同居者は、「親」（99.3％）が最も高く、次いで「兄弟姉妹」（64.2％）、「祖父母」（12.8％）

となっている。 

 

  

4.4

27.7 44.2 16.1 7.7

0.0 0.00.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 一緒に住んでいる人はいない わからない 無回答

99.3

64.2

12.8

1.5

0.0

0.0

0.0

2.2

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親

兄弟姉妹

祖父母

親戚

子ども

友人・知人

一人で暮らしている

その他

わからない

無回答

(n=274)
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３ 日常生活について 

問 13 平日の日中の過ごし方についておたずねします。ご本人が主に過ごしている場所は

どこですか。（SA） 

 
 

平日日中に主に過ごしている場所は、「特別支援学校」（35.0％）が最も高く、次いで「学

校（特別支援学級）」（27.4％）、「通園施設」（18.2％）となっている。 

 

 

問 14 学齢期（主に６～18 歳）のご本人がいらっしゃる方におたずねします。平日の日中

の放課後、ご本人はどのように過ごしていますか。（SA） 

 
 

平日の日中の放課後の過ごし方は、「放課後等デイサービスを利用」（61.3％）が最も高く、

次いで「自宅で過ごしている」（7.3％）となっている。 

  

8.4

18.2

2.2

4.0

27.4

35.0

4.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0% 20% 40% 60%

自宅

通園施設

保育所（園）・幼稚園

学校（普通学級）

学校（特別支援学級）

特別支援学校

障害のある方が通う施設（通所施設）

障害のある方が暮らす施設（入所施設）

病院（入院など）

その他

無回答

（n=274）

61.3

0.0

0.4

0.4

0.0

0.7

7.3

0.4

29.6

0% 20% 40% 60% 80%

放課後等デイサービスを利用

民間の療育・相談機関を利用

児童館を利用

学童保育を利用

図書館を利用

習いごと（音楽・スポーツなど）をしている

自宅で過ごしている

その他

無回答

（n=274）



 

 

206 

問 15 ご本人が学校（高校・高等部）を卒業した後の進路についてどのようにお考えですか。

（SA） 

 
 

卒業後の進路についての考えは、「障害のある方が通う施設（通所施設）を利用してほし

い」（38.7％）が最も高く、次いで「就職してほしい」（32.5％）、「大学・専門学校などへ進

学してほしい」（14.2％）となっている。 

 

 

問 16 ご本人は隣近所の人とどのようにつきあっていますか。（SA） 

 
 

隣近所とのつきあいは、「会えばあいさつする程度である」（48.9％）が最も高く、次いで

「ほとんどつきあいはない」（32.1％）、「親しくつきあっている」（10.2％）となっている。 

 

 

 

  

32.5 14.2 38.7

3.3

7.3

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

就職してほしい
大学・専門学校などへ進学してほしい
障害のある方が通う施設（通所施設）を利用してほしい
障害のある方が暮らす施設（入所施設）を利用してほしい
その他
無回答

10.2 7.3 48.9 32.1

0.4 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

親しくつきあっている 行事のときなどにはつきあっている

会えばあいさつする程度である ほとんどつきあいはない

わからない 無回答
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問 17 ご本人は、食事や排泄など日常生活における①～⑬の動作を、自分ひとりでできます

か。（現在所持している補装具などを使用した状態で回答）（SA） 

 
 

「一人でできる」のは、「⑨寝返り」（88.7％）・「⑩家の中の移動」（86.1％）・「①食事」

（62.4％）・「③排尿」（60.9％）で 60％以上となっている。 

また、「全部介助が必要」なのは、「⑫お金の管理」（69.0％）・「⑧洗濯」（66.8％）で 60％

以上となっている。 

  

20.1

3.3

13.1

86.1

88.7

2.9

4.7

13.9

29.6

24.5

60.9

41.6

62.4

11.7

1.8

2.9

0.4

0.7

3.3

14.6

4.0

10.2

6.2

4.0

3.3

6.9

47.8

15.7

38.7

3.6

1.8

10.9

26.6

31.4

40.5

43.4

15.0

29.2

18.2

17.9

69.0

41.6

8.8

7.3

66.8

48.9

47.4

18.2

24.5

19.0

24.8

11.3

1.5

8.4

2.6

0.0

0.0

12.8

3.3

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

1.8

1.1

1.1

1.5

3.3

1.8

1.8

1.5

1.5

1.1

1.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑬コミュニケーション

⑫お金の管理

⑪外出

⑩家の中の移動

⑨寝返り

⑧洗濯

⑦身の回りの掃除

⑥服薬管理

⑤着替え、洗顔、歯磨き

④入浴

③排尿

②排便

①食事

(n=274)

一人でできる 時間をかければ一人でできる

一部介助が必要 全部介助が必要

わからない 無回答
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問 18 介助者についておたずねします。 

（ア）ご本人の主な介助者は誰ですか。（SA） 

 
 

主な介助者は、「親」（97.4％）が 95％以上を占めている。 

 

 

  

97.4

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親

祖父母

兄弟姉妹

子ども

親戚

友人・知人

近所の人

ヘルパー

ボランティア

施設職員（通所施設）

施設職員（入所施設）

病院に入院している

その他

介助者はいない

わからない

無回答

（n=274）
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（イ）もし現在の介助者に頼むことができなくなったら、誰に頼みますか。（MA） 

 
 

現在の介助者に頼むことができなくなった場合に頼む相手は、「祖父母」（45.3％）が最も

高く、次いで「兄弟姉妹」（23.7％）、「ヘルパー」（19.7％）となっている。 

 

 

 

  

45.3

23.7

19.7

16.4

10.9

10.9

2.2

1.8

1.5

1.1

0.4

0.4

2.6

8.4

17.2

1.8

0% 20% 40% 60%

祖父母

兄弟姉妹

ヘルパー

施設職員（通所施設）

親戚

施設職員（入所施設）

ボランティア

友人・知人

子ども

親

近所の人

病院に入院している

その他

介助者はいない

わからない

無回答

(n=274)
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４ 社会参加について 

問 19 ご本人はどのくらいの頻度で外出していますか。（通勤、通学、通園、通院、通所で

の外出は除く）（SA） 

 
 

外出の頻度は、「週に２～３回」（38.3％）が最も高く、次いで「週に１回」（31.0％）、「週

に４日以上ほぼ毎日」（16.1％）となっている。 

 

 

問 20 ご本人の主な外出の目的は何ですか。（通勤、通学、通園、通院、通所での外出は除

く）（MA） 

 
 

外出の主な目的は、「買い物」（70.1％）が最も高く、次いで「余暇活動」（27.7％）、「訓練・

療育」（16.1％）となっている。 

 

  

16.1 38.3 31.0 8.4

1.5 3.3

0.4 0.4 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

週に４日以上ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回

月に２～３回 年に数回 ほとんど外出していない

その他 わからない 無回答

70.1

27.7

16.1

12.4

12.0

5.1

3.3

1.8

13.1

0.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

買い物

余暇活動

訓練・療育

友人・知人宅への訪問

習いごと

旅行

当事者団体・当事者グループの活動

地域行事

その他

わからない

無回答

(n=274)
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問 21 ご本人がより外出しやすくなるためには何が必要ですか。（MA） 

 
 

本人がより外出しやすくなるためには、「一緒に出かけられる人がいること」（65.3％）が

最も高く、次いで「市民の障害についての理解が深まること」（42.7％）、「介助者を頼みやす

いこと」（35.8％）となっている。 

 

  

65.3

42.7

35.8

23.4

20.4

12.4

12.0

11.7

11.3

8.0

3.3

1.8

1.8

2.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80%

一緒に出かけられる人がいること

市民の障害についての理解が深まること

介助者を頼みやすいこと

移動サービスが充実していること

公共交通機関が充実していること

緊急時の対応が充実していること

建物や道路などが整備されていること

休憩場所が十分にあること

使いやすい駐車場が充実していること

交通費が安く済むこと

コミュニケーションの支援をする方を頼みやすいこと

その他

特にない

わからない

無回答

(n=274)



 

 

212 

問 22 ご本人は過去一年間に、どのような余暇活動、スポーツ、趣味、学習や社会活動など

をしましたか。（SA） 

 
 

過去一年間に「活動した」割合は、「④旅行・キャンプ・釣りなどの活動」（74.5％）が最

も高く、次いで「①鑑賞行為」（59.1％）、「⑦地域行事」（51.1％）となっている。 

 

 

  

51.1

35.8

6.6

74.5

35.0

48.2

59.1

43.8

51.8

81.8

21.5

54.0

45.3

36.5

1.8

8.8

6.9

1.1

6.6

2.6

0.7

3.3

3.6

4.7

2.9

4.4

4.0

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑦地域行事

⑥当事者団体・当事者グループの活動

⑤ボランティアなどの社会活動

④旅行・キャンプ・釣りなどの活動

③文化・芸術活動

②スポーツ活動

①鑑賞行為

(n=274)

活動した 活動しなかった わからない 無回答 a
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５ 健康や医療について 

問 23 ご本人は普段、定期的に通院していますか。（SA） 

 
 

定期的な通院は、「定期的には通院していない」（43.1％）が最も高く、次いで、「月に１回

程度通院している」（34.3％）「月に２～３回程度通院している」（16.4％）となっている。 

 

 

問 24 ご本人が医療機関を利用する際に困っていることは何ですか。（MA） 

 
 

医療機関を利用する際に困っていることは、「障害に対応できる医療機関が身近にない」

（27.4％）が最も高く、次いで「特に困っていることはない」（23.7％）、「医師とのコミュニ

ケーションが難しい」（20.1％）となっている。 

  

0.0 0.0 0.4

16.4 34.3 43.1

0.0 2.2

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

ほぼ毎日通院している 週に２～３回程度通院している

週に１回程度通院している 月に２～３回程度通院している

月に１回程度通院している 定期的には通院していない

入院している わからない

無回答 a

27.4

20.1

14.6

12.8

11.7

9.5

6.2

8.4

23.7

3.3

2.2

0% 20% 40% 60%

障害に対応できる医療機関が身近にない

医師とのコミュニケーションが難しい

介助する家族などの負担が心配である

医療費の負担が大きい

障害に理解がある医師がいない

病院までの移動が困難である

通院にかかる交通費負担が大きい

その他

特に困っていることはない

わからない

無回答

(n=274)
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問 25 訓練などについておたずねします。 

（ア）ご本人は、どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けたことがありますか。

（MA） 

 
 

受けたことのある訓練・リハビリテーション・療育は、「言語訓練」（27.0％）が最も高く、

次いで「感覚統合療法などを含む療育全般」（25.9％）、「社会生活の訓練」（24.5％）となっ

ている。 

  

27.0

25.9

24.5

21.2

18.2

17.9

14.6

12.4

10.9

5.8

2.9

2.6

1.8

0.4

5.5

18.6

1.5

0% 20% 40% 60%

言語訓練

感覚統合療法などを含む療育全般

社会生活の訓練

スポーツ、レクリエーション

日常生活の訓練

歩行の訓練

身体の機能を維持する訓練

学習サポート

身体の機能を回復させる訓練

福祉用具を使用する訓練

家事訓練

パソコンなど情報機器を使用する訓練

職業訓練

点字・手話の訓練

その他

受けたことがない

無回答

(n=274)
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（イ）今後どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けてほしいと思いますか。（MA） 

 
 

今後受けてほしいと思う訓練・リハビリテーション・療育は、「社会生活の訓練」（44.5％）

が最も高く、次いで「職業訓練」（38.0％）、「学習サポート」（34.3％）となっている。 

 

 

  

44.5

38.0

34.3

33.2

33.2

28.1

24.8

24.5

20.1

8.0

6.6

4.7

3.3

2.6

2.2

0.7

17.5

0% 20% 40% 60%

社会生活の訓練

職業訓練

学習サポート

パソコンなど情報機器を使用する訓練

スポーツ、レクリエーション

家事訓練

感覚統合療法などを含む療育全般

日常生活の訓練

言語訓練

身体の機能を維持する訓練

身体の機能を回復させる訓練

福祉用具を使用する訓練

歩行の訓練

点字・手話の訓練

その他

希望しない

無回答

(n=274)
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問 26 ご本人はどこでその訓練などを受けましたか。（MA） 

 
 

訓練を受けた場所は、「県立こども病院」（37.9％）が最も高く、次いで「通園施設（未就

学児）」（36.5％）、「放課後等デイサービス」（35.6％）となっている。 

 

  

37.9

36.5

35.6

24.7

18.3

17.8

13.7

6.4

3.7

1.8

1.4

0.0

7.8

0.0

0% 20% 40% 60%

県立こども病院

通園施設（未就学児）

放課後等デイサービス

学校

民間の療育・相談機関

病院・診療所

拓桃園

保育所（園）・幼稚園

児童相談所

保健所（保健福祉センター）

通所施設（就学児 ※放課後等デイサービス以外）

職業訓練施設

その他

無回答

(n=219)
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問 27 問 25 で「受けたことがない」を選んだ方におたずねします。受けたことがない理由

は何ですか。（MA） 

 
 

受けたことがない理由は、「利用方法がわからない」（45.1％）が最も高く、次いで「訓練

などがあることを知らなかった」（41.2％）「必要ない」（15.7％）となっている。 

  

15.7 45.1

3.9 3.9

9.8

2.0

13.7 41.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=51）

必要ない 利用方法がわからない

介助者や交通手段が確保できない 場所が遠い

希望するサービスがない 点字や手話、要約筆記などによる情報支援がない

その他 訓練などがあることを知らなかった

無回答 a
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６ 福祉サービスについて 

問 28 あなた（このアンケートを記入している方）はどのようなところから福祉サービスの

情報を得ていますか。（MA） 

 
 

福祉サービス情報の入手先は、「友人・知人」（61.7％）が最も高く、次いで「区役所・総

合支所の窓口」（31.8％）、「障害当事者団体・福祉団体」（30.7％）となっている。 

 

  

61.7

31.8

30.7

25.9

24.1

19.7

9.5

4.0

3.3

3.3

2.6

1.8

0.0

13.5

0.7

0.4

0% 20% 40% 60% 80%

友人・知人

区役所・総合支所の窓口

障害当事者団体・福祉団体

インターネット

医療機関

行政の出版物・パンフレット

民間団体の出版物・パンフレット

家族

テレビ・ラジオ

社会福祉協議会

新聞

福祉雑誌

都道府県の窓口

その他

入手できる方法がない

無回答

（n=274）
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問 29 「障害のある方の福祉サービス」についておたずねします。 

（ア）ご本人はこれまでにどのようなサービスを利用したことがありますか。（MA） 

 
 

これまでに利用したことのあるサービスは、「障害児の通所サービス」（81.8％）が最も高

く、次いで「生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談」（25.9％）、「補装具費や日常生

活用具給付費の支給」（18.2％）となっている。 

 

  

81.8

25.9

18.2

17.2

17.2

16.8

10.2

6.9

4.4

3.3

1.8

1.1

1.1

1.1

1.1

1.1

0.7

0.4

0.0

0.0

0.4

6.9

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児の通所サービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

補装具費や日常生活用具給付費の支給

外出時に必要な支援を行うサービス

医療費の助成を行うサービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

ホームヘルプなどのサービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

障害児の入所サービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

就労に向けた支援サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

住宅改造

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

コミュニケーション支援サービス

配食サービス

緊急通報システム

その他

利用したことはない

無回答

(n=274)
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（イ）今後、ご本人に利用してほしいと思うサービスは何ですか。（MA） 

 
 

今後利用してほしいと思うサービスは、「就労に向けた支援サービス」（52.9％）が最も高

く、次いで「外出時に必要な支援を行うサービス」（48.5％）、「障害児者を預かることで家族

を支援するサービス」（43.1％）となっている。 

 

  

52.9

48.5

43.1

42.7

39.4

35.0

30.7

30.3

23.4

21.5

16.4

13.9

13.5

13.1

10.2

9.9

8.4

6.9

5.8

4.0

0.4

1.1

7.7

0% 20% 40% 60%

就労に向けた支援サービス

外出時に必要な支援を行うサービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

地域の中で暮らしていくための支援サービス

障害児の通所サービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

医療費の助成を行うサービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

ホームヘルプなどのサービス

障害児の入所サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

緊急通報システム

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

配食サービス

住宅改造

コミュニケーション支援サービス

その他

特にない

無回答

(n=274)
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問 30 問 29 で「利用したことはない」と「特にない」以外のどれかひとつでも選んだ方に

おたずねします。ご本人が「障害のある方の福祉サービス」を利用するにあたって困

っていることは何ですか。（MA） 

 
 

「障害のある方の福祉サービス」を利用するにあたって困っていることは、「定員が一杯

で希望するサービスが受けられない」（34.3％）が最も高く、次いで「サービスに関する情報

が少ない」（25.0％）、「手続きが面倒である」（20.6％）となっている。 

 

 

 

 

 

  

34.3

25.0

20.6

14.1

11.3

7.7

6.5

4.0

3.2

2.4

1.6

1.2

0.4

6.9

19.8

2.8

2.8

0% 20% 40% 60%

定員が一杯で希望するサービスが受けられない

サービスに関する情報が少ない

手続きが面倒である

利用料が高い

通いにくい

時間が合わない

施設の広さや設備が十分ではない

自分の障害程度に合ったサービスが受けられない

サービスの質がよくない

医療的なケアが受けられない

利用者同士や職員との人間関係に困っている

作業や訓練の内容が合わない

手話通訳や要約筆記などの支援が十分ではない

その他

特にない

わからない

無回答

(n=248)
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問 31 問 29 で「利用したことはない」を選んだ方におたずねします。利用したことがない

理由は何ですか。（SA） 

 
 

利用したことがない理由は、「何が使えるかわからない」（47.4％）が最も高く、次いで「必

要ない」（31.6％）、「その他」（15.8％）となっている。 

 

 

問 32 現在、あなた（このアンケートを記入している方）は仙台市にある「障害のある方の

福祉サービス」に満足していますか。（SA） 

 
 

「障害のある方の福祉サービス」への満足は、「やや不満である」（27.4％）が最も高く、

次いで「満足している」（27.0％）、「わからない」（26.3％）となっている。 

 

  

31.6

0.00.00.0

5.3 47.4 15.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=19）

必要ない 利用料が高い 利用したいサービスがない

場所が遠い 定員がいっぱいで断られた 何が使えるかからない

その他 無回答 全体

2.9

27.0 26.3 27.4 9.5 6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

とても満足している 満足している わからない

やや不満である とても不満である 無回答
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問 33 問 32 で「やや不満である」「とても不満である」を選んだ方におたずねします。特に

どのような福祉サービスに不満を感じていますか。（MA） 

 
 

不満を感じている福祉サービスは、「障害児者を預かることで家族を支援するサービス」

（35.6％）が最も高く、次いで「障害児の通所サービス」（29.7％）、「外出時に必要な支援を

行うサービス」（27.7％）となっている。 

  

35.6

29.7

27.7

25.7

20.8

13.9

13.9

13.9

12.9

5.9

5.0

4.0

4.0

4.0

3.0

3.0

1.0

1.0

0.0

0.0

7.9

0.0

0% 20% 40% 60%

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

障害児の通所サービス

外出時に必要な支援を行うサービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

地域の中で暮らしていくための支援サービス

就労に向けた支援サービス

医療費の助成を行うサービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

介護などが必要な方の日中支援サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

障害児の入所サービス

ホームヘルプなどのサービス

コミュニケーション支援サービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

住宅改造

配食サービス

緊急通報システム

その他

無回答

(n=101)
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問 34 あなた（このアンケートを記入している方）が今後充実してほしい施策は何ですか。

（MA） 

 
 

今後充実してほしい施策は、「障害があっても働ける場の確保」（57.7％）が最も高く、次

いで「放課後等デイサービスの充実」（36.1％）、「学校教育や生涯教育の充実」（34.7％）と

なっている。 

 

 

  

57.7

36.1

34.7

28.8

28.5

28.1

27.4

27.0

21.2

21.2

16.8

14.6

13.1

12.8

10.2

9.5

8.4

8.0

7.3

3.6

3.3

1.1

5.1

0.0

0.7

2.9

0% 20% 40% 60%

障害があっても働ける場の確保

放課後等デイサービスの充実

学校教育や生涯教育の充実

年金などの所得保障の充実

生活や訓練などの場として必要な福祉施設の整備

障害についての理解を深めるための市民への啓発

通学や通勤にあたっての移動の支援

グループホームなど住まいの場の充実

家族が休養できるような施策の充実

福祉サービスなどについて相談しやすい環境の整備

医療費の負担軽減

スポーツ・文化・レクリエーション活動等の施策の充実

障害のある方も暮らしやすい住宅の確保

契約行為や財産などの権利が守られること

福祉に関するお知らせ、趣味・娯楽など各種情報提供の充実

自宅での生活を支えるホームヘルプサービスなどの充実

建物や交通機関など障害者に配慮したまちづくりの推進

災害など緊急時の情報提供や避難誘導対策の充実

専門的な機能回復訓練の実施

救急医療の整備

医療的ケアが受けられる在宅サービスの充実

健康づくり教室の充実

その他

特にない

わからない

無回答

(n=274)
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７ 相談の状況について 

問 35 あなた（このアンケートを記入している方）が困ったときの相談について次のうちあ

てはまるのはどれですか。（SA） 

 
 

困ったときの相談について、「相談先がある」（91.2％）が最も高く、次いで「相談したい

が相談先がない」（6.6％）、「その他」と「わからない」がともに 0.7％となっている。 

 

 

  

91.2 6.6

0.4 0.7 0.7 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

相談先がある 相談したいが相談先がない 相談したくない その他 わからない 無回答
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問 36 問 35 で「相談先がある」を選んだ方におたずねします。 

（１）相談相手は誰ですか。（MA） 

 
 

相談相手は、「家族や親戚」（60.8％）が最も高く、次いで「知人・友人」（58.0％）、「発達

相談支援センター」（53.2％）となっている。 

 

  

60.8

58.0

53.2

45.2

37.2

33.6

27.2

13.2

4.4

2.8

2.4

1.2

1.2

0.8

0.4

0.4

0.0

0.0

0.0

6.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親族

知人・友人

発達相談支援センター

障害のある方が通う施設

保育所・幼稚園・学校

医療機関

相談支援事業所

市役所・区役所

障害者相談員

近所の人

ホームヘルパー

障害者団体

ケアマネージャー

民生委員・児童委員

障害者総合支援センター

障害者福祉センター

精神保健福祉総合センター

障害者就労支援センター

地域包括支援センター

その他

無回答

(n=250)
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（２）ご本人に関することで、相談していること（したいこと）は何ですか。（MA） 

 
 

本人に関することで、相談していること（したいこと）は、「進路」（61.6％）が最も高く、

次いで「発達の確認」（51.6％）、「子育てに関すること」（34.0％）となっている。 

 

 

  

61.6

51.6

34.0

23.2

20.0

15.6

12.0

10.8

6.4

5.6

4.8

3.6

3.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80%

進路

発達の確認

子育てに関すること

施設利用

仕事・職場・就職

健康・医療

収入・年金・手当

交友・対人関係

介護に関する問題

福祉機器の利用関係

在宅サービスの利用関係

家庭問題

その他

無回答

(n=250)
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問 37 あなた（このアンケートを記入している方）が、ご本人の将来のことで不安に感じて

いることは何ですか。（MA） 

 
 

本人の将来のことで不安に感じていることは、「一緒に生活する家族などの高齢化や親亡

き後の生活」（65.0％）が最も高く、次いで「学校を卒業してからの進路」（55.8％）、「本人

にあった就学・進学先」（41.6）となっている。  

65.0

55.8

41.6

21.9

21.5

16.8

12.0

9.5

9.5

6.2

4.4

4.0

3.3

2.2

1.1

2.6

0% 20% 40% 60% 80%

一緒に生活する家族などの高齢化や親亡き後の生活

学校を卒業してからの進路

本人にあった就学・進学先

いじめなどにあわないか

自分が高齢になったときの健康、体力

身の回りの介護や日常生活の援助などをする人がいるか

安定した収入があるか

療育・訓練の場の確保

趣味や生きがいをもてるか

病気の再発や悪化

地震などの災害

障害が重くなったときにこのまま生活を続けることができ…

仕事が続けられるか

その他

特にない

無回答

(n=274)
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問 38 あなた（このアンケートを記入している方）は、障害のある家族を持つ方の集まり

（家族会）に参加していますか。（SA） 

 
 

障害のある家族を持つ方の集まり（家族会）への参加は、「参加している」（25.2％）、「参

加していない」（42.7）、「家族会を知らない」（31.8％）となっている。 

 

 

問 39 問 38 で「参加している」を選んだ方におたずねします。家族会に参加している理由

は何ですか。（MA） 

 
 

家族会に参加している理由は、「悩みを共有したい」（60.9％）が最も高く、次いで「障害

のある方の福祉サービスについて知りたい」（40.6％）、「障害や病気について学びたい」

（31.9％）となっている。 

 

 

 

  

25.2 42.7 31.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

参加している 参加していない 家族会を知らない 無回答 a

60.9 31.9 26.1 13.0 40.6

2.9 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=69）

悩みを共有したい 障害や病気について学びたい

不安をやわらげたい 行政や社会に働きかけたい

障害のある方の福祉サービスについて知りたい その他

無回答
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問 40 問 38 で「参加していない」を選んだ方におたずねします。家族会に参加していない

理由は何ですか。（MA） 

 
 

家族会に参加していない理由は、「団体の活動内容をよく知らない」（52.1％）が最も高く、

次いで「時間がない」（45.3％）、「その他」（16.2％）となっている。 

 

 

問 41 ご本人に、兄弟姉妹はいますか。（SA） 

 
 

本人に兄弟姉妹は、「いる」（67.9％）、「いない」（31.8％）となっている。 

 

  

45.3

2.6

9.4 52.1

0.0

16.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=117）

時間がない 参加している方の年代が合わない

団体の活動内容に興味がない 団体の活動内容をよく知らない

障害があることを知られたくない その他

無回答

67.9 31.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

いる いない 無回答
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問 42 問 41 で「いる」を選んだ方におたずねします。 

（１）兄弟姉妹のことで、あなた（このアンケートを記入している方）は不安に思ったこと

や困ったことはありますか。（SA） 

 
 

兄弟姉妹のことで不安に思ったことや困ったことは、「ある」（81.2％）、「いない」（17.7％）

となっている。 

 

 

（２）（１）で「ある」を選んだ方におたずねします。具体的にどのようなことで困りました

か。（MA） 

 
 

兄弟姉妹のことで困ったことは、「十分にかまうことができないこと」（62.9％）が最も高

く、次いで「育て方（叱り方など）」（55.6％）、「その他」（18.5％）となっている。 

 

  

81.2 17.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=186）

ある ない 無回答

62.9

55.6

11.3

6.6

5.3

18.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

十分にかまうことができないこと

育て方（叱り方など）

学習面

心身症状（チック、抜け毛、異常習癖など）

不登校・引きこもり

その他

無回答

(n=151)
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（３）兄弟姉妹への支援は必要だと思いますか。（SA） 

 
 

兄弟姉妹への支援は必要だと思うかは、「思う」（75.3％）、「思わない」（8.1％）となって

いる。 

 

 

（４）（３）で「思う」を選んだ方におたずねします。兄弟姉妹に対して、具体的にどのよう

な支援があると望ましいと考えますか。（MA） 

 
 

兄弟姉妹への支援で望ましいものは、「兄弟姉妹が気軽に相談できる場所」（47.1％）が最

も高く、次いで「兄弟姉妹どうしの集まり（兄弟姉妹会）」（40.7％）、「兄弟姉妹向けの勉強

会」（20.0％）となっている。 

 

 

  

75.3 8.1 16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=186）

思う 思わない 無回答

47.1

40.7

20.0

19.3

17.1

15.7

5.7

2.1

0% 20% 40% 60%

兄弟姉妹が気軽に相談できる場所

兄弟姉妹どうしの集まり（兄弟姉妹会）

兄弟姉妹向けの勉強会

兄弟姉妹の託児

兄弟姉妹の送迎サービス（保育・幼稚・児童館・医療機関な

ど）

兄弟姉妹と遊んでくれる人

その他

無回答

(n=140)
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８ 権利擁護について 

問 43 あなた（このアンケートを記入している方）は、2016 年４月より施行された「障害

者差別解消法」を知っていますか。また、「仙台市障害を理由とする差別をなくし障害

のある人もない人も共に暮らしやすいまちをつくる条例」を知っていますか。（SA） 

 
 

障害者差別解消法や市の条例は、「法律または条例を知っている」（52.6％）、「知らない」

（46.4％）となっている。 

 

 

問 44 あなた（このアンケートを記入している方）は、ご本人の障害を理由に差別を受けた

り、いやな思いなどをしたことがありますか。（SA） 

 
 

障害を理由に差別を受けたり、いやな思いなどをしたことがあるかは、「ある」（62.4％）、

「ない」（24.5％）、「わからない」（12.4％）となっている。 

 

 

 

 

  

52.6 46.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

法律または条例を知っている 知らない 無回答

62.4 24.5 12.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

ある ない わからない 無回答 a
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問 45 問 44 で「ある」を選んだ方におたずねします。 

（１）どのような内容の差別を受けたり、いやな思いをしましたか。（MA） 

 
 

差別やいやな思いの内容は、「外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった」（81.3％）

が最も高く、次いで「周囲の人たちが障害についてあまり理解していない」（55.6％）、「交通

機関を利用時に運転手や客にいやな態度をとられた」（22.8％）となっている。 

  

81.3

55.6

22.8

14.6

11.7

11.7

1.8

9.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった

周囲の人たちが障害についてあまり理解していない

交通機関を利用時に運転手や客にいやな態度をとられた

窓口職員の対応が悪く、いやな顔をされた

近所付き合いや人間関係がうまくいかない

家庭・学校・職場でいじめられた

仕事での待遇の差がある

その他

無回答

(n=171)
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（２）差別をされたり、いやな思いをしたときに誰かに相談しましたか。（MA） 

 
 

差別をされたり、いやな思いをしたときの相談先は、「家族や親戚」（59.1％）が最も高く、

次いで「友人・知人」（49.1％）、「保育所（園）・幼稚園・学校」（21.1％）となっている。 

 

  

59.1

49.1

21.1

15.8

8.2

5.8

5.3

2.9

1.8

1.2

1.2

0.6

0.6

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.9

18.1

0.6

0% 20% 40% 60%

家族や親戚

友人・知人

保育所（園）・幼稚園・学校

障害のある方が通う施設

発達相談支援センター

相談支援事業所

医療機関

市役所・区役所

障害者相談員

近所の人

ホームヘルパー

民生委員・児童委員

障害者団体

ケアマネージャー

障害者総合支援センター

精神保健福祉総合センター

障害者福祉センター

障害者就労支援センター

地域包括支援センター

障害者虐待防止・差別解消相談ダイヤル

その他

相談していない

無回答

(n=171)
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（３）（２）で「相談していない」を選んだ方におたずねします。相談しなかった理由は何で

すか。（SA） 

 
 

相談をしなかった理由は、「その他」（45.2％）が最も高く、次いで「わからない」（22.6％）、

「相談したいが相談先がない」（19.4％）となっている。 

 

 

  

19.4 12.9 45.2 22.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=31）

相談したいが相談先がない 相談したくない その他 わからない 無回答
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９ 緊急時の対応について 

問 46 ご本人は地震などの災害発生時、ひとりで避難することができますか。2011 年３月

11 日の東日本大震災を経験された方は、ご経験を踏まえてご回答ください。（SA） 

 
 

ひとりでの避難は、「できる」（2.2％）、「できない」（83.9％）、「わからない」（12.8％）と

なっている。 

 

 

問 47 問 46 で「できない」を選んだ方におたずねします。災害のとき一人で避難すること

ができない理由は何ですか。（MA） 

 
 

一人で避難できない理由は、「判断して行動することができないため」（50.9％）が最も高

く、次いで「避難勧告などの情報を把握することが困難なため」（40.0％）、「介助者がいない

と移動できないため」（37.8％）となっている。 

 

 

  

2.2

83.9 12.8

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

できる できない わからない 無回答 a

50.9

40.0

37.8

19.1

7.0

3.0

2.2

12.6

2.2

0% 20% 40% 60%

判断して行動することができないため

避難勧告などの情報を把握することが困難なため

介助者がいないと移動できないため

避難所での集団生活が難しいため

パニックを起こしてしまうため

避難場所がわからないため

移動に時間がかかるため

その他

無回答

(n=230)
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問 48 ご本人は、お住まいの地区の避難所の場所を知っていますか。（SA） 

 
 

本人が住まいの地区の避難所を知っているかは、「知っている」（28.1％）、「知らない」

（55.1％）となっている。 

 

 

問 49 あなた（このアンケートを記入している方）は、福祉避難所を知っていますか。（SA） 

 
 

記入者が福祉避難所を知っているかは、「知っている」（19.0％）、「知らない」（79.9％）と

なっている。 

 

 

 

  

28.1 55.1 15.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

知っている 知らない わからない 無回答 a

19.0 79.9

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

知っている 知らない 無回答
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問 50 あなた（このアンケートを記入している方）は、ヘルプカードを知っていますか。（SA） 

 
 

記入者がヘルプカードを知っているかは、「知っており、本人が使っている」（9.5％）、「知

っているが、本人が使っていない」（38.0％）、「知らない」（52.2％）となっている。 

 

 

問 51 ご本人は、仙台市が実施している災害時における要援護者情報登録制度を申し込ん

でいますか。（SA） 

 
 

市が実施している要援護者情報登録制度を申し込んでいるかは、「申し込んでいる」

（8.4％）、「申し込んでいない」（81.0％）、「わからない」（10.2％）となっている。 

 

 

 

  

9.5 38.0 52.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

知っており、本人が使っている 知っているが、本人が使っていない

知らない 無回答

8.4 81.0 10.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

申し込んでいる 申し込んでいない わからない 無回答 a
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問 52 問 51 で「申し込んでいない」を選んだ方におたずねします。ご本人が申し込んでい

ない理由は何ですか。（SA） 

 
 

市が実施している要援護者情報登録制度に申し込んでいない理由は、「制度を知らない」

（72.1％）が最も高く、次いで「その他」（7.2％）、「登録要件に該当しない」と「必要ない」

がともに 6.3％となっている。 

 

 

問 53 地震などの災害時に、家族以外の方で手伝いや支援をしてくれる人について、次のう

ちあてはまるのはどれですか。（SA） 

 
 

災害時に家族以外の方で手伝いや支援をしてくれる人は、「親戚」（38.7％）が最も高く、

次いで「障害のある方が通う施設の職員」（27.4％）、「手伝いや支援をしてくれる人はいな

い」（24.8％）となっている。 

 

  

72.1 6.3

0.9

6.3 7.2 5.0

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=222）

制度を知らない 登録要件に該当しない

障害があることを知られたくない 必要ない

その他 わからない

無回答

38.7

27.4

24.8

19.0

15.7

2.9

2.6

0.0

2.6

0% 20% 40% 60%

親戚

障害のある方が通う施設の職員

手伝いや支援をしてくれる人はいない

近隣の住民

わからない

民生委員・児童委員

その他

協力してほしくない

無回答

（n=274）
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問 54 地震などの災害が発生したときのために、あらかじめ近所の人やボランティアなど

にご本人の避難の手伝いや介助をお願いしておくことについて、あなた（このアンケ

ートを記入している方）はどのように思いますか。（SA） 

 
 

災害が発生したときのために、あらかじめ近所の人やボランティアなどに本人の避難の手

伝いや介助をお願いしておくことは、「ぜひお願いしたい」（41.6％）が最も高く、次いで「事

前に情報提供したくないが、いざという時は支援してほしい」（23.0％）、「わからない」

（17.2％）となっている。 

 

 

  

41.6 23.0 8.0

2.2

6.6 17.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=274）

ぜひお願いしたい
事前に情報提供したくないが、いざという時は支援してほしい
避難の手伝いや介助を受けることに抵抗感がある
本人は自分で避難できるので、協力はいらない
その他
わからない
無回答
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問 55 地震などのいざという時のことで、あなた（このアンケートを記入している方）が普

段不安に感じていることは何ですか。（MA） 

 
 

いざという時のことで、記入者が普段不安に感じていることは、「本人が救助を求めるこ

とができるか」と「本人が安全なところまで、すぐに避難することができるか」がともに

33.9％と最も高く、次いで「本人が避難所のルールになじめるか」（31.8％）、「障害にあった

対応をしてくれる避難所があるか」（31.0％）となっている。 

 

 

  

33.9

33.9

31.8

31.0

29.2

26.6

21.9

17.9

14.2

6.2

5.5

1.5

2.6

0.7

0% 20% 40% 60%

本人が救助を求めることができるか

本人が安全なところまで、すぐに避難することができるか

本人が避難所のルールになじめるか

障害にあった対応をしてくれる避難所があるか

緊急時に情報を得られるか

どのような時が緊急時なのかを本人が理解できるか

本人がまわりの人々とのコミュニケーションがとれるか

薬を手に入れたり、治療を受けることができるか

自宅や利用施設が地震などに耐えられるかどうか

本人が救助を求めても人が来てくれるかどうか

その他

特にない

わからない

無回答

（n=274）
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問 56 地震、台風などの災害に対して、あなた（このアンケートを記入している方）が大切

だと思う対策はどのようなことだと思いますか。（MA） 

 
 

災害に対して、記入者が大切だと思う対策は、「障害のある方に配慮した避難所の整備」

（59.5％）が最も高く、次いで「避難所での共同生活が難しい人のための福祉避難所の確保」

（57.3％）、「避難所などへ誘導する体制の充実」（28.5％）となっている。 

 

 

 

59.5

57.3

28.5

23.7

19.7

18.2

17.9

12.8

11.3

7.3

2.6

2.9

1.8

1.1

0% 20% 40% 60%

障害のある方に配慮した避難所の整備

避難所での共同生活が難しい人のための福祉避難所の確保

避難所などへ誘導する体制の充実

薬・医療用機器・ストマ用装具などの日常生活用具の確保

ボランティアの支援体制の充実

障害のある方の安否確認体制の充実

緊急時に通報するシステムの整備

災害情報などの確保

避難訓練や防災知識などの啓発

災害に強い建築物・道路などの整備

点字・音声・手話通訳・通訳・文字などによる情報支援

その他

わからない

無回答

（n=274）
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第７章 精神障害者（通院）本人 

１ 属性について 

問 1 このアンケートの記入者はどなたですか。（SA） 

 
 

アンケートの記入者は、「本人」（79.6％）、「本人から意見を聴いて、家族や支援者などが

代わって答える」（8.5％）、「本人の意見を確認することが難しいので、家族や支援者などが

答える」（5.3％）となっている。 

 

 

問 2 あなたのお住まいの区はどこですか。（SA） 

 
 

居住区は、「青葉区」（29.9％）が最も高く、次いで「泉区」（19.8％）、「太白区」（19.5％）

となっている。 

 

 

 

79.6 8.5 5.3 6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

本人

本人から意見を聴いて、家族や支援者などが代わって答える

本人の意見を確認することが難しいので、家族や支援者などが答える

無回答

29.9 18.9 11.3 19.5 19.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

青葉区 宮城野区 若林区 太白区 泉区 その他 無回答 a
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問 3 あなたの年齢（2016 年 11 月 1 日時点）は何歳ですか。（数値） 

 
 

年齢は、「30～39 歳」（24.2％）が最も高く、次いで「40～49 歳」（23.3％）、「50～59 歳」

（19.8％）となっている。 

 

 

問 4 あなたの性別を教えてください。（SA） 

 
 

性別は、「男性」（43.4％）、「女性」（56.0％）となっている。 

 

 

0.0

8.5 24.2 23.3 19.8 16.4 4.4

1.9 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～69歳 70～79歳 80歳以上 無回答 a

43.4 56.0

0.0 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

男性 女性 その他 無回答 a
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問 5 障害者手帳についておたずねします。 

（ア）障害者手帳をお持ちかどうか教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 
 

（療育手帳） 

 
 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 
 

「持っている」割合は、身体障害者手帳が 11.0％、療育手帳が 1.6％、精神障害者保健福

祉手帳が 92.8％となっている。 

11.0 20.8 68.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

持っている 持っていない 無回答 a

1.6

23.6 74.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

持っている 持っていない 無回答

92.8

1.9

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

持っている 持っていない 無回答 a
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（イ）お持ちの障害者手帳の等級を教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 
 

（療育手帳） 

 
 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 
 

 

身体障害者手帳の等級は、「２級」（51.4％）が最も高く、次いで「３級」（28.6％）、「４級」

（8.6％）となっている。 

療育手帳の等級は、「A」（20.0％）、「B」（60.0％）となっている。 

精神障害者保健福祉手帳の等級は、「２級」（58.6％）が最も高く、次いで「３級」（26.4％）、

「１級」（13.9％）となっている。 

 

5.7 51.4 28.6 8.6

2.9 2.9 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=35）

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答 a

20.0 60.0 20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=5）

A B 無回答 a

13.9 58.6 26.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=295）

１級 ２級 ３級 無回答 a
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問 6 あなたはこれまで精神科病院に入院したことがありますか。（SA） 

 
 

これまでの精神科病院入院は、「入院したことがある」（58.5％）、「入院したことがない」

（34.9％）となっている。 

 

 

問 7 問 6 で「入院をしたことがある」を選んだ方におたずねします。 

（ア）あなたは何回入院をしたことがありますか。（SA） 

 
 

これまでの入院回数は、「２～４回」（40.9％）が最も高く、次いで「１回」（32.8％）、「５

～９回」（19.4％）となっている。 

 

  

58.5 34.9 6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

入院したことがある 入院したことがない 無回答 a

32.8 40.9 19.4 4.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=186）

１回 ２～４回 ５～９回 10回以上 無回答 a



 

 

252 

（イ）入院の期間は通算するとどのくらいの期間になりますか。（SA） 

 
 

入院期間を通算すると、「６カ月未満」（40.9％）が最も高く、次いで「６カ月以上～１年

未満」（17.7％）、「１年以上～２年未満」（15.6％）となっている。 

 

 

  

40.9 17.7 15.6 11.8

2.2 2.7 2.7

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=186）

６カ月未満 ６カ月以上～１年未満 １年以上～２年未満

２年以上～５年未満 ５年以上～１０年未満 10年以上

わからない 無回答 a
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２ 住まいと暮らしについて 

問 8 お住まいについておたずねします。 

（ア）現在、あなたはどこにお住まいですか。（SA） 

 
 

現在の住まいは、「自分や家族の持ち家」（48.7％）が最も高く、次いで「借家や賃貸マン

ション・アパート」（36.5％）となっている。 

 

 

（イ）将来は、どこで暮らしたいと思っていますか。（SA） 

 
 

将来の居住希望は、「自分や家族の持ち家」（42.8％）が最も高く、次いで「借家や賃貸マ

ンション・アパート」（25.8％）となっている。 

 

 

48.7 36.5

3.1
1.3 0.9 2.5 3.5

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパート

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

42.8 25.8

2.8 4.1 3.1 1.6 3.1

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパート

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）



 

 

254 

問 9 あなたと一緒に住んでいる人は何人いますか。（本人以外の人数）（SA） 

 
 

一緒に住んでいる人数は「１人」（30.8％）が最も高く、次いで「２人」（28.9％）、「一緒

に住んでいる人はいない」（17.6％）となっている。 

 

 

問 10 あなたと一緒に住んでいる人は誰ですか。（MA） 

 
 

同居者は、「親」（37.1％）が最も高く、次いで「配偶者（事実婚を含む）」（24.5％）、「子

ども」（17.9％）となっている。 

 

30.8 28.9 12.3

3.8 4.4

17.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

１人 ２人

３人 ４人

５人以上 一緒に住んでいる人はいない

無回答 a

37.1

24.5

17.9

16.7

12.3

2.8

0.3

0.0

6.9

9.1

0% 20% 40%

親

配偶者（事実婚を含む）

子ども

一人で暮らしている

兄弟姉妹

祖父母

知人・友人

親戚

その他

無回答

(n=318)
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３ 所得の状況について 

問 11 あなたが得ている収入は次のうちどれですか。（MA） 

 
 

得ている収入は、「障害に関係する年金（障害基礎年金、障害厚生年金、障害共済年金な

ど）」（53.1％）が最も高く、次いで「給与（月給、アルバイト賃金など）」（22.6％）、「生活

保護」（20.4％）となっている。 

  

53.1

22.6

20.4

9.1

3.8

1.3

0.6

0.3

6.6

8.8

0.9

0% 20% 40% 60%

障害に関係する年金（障害基礎年金、障害厚生年金、障害共

済年金など）

給与（月給、アルバイト賃金など）

生活保護

障害に関係しない年金（老齢年金、遺族年金など）

仕送り

各種手当（特別障害者手当、障害児福祉手当など）

事業収入（商売や農業など自営業による収入）

財産収入（家賃、利子収入など）

その他

収入はない

無回答

(n=318)



 

 

256 

問 12 所得についておたずねします。 

（ア）あなたの年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（SA） 

 
 

年収は、「60万円以上～120 万円未満」（27.4％）が最も高く、次いで「12 万円未満」（18.2％）、

「120 万円以上～300 万円未満」（17.9％）となっている。 

 

18.2

9.1

27.4

17.9

2.2

0.0

0.0

0.0

13.5

2.5

9.1

0% 20% 40%

12万円未満

12万円以上～60万円未満

60万円以上～120万円未満

120万円以上～300万円未満

300万円以上～500万円未満

500万円以上～700万円未満

700万円以上～1,000万円未満

1,000万円以上

わからない

答えたくない

無回答

（n=318）
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（イ）一緒に暮らしている家族全体の年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（本人の年

収含む）（SA） 

 
 

家族全体の年収は、「120 万円以上～300 万円未満」（20.1％）が最も高く、次いで「わから

ない」（14.8％）、「300 万円以上～500 万円未満」（12.6％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

3.1

2.2

7.5

20.1

12.6

3.8

1.9

0.6

14.8

3.1

30.2

0% 20% 40%

12万円未満

12万円以上～60万円未満

60万円以上～120万円未満

120万円以上～300万円未満

300万円以上～500万円未満

500万円以上～700万円未満

700万円以上～1,000万円未満

1,000万円以上

わからない

答えたくない

無回答

（n=318）



 

 

258 

４ 日常生活について 

問 13 平日の日中の過ごし方についておたずねします。あなたが主に過ごしている場所は

どこですか。（SA） 

 
 

平日日中に主に過ごす場所は、「自宅」（54.1％）が最も高く、次いで「職場」（15.7％）、

「障害のある方が通う施設（通所施設）」（14.8％）となっている。 

  

0.0

0.3

0.0

0.0

15.7

14.8

1.6

1.3

5.0

54.1

5.3

1.9

0% 20% 40% 60%

保育所・幼稚園

学校（普通学級）

学校（特別支援学級）

特別支援学校

職場

障害のある方が通う施設（通所施設）

障害のある方が暮らす施設（入所施設）

高齢の方が暮らす施設

病院（入院など）

自宅

その他

無回答

（n=318）
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問 14 あなたは隣近所の人とどのようにつきあっていますか。（SA） 

 
 

隣近所の人とのつきあいかたは、「会えばあいさつする程度である」（56.3％）が最も高く、

次いで「ほとんどつきあいはない」（32.7％）、「行事のときなどにはつきあっている」（5.0％）

となっている。 

 

 

 

3.1 5.0 56.3 32.7

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

親しくつきあっている 行事のときなどにはつきあっている

会えばあいさつする程度である ほとんどつきあいはない

無回答 a



 

 

260 

５ 就労の状況について 

問 15 現在、あなたは仕事をしていますか。（SA） 

 
 

現在仕事は、「仕事をしている」（29.9％）、「仕事をしていない」（69.2％）となっている。 

 

 

問 16 問 15 で「仕事をしている」を選んだ方におたずねします。 

（１）あなたは主にどのような仕事に就いていますか。（SA） 

 
 

現在の仕事は、「パート、アルバイト」（30.5％）が最も高く、次いで「障害のある方が通

う施設での就労・生産活動」（28.4％）、「会社員、公務員、団体職員などの常勤の就労」（26.3％）

となっている。 

 

 

29.9 69.2

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

仕事をしている 仕事をしていない 無回答 a

26.3 30.5

3.2

28.4

2.1

7.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=95）

会社員、公務員、団体職員などの常勤の就労 パート、アルバイト

商売や農業などの自営業（手伝いを含む） 障害のある方が通う施設での就労・生産活動

在宅での就労・内職 その他

無回答 非該当
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（２）あなたは主にどのような内容の仕事をしていますか。（SA） 

 
 

仕事の内容は、「障害のある方が通う施設での就労・生産活動」（24.2％）が最も高く、次

いで「事務職」（21.1％）、「サービス業」と「その他」がともに 13.7％となっている。 

 

 

（３）あなたの１日あたりの仕事の時間はどのくらいですか。（SA） 

 
 

１日あたりの仕事の時間は、「６時間以上～８時間未満」（33.7％）が最も高く、次いで「２

時間以上～４時間未満」（28.4％）、「４時間以上～６時間未満」（13.7％）となっている。 

21.1

6.3

8.4

13.7

1.1

5.3

5.3

0.0

24.2

13.7

1.1

0% 20% 40%

事務職

販売業

専門的・技術的職業

サービス業

運輸業

製造・加工業

建設・土木業

農林水産業

障害のある方が通う施設での就労・生産活動

その他

無回答

（n=95）

8.4 28.4 13.7 33.7 9.5

4.2 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=95）

２時間未満 ２時間以上～４時間未満 ４時間以上～６時間未満

６時間以上～８時間未満 ８時間以上 わからない

無回答 a



 

 

262 

（４）あなたの仕事による収入は月額どのくらいですか。（SA） 

 
 

月額の収入は、「５万円以上～10 万円未満」と「10万円以上～15 万円未満」がともに 21.1％

と最も高く、次いで「１万円未満」（18.9％）、「１万円以上～５万円未満」（13.7％）となっ

ている。 

 

 

（５）あなたは現在の仕事をどのくらいの期間続けていますか。（SA） 

 
 

現在の仕事の期間は、「１年以上～３年未満」と「５年以上」が 22.1％とともに最も高く、

次いで「６カ月未満」と「３年以上～５年未満」がともに 18.9％となっている。 

 

  

18.9

13.7

21.1

21.1

8.4

5.3

0.0

8.4

3.2

0% 20% 40%

１万円未満

１万円以上～５万円未満

５万円以上～１０万円未満

10万円以上～15万円未満

15万円以上～20万円未満

20万円以上～30万円未満

30万円以上

わからない

無回答

（n=95）

18.9

14.7

22.1

18.9

22.1

3.2

0% 20% 40%

６カ月未満

６カ月以上～１年未満

１年以上～３年未満

３年以上～５年未満

５年以上

無回答

（n=95）
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（６）あなたは仕事をしている上で、何か悩みや不満などがありますか。（MA） 

 
 

仕事をしている上での悩みや不満は、「収入が少ない」（47.4％）が最も高く、次いで「症

状の変動・体調の波がある」（46.3％）、「人間関係がうまくいかない」（21.1％）となってい

る。 

 

 

 

47.4

46.3

21.1

13.7

12.6

9.5

9.5

7.4

7.4

3.2

11.6

14.7

1.1

0% 20% 40% 60%

収入が少ない

症状の変動・体調の波がある

人間関係がうまくいかない

就労時間や仕事の内容の負担が大きい

通勤するのが大変である

職場の人たちが障害をあまり理解していない

通院・治療との両立が難しい

自分の技術や能力がいかせない

健康保険・厚生年金などがない

職場の設備が不足している

その他

特に悩みはない

無回答

(n=95)



 

 

264 

（７）あなたが仕事を続けるためには何が必要ですか。（MA） 

 
 

仕事を続けるために必要なものは、「生活できる十分な賃金」（54.7％）が最も高く、次い

で「体調に合わせて勤務日・勤務時間を調整できること」（35.8％）、「障害の程度・特性にあ

った仕事であること」（26.3％）となっている。 

 

 

  

54.7

35.8

26.3

24.2

14.7

8.4

8.4

6.3

3.2

2.1

0.0

0.0

7.4

8.4

5.3

3.2

0% 20% 40% 60%

生活できる十分な賃金

体調に合わせて勤務日・勤務時間を調整できること

障害の程度・特性にあった仕事であること

周囲の方が障害を理解してくれること

福利厚生の充実

休日を充実して過ごすための支援

パソコンなどの技術やマナーの習得

ジョブコーチなどの支援

身支度などの生活支援

通勤のための支援

意思疎通の手段・情報保障の確保

職場設備のバリアフリー化

その他

特にない

わからない

無回答

(n=95)
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問 17 問 15 で「仕事をしていない」を選んだ方におたずねします。現在、あなたが仕事を

していない理由は何ですか。（MA） 

 
 

現在仕事をしていない理由は、「病気のため」（64.5％）が最も高く、次いで「体力的にで

きないため」（31.8％）、「障害の程度・特性にあった仕事がないため」（24.1％）となってい

る。 

 

 

 

64.5

31.8

24.1

15.5

11.4

8.6

8.6

7.7

5.0

3.6

3.2

11.8

0.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80%

病気のため

体力的にできないため

障害の程度・特性にあった仕事がないため

高齢のため

家事のため

求人が少なく仕事が見つからないため

職場で障害についての理解が得られないため

通勤が困難なため

求職の相談をできる人がいないため

仕事をする必要がないため

在園・在学中、職業訓練中のため

その他

特にない

無回答

(n=220)



 

 

266 

６ 社会参加について 

問 18 あなたはどのくらいの頻度で外出していますか。（通勤、通学、通園、通院、通所で

の外出は除く）（SA） 

 
 

外出頻度は、「週に２～３回」（31.4％）が最も高く、次いで「週に４日以上ほぼ毎日」

（23.0％）、「週に１回」（14.8％）となっている。 

 

 

問 19 あなたの主な外出の目的は何ですか。（通勤、通学、通園、通院、通所での外出は除

く）（MA） 

 
 

主な外出の目的は、「買い物」（77.7％）が最も高く、次いで「その他」（20.4％）、「余暇活

動」（15.1％）となっている。 

23.0 31.4 14.8 13.2

4.1

9.4

1.9 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

週に４日以上ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回

月に２～３回 年に数回 ほとんど外出していない

その他 無回答 a

77.7

15.1

6.9

3.1

2.8

2.8

1.6

20.4

5.0

0% 20% 40% 60% 80%

買い物

余暇活動

友人・知人宅への訪問

当事者団体・当事者グループの活動

旅行

習いごと

地域行事

その他

無回答

(n=318)
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問 20 あなたがより外出しやすくなるためには何が必要ですか。（MA） 

 
 

より外出しやすくなるために必要なものは、「公共交通機関が充実していること」（39.3％）

が最も高く、次いで「交通費が安く済むこと」（30.5％）、「一緒に出かけられる人がいるこ

と」（29.6％）となっている。 

 

 

 

39.3

30.5

29.6

24.8

15.7

13.2

6.6

6.3

5.3

5.0

0.3

7.5

12.9

3.5

0% 20% 40%

公共交通機関が充実していること

交通費が安く済むこと

一緒に出かけられる人がいること

休憩場所が十分であること

市民の障害についての理解が深まること

移動サービスが充実していること

緊急時の対応が充実していること

建物や道路などが整備されていること

使いやすい駐車場が充実していること

介助者を頼みやすいこと

コミュニケーションの支援をする方を頼みやすいこと

その他

特にない

無回答

(n=318)



 

 

268 

問 21 あなたは過去一年間に、どのような余暇活動、スポーツ、趣味、学習や社会活動など

をしましたか。（SA） 

 
 

過去一年間に行った活動などは、「①鑑賞行為」（38.1％）が最も高く、次いで「④旅行・

キャンプ・釣りなどの活動」（27.7％）、「③文化・芸術活動」と「⑦地域行事」がともに 17.8％

となっている。 

 

 

17.3

9.4

6.3

27.7

17.3

18.9

38.1

50.0

56.0

53.5

33.6

45.6

42.8

28.6

11.9

11.3

16.0

17.0

13.8

16.7

15.7

20.8

23.3

24.2

21.7

23.3

21.7

17.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑦地域行事

⑥当事者団体・当事者グループの活動

⑤ボランティアなどの社会活動

④旅行・キャンプ・釣りなどの活動

③文化・芸術活動

②スポーツ活動

①鑑賞行為

(n=318)

活動した 活動しなかった 活動したかったができなかった 無回答 a



第７章 精神障害者（通院）本人 

 

269 

７ 健康や医療について 

問 22 あなたは普段、定期的に通院していますか。（SA） 

 
 

定期的な通院は、「月に１回程度通院している」（53.1％）が最も高く、次いで「月に２～

３回程度通院している」（26.1％）、「定期的には通院していない」（6.3％）となっている。 

 

 

問 23 現在通院している方におたずねします。あなたがかかっている医療機関は次のうち

どれですか。（SA） 

 
 

通院している医療機関は、「単科の精神科病院」（31.8％）が最も高く、次いで「神経科・

精神科の診療所（クリニック）」（27.7％）、「一般病院の神経科・精神科」（22.3％）となって

いる。 

  

0.04.1

5.0

26.1 53.1 6.3

3.5 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

ほぼ毎日通院している 週に２～３回程度通院している

週に１回程度通院している 月に２～３回程度通院している

月に１回程度通院している 定期的には通院していない

入院している 無回答

31.8 22.3 27.7 6.6 7.9

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

単科の精神科病院 一般病院の神経科・精神科

神経科・精神科の診療所（クリニック） 心療内科

その他 無回答
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問 24 あなたが医療機関を利用する際に困っていることは何ですか。（MA） 

 
 

医療機関利用時に困っていることは、「特に困っていることはない」（36.5％）が最も高く、

次いで「医療費の負担が大きい」（18.9％）、「病院までの移動が困難である」（18.2％）とな

っている。 

  

18.9

18.2

16.4

10.1

6.3

6.3

5.0

9.4

36.5

4.4

0% 20% 40%

医療費の負担が大きい

病院までの移動が困難である

医師とのコミュニケーションが難しい

通院にかかる交通費負担が大きい

障害に対応できる医療機関が身近にない

介助する家族などの負担が心配である

障害に理解がある医師がいない

その他

特に困っていることはない

無回答

（n=318）
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問 25 あなたは、診療以外で精神疾患のことで困っていることがありますか。（MA） 

 
 

診療以外で精神疾患のことで困っていることは、「疲れやすい」（43.7％）が最も高く、次

いで「将来の見通しが立たない」（42.1％）、「病気の再発・再発の不安がある」（30.8％）と

なっている。 

 

43.7

42.1

30.8

28.6

25.2

13.8

9.4

5.3

3.5

3.1

4.1

8.2

3.8

4.1

0% 20% 40% 60%

疲れやすい

将来の見通しが立たない

病気の再発・再発の不安がある

家族や他の人に迷惑をかけてしまう

仕事に就けない・続かない

近所や親戚づきあいが難しい

自由に外出できない

家族や他の人への接し方がわからない

規則的に服薬や受診ができない

自分の時間が取れない

その他

困っていることはない

わからない

無回答

（n=318）
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問 26 訓練などについておたずねします。 

（ア）あなたは、どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けたことがありますか。

（MA） 

 
 

受けたことのある訓練などは、「受けたことがない」（43.7％）が最も高く、次いで「職業

訓練」（16.7％）、「パソコンなど情報機器を使用する訓練」（12.9％）となっている。 

 

 

 

16.7

12.9

11.0

10.7

7.9

7.2

6.9

6.6

6.6

2.5

2.5

1.6

0.6

0.3

2.2

43.7

12.3

0% 20% 40% 60%

職業訓練

パソコンなど情報機器を使用する訓練

社会生活の訓練

スポーツ、レクリエーション

家事訓練

身体の機能を回復させる訓練

歩行の訓練

身体の機能を維持する訓練

日常生活の訓練

福祉用具を使用する訓練

学習サポート

言語訓練

感覚統合療法などを含む療育全般

点字・手話の訓練

その他

受けたことがない

無回答

（n=318）
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（イ）今後どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けたいと思いますか。（MA） 

 
 

今後受けたい訓練などは、「パソコンなど情報機器を使用する訓練」（20.4％）が最も高く、

次いで「職業訓練」（16.0％）、「スポーツ、レクリエーション」（12.3％）となっている。 

 

 

 

20.4

16.0

12.3

11.3

10.7

9.4

8.2

6.3

5.0

4.7

2.5

2.2

1.9

1.6

1.3

11.3

48.4

0% 20% 40% 60%

パソコンなど情報機器を使用する訓練

職業訓練

スポーツ、レクリエーション

社会生活の訓練

身体の機能を維持する訓練

身体の機能を回復させる訓練

家事訓練

学習サポート

日常生活の訓練

感覚統合療法などを含む療育全般

歩行の訓練

点字・手話の訓練

言語訓練

福祉用具を使用する訓練

その他

希望しない

無回答

（n=318）
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問 27 問 26 で「受けたことがない」を選んだ方におたずねします。受けたことがない理由

は何ですか。（MA） 

 
 

受けたことがない理由は、「必要ない」（43.9％）が最も高く、次いで「利用方法がわから

ない」（24.5％）、「訓練などがあることを知らなかった」（20.1％）となっている。 

 

 

 

 

43.9

24.5

12.9

7.9

5.8

0.7

12.9

20.1

1.4

0% 20% 40% 60%

必要ない

利用方法がわからない

希望するサービスがない

場所が遠い

介助者や交通手段が確保できない

点字や手話、要約筆記などによる情報支援がない

その他

訓練などがあることを知らなかった

無回答

非該当

（n=139）
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８ 福祉サービスについて 

問 28 あなたはどのようなところから福祉サービスの情報を得ていますか。（MA） 

 
 

情報の入手先は、「医療機関」（39.3％）が最も高く、次いで「区役所・総合支所の窓口」

（35.8％）、「行政の出版物・パンフレット」（20.4％）となっている。 

 

 

  

39.3

35.8

20.4

18.2

18.2

17.6

11.3

10.4

7.9

5.3

3.1

3.1

0.9

6.3

6.3

6.0

0% 20% 40%

医療機関

区役所・総合支所の窓口

行政の出版物・パンフレット

家族

インターネット

障害当事者団体・福祉団体

友人・知人

テレビ・ラジオ

新聞

民間団体の出版物・パンフレット

福祉雑誌

社会福祉協議会

都道府県の窓口

その他

入手できる方法がない

無回答

（n=318）
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問 29 あなたは「障害のある方の福祉サービス」を利用するための、障害支援区分認定を受

けていますか。（SA） 

 
 

区分認定は、「わからない」（53.8％）が最も高く、次いで「認定は受けていない」（26.7％）

となっている。 

 

 

 

1.9 2.8 2.2 0.3

0.0
0.0

26.7 53.8 12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

区分１ 区分２ 区分３ 区分４

区分５ 区分６ 認定は受けていない わからない

無回答 a
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問 30 「障害のある方の福祉サービス」についておたずねします。 

（ア）あなたはこれまでにどのようなサービスを利用したことがありますか。（MA） 

 
 

これまで利用したことのあるサービスは、「医療費の助成を行うサービス」（49.7％）が最

も高く、次いで「就労に向けた支援サービス」（27.7％）、「利用したことはない」（20.8％）

となっている。 

 

  

49.7

27.7

13.8

6.6

6.0

5.7

4.4

3.1

2.8

2.2

1.3

1.3

1.3

0.9

0.6

0.3

1.3

20.8

12.3

0% 20% 40% 60%

医療費の助成を行うサービス

就労に向けた支援サービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

外出時に必要な支援を行うサービス

ホームヘルプなどのサービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

障害児の通所サービス

コミュニケーション支援サービス

その他

利用したことはない

無回答

（n=318）
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（イ）今後、あなたが利用したいと思うサービスは何ですか。（MA） 

 
 

今後利用したいサービスは、「医療費の助成を行うサービス」（28.3％）が最も高く、次い

で「就労に向けた支援サービス」（24.2％）、「生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相

談」（20.8％）となっている。 

 

 

 

28.3

24.2

20.8

12.3

10.4

8.8

7.9

6.0

4.7

4.4

3.5

3.1

2.8

2.2

1.9

0.9

0.9

6.0

36.5

0% 20% 40%

医療費の助成を行うサービス

就労に向けた支援サービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

外出時に必要な支援を行うサービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

ホームヘルプなどのサービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

介護などが必要な方の日中支援サービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

障害児の通所サービス

コミュニケーション支援サービス

その他

特にない

無回答

（n=318）
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問 31 問 30 で「特にない」以外のどれかひとつでも選んだ方におたずねします。あなたが

「障害のある方の福祉サービス」を利用するにあたって困っていることは何ですか。

（MA） 

 
 

障害のある方の福祉サービスの利用にあたり困っていることは、「特にない」（21.1％）が

最も高く、次いで「手続きが面倒である」（18.8％）、「通いにくい」（14.6％）となっている。 

 

 

18.8

14.6

12.7

10.3

9.9

8.5

8.0

6.6

6.1

5.2

3.3

0.9

0.0

7.5

21.1

8.5

8.5

0% 20% 40%

手続きが面倒である

通いにくい

サービスに関する情報が少ない

自分の障害程度に合ったサービスが受けられない

利用者同士や職員との人間関係に困っている

時間が合わない

利用料が高い

作業や訓練の内容が合わない

サービスの質がよくない

定員が一杯で希望するサービスが受けられない

施設の広さや設備が十分ではない

医療的なケアが受けられない

手話通訳や要約筆記などの支援が十分ではない

その他

特にない

わからない

無回答

（n=213）
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問 32 問 30 で「利用したことがない」を選んだ方におたずねします。利用したことがない

理由は何ですか。（SA） 

 
 

利用したことがない理由は、「必要ない」（45.5％）が最も高く、次いで「何が使えるかわ

からない」（28.8％）、「その他」（9.1％）となっている。 

 

 

問 33 現在、あなたは仙台市にある「障害のある方の福祉サービス」に満足していますか。

（SA） 

 
 

市の「障害のある方の福祉サービス」について、「わからない」（37.7％）が最も高く、次

いで「満足している」（27.4％）、「やや不満である」（13.5％）となっている。 

 

 

 

45.5 6.1

3.0

7.6

0.0

28.8 9.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=66）

必要ない 利用料が高い 利用したいサービスがない

場所が遠い 定員がいっぱいで断られた 何が使えるかからない

その他 無回答 a

4.4 27.4 37.7 13.5 6.9 10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

とても満足している 満足している わからない

やや不満である とても不満である 無回答
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問 34 問 33 で「やや不満である」「とても不満である」を選んだ方におたずねします。特に

どのような福祉サービスに不満を感じていますか。（MA） 

 
 

不満のある福祉サービスは、「就労に向けた支援サービス」（41.5％）が最も高く、次いで

「生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談」（23.1％）、「医療費の助成を行うサービ

ス」（21.5％）となっている。 

 

41.5

23.1

21.5

12.3

12.3

10.8

7.7

6.2

4.6

4.6

3.1

1.5

1.5

0.0

0.0

0.0

27.7

9.2

0% 20% 40% 60%

就労に向けた支援サービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

医療費の助成を行うサービス

外出時に必要な支援を行うサービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

地域の中で暮らしていくための支援サービス

ホームヘルプなどのサービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

コミュニケーション支援サービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

障害児の通所サービス

その他

無回答

（n=65）
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問 35 あなたが今後充実してほしい施策は何ですか。（MA） 

 
 

今後充実してほしい施策は、「年金などの所得保障の充実」（59.1％）が最も高く、次いで

「障害があっても働ける場の確保」（43.7％）、「医療費の負担軽減」（35.2％）となっている。 

 

59.1

43.7

35.2

21.1

21.1

18.6

16.4

15.1

14.2

13.2

11.0

7.9

7.9

7.5

7.5

7.2

6.6

5.3

4.1

3.1

2.8

1.9

3.8

5.0

4.4

0% 20% 40% 60% 80%

年金などの所得保障の充実

障害があっても働ける場の確保

医療費の負担軽減

障害のある方も暮らしやすい住宅の確保

福祉サービスなどについて相談しやすい環境の整備

障害についての理解を深めるための市民への啓発

生活や訓練などの場として必要な福祉施設の整備

スポーツ・文化・レクリエーション活動についての施策の…

自宅での生活を支えるホームヘルプサービスなどの充実

建物や交通機関、道路などの障害のある方に配慮したまち…

福祉に関するお知らせをはじめ、趣味・娯楽など各種情報…

通学や通勤にあたっての移動の支援

契約行為や財産などの権利が守られること

グループホームなど住まいの場の充実

健康づくり教室の充実

救急医療の整備

災害など緊急時の情報提供や避難誘導対策の充実

家族が休養できるような施策の充実

学校教育や生涯教育の充実

専門的な機能回復練の実施

医療的ケアが受けられる在宅サービスの充実

放課後等デイサービスの充実

その他

特にない

無回答

（n=318）
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９ 相談の状況について 

問 36 困ったときの相談について次のうちあてはまるのはどれですか。（SA） 

 
 

困ったときの相談は、「相談先がある」（71.1％）が最も高く、次いで「相談したいが相談

先がない」（13.5％）、「わからない」（5.7％）となっている。 

 

 

 

71.1 13.5 4.7

0.3

5.7 4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

相談先がある 相談したいが相談先がない 相談したくない

その他 わからない 無回答
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問 37 問 36 で「相談先がある」を選んだ方におたずねします。 

（１）相談相手は誰ですか。（MA） 

 
 

相談相手は、「家族や親戚」（63.3％）が最も高く、次いで「主治医」（62.4％）、「友人・知

人」（26.5％）となっている。 

 

 

63.3

62.4

26.5

24.3

23.5

15.0

9.7

9.3

7.5

5.3

4.4

4.0

4.0

3.1

2.7

1.8

1.8

1.3

0.9

0.9

0.9

7.1

2.7

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親戚

主治医

友人・知人

市役所・区役所

病院（看護師・職員など）

障害のある方が通う施設

ケアマネージャー

相談支援事業所

障害者就労支援センター

障害者相談員

ホームヘルパー

近所の人

地域包括支援センター

発達相談支援センター（アーチル）

民生委員・児童委員

障害者団体

精神保健福祉総合センター（はあとぽーと）

退院後生活環境相談員

保育所（園）・幼稚園・学校

障害者総合支援センター（ウェルポート）

障害者福祉センター

その他

無回答

（n=226）
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（２）相談していること（したいこと）は何ですか。（MA） 

 
 

相談している（したいこと）は、「健康・医療」（54.0％）が最も高く、次いで「収入・年

金・手当」（39.8％）、「仕事・職場・就職」（38.5％）となっている。 

 

 

 

54.0

39.8

38.5

24.3

23.5

13.3

4.4

3.1

0.4

6.6

6.6

0% 20% 40% 60%

健康・医療

収入・年金・手当

仕事・職場・就職

家庭問題

交友・対人関係

施設利用

介護に関する問題

在宅サービスの利用関係

福祉機器の利用関係

その他

無回答

（n=226）
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問 38 今後のことで、あなたが不安に感じていることは何ですか。（MA） 

 
 

今後のことで不安に感じていることは、「安定した収入があるか」（40.3％）が最も高く、

次いで「一緒に生活する家族などの高齢化や親亡き後の生活」（36.2％）、「自分が高齢にな

ったときの健康、体力」（30.5％）となっている。 

 

 

 

40.3

36.2

30.5

28.3

21.4

18.6

15.7

15.1

14.5

9.4

8.5

4.1

4.4

5.7

0% 20% 40% 60%

安定した収入があるか

一緒に生活する家族などの高齢化や親亡き後の生活

自分が高齢になったときの健康、体力

病気の再発や悪化

障害が重くなったときにこのまま生活を続けることができ…

仕事をしたいが受け入れてくれる企業があるか

身の回りの介護や日常生活の援助などをする人がいるか

仕事が続けられるか

趣味や生きがいをもてるか

地震などの災害

いじめなどにあわないか

その他

特にない

無回答

（n=318）



第７章 精神障害者（通院）本人 

 

287 

10 権利擁護について 

問 39 あなたは、2016 年４月より施行された「障害者差別解消法」を知っていますか。ま

た、「仙台市障害を理由とする差別をなくし障害のある人もない人も共に暮らしやす

いまちをつくる条例」を知っていますか。（SA） 

 
 

障害者差別解消法および条例を知っているかについて、「法律または条例を知っている」

（14.5％）、「知らない」（77.0％）となっている。 

 

 

問 40 障害を理由に差別を受けたり、いやな思いなどをしたことがありますか。（SA） 

 
 

障害を理由に差別やいやな思いをしたことがあるかは、「ある」（40.6％）、「ない」（32.7％）、

「わからない」（20.8％）となっている。 

 

 

 

14.5 77.0 8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

法律または条例を知っている 知らない 無回答 a

40.6 32.7 20.8 6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

ある ない わからない 無回答 a
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問 41 問 40 で「ある」を選んだ方におたずねします。 

（１）あなたはどのような内容の差別を受けたり、いやな思いをしましたか。（MA） 

 
 

受けた差別やいやな思いの内容は、「周囲の人たちが障害についてあまり理解していない」

（55.8％）が最も高く、次いで「近所付き合いや人間関係がうまくいかない」（49.6％）、「外

出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった」（40.3％）となっている。 

 

 

55.8

49.6

40.3

27.1

25.6

18.6

17.1

17.8

2.3

0% 20% 40% 60%

周囲の人たちが障害についてあまり理解していない

近所付き合いや人間関係がうまくいかない

外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった

仕事での待遇の差がある

家庭・学校・職場でいじめられた

交通機関を利用する時に運転手や客からいやな態度をとられ

た

窓口職員の対応が悪く、いやな顔をされた

その他

無回答

（n=129）
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（２）差別をされたり、いやな思いをしたときに誰かに相談しましたか。（MA） 

 
 

差別をされたりしたときの相談は、「家族や親戚」（47.3％）が最も高く、次いで「主治医」

（45.0％）、「友人・知人」（30.2％）となっている。 

 

 

47.3

45.0

30.2

11.6

7.8

7.0

3.9

3.9

3.9

2.3

2.3

2.3

1.6

1.6

0.8

0.8

0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

6.2

11.6

1.6

0% 20% 40% 60%

家族や親戚

主治医

友人・知人

病院（看護師・職員など）

障害のある方が通う施設

市役所・区役所

ホームヘルパー

ケアマネージャー

相談支援事業所

近隣の人

精神保健福祉総合センター（はあとぽーと）

障害者就労支援センター

障害者相談員

障害者団体

退院後生活環境相談員

民生委員・児童委員

発達相談支援センター（アーチル）

地域包括支援センター

保育所（園）・幼稚園・学校

障害者総合支援センター（ウェルポート）

障害者福祉センター

障害者虐待防止・差別解消相談ダイヤル

その他

相談していない

無回答

（n=129）
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（３）（２）で「相談していない」を選んだ方におたずねします。相談しなかった理由は何で

すか。（MA） 

 
 

相談しなかった理由は、「相談したいが相談先がない」（53.3％）が最も高く、次いで「そ

の他」（26.7％）、「わからない」（13.3％）となっている。 

 

 

 

53.3 6.7 26.7 13.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=15）

相談したいが相談先がない 相談したくない

その他 わからない

無回答 a
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11 緊急時の対応について 

問 42 あなたは地震などの災害発生時、ひとりで避難することができますか。2011 年３月

11 日の東日本大震災を経験された方は、ご経験を踏まえてご回答ください。（SA） 

 
 

災害発生時にひとりで避難することができるかは、「できる」（50.6％）、「できない」

（21.1％）、「わからない」（21.7％）となっている。 

 

 

問 43 問 42 で「できない」を選んだ方におたずねします。災害のとき一人で避難すること

ができない理由は何ですか。（MA） 

 
 

一人で避難できない理由は、「介助者がいないと移動できないため」と「判断して行動す

ることができないため」がともに 31.3％と最も高く、次いで「パニックを起こしてしまうた

め」と「避難所での集団生活が難しいため」がともに 29.9％、「避難場所がわからないため」

（22.4％）となっている。 

 

 

 

50.6 21.1 21.7 6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

できる できない わからない 無回答 a

31.3

31.3

29.9

29.9

22.4

13.4

9.0

1.5

0.0

0% 20% 40% 60%

介助者がいないと移動できないため

判断して行動することができないため

パニックを起こしてしまうため

避難所での集団生活が難しいため

避難場所がわからないため

避難勧告などの情報を把握することが困難なため

移動に時間がかかるため

その他

無回答

（n=67）
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問 44 あなたは、お住まいの地区の避難所の場所を知っていますか。（SA） 

 
 

居住区の避難所の場所は、「知っている」（56.9％）、「知らない」（38.4％）となっている。 

 

 

問 45 あなたは、福祉避難所を知っていますか。（SA） 

 
 

福祉避難所は、「知っている」（4.4％）、「知らない」（89.9％）となっている。 

 

 

 

56.9 38.4 4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

知っている 知らない 無回答 a

4.4 89.9 5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

知っている 知らない 無回答 a
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問 46 あなたは、ヘルプカードを知っていますか。（SA） 

 
 

ヘルプカードは、「知っており、使っている」（1.6％）、「知っているが、使っていない」

（8.5％）、「知らない」（86.5％）となっている。 

 

 

問 47 あなたは、仙台市が実施している災害時における要援護者情報登録制度を申し込ん

でいますか。（SA） 

 
 

要援護者情報登録制度について、「申し込んでいる」（0.3％）、「申し込んでいない」（96.2％）

となっている。 

 

 

 

1.6

8.5 86.5

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

知っており、使っている 知っているが、使っていない 知らない 無回答 a

0.3

96.2 3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

申し込んでいる 申し込んでいない 無回答 a
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問 48 問 47 で「申し込んでいない」を選んだ方におたずねします。あなたが申し込んでい

ない理由は何ですか。（SA） 

 
 

申し込んでいない理由は、「制度を知らない」（77.5％）が最も高く、次いで「必要ない」

（9.8％）、「障害があることを知られたくない」（5.2％）となっている。 

 

 

問 49 地震などの災害時に、家族以外の方で手伝いや支援をしてくれる人について、次のう

ちあてはまるのはどれですか。（MA） 

 
 

災害時に家族以外で手伝いや支援をしてくれる人は、「手伝いや支援をしてくれる人はい

ない」（35.2％）が最も高く、次いで「親戚」（21.7％）、「近隣の住民」（13.8％）となってい

る。 

 

77.5

2.0

5.2 9.8

2.9 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=306）

制度を知らない 登録要件に該当しない

障害があることを知られたくない 必要ない

その他 無回答

21.7

13.8

11.9

6.3

10.7

35.2

2.2

12.3

0% 20% 40%

親戚

近隣の住民

障害のある方が通う施設の職員

民生委員・児童委員

その他

手伝いや支援をしてくれる人はいない

協力してほしくない

無回答

（n=318）
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問 50 地震などの災害が発生したときのために、あらかじめ近所の人やボランティアなど

にあなたの避難の手伝いや介助をお願いしておくことについて、どのように思います

か。（SA） 

 
 

災害発生のときのために近所の人やボランティアなどに手伝いや介助をお願いしておく

ことは、「自分で避難できるので、協力はいらない」（28.9％）が最も高く、次いで「わから

ない」（20.1％）、「事前に情報提供したくないが、いざという時は支援してほしい」（17.9％）

となっている。 

 

 

 

16.0 17.9 8.8 28.9

3.8

20.1 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=318）

ぜひお願いしたい

事前に情報提供したくないが、いざという時は支援してほしい

避難の手伝いや介助を受けることに抵抗感がある

自分で避難できるので、協力はいらない

その他

わからない

無回答
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問 51 地震などのいざという時のことで、あなたが普段不安に感じていることは何ですか。

（MA） 

 
 

地震などのいざという時のことで普段不安に感じていることは、「薬を手に入れたり、治

療を受けることができるか」（53.1％）が最も高く、次いで「自宅や利用施設が地震などに耐

えられるかどうか」（36.5％）、「緊急時に情報を得られるか」（31.4％）となっている。 

 

 

53.1

36.5

31.4

27.4

16.7

11.9

11.3

8.8

6.3

6.3

5.0

6.9

3.8

3.5

0% 20% 40% 60%

薬を手に入れたり、治療を受けることができるか

自宅や利用施設が地震などに耐えられるかどうか

緊急時に情報を得られるか

まわりの人々とのコミュニケーションがとれるか

安全なところまで、すぐに避難することができるか

避難所のルールになじめるか

救助を求めても人が来てくれるかどうか

救助を求めることができるか

どのような時が緊急時なのかわからない

障害にあった対応をしてくれる避難所があるか

その他

特にない

わからない

無回答

（n=318）
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問 52 地震、台風などの災害に対して大切だと思う対策はどのようなことだと思いますか。

（MA） 

 
 

地震や台風などの災害に対して大切だと思う対策は、「薬・医療用機器・ストマ用装具な

どの日常生活用具の確保」（39.9％）が最も高く、次いで「障害のある方に配慮した避難所の

整備」（28.0％）、「避難所での共同生活が難しい人のための福祉避難所の確保」（25.5％）と

なっている。 

 

 

 

 

39.9

28.0

25.5

21.4

19.8

18.9

17.9

11.6

11.0

8.5

3.1

3.8

11.0

5.7

0% 20% 40% 60%

薬・医療用機器・ストマ用装具などの日常生活用具の確保

障害のある方に配慮した避難所の整備

避難所での共同生活が難しい人のための福祉避難所の確保

避難所などへ誘導する体制の充実

緊急時に通報するシステムの整備

災害に強い建築物・道路などの整備

災害情報などの確保

避難訓練や防災知識などの啓発

ボランティアの支援体制の充実

障害のある方の安否確認体制の充実

点字・音声・手話通訳・通訳・文字などによる情報支援

その他

わからない

無回答

（n=318）
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第８章 精神障害者（入院）本人 

１ 属性について 

問 1 このアンケートの記入者はどなたですか。（SA） 

 
 

アンケートの記入者は、「本人」（68.7％）、「本人から意見を聴いて、家族や支援者などが

代わって答える」（19.0％）、「本人の意見を確認することが難しいので、家族や支援者など

が答える」（5.1％）となっている。 

 

 

問 2 あなたのお住まいの区はどこですか。（SA） 

 
 

居住区は、「青葉区」（29.7％）が最も高く、次いで「宮城野区」（22.6％）、「太白区」（15.4％）

となっている。 

 

 

 

68.7 19.0 5.1 7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=195）

本人

本人から意見を聴いて、家族や支援者などが代わって答える

本人の意見を確認することが難しいので、家族や支援者などが答える

無回答

29.7 22.6 7.2 15.4 12.8 9.2

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=195）

青葉区 宮城野区 若林区 太白区 泉区 その他 無回答 a
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問 3 あなたの年齢（2016 年 11 月 1 日時点）は何歳ですか。（数値） 

 
 

年齢は、「65～69 歳」（17.4％）が最も高く、次いで「60～64 歳」（13.8％）、「55～59 歳」

（12.3％）となっている。 

 

 

問 4 あなたの性別を教えてください。（SA） 

 
 

性別は、「男性」（46.7％）、「女性」（50.8％）となっている。 

 

 

1.0

1.0

2.1

4.1

8.7

9.7

11.3

12.3

13.8

17.4

6.2

7.2

5.1

0% 10% 20%

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

（n=195）

46.7 50.8

0.0 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=195）

男性 女性 その他 無回答 a
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問 5 障害者手帳についておたずねします。 

（ア）障害者手帳をお持ちかどうか教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 
 

（療育手帳） 

 
 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 
 

「持っている」割合は、身体障害者手帳が 12.8％、療育手帳が 3.6％、精神障害者保健福

祉手帳が 48.7％となっている。 

12.8 49.2 37.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=195）

持っている 持っていない 無回答 a

3.6

53.8 42.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=195）

持っている 持っていない 無回答 a

48.7 39.5 11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=195）

持っている 持っていない 無回答 a
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（イ）お持ちの障害者手帳の等級を教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 
 

（療育手帳） 

 
 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 
 

 

身体障害者手帳の等級は、「２級」（36.0％）が最も高く、次いで「１級」（24.0％）、「３級」

（16.0％）となっている。 

療育手帳の等級は、「A」（57.1％）、「B」（42.9％）となっている。 

精神障害者保健福祉手帳の等級は、「２級」（54.7％）が最も高く、次いで「１級」（33.7％）、

「３級」（5.3％）となっている。 

 

24.0 36.0 16.0

4.0

0.0

0.0

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=25）

1級 2級 3級 4級 5級 6級 無回答 a

0.0

57.1 42.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=7）

A B 無回答 a

33.7 54.7 5.3 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=95）

１級 ２級 ３級 無回答 a
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２ 入院と退院の状況について 

問 6 あなたはこれまで精神科病院に入院したことがありますか。（SA） 

 
 

これまでの精神科病院入院は、「入院したことがある」（88.7％）、「入院したことがない」

（6.2％）となっている。 

 

 

問 7 問 6 で「入院をしたことがある」を選んだ方におたずねします。 

（ア）あなたは何回入院をしたことがありますか。（SA） 

 
 

これまでの入院回数は、「２～４回」（44.5％）が最も高く、次いで「５～９回」（22.5％）、

「１回」（17.9％）となっている。 

 

  

88.7 6.2 5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=195）

入院したことがある 入院したことがない 無回答 a

17.9 44.5 22.5 13.3

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=173）

１回 ２～４回 ５～９回 １０回以上 無回答 a
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（イ）入院の期間は通算するとどのくらいの期間になりますか。（SA） 

 
 

入院期間を通算すると、「10 年以上」（21.4％）が最も高く、次いで「５年以上～10 年未

満」（19.1％）、「２年以上～５年未満」（18.5％）となっている。 

 

 

問 8 退院について、あなたはどのように考えていますか。（SA） 

 
 

退院についての考えは、「すぐに退院したい」（34.4％）が最も高く、次いで「退院したい

が現実的に難しいと思う」（31.8％）、「もうしばらく入院したい」（19.0％）となっている。 

 

 

 

  

11.6 6.9 9.8 18.5 19.1 21.4

2.9

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=173）

６カ月未満 ６カ月以上～１年未満 １年以上～２年未満

２年以上～５年未満 ５年以上～１０年未満 １０年以上

わからない 無回答 a

34.4 31.8 19.0 8.7

3.6 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=195）

すぐに退院したい

退院したいが現実的に難しいと思う

もうしばらく入院したい

現在は退院について考えられない

その他

無回答
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問 9 問 8 で「すぐに退院したい」か「退院したいが現実的に難しいと思う」を選んだ方に

おたずねします。 

（１）あなたは、どのような条件が整えば退院できると思いますか。（MA） 

 
 

退院できる条件は、「退院後に住む場所があること」（44.2％）が最も高く、次いで「病気

が良くなること」（35.7％）、「家族の受け入れ準備が整うこと」（18.6％）となっている。 

 

 

（２）退院後、あなたはどちらで生活をしたいと思いますか。（SA） 

 
 

退院後どこで生活をしたいかは、「自分や家族の持ち家」（47.3％）が最も高く、次いで「借

家や賃貸マンション・アパート」（19.4％）、「障害のある方が暮らす施設（入所施設）」（12.4％）

となっている。 

 

  

44.2

35.7

18.6

14.0

10.1

8.5

3.1

7.8

6.2

0% 20% 40% 60%

退院後に住む場所があること

病気が良くなること

家族の受け入れ準備が整うこと

自立するための資金や収入があること

退院後の生活の支援をしてもらえること

退院後の働く場があること

退院後の集う場所があること

その他

無回答

（n=129）

47.3 19.4 7.8 12.4

4.7

1.6 4.7 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=129）

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパートなど

グループホーム 障害のある方が暮らす施設（入所施設）

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 無回答
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（３）あなたが退院後の生活の場を確保することで、困るようなことがあれば教えてくださ

い。（MA） 

 
 

退院後の生活の場を確保することで困るようなことは、「特にない」（22.5％）が最も高く、

次いで「家族が一緒に暮らすことに反対するなど消極的である」（20.2％）、「わからない」

（15.5％）となっている。 

 

 

（４）退院後、平日の日中に、あなたはどのように過ごしたいですか。（SA） 

 
 

退院後、どのように平日日中を過ごしたいかは、「自宅で過ごしたい」（31.0％）が最も高

く、次いで「仕事をしたい」（22.5％）、「精神科デイケアに通いたい」と「その他」がともに

9.3％となっている。 

  

20.2

11.6

10.9

9.3

7.8

10.9

22.5

15.5

10.9

0% 20% 40%

家族が一緒に暮らすことに反対するなど消極的である

毎月の家賃や入居料が用意できない

空いている施設やグループホームがない

敷金や入居保証金などが用意できない

アパートや公営住宅入居のための保証人がいない

その他

特にない

わからない

無回答

（n=129）

31.0

22.5

9.3

5.4

4.7

4.7

3.1

1.6

9.3

6.2

3.1

0% 20% 40%

自宅で過ごしたい

仕事をしたい

精神科デイケアに通いたい

障害のある方の就労サービスを利用したい

学校に通いたい

障害のある方が通う施設に通いたい（就労サービス以外）

職業訓練に通いたい

保健福祉センターのグループ活動に通いたい

その他

わからない

無回答

（n=129）
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（５）あなたが退院後に望む支援は何ですか。（MA） 

 
 

退院後に望む支援は、「買い物や食事などの生活援助」（41.1％）が最も高く、次いで「悩

みごとなどの生活相談」（32.6％）、「金銭についての管理」（18.6％）となっている。 

 

 

問 10 問 8 で「もうしばらく入院したい」を選んだ方におたずねします。あなたが退院した

くない理由は何ですか。SMA） 

 
 

退院したくない理由は、「一人でも生活できる程度まで回復してから退院したい」（27.0％）

が最も高く、次いで「その他」（24.3％）、「再発するかもしれないという不安があり、入院し

ていた方が安心する」（18.9％）となっている。 

 

41.1

32.6

18.6

11.6

11.6

10.9

10.9

6.2

0% 20% 40% 60%

買い物や食事などの生活援助

悩みごとなどの生活相談

金銭についての管理

服薬についての管理

緊急時に対応してもらえる救急システム

通院などの移動支援

その他

無回答

（n=129）

27.0 13.5 13.5 18.9

2.7

24.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=37）

一人でも生活できる程度まで回復してから退院したい

長期間入院しており、退院のイメージができない

病気の症状があるので退院できない

再発するかもしれないという不安があり、入院していた方が安心する

家族が高齢のため、同居することが難しい

その他

無回答
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３ 所得の状況について 

問 11 あなたが得ている収入は次のうちどれですか。（MA） 

 
 

得ている収入は、「障害に関係する年金」（50.8％）が最も高く、次いで「生活保護」（28.2％）、

「障害に関係しない年金」（13.8％）となっている。 

  

50.8

28.2

13.8

6.2

3.6

3.1

2.6

1.5

6.7

7.7

4.6

0% 20% 40% 60%

障害に関係する年金

生活保護

障害に関係しない年金

給与

財産収入

仕送り

各種手当

事業収入

その他

収入はない

無回答

（n=195）
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問 12 所得についておたずねします。 

（ア）あなたの年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（SA） 

 
 

年収は、「わからない」（20.5％）が最も高く、次いで「60万円以上～120万円未満」（12.8％）、

「120 万円以上～300 万円未満」（10.3％）となっている。 

 

6.7

4.6

12.8

10.3

1.5

2.6

2.1

1.0

20.5

2.1

35.9

0% 20% 40%

１２万円未満

１２万円以上～６０万円未満

６０万円以上～１２０万円未満

１２０万円以上～３００万円未満

３００万円以上～５００万円未満

５００万円以上～７００万円未満

７００万円以上～１，０００万円未満

１，０００万円以上

わからない

答えたくない

無回答

（n=195）



 

 

312 

（イ）一緒に暮らしている家族全体の年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（本人の年

収含む）（SA） 

 
 

家族全体の年収は、「60万円以上～120 万円未満」（27.7％）が最も高く、次いで「わから

ない」（14.9％）、「12万円未満」（13.8％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

13.8

7.2

27.7

12.3

1.5

0.5

0.0

1.5

14.9

1.0

19.5

0% 20% 40%

１２万円未満

１２万円以上～６０万円未満

６０万円以上～１２０万円未満

１２０万円以上～３００万円未満

３００万円以上～５００万円未満

５００万円以上～７００万円未満

７００万円以上～１，０００万円未満

１，０００万円以上

わからない

答えたくない

無回答

（n=195）
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４ 相談の状況について 

問 13 困ったときの相談について次のうちあてはまるのはどれですか。（SA） 

 
 

困ったときの相談は、「相談先がある」（75.9％）が最も高く、次いで「相談したいが相談

先がない」（9.7％）、「わからない」（8.2％）となっている。 

 

 

 

75.9 9.7

1.0 3.1

8.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=195）

相談先がある 相談したいが相談先がない 相談したくない

その他 わからない 無回答



 

 

314 

問 14 問 13 で「相談先がある」を選んだ方におたずねします。 

（１）相談相手は誰ですか。（MA） 

 
 

相談相手は、「病院（看護師・職員など）」（58.8％）が最も高く、次いで「主治医」（57.4％）、

「家族や親戚」（54.7％）となっている。 

 

 

58.8

57.4

54.7

18.9

14.9

14.2

10.1

6.1

4.7

4.7

4.1

4.1

2.0

2.0

2.0

2.0

0.7

0.7

0.0

0.0

0.0

7.4

0.0

0% 20% 40% 60%

病院（看護師・職員など）

主治医

家族や親戚

市役所・区役所

友人・知人

退院後生活環境相談員

ケアマネージャー

障害者相談員

相談支援事業所

精神保健福祉総合センター（はあとぽーと）

近所の人

民生委員・児童委員

障害のある方が通う施設

ホームヘルパー

発達相談支援センター（アーチル）

地域包括支援センター

障害者総合支援センター（ウェルポート）

障害者福祉センター

保育所（園）・幼稚園・学校

障害者団体

障害者就労支援センター

その他

無回答

（n=148）
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（２）相談していること（したいこと）は何ですか。（MA） 

 
 

相談している（したいこと）は、「健康・医療」（56.8％）が最も高く、次いで「収入・年

金・手当」（35.1％）、「家庭問題」（21.6％）となっている。 

 

 

 

56.8

35.1

21.6

16.2

14.2

11.5

8.8

4.7

1.4

12.8

4.7

0% 20% 40% 60%

健康・医療

収入・年金・手当

家庭問題

交友・対人関係

仕事・職場・就職

施設利用

介護に関する問題

在宅サービスの利用関係

福祉機器の利用関係

その他

無回答

（n=148）



 

 

316 

問 15 今後のことで、あなたが不安に感じていることは何ですか。（MA） 

 
 

今後のことで不安に感じていることは、「自分が高齢になったときの健康、体力」（25.6％）

が最も高く、次いで「身の回りの介護や日常生活の援助などをする人がいるか」と「安定し

た収入があるか」がともに 23.6％、「病気の再発や悪化」（17.4％）となっている。 

 

 

 

25.6

23.6

23.6

17.4

15.4

14.4

12.3

11.8

8.7

8.2

5.1

12.3

9.7

5.6

0% 20% 40%

自分が高齢になったときの健康、体力

身の回りの介護や日常生活の援助などをする人がいるか

安定した収入があるか

病気の再発や悪化

一緒に生活する家族などの高齢化や親亡き後の生活

障害が重くなったときに生活を続けることができるか

趣味や生きがいをもてるか

仕事をしたいが受け入れてくれる企業があるか

いじめなどにあわないか

仕事が続けられるか

地震などの災害

その他

特にない

無回答

（n=195）
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５ 権利擁護について 

問 16 あなたは、2016 年４月より施行された「障害者差別解消法」を知っていますか。ま

た、「仙台市障害を理由とする差別をなくし障害のある人もない人も共に暮らしやす

いまちをつくる条例」を知っていますか。（SA） 

 
 

障害者差別解消法および条例を知っているかについて、「法律または条例を知っている」

（10.8％）、「知らない」（80.5％）となっている。 

 

 

問 17 障害を理由に差別を受けたり、いやな思いなどをしたことがありますか。（SA） 

 
 

障害を理由に差別やいやな思いをしたことがあるかは、「ある」（29.2％）、「ない」（42.1％）、

「わからない」（21.0％）となっている。 

 

 

 

10.8 80.5 8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=195）

法律または条例を知っている 知らない 無回答 a

29.2 42.1 21.0 7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=195）

ある ない わからない 無回答 a
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問 18 問 17 で「ある」を選んだ方におたずねします。 

（１）あなたはどのような内容の差別を受けたり、いやな思いをしましたか。（MA） 

 
 

受けた差別やいやな思いの内容は、「周囲の人たちが障害についてあまり理解していない」

（56.1％）が最も高く、次いで「近所付き合いや人間関係がうまくいかない」と「外出する

時に周囲の視線・態度・言葉が気になった」がともに 33.3％、「家庭・学校・職場でいじめ

られた」（29.8％）となっている。 

 

 

56.1

33.3

33.3

29.8

19.3

19.3

7.0

17.5

3.5

0% 20% 40% 60%

周囲の人たちが障害についてあまり理解していない

近所付き合いや人間関係がうまくいかない

外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった

家庭・学校・職場でいじめられた

交通機関を利用時に運転手や客にいやな態度をとられた

仕事での待遇の差がある

窓口職員の対応が悪く、いやな顔をされた

その他

無回答

（n=57）
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（２）差別をされたり、いやな思いをしたときに誰かに相談しましたか。（MA） 

 
 

差別をされたりしたときの相談は、「主治医」（36.8％）が最も高く、次いで「家族や親戚」

（29.8％）、「病院（看護師・職員など）」（26.3％）となっている。 

 

 

36.8

29.8

26.3

17.5

12.3

8.8

5.3

5.3

5.3

3.5

3.5

3.5

1.8

1.8

1.8

1.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

7.0

28.1

1.8

0% 20% 40%

主治医

家族や親戚

病院（看護師・職員など）

市役所・区役所

友人・知人

ケアマネージャー

近所の人

障害のある方が通う施設

相談支援事業所

障害者相談員

ホームヘルパー

発達相談支援センター（アーチル）

保育所（園）・幼稚園・学校

退院後生活環境相談員

精神保健福祉総合センター（はあとぽーと）

障害者福祉センター

民生委員・児童委員

障害者団体

障害者総合支援センター（ウェルポート）

障害者就労支援センター

地域包括支援センター

障害者虐待防止・差別解消相談ダイヤル

その他

相談していない

無回答

（n=57）



 

 

320 

（３）（２）で「相談していない」を選んだ方におたずねします。相談しなかった理由は何で

すか。（MA） 

 
 

相談しなかった理由は、「相談したいが相談先がない」（50.0％）が最も高く、次いで「相

談したくない」（25.0％）、「その他」（18.8％）となっている。 

 

 

 

50.0 25.0 18.8 6.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=16）

相談したいが相談先がない 相談したくない その他 わからない 無回答 a
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第９章 精神障害者の家族 

１ 属性について 

問 1 このアンケートの記入者はどなたですか。（SA） 

 

 

アンケートの記入者は、「親」（72.8％）が最も高く、次いで「その他」（9.9％）、「兄弟姉

妹」と「配偶者（事実婚を含む）」がともに 6.3％となっている。 

 

 

問 2 ご本人のお住まいの区はどこですか。（SA） 

 
 

居住区は、「太白区」（25.1％）が最も高く、次いで「青葉区」（24.6％）、「宮城野区」（23.0％）

となっている。 

 

 

 

  

72.8 6.3 6.3

2.1

9.9

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

親 兄弟姉妹 配偶者（事実婚を含む） 子ども その他 無回答 a

24.6 23.0 8.4 25.1 17.8

1.0 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

青葉区 宮城野区 若林区 太白区 泉区 その他 無回答 a
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問 3 ご本人の年齢（2016 年 11 月１日時点）は何歳ですか。（数値） 

 
 

年齢は、「40～49 歳」（34.0％）が最も高く、次いで「30～39 歳」（26.2％）、「50～59 歳」

（14.1％）となっている。 

 

 

問 4 ご本人の性別を教えてください。（SA） 

 
 

性別は、「男性」（63.4％）、「女性」（35.6％）となっている。 

 

 

 

  

9.4 26.2 34.0 14.1 12.6

0.5

0.5 0.0 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳

70～79歳 80～89歳 90歳以上 無回答 a

63.4 35.6

0.0 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

男性 女性 その他 無回答 a
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問 5 障害者手帳についておたずねします。 

（ア）ご本人が、障害者手帳をお持ちかどうか教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 

 

（療育手帳） 

 

 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 

 

「持っている」割合は、身体障害者手帳が 13.1％、療育手帳が 6.8％、精神障害者保健福

祉手帳が 78.5％となっている。 

13.1 19.4 67.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

持っている 持っていない 無回答 a

6.8 20.4 72.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

持っている 持っていない 無回答 a

78.5 13.1 8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

持っている 持っていない 無回答 a
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（イ）お持ちの障害者手帳の等級を教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 

 

（療育手帳） 

 

 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 

 

身体障害者手帳の等級は、「２級」（52.0％）が最も高く、次いで「１級」（20.0％）、「３級」

（12.0％）となっている。 

療育手帳の等級は、「A」（7.7％）、「B」（92.3％）となっている。 

精神障害者保健福祉手帳の等級は、「２級」（67.3％）が最も高く、次いで「１級」（18.0％）、

「３級」（12.0％）となっている。 

  

20.0 52.0 12.0

0.0 4.0 4.0

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=25）

1級 2級 3級 4級 5級 6級 無回答 a

7.7 92.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=13）

A B 無回答 a

18.0 67.3 12.0

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=150）

1級 2級 3級 無回答 a
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２ 住まいと暮らしについて 

問 6 お住まいについておたずねします。 

（ア）現在、ご本人はどこにお住まいですか。（SA） 

 
 

現在の住まいは、「自分や家族の持ち家」（67.0％）が最も高く、次いで「借家や賃貸マン

ション・アパートなど」（19.9％）、「グループホーム」と「病院（入院など）」がともに 4.2％

となっている。 

 

 

（イ）将来は、どこで暮らしてほしいと思っていますか。（SA） 

 
 

将来の希望する住まいは、「自分や家族の持ち家」（24.1％）が最も高く、次いで「グルー

プホーム」（16.2％）、「わからない」（13.6％）となっている。 

  

67.0 19.9

4.2

2.1 0.0 4.2 2.1

0.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパートなど

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 わからない

無回答 a

24.1 11.5 16.2 7.9

3.1 1.0 3.1

13.6 19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパートなど

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 わからない

無回答 a
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問 7 ご本人と一緒に住んでいる人は何人いますか。（本人除く）（SA） 

 
 

同居人数は、「２人」（41.4％）が最も高く、次いで「１人」（21.5％）、「３人」（15.2％）

となっている。 

 

 

問 8 ご本人と一緒に住んでいる人は誰ですか。（MA） 

 
 

同居者は、「親」（68.1％）が最も高く、次いで「兄弟姉妹」（19.4％）、「配偶者（事実婚を

含む）」（9.9％）となっている。 

 

  

21.5 41.4 15.2 8.9

3.1

7.9

1.0 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

1人 2人

3人 4人

5人以上 一緒に住んでいる人はいない

わからない 無回答

68.1

19.4

9.9

7.3

6.3

3.1

0.5

0.5

7.9

0.5

6.3

0% 20% 40% 60% 80%

親

兄弟姉妹

配偶者（事実婚を含む）

子ども

一人で暮らしている

祖父母

親戚

知人・友人

その他

わからない

無回答

（n=191）
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３ 所得の状況について 

問 9 ご本人が得ている収入は次のうちどれですか。（MA） 

 
 

本人の収入は、「障害に関係する年金」（74.3％）が最も高く、次いで「給与」（15.7％）、

「生活保護」（8.9％）となっている。 

 

 

  

74.3

15.7

8.9

8.4

2.6

1.6

0.5

0.5

6.3

8.4

0.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80%

障害に関係する年金

給与

生活保護

障害に関係しない年金

仕送り

財産収入

事業収入

各種手当

その他

収入はない

わからない

無回答

（n=191）



 

 

330 

問 10 所得についておたずねします。 

（ア）ご本人の年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（SA） 

 
 

本人の年収は、「60 万円以上～120 万円未満」（39.8％）が最も高く、次いで「12 万円未満」

（18.3％）、「120 万円以上～300 万円未満」（12.0％）となっている。 

 

 

 

 

 

  

18.3

9.9

39.8

12.0

0.5

1.6

0.0

0.0

3.7

2.1

12.0

0% 20% 40%

１２万円未満

１２万円以上～６０万円未満

６０万円以上～１２０万円未満

１２０万円以上～３００万円未満

３００万円以上～５００万円未満

５００万円以上～７００万円未満

７００万円以上～１，０００万円未満

１，０００万円以上

わからない

答えたくない

無回答

（n=191）
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（イ）一緒に暮らしている家族全体の年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（本人の年

収含む）（SA） 

 
 

家族全体の年収は、「300 万円以上～500 万円未満」（30.9％）が最も高く、次いで「120 万

円以上～300 万円未満」（27.2％）、「わからない」（4.7％）となっている。 

 

 

 

 

  

2.1

3.1

4.2

27.2

30.9

2.6

2.6

0.5

4.7

3.7

18.3

0% 20% 40%

１２万円未満

１２万円以上～６０万円未満

６０万円以上～１２０万円未満

１２０万円以上～３００万円未満

３００万円以上～５００万円未満

５００万円以上～７００万円未満

７００万円以上～１，０００万円未満

１，０００万円以上

わからない

答えたくない

無回答

（n=191）
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４ 日常生活について 

問 11 平日の日中の過ごし方についておたずねします。ご本人が主に過ごしている場所は

どこですか。（SA） 

 
 

平日日中に主に過ごしている場所は、「障害のある方が通う施設（通所施設）」（42.9％）が

最も高く、次いで「自宅」（35.1％）、「職場」（7.3％）となっている。 

 

 

問 12 ご本人は隣近所の人とどのようにつきあっていますか。（SA） 

 
 

隣近所とのつきあいは、「会えばあいさつする程度である」（49.2％）が最も高く、次いで

「ほとんどつきあいはない」（38.2％）、「行事のときなどにはつきあっている」（5.2％）とな

っている。 

 

  

0.0

0.0

0.0

0.0

7.3

42.9

4.2

0.0

3.7

35.1

2.6

0.5

3.7

0% 20% 40% 60%

保育所（園）・幼稚園

学校（普通学級）

学校（特別支援学級）

特別支援学校

職場

障害のある方が通う施設（通所施設）

障害のある方が暮らす施設（入所施設）

高齢の方が暮らす施設

病院（入院など）

自宅

その他

わからない

無回答

（n=191）

3.7

5.2 49.2 38.2

2.6 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

親しくつきあっている 行事のときなどにはつきあっている

会えばあいさつする程度である ほとんどつきあいはない

わからない 無回答
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５ 就労の状況について 

問 13 現在、ご本人は仕事をしていますか。（SA） 

 
 

現在、本人の仕事は、「仕事をしている」（41.4％）、「仕事をしていない」（56.5％）となっ

ている。 

 

 

問 14 問 13 で「仕事をしている」を選んだ方におたずねします。 

（１）ご本人は主にどのような仕事に就いていますか。（SA） 

 
 

本人の仕事は、「障害のある方が通う施設での就労・生産活動」（82.3％）が最も高く、次

いで「会社員、公務員、団体職員などの常勤の就労」（7.6％）、「パート、アルバイト」（6.3％）

となっている。 

  

41.4 56.5

1.6 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

仕事をしている 仕事をしていない わからない 無回答 a

7.6 6.3

1.3

82.3

1.3

1.3 0.0 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=79）

会社員、公務員、団体職員などの常勤の就労 パート、アルバイト

商売や農業などの自営業（手伝いを含む） 障害のある方が通う施設での就労・生産活動

在宅での就労・内職 その他

わからない 無回答
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（２）ご本人は主にどのような内容の仕事をしていますか。（SA） 

 
 

本人の仕事の内容は、「障害のある方が通う施設での就労・生産活動」（77.2％）が最も高

く、次いで「事務職」（7.6％）、「販売業」（5.1％）となっている。 

 

 

（３）ご本人の１日あたりの仕事の時間はどのくらいですか。（SA） 

 
 

本人の１日あたりの仕事の時間は、「２時間以上～４時間未満」（45.6％）が最も高く、次

いで「４時間以上～６時間未満」（27.8％）、「２時間未満」（15.2％）となっている。 

 

 

  

7.6

5.1

0.0

3.8

0.0

0.0

0.0

0.0

77.2

3.8

0.0

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

事務職

販売業

専門的・技術的職業

サービス業

運輸業

製造・加工業

建設・土木業

農林水産業

障害のある方が通う施設での就労・生産活動

その他

わからない

無回答

（n=79）

15.2 45.6 27.8 6.3

1.3 1.3 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=79）

２時間未満 ２時間以上～４時間未満 ４時間以上～６時間未満

６時間以上～８時間未満 ８時間以上 わからない

無回答 a
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（４）ご本人の仕事による収入は月額どのくらいですか。（SA） 

 
 

本人の仕事による月収は、「１万円未満」（54.4％）が最も高く、次いで「１万円以上～５

万円未満」（24.1％）、「５万円以上～10万円未満」（10.1％）となっている。 

 

 

（５）ご本人は現在の仕事をどのくらいの期間続けていますか。（SA） 

 
 

仕事を続けている期間は、「１年以上～３年未満」（31.6％）が最も高く、次いで「５年以

上」（29.1％）、「３年以上～５年未満」（24.1％）となっている。 

 

 

  

54.4 24.1 10.1

2.5

3.8 0.0 1.3 1.3

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=79）

１万円未満 １万円以上～５万円未満 ５万円以上～１０万円未満

１０万円以上～１５万円未満 １５万円以上～２０万円未満 ２０万円以上～３０万円未満

３０万円以上 わからない 無回答

6.3 5.1 31.6 24.1 29.1

2.5 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=79）

６カ月未満 ６カ月以上～１年未満 １年以上～３年未満

３年以上～５年未満 ５年以上 わからない

無回答 a
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（６）ご本人が仕事を続けるためには何が必要ですか。（MA） 

 
 

仕事を続けるために必要なのは、「体調に合わせて勤務日・勤務時間を調整できること」

（65.8％）が最も高く、次いで「障害の程度・特性にあった仕事であること」（54.4％）、「周

囲の方が障害を理解してくれること」（44.3％）となっている。 

 

 

  

65.8

54.4

44.3

41.8

11.4

11.4

7.6

6.3

3.8

1.3

0.0

0.0

2.5

0.0

1.3

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

体調に合わせて勤務日・勤務時間を調整できること

障害の程度・特性にあった仕事であること

周囲の方が障害を理解してくれること

生活できる十分な賃金

ジョブコーチなどの支援

福利厚生の充実

通勤のための支援

休日を充実して過ごすための支援

身支度などの生活支援

パソコンなどの技術やマナーの習得

意思疎通の手段・情報保障の確保

職場設備のバリアフリー化

その他

特にない

わからない

無回答

（n=79）
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問 15 問 13 で「仕事をしていない」を選んだ方におたずねします。現在、ご本人が仕事を

していない理由は何ですか（MA） 

 
 

現在仕事をしていない理由は、「病気のため」（61.1％）が最も高く、次いで「障害の程度・

特性にあった仕事がないため」（48.1％）、「体力的にできないため」（27.8％）となっている。 

 

 

  

61.1

48.1

27.8

6.5

6.5

6.5

5.6

4.6

2.8

2.8

1.9

17.6

0.0

0.9

1.9

0% 20% 40% 60% 80%

病気のため

障害の程度・特性にあった仕事がないため

体力的にできないため

通勤が困難なため

求人が少なく仕事が見つからないため

職場で障害についての理解が得られないため

求職の相談をできる人がいないため

高齢のため

家事のため

在園・在学中、職業訓練中のため

仕事をする必要がないため

その他

特にない

わからない

無回答

（n=108）
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６ 社会参加について 

問 16 ご本人はどのくらいの頻度で外出していますか。（通勤、通学、通園、通院、通所で

の外出は除く）（SA） 

 
 

外出の頻度は、「週に２～３回」（31.9％）が最も高く、次いで「週に４日以上ほぼ毎日」

（25.1％）、「週に１回」（13.6％）となっている。 

 

 

問 17 ご本人の主な外出の目的は何ですか。（通勤、通学、通園、通院、通所での外出は除

く）（MA） 

 
 

外出の主な目的は、「買い物」（61.8％）が最も高く、次いで「その他」（22.5％）、「余暇活

動」（18.3％）となっている。 

 

 

  

25.1 31.9 13.6 10.5

3.7

9.4

1.6

2.1 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

週に４日以上ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回

月に２～３回 年に数回 ほとんど外出していない

その他 わからない 無回答

61.8

18.3

11.5

4.2

2.6

1.0

1.0

22.5

5.8

7.9

0% 20% 40% 60% 80%

買い物

余暇活動

当事者団体・当事者グループの活動

友人・知人宅への訪問

習いごと

旅行

地域行事

その他

わからない

無回答

（n=191）
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問 18 ご本人がより外出しやすくなるためには何が必要ですか。（MA） 

 
 

本人がより外出しやすくなるためには、「一緒に出かけられる人がいること」（38.7％）が

最も高く、次いで「公共交通機関が充実していること」（33.0％）、「交通費が安く済むこと」

と「市民の障害についての理解が深まること」がともに 22.5％となっている。 

 

  

38.7

33.0

22.5

22.5

13.6

10.5

8.4

6.8

4.2

3.7

1.0

5.8

10.5

5.8

5.8

0% 20% 40%

一緒に出かけられる人がいること

公共交通機関が充実していること

交通費が安く済むこと

市民の障害についての理解が深まること

休憩場所が十分にあること

緊急時の対応が充実していること

介助者を頼みやすいこと

移動サービスが充実していること

建物や道路などが整備されていること

使いやすい駐車場が充実していること

コミュニケーションの支援をする方を頼みやすいこと

その他

特にない

わからない

無回答

（n=191）



 

 

340 

問 19 ご本人は過去一年間に、どのような余暇活動、スポーツ、趣味、学習や社会活動など

をしましたか。（SA） 

 
 

過去一年間に「活動した」割合は、「①鑑賞行為」（41.4％）が最も高く、次いで「⑥当事

者団体・当事者グループの活動」（38.7％）、「④旅行・キャンプ・釣りなどの活動」（29.3％）

となっている。 

 

 

  

14.7

38.7

6.8

29.3

16.8

23.6

41.4

56.5

35.6

59.7

42.9

51.8

46.1

35.6

2.6

4.2

4.7

2.6

3.7

5.8

4.2

26.2

21.5

28.8

25.1

27.7

24.6

18.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑦地域行事

⑥当事者団体・当事者グループの活動

⑤ボランティアのどの社会活動

④旅行・キャンプ・釣りなどの活動

③文化・芸術活動

②スポーツ活動

①鑑賞行為

(n=191)

活動した 活動しなかった わからない 無回答 a
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７ 健康や医療について 

問 20 ご本人は普段、定期的に通院していますか。（SA） 

 
 

定期的な通院は、「月に１回程度通院している」（58.6％）が最も高く、次いで「月に２～

３回程度通院している」（24.6％）、「週に１回程度通院している」（4.2％）となっている。 

 

 

問 21 現在通院している方におたずねします。ご本人がかかっている医療機関は次のうち

どれですか。（SA） 

 
 

現在通院している医療機関は、「単科の精神科病院」（40.8％）が最も高く、次いで「神経

科・精神科の診療所（クリニック）」（21.5％）、「一般病院の神経科・精神科」（18.8％）とな

っている。 

 

 

 

  

2.1 2.6

4.2

24.6 58.6

2.6
2.6 0.0 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

ほぼ毎日通院している 週に２～３回程度通院している

週に１回程度通院している 月に２～３回程度通院している

月に１回程度通院している 定期的には通院していない

入院している わからない

無回答 a

40.8 18.8 21.5

4.2

7.9 6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

単科の精神科病院 一般病院の神経科・精神科

神経科・精神科の診療所（クリニック） 心療内科

その他 無回答



 

 

342 

問 22 ご本人が医療機関を利用する際に困っていることは何ですか。（MA） 

 
 

医療機関を利用する際に困っていることは、「特に困っていることはない」（30.9％）が最

も高く、次いで「医師とのコミュニケーションが難しい」（17.3％）、「医療費の負担が大き

い」（14.7％）となっている。 

 

 

  

17.3

14.7

13.6

11.5

10.5

6.3

4.2

9.4

30.9

4.7

6.3

0% 20% 40%

医師とのコミュニケーションが難しい

医療費の負担が大きい

病院までの移動が困難である

介助する家族などの負担が大きい

障害に対応できる医療機関が身近にない

通院にかかる交通費の負担が大きい

障害に理解のある医師がいない

その他

特に困っていることはない

わからない

無回答

（n=191）



第９章 精神障害者の家族 

 

343 

問 23 ご本人は、診療以外で精神疾患のことで困っていることがありますか。（MA） 

 
 

本人が診療以外で精神疾患のことで困っていることは、「将来の見通しが立たない」

（61.8％）が最も高く、次いで「疲れやすい」（36.1％）、「仕事に就けない・続かない」（35.1％）

となっている。 

 

  

61.8

36.1

35.1

29.8

20.9

17.3

9.4

8.9

5.8

1.0

3.7

7.9

1.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

将来の見通しが立たない

疲れやすい

仕事に就けない・続かない

病気の再発・再発の不安がある

家族や他の人に迷惑をかけてしまう

近所や親戚づきあいが難しい

家族や他の人への接し方がわからない

自由に外出できない

規則的に服薬や受診ができない

自分の時間が取れない

その他

困っていることはない

わからない

無回答

（n=191）



 

 

344 

問 24 訓練などについておたずねします。 

（ア）ご本人は、どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けたことがありますか。

（MA） 

 
 

受けたことのある訓練・リハビリテーション・療育は、「受けたことがない」（30.9％）が

最も高く、次いで「スポーツ、レクリエーション」（22.0％）、「パソコンなど情報機器を使用

する訓練」（18.3％）となっている。 

  

22.0

18.3

17.8

17.8

11.5

11.0

8.4

7.9

5.2

4.7

3.1

2.6

1.0

0.5

1.0

30.9

15.7

0% 20% 40%

スポーツ、レクリエーション

パソコンなど情報機器を使用する訓練

社会生活の訓練

職業訓練

家事訓練

日常生活の訓練

身体の機能を回復させる訓練

歩行の訓練

身体の機能を維持する訓練

言語訓練

感覚統合療法などを含む療育全般

学習サポート

福祉用具を使用する訓練

点字・手話の訓練

その他

受けたことがない

無回答

（n=191）
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（イ）今後どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けてほしいと思いますか。（MA） 

 
 

今後受けてほしいと思う訓練・リハビリテーション・療育は、「職業訓練」（27.7％）が最

も高く、次いで「社会生活の訓練」（23.0％）、「パソコンなど情報機器を使用する訓練」（18.3％）

となっている。 

 

  

27.7

23.0

18.3

17.3

16.8

11.0

9.9

5.8

5.2

4.2

2.1

1.6

1.0

1.0

0.0

4.2

45.5

0% 20% 40% 60%

職業訓練

社会生活の訓練

パソコンなど情報機器を使用する訓練

スポーツ、レクリエーション

家事訓練

感覚統合療法などを含む療育全般

日常生活の訓練

学習サポート

身体の機能を維持する訓練

身体の機能を回復させる訓練

歩行の訓練

言語訓練

点字・手話の訓練

福祉用具を使用する訓練

その他

希望しない

無回答

（n=191）



 

 

346 

問 25 問 24 で「受けたことがない」を選んだ方におたずねします。受けたことがない理由

は何ですか。（MA） 

 
 

受けたことがない理由は、「利用方法がわからない」（37.3％）が最も高く、次いで「必要

ない」（35.6％）、「訓練などがあることを知らなかった」（33.9％）となっている。 

  

37.3

35.6

13.6

0.0

0.0

0.0

10.2

33.9

3.4

0% 20% 40%

利用方法がわからない

必要ない

希望するサービスがない

介助者や交通手段が確保できない

場所が遠い

点字や手話、要約筆記などによる情報支援がない

その他

訓練などがあることを知らなかった

無回答

（n=59）



第９章 精神障害者の家族 

 

347 

８ 福祉サービスについて 

問 26 あなた（このアンケートを記入している方）はどのようなところから福祉サービスの

情報を得ていますか。（MA） 

 
 

福祉サービス情報の入手先は、「区役所・総合支所の窓口」（45.0％）が最も高く、次いで

「障害当事者団体・福祉団体」（43.5％）、「医療機関」（35.1％）となっている。 

 

  

45.0

43.5

35.1

26.7

17.8

15.7

12.6

12.6

9.9

9.9

7.3

6.8

2.6

8.9

1.6

5.8

0% 20% 40% 60%

区役所・総合支所の窓口

障害当事者団体・福祉団体

医療機関

行政の出版物・パンフレット

新聞

テレビ・ラジオ

家族

インターネット

友人・知人

民間団体の出版物・パンフレット

福祉雑誌

社会福祉協議会

都道府県の窓口

その他

入手できる方法がない

無回答

（n=191）



 

 

348 

問 27 ご本人は「障害のある方の福祉サービス」を利用するための、障害支援区分認定を受

けていますか。（SA） 

 
 

障害支援区分認定は、「わからない」（49.2％）が最も高く、次いで「認定は受けていない」

（28.3％）、「区分３」（6.3％）となっている。 

 

  

0.5

5.2 6.3

0.0 0.5

0.0

28.3 49.2 9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

区分１ 区分２ 区分３ 区分４

区分５ 区分６ 認定は受けていない わからない

無回答 a
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問 28 「障害のある方の福祉サービス」についておたずねします。 

（ア）ご本人はこれまでにどのようなサービスを利用したことがありますか。（MA） 

 
 

これまでに利用したことのあるサービスは、「就労に向けた支援サービス」（51.3％）が最

も高く、次いで「医療費の助成を行うサービス」（50.3％）、「生活上の悩みや福祉サービスの

利用計画の相談」（23.0％）となっている。 

 

  

51.3

50.3

23.0

14.7

12.0

9.4

6.3

4.2

2.1

1.6

1.0

1.0

1.0

0.5

0.0

0.0

0.5

6.8

15.2

0% 20% 40% 60%

就労に向けた支援サービス

医療費の助成を行うサービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

外出時に必要な支援を行うサービス

ホームヘルプなどのサービス

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

障害児の通所サービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

コミュニケーション支援サービス

その他

利用したことはない

無回答

（n=191）



 

 

350 

（イ）今後、ご本人に利用してほしいと思うサービスは何ですか。（MA） 

 
 

今後利用してほしいと思うサービスは、「就労に向けた支援サービス」（38.2％）が最も高

く、次いで「地域の中で暮らしていくための支援サービス」（34.6％）、「生活上の悩みや福祉

サービスの利用計画の相談」（33.5％）となっている。 

 

  

38.2

34.6

33.5

29.8

23.0

20.4

15.7

9.4

8.4

7.9

5.8

5.2

3.1

1.6

1.6

1.0

0.0

1.0

24.6

0% 20% 40%

就労に向けた支援サービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

医療費の助成を行うサービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

外出時に必要な支援を行うサービス

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

ホームヘルプなどのサービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

コミュニケーション支援サービス

障害児の通所サービス

その他

特にない

無回答

（n=191）
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問 29 問 28 で「利用したことはない」と「特にない」以外のどれかひとつでも選んだ方に

おたずねします。ご本人が「障害のある方の福祉サービス」を利用するにあたって困

っていることは何ですか。（MA） 

 
 

「障害のある方の福祉サービス」を利用するにあたって困っていることは、「特にない」

（23.9％）が最も高く、次いで「利用者同士や職員との人間関係に困っている」（16.0％）、

「通いにくい」（14.1％）となっている。 

 

 

 

 

 

  

16.0

14.1

12.3

11.7

11.7

6.7

6.1

3.7

2.5

2.5

2.5

1.8

0.0

6.1

23.9

9.2

13.5

0% 20% 40%

利用者同士や職員との人間関係に困っている

通いにくい

手続きが面倒である

自分の障害程度に合ったサービスが受けられない

サービスに関する情報が少ない

定員が一杯で希望するサービスが受けられない

作業や訓練の内容が合わない

施設の広さや設備が十分ではない

利用料が高い

サービスの質がよくない

医療的なケアが受けられない

時間が合わない

手話通訳や要約筆記などの支援が十分ではない

その他

特にない

わからない

無回答

（n=163）



 

 

352 

問 30 問 28 で「利用したことはない」を選んだ方におたずねします。利用したことがない

理由は何ですか。（SA） 

 
 

利用したことがない理由は、「何が使えるかわからない」（46.2％）が最も高く、次いで「必

要ない」（23.1％）、「場所が遠い」（15.4％）となっている。 

 

 

問 31 現在、あなた（このアンケートを記入している方）は仙台市にある「障害のある方の

福祉サービス」に満足していますか。（SA） 

 
 

「障害のある方の福祉サービス」への満足は、「わからない」（37.2％）が最も高く、次い

で「満足している」（27.2％）、「やや不満である」（19.9％）となっている。 

 

  

23.1 7.7 7.7 15.4

0.0

46.2

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=13）

必要ない 利用料が高い 利用したいサービスがない

場所が遠い 定員がいっぱいで断られた 何が使えるかからない

その他 無回答 a

2.6

27.2 37.2 19.9 5.8 7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

とても満足している 満足している わからない

やや不満である とても不満である 無回答
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問 32 問 31 で「やや不満である」「とても不満である」を選んだ方におたずねします。特に

どのような福祉サービスに不満を感じていますか。（MA） 

 
 

不満を感じている福祉サービスは、「就労に向けた支援サービス」（44.9％）が最も高く、

次いで「地域の中で暮らしていくための支援サービス」（40.8％）、「身体機能や生活能力の

向上など自立のための訓練」（30.6％）となっている。 

  

44.9

40.8

30.6

28.6

18.4

14.3

10.2

8.2

6.1

4.1

4.1

2.0

2.0

2.0

0.0

0.0

2.0

4.1

0% 20% 40% 60%

就労に向けた支援サービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

医療費の助成を行うサービス

外出時に必要な支援を行うサービス

ホームヘルプなどのサービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

コミュニケーション支援サービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

障害児の通所サービス

その他

無回答

（n=49）



 

 

354 

問 33 あなた（このアンケートを記入している方）が今後充実してほしい施策は何ですか。

（MA） 

 
 

今後充実してほしい施策は、「年金などの所得保障の充実」（53.9％）が最も高く、次いで

「障害があっても働ける場の確保」（52.9％）、「生活や訓練などの場として必要な福祉施設

の整備」（35.6％）となっている。 

 

 

  

53.9

52.9

35.6

31.9

29.8

23.0

22.5

18.8

17.3

15.7

14.1

11.5

8.4

6.8

6.3

6.3

5.2

4.7

4.2

2.1

1.6

0.5

2.6

3.7

1.6

3.7

0% 20% 40% 60%

年金などの所得保障の充実

障害があっても働ける場の確保

生活や訓練などの場として必要な福祉施設の整備

グループホームなど住まいの場の充実

医療費の負担軽減

障害についての理解を深めるための市民への啓発

福祉サービスなどについて相談しやすい環境の整備

障害のある方も暮らしやすい住宅の確保

自宅での生活を支えるホームヘルプサービスなどの充実

家族が休養できるような施策の充実

スポーツ・文化・レクリエーション活動等の施策の充実

契約行為や財産などの権利が守られること

福祉に関するお知らせ、趣味・娯楽など各種情報提供の充実

通学や通勤にあたっての移動の支援

専門的な機能回復訓練の実施

災害など緊急時の情報提供や避難誘導対策の充実

医療的ケアが受けられる在宅サービスの充実

救急医療の整備

健康づくり教室の充実

建物や交通機関など障害者に配慮したまちづくりの推進

学校教育や生涯教育の充実

放課後等デイサービスの充実

その他

特にない

わからない

無回答

（n=191）
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９ 相談の状況について 

問 34 あなた（このアンケートを記入している方）が困ったときの相談について次のうちあ

てはまるのはどれですか。（SA） 

 
 

困ったときの相談について、「相談先がある」（77.5％）が最も高く、次いで「相談したい

が相談先がない」（9.9％）、「わからない」（7.3％）となっている。 

 

 

  

77.5 9.9

1.0 1.0

7.3

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

相談先がある 相談したいが相談先がない 相談したくない

その他 わからない 無回答



 

 

356 

問 35 問 34 で「相談先がある」を選んだ方におたずねします。 

（１）相談相手は誰ですか。（MA） 

 
 

相談相手は、「主治医」（52.0％）が最も高く、次いで「障害のある方が通う施設」（39.9％）、

「家族や親戚」（32.4％）となっている。 

 

  

52.0

39.9

32.4

31.1

22.3

22.3

14.9

13.5

12.2

10.8

8.8

8.8

6.1

5.4

2.7

2.7

2.0

1.4

1.4

0.0

0.0

8.1

2.0

0% 20% 40% 60%

主治医

障害のある方が通う施設

家族や親戚

市役所・区役所

友人・知人

病院（看護師・職員など）

精神保健福祉総合センター（はあとぽーと）

障害者団体

相談支援事業所

ケアマネージャー

障害者相談員

障害者就労支援センター

地域包括支援センター

退院後生活環境相談員

ホームヘルパー

発達相談支援センター（アーチル）

障害者福祉センター

近所の人

民生委員・児童委員

保育所（園）・幼稚園・学校

障害者総合支援センター（ウェルポート）

その他

無回答

（n=148）
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（２）ご本人に関することで、相談していること（したいこと）は何ですか。（MA） 

 
 

本人に関することで、相談していること（したいこと）は、「健康・医療」（53.4％）が最

も高く、次いで「仕事・職場・就職」（38.5％）、「収入・年金・手当」（35.1％）となってい

る。 

 

 

  

53.4

38.5

35.1

23.0

18.9

12.2

7.4

4.7

0.7

6.8

6.1

0% 20% 40% 60%

健康・医療

仕事・職場・就職

収入・年金・手当

施設利用

交友・対人関係

家庭問題

在宅サービスの利用関係

介護に関する問題

福祉機器の利用関係

その他

無回答

（n=148）



 

 

358 

問 36 あなた（このアンケートを記入している方）が、ご本人の将来のことで不安に感じて

いることは何ですか。（MA） 

 
 

本人の将来のことで不安に感じていることは、「一緒に生活する家族などの高齢化や親亡

き後の生活」（64.4％）が最も高く、次いで「自分が高齢になったときの健康、体力」（35.1％）、

「病気の再発や悪化」（31.9％）となっている。 

 

 

 

  

64.4

35.1

31.9

28.3

22.0

19.9

15.7

14.1

9.9

3.1

2.1

2.1

0.5

7.3

0% 20% 40% 60% 80%

一緒に生活する家族などの高齢化や親亡き後の生活

自分が高齢になったときの健康、体力

病気の再発や悪化

安定した収入があるか

身の回りの介護や日常生活の援助などをする人がいるか

仕事をしたいが受け入れてくれる企業があるか

障害が重くなったときに生活を続けることができるか

仕事が続けられるか

趣味や生きがいをもてるか

地震などの災害

いじめなどにあわないか

その他

特にない

無回答

（n=191）
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問 37 あなた（このアンケートを記入している方）は、障害のある家族を持つ方の集まり

（家族会）に参加していますか。（SA） 

 
 

障害のある家族を持つ方の集まり（家族会）への参加は、「参加している」（46.1％）、「参

加していない」（47.1％）、「家族会を知らない」（4.7％）となっている。 

 

 

問 38 問 37 で「参加している」を選んだ方におたずねします。家族会に参加している理由

は何ですか。（MA） 

 
 

家族会に参加している理由は、「障害や病気について学びたい」（54.5％）が最も高く、次

いで「悩みを共有したい」（47.7％）、「障害のある方の福祉サービスについて知りたい」

（39.8％）となっている。 

 

 

 

  

46.1 47.1

4.7 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

参加している 参加していない 家族会を知らない 無回答 a

54.5

47.7

39.8

22.7

18.2

3.4

0.0

0% 20% 40% 60%

障害や病気について学びたい

悩みを共有したい

障害のある方の福祉サービスについて知りたい

不安をやわらげたい

行政や社会に働きかけたい

その他

無回答

（n=88）



 

 

360 

問 39 問 37 で「参加していない」を選んだ方におたずねします。家族会に参加していない

理由は何ですか。（MA） 

 
 

家族会に参加していない理由は、「団体の活動内容をよく知らない」（38.9％）が最も高く、

次いで「時間がない」（31.1％）、「その他」（30.0％）となっている。 

 

 

  

38.9

31.1

12.2

6.7

4.4

30.0

3.3

0% 20% 40%

団体の活動内容をよく知らない

時間がない

団体の活動内容に興味がない

障害があることを知られたくない

参加している方の年代が合わない

その他

無回答

（n=90）
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10 権利擁護について 

問 40 あなた（このアンケートを記入している方）は、2016 年４月より施行された「障害

者差別解消法」を知っていますか。また、「仙台市障害を理由とする差別をなくし障害

のある人もない人も共に暮らしやすいまちをつくる条例」を知っていますか。（SA） 

 
 

障害者差別解消法や市の条例は、「法律または条例を知っている」（38.2％）、「知らない」

（56.5％）となっている。 

 

 

問 41 あなた（このアンケートを記入している方）は、ご本人の障害を理由に差別を受けた

り、いやな思いなどをしたことがありますか。（SA） 

 
 

障害を理由に差別を受けたり、いやな思いなどをしたことがあるかは、「ある」（39.8％）、

「ない」（41.9％）、「わからない」（15.2％）となっている。 

 

 

 

 

  

38.2 56.5 5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

法律または条例を知っている 知らない 無回答 a

39.8 41.9 15.2

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

ある ない わからない 無回答 a



 

 

362 

問 42 問 41 で「ある」を選んだ方におたずねします。 

（１）どのような内容の差別を受けたり、いやな思いをしましたか。（MA） 

 
 

差別やいやな思いの内容は、「周囲の人たちが障害についてあまり理解していない」

（63.2％）が最も高く、次いで「外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった」（52.6％）、

「近所付き合いや人間関係がうまくいかない」（39.5％）となっている。 

  

63.2

52.6

39.5

21.1

18.4

14.5

13.2

9.2

5.3

0% 20% 40% 60% 80%

周囲の人たちが障害についてあまり理解していない

外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった

近所付き合いや人間関係がうまくいかない

家庭・学校・職場でいじめられた

交通機関を利用時に運転手や客にいやな態度をとられた

仕事での待遇の差がある

窓口職員の対応が悪く、いやな顔をされた

その他

無回答

（n=76）
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（２）差別をされたり、いやな思いをしたときに誰かに相談しましたか。（MA） 

 
 

差別をされたり、いやな思いをしたときの相談先は、「家族や親戚」と「相談していない」

がともに 31.6％と最も高く、次いで「友人・知人」と「主治医」がともに 21.1％、「障害の

ある方が通う施設」（17.1％）となっている。 

 

  

31.6

21.1

21.1

17.1

11.8

10.5

6.6

6.6

5.3

3.9

3.9

3.9

2.6

2.6

2.6

1.3

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.2

31.6

2.6

0% 20% 40%

家族や親戚

友人・知人

主治医

障害のある方が通う施設

市役所・区役所

障害者団体

病院（看護師・職員など）

障害者就労支援センター

障害者相談員

ケアマネージャー

相談支援事業所

精神保健福祉総合センター（はあとぽーと）

近所の人

ホームヘルパー

障害者福祉センター

発達相談支援センター（アーチル）

障害者虐待防止・差別解消相談ダイヤル

保育所（園）・幼稚園・学校

退院後生活環境相談員

民生委員・児童委員

障害者総合支援センター（ウェルポート）

地域包括支援センター

その他

相談していない

無回答

（n=76）



 

 

364 

（３）（２）で「相談していない」を選んだ方におたずねします。相談しなかった理由は何で

すか。（SA） 

 
 

相談をしなかった理由は、「相談したいが相談先がない」（37.5％）が最も高く、次いで「相

談したくない」（29.2％）、「その他」（20.8％）となっている。 

 

 

  

37.5

29.2

20.8

12.5

0.0

0% 20% 40%

相談したいが相談先がない

相談したくない

その他

わからない

無回答

（n=24）
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11 緊急時の対応について 

問 43 ご本人は地震などの災害発生時、ひとりで避難することができますか。2011 年３月

11 日の東日本大震災を経験された方は、ご経験を踏まえてご回答ください。（SA） 

 
 

ひとりでの避難は、「できる」（62.3％）、「できない」（19.4％）、「わからない」（15.7％）

となっている。 

 

 

問 44 問 43 で「できない」を選んだ方におたずねします。災害のとき一人で避難すること

ができない理由は何ですか。（MA） 

 
 

一人で避難できない理由は、「避難所での集団生活が難しいため」（54.1％）が最も高く、

次いで「判断して行動することができないため」（35.1％）、「避難勧告などの情報を把握す

ることが困難なため」と「パニックを起こしてしまうため」がともに 21.6％となっている。 

 

 

  

62.3 19.4 15.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

できる できない わからない 無回答 a

54.1

35.1

21.6

21.6

16.2

8.1

5.4

2.7

2.7

0% 20% 40% 60%

避難所での集団生活が難しいため

判断して行動することができないため

避難勧告などの情報を把握することが困難なため

パニックを起こしてしまうため

介助者がいないと移動できないため

避難場所がわからないため

移動に時間がかかるため

その他

無回答

（n=37）



 

 

366 

問 45 ご本人は、お住まいの地区の避難所の場所を知っていますか。（SA） 

 
 

本人が住まいの地区の避難所を知っているかは、「知っている」（64.4％）、「知らない」

（32.5％）となっている。 

 

 

問 46 あなた（このアンケートを記入している方）は、福祉避難所を知っていますか。（SA） 

 
 

記入者が福祉避難所を知っているかは、「知っている」（15.7％）、「知らない」（80.1％）と

なっている。 

 

 

 

  

64.4 32.5

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

知っている 知らない 無回答 a

15.7 80.1

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

知っている 知らない 無回答 a



第９章 精神障害者の家族 

 

367 

問 47 あなた（このアンケートを記入している方）は、ヘルプカードを知っていますか。（SA） 

 
 

記入者がヘルプカードを知っているかは、「知っており、本人が使っている」（0.5％）、「知

っているが、本人が使っていない」（17.8％）、「知らない」（78.0％）となっている。 

 

 

問 48 ご本人は、仙台市が実施している災害時における要援護者情報登録制度を申し込ん

でいますか。（SA） 

 
 

市が実施している要援護者情報登録制度を申し込んでいるかは、「申し込んでいる」

（0.5％）、「申し込んでいない」（70.2％）、「わからない」（27.2％）となっている。 

 

 

 

  

0.5

17.8 78.0

3.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

知っており、本人が使っている 知っているが、本人が使っていない

知らない 無回答

0.5

70.2 27.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

申し込んでいる 申し込んでいない わからない 無回答 a



 

 

368 

問 49 問 48 で「申し込んでいない」を選んだ方におたずねします。ご本人が申し込んでい

ない理由は何ですか。（SA） 

 
 

市が実施している要援護者情報登録制度に申し込んでいない理由は、「制度を知らない」

（56.7％）が最も高く、次いで「必要ない」（18.7％）、「わからない」（8.2％）となっている。 

 

 

問 50 地震などの災害時に、家族以外の方で手伝いや支援をしてくれる人について、次のう

ちあてはまるのはどれですか。（SA） 

 
 

災害時に家族以外の方で手伝いや支援をしてくれる人は、「障害のある方が通う施設の職

員」（30.4％）が最も高く、次いで「親戚」（26.7％）、「近隣の住民」（25.1％）となっている。 

 

  

56.7 6.0 6.0 18.7

1.5

8.2

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=134）

制度を知らない 登録要件に該当しない

障害があることを知られたくない 必要ない

その他 わからない

無回答 a

30.4

26.7

25.1

18.8

6.3

2.6

1.0

19.4

7.9

0% 20% 40%

障害のある方が通う施設の職員

親戚

近隣の住民

手伝いや支援をしてくれる人はいない

民生委員・児童委員

その他

協力してほしくない

わからない

無回答

（n=191）
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問 51 地震などの災害が発生したときのために、あらかじめ近所の人やボランティアなど

にご本人の避難の手伝いや介助をお願いしておくことについて、あなた（このアンケ

ートを記入している方）はどのように思いますか。（SA） 

 
 

災害が発生したときのために、あらかじめ近所の人やボランティアなどに本人の避難の手

伝いや介助をお願いしておくことは、「本人は自分で避難できるので、協力はいらない」

（35.6％）が最も高く、次いで「事前に情報提供したくないが、いざという時は支援してほ

しい」（22.0％）、「ぜひお願いしたい」（15.2％）となっている。 

 

 

  

15.2 22.0

4.7

35.6

2.6

13.6 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=191）

ぜひお願いしたい

事前に情報提供したくないが、いざという時は支援してほしい

避難の手伝いや介助を受けることに抵抗感がある

本人は自分で避難できるので、協力はいらない

その他

わからない

無回答

a



 

 

370 

問 52 地震などのいざという時のことで、あなた（このアンケートを記入している方）が普

段不安に感じていることは何ですか。（MA） 

 
 

いざという時のことで、記入者が普段不安に感じていることは、「薬を手に入れたり、治

療を受けることができるか」（46.1％）が最も高く、次いで「本人がまわりの人々とのコミュ

ニケーションがとれるか」（30.9％）、「緊急時に情報を得られるか」（29.8％）となっている。 

 

 

  

46.1

30.9

29.8

25.7

21.5

16.8

12.0

11.5

11.5

7.3

2.6

7.3

3.1

4.2

0% 20% 40% 60%

薬を手に入れたり、治療を受けることができるか

本人がまわりの人々とのコミュニケーションがとれるか

緊急時に情報を得られるか

自宅や利用施設が地震などに耐えられるかどうか

本人が避難所のルールになじめるか

本人が安全なところまで、すぐに避難することができるか

障害にあった対応をしてくれる避難所があるか

どのような時が緊急時なのかわからない

本人が救助を求めても人が来てくれるかどうか

本人が救助を求めることができるか

その他

特にない

わからない

無回答

（n=191）



第９章 精神障害者の家族 

 

371 

問 53 地震、台風などの災害に対して、あなた（このアンケートを記入している方）が大切

だと思う対策はどのようなことだと思いますか。（MA） 

 
 

災害に対して、記入者が大切だと思う対策は、「避難所での共同生活が難しい人のための

福祉避難所の確保」（45.5％）が最も高く、次いで「障害のある方に配慮した避難所の整備」

（39.3％）、「薬・医療用機器・ストマ用装具等の日常生活用具の確保」（34.6％）となってい

る。 

 

 

 

45.5

39.3

34.6

31.9

23.0

18.3

16.8

15.7

8.9

7.9

0.5

1.6

3.7

5.2

0% 20% 40% 60%

避難所での共同生活が難しい人のための福祉避難所の確保

障害のある方に配慮した避難所の整備

薬・医療用機器・ストマ用装具等の日常生活用具の確保

避難所などへ誘導する体制の充実

緊急時に通報するシステムの整備

災害情報などの確保

避難訓練や防災知識などの啓発

障害のある方の安否確認体制の充実

災害に強い建築物・道路などの整備

ボランティアの支援体制の充実

点字・音声・手話通訳・通訳・文字などによる情報支援

その他

わからない

無回答

（n=191）
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第 10 章 難病患者本人 

１ 属性について 

問 1 このアンケートの記入者はどなたですか。（SA） 

 
 

アンケートの記入者は、「本人」（81.4％）、「本人から意見を聴いて、家族や支援者などが

代わって答える」（10.0％）、「本人の意見を確認することが難しいので、家族や支援者など

が答える」（3.3％）となっている。 

 

 

問 2 あなたのお住まいの区はどこですか。（SA） 

 
 

居住区は、「青葉区」（27.7％）が最も高く、次いで「太白区」（21.6％）、「宮城野区」（19.4％）

となっている。 

 

 

 

81.4 10.0

3.3

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

本人

本人から意見を聴いて、家族や支援者などが代わって答える

本人の意見を確認することが難しいので、家族や支援者などが答える

無回答

27.7 19.4 12.7 21.6 17.7

0.3 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

青葉区 宮城野区 若林区 太白区 泉区 その他 無回答 a



 

 

376 

問 3 あなたの年齢（2016 年 11 月 1 日時点）は何歳ですか。（数値） 

 
 

年齢は、「60～69 歳」（22.7％）が最も高く、次いで「70～79 歳」（18.8％）、「50～59 歳」

（17.7％）となっている。 

 

 

問 4 あなたの性別を教えてください。（SA） 

 
 

性別は、「男性」（46.0％）、「女性」（53.5％）となっている。 

 

 

1.9

4.7 7.8 16.3 17.7 22.7 18.8 8.9

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～69歳 70～79歳 80歳以上 無回答 a

46.0 53.5

0.0 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

男性 女性 その他 無回答 a
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問 5 障害者手帳についておたずねします。 

（ア）障害者手帳をお持ちかどうか教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 
 

（療育手帳） 

 
 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 
 

「持っている」割合は、身体障害者手帳が 24.1％、療育手帳が 1.1％、精神障害者保健福

祉手帳が 0.6％となっている。 

24.1 71.5

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

持っている 持っていない 無回答 a

1.1

75.6 23.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

持っている 持っていない 無回答 a

0.6

76.2 23.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

持っている 持っていない 無回答 a



 

 

378 

（イ）お持ちの障害者手帳の等級を教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 
 

（療育手帳） 

 
 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 
 

身体障害者手帳の等級は、「２級」（29.9％）が最も高く、次いで「１級」（23.0％）、「３級」

（19.5％）となっている。 

療育手帳の等級は、「A」（25.0％）、「B」（50.0％）となっている。 

精神障害者保健福祉手帳の等級は、「１級」と「２級」ともに 50.0％となっている。 

 

23.0 29.9 19.5 17.2

4.6 2.3 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=87)

1級 2級 3級 4級 5級 6級 無回答 a

25.0 50.0 25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=4)

A B 無回答 a

50.0 50.0

0.00.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=2)

1級 2級 3級 無回答 a
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問 6 身体障害者手帳を持っていない方におたずねします。身体障害者手帳を持っていない

理由は何ですか。（SA） 

 
 

身体障害者手帳を持っていない理由は、「障害の程度が該当しない」（46.3％）が最も高く、

次いで「その他」（13.3％）、「手帳制度を知らなかった」（6.4％）となっている。 

 

 

問 7 あなたは介護保険の認定を受けていますか。（SA） 

 
 

介護保険の認定は、「認定を受けていない」（74.5％）が最も高く、次いで「要支援１」（5.0％）、

「要支援２」と「要介護２」がともに 3.0％となっている。 

 

 

  

46.3

3.3 1.7

6.4 13.3 29.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

障害の程度が該当しない 病状が固定しない 手帳を取るメリットがない

手帳制度を知らなかった その他 無回答

5.0

3.0
1.7 3.0 1.1 2.2

2.8

74.5

2.8 3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４ 要介護５ 認定を受けていない

わからない 無回答 a



 

 

380 

２ 住まいと暮らしについて 

問 8 お住まいについておたずねします。 

（ア）現在、あなたはどこにお住まいですか。（SA） 

 
 

現在の住まいは、「自分や家族の持ち家」（72.9％）が最も高く、次いで「借家や賃貸マン

ション・アパート」（23.0％）となっている。 

 

 

（イ）将来は、どこで暮らしたいと思っていますか。（SA） 

 
 

将来の居住希望は、「自分や家族の持ち家」（58.4％）が最も高く、次いで「借家や賃貸マ

ンション・アパート」（9.7％）、「高齢の方が暮らす施設」（5.5％）となっている。 

 

 

72.9 23.0

0.3
0.3

1.9 0.3
0.3

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパートなど

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 無回答

58.4 9.7

0.8 2.8

5.5

2.5 3.3

16.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパートなど

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 無回答



第 10章 難病患者本人 

 

381 

問 9 あなたと一緒に住んでいる人は何人いますか。（本人以外の人数）（SA） 

 
 

一緒に住んでいる人数は「１人」（38.5％）が最も高く、次いで「２人」（24.7％）、「３人」

（13.6％）となっている。 

 

 

問 10 あなたと一緒に住んでいる人は誰ですか。（MA） 

 
 

同居者は、「配偶者（事実婚を含む）」（64.0％）が最も高く、次いで「子ども」（34.1％）、

「親」（19.7％）となっている。 

 

38.5 24.7 13.6 5.8 5.3 10.2

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

1人 2人 3人 4人 5人以上 一緒に住んでいる人はいない 無回答 a

64.0

34.1

19.7

8.6

6.1

1.7

0.8

0.0

5.0

6.4

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者（事実婚を含む）

子ども

親

一人で暮らしている

兄弟姉妹

祖父母

知人・友人

親戚

その他

無回答

(n=361)



 

 

382 

３ 所得の状況について 

問 11 あなたが得ている収入は次のうちどれですか。（MA） 

 
 

得ている収入は、「給与」（39.1％）が最も高く、次いで「障害に関係する年金」（37.7％）、

「収入はない」（14.7％）となっている。 

  

39.1

37.7

6.9

3.9

3.3

2.5

1.1

0.8

0.3

14.7

1.7

0% 20% 40%

給与

障害に関係しない年金

障害に関係する年金

事業収入

その他

財産収入

生活保護

各種手当

仕送り

収入はない

無回答

(n=361)
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問 12 所得についておたずねします。 

（ア）あなたの年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（SA） 

 
 

年収は、「120 万円以上～300 万円未満」（30.7％）が最も高く、次いで「60万円以上～120

万円未満」（20.8％）、「300 万円以上～500 万円未満」（10.8％）となっている。 

 

10.5

6.4

20.8

30.7

10.8

5.3

2.5

0.3

1.4

1.4

10.0

0% 20% 40%

１２万円未満

１２万円以上～６０万円未満

６０万円以上～１２０万円未満

１２０万円以上～３００万円未満

３００万円以上～５００万円未満

５００万円以上～７００万円未満

７００万円以上～１,０００万円未満

１,０００万円以上

わからない

答えたくない

無回答

(n=361)



 

 

384 

（イ）一緒に暮らしている家族全体の年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（本人の年

収含む）（SA） 

 
 

家族全体の年収は、「120 万円以上～300 万円未満」（23.0％）が最も高く、次いで「300 万

円以上～500 万円未満」（21.6％）、「500 万円以上～700 万円未満」（11.9％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

1.1

1.4

4.4

23.0

21.6

11.9

8.6

2.2

5.8

1.7

18.3

0% 20% 40%

１２万円未満

１２万円以上～６０万円未満

６０万円以上～１２０万円未満

１２０万円以上～３００万円未満

３００万円以上～５００万円未満

５００万円以上～７００万円未満

７００万円以上～１,０００万円未満

１,０００万円以上

わからない

答えたくない

無回答

(n=361)
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４ 日常生活について 

問 13 平日の日中の過ごし方についておたずねします。あなたが主に過ごしている場所は

どこですか。（SA） 

 
 

平日日中に主に過ごす場所は、「自宅」（59.0％）が最も高く、次いで「職場」（32.1％）、

「高齢の方が暮らす施設」（3.0％）となっている。 

  

0.0

2.5

0.3

0.0

32.1

0.0

0.3

3.0

0.6

59.0

1.7

0.6

0% 20% 40% 60%

保育所・幼稚園

学校（普通学級）

学校（特別支援学級）

特別支援学校

職場

障害のある方が通う施設（通所施設）

障害のある方が暮らす施設（入所施設）

高齢の方が暮らす施設

病院（入院など）

自宅

その他

無回答

(n=361)



 

 

386 

問 14 あなたは隣近所の人とどのようにつきあっていますか。（SA） 

 
 

隣近所の人とのつきあいかたは、「会えばあいさつする程度である」（57.6％）が最も高く、

次いで「ほとんどつきあいはない」（19.4％）、「親しくつきあっている」（13.6％）となって

いる。 

 

 

問 15 あなたは、食事や排泄など日常生活における動作を、自分ひとりでできますか。（現

在所持している補装具などを使用した状態で回答）（SA） 

 
 

日常生活における動作は、「一人でできる」（80.3％）が最も高く、次いで「一部介助が必

要」（8.3％）、「時間をかければ一人でできる」（7.5％）となっている。 

 

  

13.6 7.8 57.6 19.4

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

親しくつきあっている 行事のときなどにはつきあっている

会えばあいさつする程度である ほとんどつきあいはない

無回答 a

80.3 7.5 8.3

3.9 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

一人でできる 時間をかければ一人でできる

一部介助が必要 全部介助が必要

無回答 a
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問 16 問 15 で「一部介助が必要」または「全部介助が必要」を選んだ方におたずねします 

（ア）あなたの主な介助者は誰ですか。（SA） 

 
 

主な介助者は、「配偶者（事実婚を含む）」（47.7％）が最も高く、次いで「施設職員（入所

施設）」（15.9％）、「ヘルパー」（13.6％）となっている。 

 

 

  

2.3

0.0

2.3

47.7

6.8

0.0

0.0

0.0

13.6

0.0

0.0

15.9

4.5

2.3

4.5

0.0

0.0

0% 20% 40% 60%

親

祖父母

兄弟姉妹

配偶者（事実婚を含む）

子ども

親戚

友人・知人

近所の人

ヘルパー

ボランティア

施設職員（通所施設）

施設職員（入所施設）

病院に入院している

その他

介助者はいない

わからない

無回答

(n=44)



 

 

388 

（イ）もし現在の介助者に頼むことができなくなったら、誰に頼みますか。（MA） 

 
 

現在の介助者に頼むことができなくなったら、誰に頼むかは、「ヘルパー」（31.8％）が最

も高く、次いで「子ども」（22.7％）、「施設職員（入所施設）」（15.9％）となっている。 

 

 

 

 

31.8

22.7

15.9

13.6

9.1

6.8

2.3

2.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.5

2.3

11.4

22.7

0% 20% 40%

ヘルパー

子ども

施設職員（入所施設）

施設職員（通所施設）

配偶者（事実婚を含む）

病院に入院している

親

ボランティア

祖父母

兄弟姉妹

親戚

友人・知人

近所の人

その他

介助者はいない

わからない

無回答

(n=44)
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５ 就労の状況について 

問 17 現在、あなたは仕事をしていますか。（SA） 

 
 

現在仕事は、「仕事をしている」（43.5％）、「仕事をしていない」（56.0％）となっている。 

 

 

問 18 問 17 で「仕事をしている」を選んだ方におたずねします。 

（１）あなたは主にどのような仕事に就いていますか。（SA） 

 
 

現在の仕事は、「会社員、公務員、団体職員などの常勤の就労」（56.1％）が最も高く、次

いで「パート、アルバイト」（28.7％）、「商売や農業などの自営業（手伝いを含む）」（8.9％）

となっている。 

 

 

43.5 56.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

仕事をしている 仕事をしていない 無回答 a

56.1 28.7 8.9

0.6
1.3 2.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=157)

会社員、公務員、団体職員などの常勤の就労 パート、アルバイト

商売や農業などの自営業（手伝いを含む） 障害のある方が通う施設での就労・生産活動

在宅での就労・内職 その他

無回答 a



 

 

390 

（２）あなたは主にどのような内容の仕事をしていますか。（SA） 

 
 

仕事の内容は、「事務職」（28.0％）が最も高く、次いで「専門的・技術的職業」（19.1％）、

「サービス業」（16.6％）となっている。 

 

 

（３）あなたの１日あたりの仕事の時間はどのくらいですか。（SA） 

 
 

１日あたりの仕事の時間は、「８時間以上」（36.3％）が最も高く、次いで「６時間以上～

８時間未満」（33.1％）、「４時間以上～６時間未満」（14.0％）となっている。 

28.0

10.2

19.1

16.6

3.2

3.2

3.8

0.6

0.6

11.5

3.2

0% 20% 40%

事務職

販売業

専門的・技術的職業

サービス業

運輸業

製造・加工業

建設・土木業

農林水産業

障害のある方が通う施設での就労・生産活動

その他

無回答

(n=157)

5.1 8.3 14.0 33.1 36.3

1.3 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=157)

２時間未満 ２時間以上～４時間未満 ４時間以上～６時間未満

６時間以上～８時間未満 ８時間以上 わからない

無回答 a
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（４）あなたの仕事による収入は月額どのくらいですか。（SA） 

 
 

月額の収入は、「５万円以上～10万円未満」（21.7％）が最も高く、次いで「20万円以上～

30 万円未満」（20.4％）、「15 万円以上～20 万円未満」（17.2％）となっている。 

 

 

（５）あなたは現在の仕事をどのくらいの期間続けていますか。（SA） 

 
 

現在の仕事の期間は、「５年以上」（64.3％）が最も高く、次いで「１年以上～３年未満」

（13.4％）、「３年以上～５年未満」（10.8％）となっている。 

 

  

2.5

7.0 21.7 12.7 17.2 20.4 14.0

1.9 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=157)

１万円未満 １万円以上～５万円未満 ５万円以上～１０万円未満

１０万円以上～１５万円未満 １５万円以上～２０万円未満 ２０万円以上～３０万円未満

３０万円以上 わからない 無回答

3.2

6.4 13.4 10.8 64.3

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=157)

６カ月未満 ６カ月以上～１年未満 １年以上～３年未満

３年以上～５年未満 ５年以上 無回答



 

 

392 

（６）あなたは仕事をしている上で、何か悩みや不満などがありますか。（MA） 

 
 

仕事をしている上での悩みや不満は、「特に悩みはない」（31.8％）が最も高く、次いで「収

入が少ない」（31.2％）、「症状の変動・体調の波がある」（24.2％）となっている。 

 

 

 

31.2

24.2

13.4

8.9

8.9

7.6

7.6

4.5

3.8

3.2

7.0

31.8

3.2

0% 20% 40%

収入が少ない

症状の変動・体調の波がある

就労時間や仕事の内容の負担が大きい

通勤するのが大変である

職場の人たちが障害をあまり理解していない

人間関係がうまくいかない

通院・治療との両立が難しい

職場の設備が不足している

健康保険・厚生年金などがない

自分の技術や能力がいかせない

その他

特に悩みはない

無回答

(n=157)
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（７）あなたが仕事を続けるためには何が必要ですか。（MA） 

 
 

仕事を続けるために必要なものは、「生活できる十分な賃金」（49.7％）が最も高く、次い

で「体調に合わせて勤務日・勤務時間を調整できること」（29.3％）、「特にない」（22.3％）

となっている。 

 

 

  

49.7

29.3

19.7

12.7

7.0

6.4

4.5

3.2

2.5

1.9

0.6

0.6

5.1

22.3

2.5

2.5

0% 20% 40% 60%

生活できる十分な賃金

体調に合わせて勤務日・勤務時間を調整できること

福利厚生の充実

周囲の方が障害を理解してくれること

障害の程度・特性にあった仕事であること

パソコンなどの技術やマナーの習得

休日を充実して過ごすための支援

職場設備のバリアフリー化

身支度などの生活支援

通勤のための支援

ジョブコーチなどの支援

意思疎通の手段・情報保障の確保

その他

特にない

わからない

無回答

(n=157)



 

 

394 

問 19 問 17 で「仕事をしていない」を選んだ方におたずねします。現在、あなたが仕事を

していない理由は何ですか。（MA） 

 
 

現在仕事をしていない理由は、「病気のため」（50.0％）が最も高く、次いで「高齢のため」

（45.5％）、「体力的にできないため」（38.1％）となっている。 

 

 

 

50.0

45.5

38.1

14.4

10.4

6.9

5.4

4.5

4.0

3.0

0.5

9.9

0.5

1.5

0% 20% 40% 60%

病気のため

高齢のため

体力的にできないため

家事のため

仕事をする必要がないため

障害の程度・特性にあった仕事がないため

通勤が困難なため

在園・在学中、職業訓練中のため

求人が少なく仕事が見つからないため

職場で障害についての理解が得られないため

求職の相談をできる人がいないため

その他

特にない

無回答

(n=202)
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６ 社会参加について 

問 20 あなたはどのくらいの頻度で外出していますか。（通勤、通学、通園、通院、通所で

の外出は除く）（SA） 

 
 

外出頻度は、「週に２～３回」（29.6％）が最も高く、次いで「週に４日以上ほぼ毎日」

（22.2％）、「週に１回」（19.7％）となっている。 

 

 

問 21 あなたの主な外出の目的は何ですか。（通勤、通学、通園、通院、通所での外出は除

く）（MA） 

 
 

主な外出の目的は、「買い物」（72.0％）が最も高く、次いで「余暇活動」（21.3％）、「その

他」（16.1％）となっている。 

22.2 29.6 19.7 11.9

4.2

8.9

1.1 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

週に４日以上ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回

月に２～３回 年に数回 ほとんど外出していない

その他 無回答 a

72.0

21.3

10.0

5.8

5.3

3.3

2.8

16.1

6.6

0% 20% 40% 60% 80%

買い物

余暇活動

友人・知人宅への訪問

習いごと

旅行

当事者団体・当事者グループの活動

地域行事

その他

無回答

(n=361)



 

 

396 

問 22 あなたがより外出しやすくなるためには何が必要ですか。（MA） 

 
 

より外出しやすくなるために必要なものは、「公共交通機関が充実していること」（34.6％）

が最も高く、次いで「交通費が安く済むこと」（28.0％）、「一緒に出かけられる人がいるこ

と」（20.5％）となっている。 

 

 

 

34.6

28.0

20.5

16.6

15.8

13.9

9.1

6.4

4.7

2.5

0.3

5.0

22.4

4.7

0% 20% 40%

公共交通機関が充実していること

交通費が安く済むこと

一緒に出かけられる人がいること

建物や道路などが整備されていること

休憩場所が十分であること

使いやすい駐車場が充実していること

移動サービスが充実していること

緊急時の対応が充実していること

介助者を頼みやすいこと

市民の障害についての理解が深まること

コミュニケーションの支援をする方を頼みやすいこと

その他

特にない

無回答

(n=361)
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問 23 あなたは過去一年間に、どのような余暇活動、スポーツ、趣味、学習や社会活動など

をしましたか。（SA） 

 
 

過去一年間に行った活動などは、「①鑑賞行為」（44.9％）が最も高く、次いで「④旅行・

キャンプ・釣りなどの活動」（41.8％）、「⑦地域行事」（24.7％）となっている。 

 

 

44.9

22.4

18.6

41.8

9.7

8.6

24.7

25.5

44.3

51.2

29.1

59.6

62.6

50.7

13.6

13.6

9.7

12.5

10.0

6.6

7.8

16.1

19.7

20.5

16.6

20.8

22.2

16.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鑑賞行為

②スポーツ活動

③文化・芸術活動

④旅行・キャンプ・釣りなどの活動

⑤ボランティアなどの社会活動

⑥当事者団体・当事者グループの活動

⑦地域行事

(n=361)

活動した 活動しなかった 活動したかったができなかった 無回答 a
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７ 健康や医療について 

問 24 現在の在宅での治療や、医療処置状況についてあてはまるものは次のうちどれです

か。（MA） 

 
 

源崎の在宅での治療や医療処置状況は、「内服」（80.9％）が最も高く、次いで「注射・点

滴」（13.0％）、「特にない」（10.5％）となっている。 

 

  

80.9

13.0

8.9

4.7

2.5

2.2

2.2

1.7

1.4

1.4

1.4

1.4

0.8

0.8

0.6

0.0

5.8

10.5

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内服

注射・点滴

リハビリテーション

自己注射

経管栄養

酸素療法

褥瘡処置

吸引器使用

気管切開（それに伴う処置）

人工呼吸器装着

ネブライザー使用

人工肛門

膀胱カテーテル

自己導尿

人工透析（腹膜灌流を含む）

中心静脈栄養

その他

特にない

無回答

(n=361)
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問 25 あなたは普段、定期的に通院していますか。（SA） 

 
 

定期的な通院は、「月に１回程度通院している」（60.9％）が最も高く、次いで「月に２～

３回程度通院している」（14.1％）、「定期的には通院していない」（12.5％）となっている。 

 

 

問 26 あなたが医療機関を利用する際に困っていることは何ですか。（MA） 

 
 

医療機関利用時に困っていることは、「特に困っていることはない」（38.2％）が最も高く、

次いで「医療費の負担が大きい」（33.2％）、「通院にかかる交通費の負担が大きい」（15.0％）

となっている。 

 

0.6 1.9 3.6

14.1 60.9 12.5

1.1

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

ほぼ毎日通院している 週に２～３回程度通院している

週に１回程度通院している 月に２～３回程度通院している

月に１回程度通院している 定期的には通院していない

入院している 無回答

33.2

15.0

11.4

9.4

6.4

4.4

2.2

5.3

38.2

2.2

0% 20% 40%

医療費の負担が大きい

通院にかかる交通費の負担が大きい

病院までの移動が困難である

介助する家族などの負担が心配である

障害に対応できる医療機関が身近にない

医師とのコミュニケーションが難しい

障害に理解がある医師がいない

その他

特に困っていることはない

無回答

(n=361)



 

 

400 

問 27 訓練などについておたずねします。 

（ア）あなたは、どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けたことがありますか。

（MA） 

 
 

受けたことのある訓練などは、「受けたことがない」（65.1％）が最も高く、次いで「歩行

の訓練」（16.1％）、「身体の機能を維持する訓練」（14.4％）となっている。 

 

 

 

16.1

14.4

12.2

6.4

3.9

3.3

3.3

1.7

1.7

1.7

1.4

0.6

0.6

0.6

0.6

65.1

9.1

0% 20% 40% 60% 80%

歩行の訓練

身体の機能を維持する訓練

身体の機能を回復させる訓練

福祉用具を使用する訓練

日常生活の訓練

パソコンなど情報機器を使用する訓練

言語訓練

家事訓練

社会生活の訓練

スポーツ、レクリエーション

職業訓練

点字・手話の訓練

学習サポート

感覚統合療法などを含む療育全般

その他

受けたことがない

無回答

(n=361)
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（イ）今後どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けたいと思いますか。（MA） 

 
 

今後受けたい訓練などは、「希望しない」（15.2％）が最も高く、次いで「身体の機能を維

持する訓練」（13.3％）、「身体の機能を回復させる訓練」（10.8％）となっている。 

 

 

 

13.3

10.8

8.9

6.4

4.7

4.7

4.2

3.3

3.0

2.8

2.8

2.5

2.2

1.4

0.8

15.2

59.0

0% 20% 40% 60%

身体の機能を維持する訓練

身体の機能を回復させる訓練

歩行の訓練

パソコンなど情報機器を使用する訓練

福祉用具を使用する訓練

スポーツ、レクリエーション

言語訓練

日常生活の訓練

職業訓練

家事訓練

学習サポート

社会生活の訓練

感覚統合療法などを含む療育全般

点字・手話の訓練

その他

希望しない

無回答

(n=361)



 

 

402 

問 28 問 27 で「受けたことがない」を選んだ方におたずねします。受けたことがない理由

は何ですか。（MA） 

 
 

受けたことがない理由は、「必要ない」（78.7％）が最も高く、次いで「利用方法がわから

ない」（8.9％）、「訓練などがあることを知らなかった」（8.1％）となっている。 

 

 

 

 

78.7

8.9

2.6

1.3

1.3

0.0

5.5

8.1

1.7

0% 20% 40% 60% 80%

必要ない

利用方法がわからない

希望するサービスがない

介助者や交通手段が確保できない

場所が遠い

点字や手話、要約筆記などによる情報支援がない

その他

訓練などがあることを知らなかった

無回答

(n=235)
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８ 福祉サービスについて 

問 29 あなたはどのようなところから福祉サービスの情報を得ていますか。（MA） 

 
 

情報の入手先は、「医療機関」（28.5％）が最も高く、次いで「行政の出版物・パンフレッ

ト」（28.3％）、「区役所・総合支所の窓口」（25.8％）となっている。 

 

 

  

28.5

28.3

25.8

15.2

13.9

13.6

13.6

10.2

8.0

5.0

3.6

2.5

1.7

6.9

5.8

6.1

0% 20% 40%

医療機関

行政の出版物・パンフレット

区役所・総合支所の窓口

新聞

インターネット

家族

テレビ・ラジオ

友人・知人

障害当事者団体・福祉団体

社会福祉協議会

民間団体の出版物・パンフレット

福祉雑誌

都道府県の窓口

その他

入手できる方法がない

無回答

(n=361)



 

 

404 

問 30 あなたは「障害のある方の福祉サービス」を利用するための、障害支援区分認定を受

けていますか。（SA） 

 
 

区分認定は、「認定は受けていない」（65.7％）が最も高く、次いで「わからない」（24.1％）

となっている。 

 

 

 

0.6

0.6
0.0 0.3 0.3

0.8

65.7 24.1 7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

区分１ 区分２ 区分３

区分４ 区分５ 区分６

認定は受けていない わからない 無回答
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問 31 「障害のある方の福祉サービス」についておたずねします。 

（ア）あなたはこれまでにどのようなサービスを利用したことがありますか。（MA） 

 
 

これまで利用したことのあるサービスは、「利用したことはない」（60.7％）が最も高く、

次いで「医療費の助成を行うサービス」（14.4％）、「補装具費や日常生活用具給付費の支給」

（8.0％）となっている。 

 

  

14.4

8.0

5.5

5.3

4.4

2.8

2.2

2.2

2.2

1.9

1.9

0.8

0.8

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.3

0.3

0.0

0.3

60.7

11.4

0% 20% 40% 60% 80%

医療費の助成を行うサービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

外出時に必要な支援を行うサービス

ホームヘルプなどのサービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

住宅改造

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

緊急通報システム

地域の中で暮らしていくための支援サービス

配食サービス

就労に向けた支援サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

障害児の通所サービス

ＡＬＳ介助人派遣

全身性障害者等指名制介護助成

コミュニケーション支援サービス

その他

利用したことはない

無回答

(n=361)
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（イ）今後、あなたが利用したいと思うサービスは何ですか。（MA） 

 
 

今後利用したいサービスは、「医療費の助成を行うサービス」（18.6％）が最も高く、次い

で「特にない」（16.1％）、「補装具費や日常生活用具給付費の支給」（8.6％）となっている。 

 

 

 

18.6

8.6

8.0

7.5

6.9

6.9

6.6

6.1

5.5

4.7

4.4

3.9

3.9

3.6

3.0

2.8

2.5

1.9

1.1

0.6

0.0

0.0

16.1

51.2

0% 20% 40% 60%

医療費の助成を行うサービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

外出時に必要な支援を行うサービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

配食サービス

ホームヘルプなどのサービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

住宅改造

緊急通報システム

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

就労に向けた支援サービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

コミュニケーション支援サービス

ＡＬＳ介助人派遣

全身性障害者等指名制介護助成

障害児の通所サービス

その他

特にない

無回答

(n=361)
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問 32 問 31 で「特にない」以外のどれかひとつでも選んだ方におたずねします。あなたが

「障害のある方の福祉サービス」を利用するにあたって困っていることは何ですか。

（MA） 

 
 

障害のある方の福祉サービスの利用にあたり困っていることは、「特にない」（25.3％）が

最も高く、次いで「手続きが面倒である」（12.7％）、「サービスに関する情報が少ない」（11.3％）

となっている。 

 

 

12.7

11.3

8.0

5.3

5.3

3.3

3.3

2.0

1.3

0.7

0.0

0.0

0.0

2.7

25.3

9.3

25.3

0% 20% 40%

手続きが面倒である

サービスに関する情報が少ない

利用料が高い

自分の障害程度に合ったサービスが受けられない

通いにくい

時間が合わない

定員が一杯で希望するサービスが受けられない

施設の広さや設備が十分ではない

サービスの質がよくない

利用者同士や職員との人間関係に困っている

医療的なケアが受けられない

作業や訓練の内容が合わない

手話通訳や要約筆記などの支援が十分ではない

その他

特にない

わからない

無回答

(n=150)
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問 33 問 31 で「利用したことがない」を選んだ方におたずねします。利用したことがない

理由は何ですか。（SA） 

 
 

利用したことがない理由は、「必要ない」（77.6％）が最も高く、次いで「何が使えるかわ

からない」（15.5％）、「その他」（3.2％）となっている。 

 

 

問 34 現在、あなたは仙台市にある「障害のある方の福祉サービス」に満足していますか。

（SA） 

 
 

市の「障害のある方の福祉サービス」について、「わからない」（67.9％）が最も高く、次

いで「満足している」（10.0％）、「やや不満である」（6.4％）となっている。 

 

 

 

77.6

0.9
1.4 0.5

0.0

15.5

3.2 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=219)

必要ない 利用料が高い 利用したいサービスがない

場所が遠い 定員がいっぱいで断られた 何が使えるかわからない

その他 無回答 a

1.4

10.0 67.9 6.4

2.5

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

とても満足している 満足している わからない

やや不満である とても不満である 無回答
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問 35 問 34 で「やや不満である」「とても不満である」を選んだ方におたずねします。特に

どのような福祉サービスに不満を感じていますか。（MA） 

 
 

不満のある福祉サービスは、「医療費の助成を行うサービス」（50.0％）が最も高く、次い

で「外出時に必要な支援を行うサービス」と「その他」がともに 21.9％、「介護などが必要

な方の日中支援サービス」・「補装具費や日常生活用具給付費の支給」・「住宅改造」がともに

12.5％となっている。 

 

50.0

21.9

12.5

12.5

12.5

9.4

9.4

6.3

3.1

3.1

3.1

3.1

3.1

3.1

3.1

3.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

21.9

3.1

0% 20% 40% 60%

医療費の助成を行うサービス

外出時に必要な支援を行うサービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

住宅改造

就労に向けた支援サービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

ホームヘルプなどのサービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

配食サービス

緊急通報システム

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

コミュニケーション支援サービス

障害児の通所サービス

ＡＬＳ介助人派遣

全身性障害者等指名制介護助成

その他

無回答

(n=32)
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問 36 あなたが今後充実してほしい施策は何ですか。（MA） 

 
 

今後充実してほしい施策は、「医療費の負担軽減」（52.9％）が最も高く、次いで「年金な

どの所得保障の充実」（42.4％）、「建物や交通機関、道路等の障害者に配慮したまちづくり

推進」（19.9％）となっている。 

 

52.9

42.4

19.9

19.1

15.5

13.3

12.7

12.2

11.6

11.6

10.5

8.3

8.0

7.2

6.1

5.0

3.6

3.6

2.8

2.5

2.5

0.6

2.2

12.2

5.8

0% 20% 40% 60%

医療費の負担軽減

年金などの所得保障の充実

建物や交通機関、道路等の障害者に配慮したまちづくり推進

自宅での生活を支えるホームヘルプサービスなどの充実

障害があっても働ける場の確保

救急医療の整備

福祉サービスなどについて相談しやすい環境の整備

災害など緊急時の情報提供や避難誘導対策の充実

医療的ケアが受けられる在宅サービスの充実

障害のある方も暮らしやすい住宅の確保

生活や訓練などの場として必要な福祉施設の整備

スポーツ・文化・レクリエーションについての施策の充実

家族が休養できるような施策の充実

健康づくり教室の充実

福祉に関するお知らせ、趣味・娯楽など各種情報提供の充実

市民の障害についての理解を深めるための啓発

通学や通勤にあたっての移動の支援

グループホームなど住まいの場の充実

専門的な機能回復練の実施

学校教育や生涯教育の充実

契約行為や財産などの権利が守られること

放課後等デイサービスの充実

その他

特にない

無回答

(n=361)
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９ 相談の状況について 

問 37 困ったときの相談について次のうちあてはまるのはどれですか。（SA） 

 
 

困ったときの相談は、「相談先がある」（60.7％）が最も高く、次いで「わからない」（22.7％）、

「相談したいが相談先がない」（8.3％）となっている。 

 

 

 

 

60.7 8.3

0.8 1.9

22.7 5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

相談先がある 相談したいが相談先がない 相談したくない

その他 わからない 無回答



 

 

412 

問 38 問 37 で「相談先がある」を選んだ方におたずねします。 

（１）相談相手は誰ですか。（MA） 

 
 

相談相手は、「家族や親戚」（71.2％）が最も高く、次いで「医療機関」（52.5％）、「友人・

知人」（29.7％）となっている。 

 

 

71.2

52.5

29.7

22.8

19.6

14.6

6.8

5.0

2.3

2.3

1.8

1.8

1.8

1.4

0.9

0.9

0.5

0.5

0.5

0.5

0.0

2.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親戚

医療機関

友人・知人

市役所・区役所

ケアマネージャー

地域包括支援センター

難病サポートセンター

近所の人

障害者相談員

ホームヘルパー

障害のある方が通う施設

民生委員・児童委員

障害者福祉センター

宮城県神経難病医療連絡協議会

保育所（園）・幼稚園・学校

相談支援事業所

障害者団体

障害者総合支援センター（ウェルポート）

精神保健福祉総合センター（はあとぽーと）

障害者就労支援センター

発達相談支援センター（アーチル）

その他

無回答

(n=219)
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（２）相談していること（したいこと）は何ですか。（MA） 

 
 

相談している（したいこと）は、「健康・医療」（69.9％）が最も高く、次いで「収入・年

金・手当」（20.1％）、「介護に関する問題」（14.6％）となっている。 

 

 

 

69.9

20.1

14.6

12.3

11.9

10.0

8.7

7.8

3.7

3.7

4.1

7.3

0% 20% 40% 60% 80%

健康・医療

収入・年金・手当

介護に関する問題

在宅サービスの利用関係

仕事・職場・就職

施設利用

家庭問題

福祉機器の利用関係

交友・対人関係

出産・子育て

その他

無回答

(n=219)



 

 

414 

問 39 今後のことで、あなたが不安に感じていることは何ですか。（MA） 

 
 

今後のことで不安に感じていることは、「病気の再発や悪化」（42.7％）が最も高く、次い

で「自分が高齢になったときの健康、体力」（35.2％）、「障害が重くなったときに生活を続け

ることができるか」（29.9％）となっている。 

 

 

 

42.7

35.2

29.9

26.9

24.1

18.8

14.1

8.0

7.5

3.9

0.3

1.7

8.3

6.6

0% 20% 40% 60%

病気の再発や悪化

自分が高齢になったときの健康、体力

障害が重くなったときに生活を続けることができるか

安定した収入があるか

一緒に生活する家族などの高齢化や親亡き後の生活

身の回りの介護や日常生活の援助などをする人がいるか

仕事が続けられるか

仕事をしたいが受け入れてくれる企業があるか

地震などの災害

趣味や生きがいをもてるか

いじめなどにあわないか

その他

特にない

無回答

(n=361)
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10 権利擁護について 

問 40 あなたは、2016 年４月より施行された「障害者差別解消法」を知っていますか。ま

た、「仙台市障害を理由とする差別をなくし障害のある人もない人も共に暮らしやす

いまちをつくる条例」を知っていますか。（SA） 

 
 

障害者差別解消法および条例を知っているかについて、「法律または条例を知っている」

（17.7％）、「知らない」（78.4％）となっている。 

 

 

問 41 障害を理由に差別を受けたり、いやな思いなどをしたことがありますか。（SA） 

 
 

障害を理由に差別やいやな思いをしたことがあるかは、「ある」（16.3％）、「ない」（67.0％）、

「わからない」（10.8％）となっている。 

 

 

 

17.7 78.4

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

法律または条例を知っている 知らない 無回答 a

16.3 67.0 10.8 5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

ある ない わからない 無回答 a



 

 

416 

問 42 問 41 で「ある」を選んだ方におたずねします。 

（１）あなたはどのような内容の差別を受けたり、いやな思いをしましたか。（MA） 

 
 

受けた差別やいやな思いの内容は、「周囲の人たちが障害についてあまり理解していない」

（57.6％）が最も高く、次いで「外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった」（40.7％）、

「仕事での待遇の差がある」と「家庭・学校・職場でいじめられた」がともに 22.0％となっ

ている。 

 

 

57.6

40.7

22.0

22.0

15.3

13.6

11.9

20.3

1.7

0% 20% 40% 60%

周囲の人たちが障害についてあまり理解していない

外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった

仕事での待遇の差がある

家庭・学校・職場でいじめられた

窓口職員の対応が悪く、いやな顔をされた

交通機関を利用時に運転手や客にいやな態度をとられた

近所付き合いや人間関係がうまくいかない

その他

無回答

(n=59)
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（２）差別をされたり、いやな思いをしたときに誰かに相談しましたか。（MA） 

 
 

差別をされたりしたときの相談は、「家族や親戚」（45.8％）が最も高く、次いで「相談し

ていない」（32.2％）、「友人・知人」（27.1％）となっている。 

 

 

45.8

27.1

6.8

5.1

3.4

1.7

1.7

1.7

1.7

1.7

1.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

32.2

3.4

0% 20% 40% 60%

家族や親戚

友人・知人

医療機関

ケアマネージャー

近所の人

保育所（園）・幼稚園・学校

障害のある方が通う施設

市役所・区役所

障害者相談員

ホームヘルパー

地域包括支援センター

民生委員・児童委員

障害者団体

相談支援事業所

障害者総合支援センター（ウェルポート）

発達相談支援センター（アーチル）

精神保健福祉総合センター（はあとぽーと）

障害者福祉センター

障害者就労支援センター

難病サポートセンター

宮城県神経難病医療連絡協議会

障害者虐待防止・差別解消相談ダイヤル

その他

相談していない

無回答

(n=59)



 

 

418 

（３）（２）で「相談していない」を選んだ方におたずねします。相談しなかった理由は何で

すか。（MA） 

 
 

相談しなかった理由は、「その他」（42.1％）が最も高く、次いで「相談したいが相談先が

ない」（26.3％）、「相談したくない」（21.1％）、となっている。 

 

 

 

26.3 21.1 42.1 10.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=19)

相談したいが相談先がない 相談したくない その他 わからない 無回答 a
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11 緊急時の対応について 

問 43 あなたは地震などの災害発生時、ひとりで避難することができますか。2011 年３月

11 日の東日本大震災を経験された方は、ご経験を踏まえてご回答ください。（SA） 

 
 

災害発生時にひとりで避難することができるかは、「できる」（67.6％）、「できない」

（19.7％）、「わからない」（9.1％）となっている。 

 

 

問 44 問 43 で「できない」を選んだ方におたずねします。災害のとき一人で避難すること

ができない理由は何ですか。（MA） 

 
 

一人で避難できない理由は、「介助者がいないと移動できないため」（78.9％）が最も高く、

次いで「移動に時間がかかるため」（36.6％）、「避難所での集団生活が難しいため」（22.5％）

となっている。 

 

 

 

67.6 19.7 9.1

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

できる できない わからない 無回答 a

78.9

36.6

22.5

7.0

5.6

5.6

2.8

5.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

介助者がいないと移動できないため

移動に時間がかかるため

避難所での集団生活が難しいため

判断して行動することができないため

避難勧告などの情報を把握することが困難なため

パニックを起こしてしまうため

避難場所が分からないため

その他

無回答

(n=71)



 

 

420 

問 45 あなたは、お住まいの地区の避難所の場所を知っていますか。（SA） 

 
 

居住区の避難所の場所は、「知っている」（78.1％）、「知らない」（18.6％）となっている。 

 

 

問 46 あなたは、福祉避難所を知っていますか。（SA） 

 
 

福祉避難所は、「知っている」（6.4％）、「知らない」（89.8％）となっている。 

 

 

 

78.1 18.6

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

知っている 知らない 無回答 a

6.4 89.8

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

知っている 知らない 無回答 a
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問 47 あなたは、ヘルプカードを知っていますか。（SA） 

 
 

ヘルプカードは、「知っており、使っている」（0.6％）、「知っているが、使っていない」

（10.0％）、「知らない」（86.1％）となっている。 

 

 

問 48 あなたは、仙台市が実施している災害時における要援護者情報登録制度を申し込ん

でいますか。（SA） 

 
 

要援護者情報登録制度について、「申し込んでいる」（3.0％）、「申し込んでいない」（93.1％）

となっている。 

 

 

 

0.6

10.0 86.1

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

知っており、使っている 知っているが、使っていない 知らない 無回答 a

3.0

93.1

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

申し込んでいる 申し込んでいない 無回答 a



 

 

422 

問 49 問 48 で「申し込んでいない」を選んだ方におたずねします。あなたが申し込んでい

ない理由は何ですか。（SA） 

 
 

申し込んでいない理由は、「制度を知らない」（61.9％）が最も高く、次いで「必要ない」

（24.7％）、「登録要件に該当しない」（8.6％）となっている。 

 

 

問 50 地震などの災害時に、家族以外の方で手伝いや支援をしてくれる人について、次のう

ちあてはまるのはどれですか。（MA） 

 
 

災害時に家族以外で手伝いや支援をしてくれる人は、「親戚」（30.2％）が最も高く、次い

で「手伝いや支援をしてくれる人はいない」（27.7％）、「近隣の住民」（25.8％）となってい

る。 

 

61.9 8.6

0.3

24.7

3.0 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=336)

制度を知らない 登録要件に該当しない

障害があることを知られたくない 必要ない

その他 無回答

30.2

27.7

25.8

10.5

5.3

1.7

2.2

13.3

0% 20% 40%

親戚

手伝いや支援をしてくれる人はいない

近隣の住民

その他

民生委員・児童委員

障害のある方が通う施設の職員

協力してほしくない

無回答

(n=361)
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問 51 地震などの災害が発生したときのために、あらかじめ近所の人やボランティアなど

にあなたの避難の手伝いや介助をお願いしておくことについて、どのように思います

か。（SA） 

 
 

災害発生のときのために、あらかじめ近所の人やボランティアなどに手伝いや介助をお願

いしておくことは、「自分で避難できるので、協力はいらない」（42.9％）が最も高く、次い

で「ぜひお願いしたい」（19.1％）、「事前に情報提供したくないが、いざという時は支援して

ほしい」（13.9％）となっている。 

 

 

 

19.1 13.9

4.4

42.9

2.8

11.9 5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=361)

ぜひお願いしたい

事前に情報提供したくないが、いざという時は支援してほしい

避難の手伝いや介助を受けることに抵抗感がある

自分で避難できるので、協力はいらない

その他

わからない

無回答



 

 

424 

問 52 地震などのいざという時のことで、あなたが普段不安に感じていることは何ですか。

（MA） 

 
 

地震などのいざという時のことで普段不安に感じていることは、「薬を手に入れたり、治

療を受けることができるか」（51.0％）が最も高く、次いで「自宅や利用施設が地震などに耐

えられるかどうか」（37.1％）、「緊急時に情報を得られるか」（26.3％）となっている。 

 

 

51.0

37.1

26.3

22.7

9.7

9.4

6.6

5.8

5.0

3.6

2.8

12.2

3.6

4.4

0% 20% 40% 60%

薬を手に入れたり、治療を受けることができるか

自宅や利用施設が地震などに耐えられるかどうか

緊急時に情報を得られるか

安全なところまで、すぐに避難することができるか

救助を求めても人が来てくれるかどうか

障害にあった対応をしてくれる避難所があるか

救助を求めることができるか

まわりの人々とのコミュニケーションがとれるか

避難所のルールになじめるか

どのような時が緊急時なのかわからない

その他

特にない

わからない

無回答

(n=361)
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問 53 地震、台風などの災害に対して大切だと思う対策はどのようなことだと思いますか。

（MA） 

 
 

地震や台風などの災害に対して大切だと思う対策は、「薬・医療用機器・ストマ用装具等

の日常生活用具の確保」（45.4％）が最も高く、次いで「緊急時に通報するシステムの整備」

（31.9％）、「障害のある方に配慮した避難所の整備」（27.7％）となっている。 

 

 

45.4

31.9

27.7

26.6

24.4

22.2

18.8

10.5

8.0

7.2

3.0

1.9

5.5

4.4

0% 20% 40% 60%

薬・医療用機器・ストマ用装具等の日常生活用具の確保

緊急時に通報するシステムの整備

障害のある方に配慮した避難所の整備

避難所での共同生活が難しい人のための福祉避難所の確保

避難所などへ誘導する体制の充実

災害情報などの確保

災害に強い建築物・道路などの整備

避難訓練や防災知識などの啓発

障害のある方の安否確認体制の充実

ボランティアの支援体制の充実

点字・音声・手話通訳・通訳・文字などによる情報支援

その他

わからない

無回答

(n=361)
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第 11 章 発達障害（児）者本人 

１ 属性について 

問 1 このアンケートの記入者はどなたですか。（SA） 

 
 

アンケートの記入者は、「本人」（65.2％）、「本人から意見を聴いて、家族や支援者などが

代わって答える」（20.3％）、「本人の意見を確認することが難しいので、家族や支援者など

が答える」（10.9％）となっている。 

 

 

問 2 あなたのお住まいの区はどこですか。（SA） 

 
 

居住区は、「太白区」（28.3％）が最も高く、次いで「青葉区」（21.0％）、「泉区」（18.8％）

となっている。 

 

 

 

65.2 20.3 10.9

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

本人

本人から意見を聴いて、家族や支援者などが代わって答える

本人の意見を確認することが難しいので、家族や支援者などが答える

無回答

21.0 12.3 17.4 28.3 18.8

0.7 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

青葉区 宮城野区 若林区 太白区 泉区 その他 無回答 a
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問 3 あなたの年齢（2016 年 11 月 1 日時点）は何歳ですか。（数値） 

 
 

年齢は、「20～29 歳」（30.4％）が最も高く、次いで「30～39 歳」（27.5％）、「15～19 歳」

（13.8％）となっている。 

 

 

問 4 あなたの性別を教えてください。（SA） 

 
 

性別は、「男性」（79.0％）、「女性」（21.0％）となっている。 

  

13.0 13.8 30.4 27.5 10.9

3.6 0.0 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

14歳以下 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答 a

79.0 21.0

0.0 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

男性 女性 その他 無回答 a
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問 5 障害の種類についておたずねします。 

（ア）あなたの主な障害は次のうちどれですか。（SA） 

 
 

主な障害は、「広汎性発達障害」（31.2％）が最も高く、次いで「アスペルガー症候群」

（26.8％）、「自閉症」（20.3％）となっている。 

 

 

 

  

7.2

20.3

26.8

31.2

5.8

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

3.6

0.0

2.9

1.4

0% 20% 40%

知的障害（精神遅滞・ダウン症など）

自閉症

アスペルガー症候群

広汎性発達障害

ＡＤ／ＨＤ（注意欠如多動性障害）

学習障害

肢体不自由（脳性まひ・手足が不自由など）

てんかん（ウエスト症候群など）

視覚障害

聴覚障害

内部障害

言語障害

その他

特にない

わからない

無回答

(n=138)
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（イ）主な障害以外に障害があれば教えてください。（MA） 

 
 

主な障害以外の障害は、「知的障害（精神遅滞・ダウン症など）」と「ＡＤ／ＨＤ（注意欠

如多動性障害）」がともに 10.9％と最も高く、次いで「その他」（10.1％）、「アスペルガー症

候群」と「広汎性発達障害」がともに 9.4％となっている。 

 

  

10.9

10.9

9.4

9.4

8.7

4.3

2.9

2.2

2.2

1.4

0.7

0.0

10.1

7.2

2.2

41.3

0% 20% 40% 60%

知的障害（精神遅滞・ダウン症など）

ＡＤ／ＨＤ（注意欠如多動性障害）

アスペルガー症候群

広汎性発達障害

自閉症

学習障害

てんかん（ウエスト症候群など）

肢体不自由（脳性まひ・手足が不自由など）

言語障害

内部障害

聴覚障害

視覚障害

その他

特にない

わからない

無回答

(n=138)



第 11章 発達障害（児）者本人 

 

433 

問 6 あなたが障害の診断・判定を受けたのはいつごろですか。（SA） 

 
 

障害の診断・判定を受けたのは、「18 歳以上」（50.7％）が最も高く、次いで「小学生」

（15.9％）、「３歳まで」（13.8％）となっている。 

 

 

問 7 あなたが障害の診断・判定を受けたところはどこですか。（SA） 

 
 

障害の診断・判定を受けたところは、「発達相談支援センター（アーチル）」（58.0％）が最

も高く、次いで「医療機関（病院など）」（30.4％）、「児童相談所」と「その他」がともに 4.3％

となっている。 

 

 

 

0.7

0.0

1.4

13.8

5.8

15.9

3.6

3.6

50.7

2.2

2.2

0% 20% 40% 60%

出生直後

乳児検診

１歳６ヶ月まで

３歳まで

小学校入学時

小学生

中学生

高校生

１８歳以上

わからない

無回答

(n=138)

58.0 30.4

4.3
0.0 0.7 4.3

0.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

発達相談支援センター（アーチル） 医療機関（病院など）

児童相談所 旧障害者更生相談所（ウェルポート）

精神保健福祉総合センター（はあとぽーと） その他

わからない 無回答



 

 

434 

問 8 障害者手帳についておたずねします。 

（ア）障害者手帳をお持ちかどうか教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 
 

（療育手帳） 

 
 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 
 

「持っている」割合は、身体障害者手帳が 2.2％、療育手帳が 36.2％、精神障害者保健福

祉手帳が 44.9％となっている。 

2.2

37.7 60.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

持っている 持っていない 無回答 a

36.2 29.7 34.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

持っている 持っていない 無回答 a

44.9 27.5 27.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

持っている 持っていない 無回答 a
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（イ）お持ちの障害者手帳の等級を教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 
 

（療育手帳） 

 
 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 
 

身体障害者手帳の等級は、「２級」・「５級」・「６級」ともに 33.3％となっている。 

療育手帳の等級は、「A」（2.0％）、「B」（96.0％）となっている。 

精神障害者保健福祉手帳の等級は、「２級」（74.2％）、「３級」（24.2％）となっている。 

 

 

  

0.0

33.3

0.00.0

33.3 33.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=3)

1級 2級 3級 4級 5級 6級 無回答 a

2.0

96.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=50)

A B 無回答 a

0.0

74.2 24.2

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=62)

1級 2級 3級 無回答 a
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２ 住まいと暮らしについて 

問 9 お住まいについておたずねします。 

（ア）現在、あなたはどこにお住まいですか。（SA） 

 
 

現在の住まいは、「自分や家族の持ち家」（73.9％）が最も高く、次いで「借家や賃貸マン

ション・アパート」（21.0％）となっている。 

 

 

（イ）将来は、どこで暮らしたいと思っていますか。（SA） 

 
 

将来の居住希望は、「自分や家族の持ち家」（45.7％）が最も高く、次いで「借家や賃貸マ

ンション・アパート」（29.7％）、「グループホーム」（8.7％）となっている。 

 

 

73.9 21.0

2.9
0.00.0 0.0

1.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパートなど

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 無回答

45.7 29.7 8.7

1.4
0.0 0.0 4.3

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパートなど

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 無回答
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問 10 あなたと一緒に住んでいる人は何人いますか。（本人以外の人数）（SA） 

 
 

一緒に住んでいる人数は「２人」（34.1％）が最も高く、次いで「３人」（27.5％）、「１人」

（12.3％）となっている。 

 

 

問 11 あなたと一緒に住んでいる人は誰ですか。（MA） 

 
 

同居者は、「親」（84.8％）が最も高く、次いで「兄弟姉妹」（42.0％）、「祖父母」（12.3％）

となっている。 

 

12.3 34.1 27.5 8.7 6.5 10.9 10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

１人 ２人

３人 ４人

５人以上 一緒に住んでいる人はいない

無回答 a

84.8

42.0

12.3

11.6

1.4

0.7

0.0

0.0

2.2

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親

兄弟姉妹

祖父母

一人で暮らしている

配偶者（事実婚を含む）

親戚

子ども

知人・友人

その他

無回答

(n=138)
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３ 所得の状況について 

問 12 あなたが得ている収入は次のうちどれですか。（MA） 

 
 

得ている収入は、「給与」と「障害に関係する年金」がともに 42.8％と最も高く、次いで

「収入はない」（30.4％）、「その他」（7.2％）となっている。 

  

42.8

42.8

2.9

2.2

0.7

0.7

0.7

0.7

7.2

30.4

0.7

0% 20% 40% 60%

給与

障害に関係する年金

生活保護

仕送り

事業収入

障害に関係しない年金

各種手当

財産収入

その他

収入はない

無回答

(n=138)
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問 13 所得についておたずねします。 

（ア）あなたの年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（SA） 

 
 

年収は、「60万円以上～120 万円未満」（27.5％）が最も高く、次いで「12 万円未満」（23.2％）、

「120 万円以上～300 万円未満」（19.6％）となっている。 

 

23.2

0.7

27.5

19.6

2.2

0.0

0.0

0.0

10.1

5.8

10.9

0% 20% 40%

１２万円未満

１２万円以上～６０万円未満

６０万円以上～１２０万円未満

１２０万円以上～３００万円未満

３００万円以上～５００万円未満

５００万円以上～７００万円未満

７００万円以上～１，０００万円未満

１，０００万円以上

わからない

答えたくない

無回答

(n=138)
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（イ）一緒に暮らしている家族全体の年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（本人の年

収含む）（SA） 

 
 

家族全体の年収は、「わからない」（21.7％）が最も高く、次いで「120 万円以上～300 万円

未満」（17.4％）、「300 万円以上～500 万円未満」（15.2％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

1.4

0.7

2.9

17.4

15.2

11.6

8.7

2.9

21.7

4.3

13.0

0% 20% 40%

１２万円未満

１２万円以上～６０万円未満

６０万円以上～１２０万円未満

１２０万円以上～３００万円未満

３００万円以上～５００万円未満

５００万円以上～７００万円未満

７００万円以上～１，０００万円未満

１，０００万円以上

わからない

答えたくない

無回答

(n=138)
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４ 日常生活について 

問 14 平日の日中の過ごし方についておたずねします。あなたが主に過ごしている場所は

どこですか。（SA） 

 
 

平日日中に主に過ごす場所は、「職場」（30.4％）が最も高く、次いで「障害のある方が通

う施設（通所施設）」（24.6％）、「自宅」（21.7％）となっている。 

  

0.0

10.9

4.3

2.2

30.4

24.6

0.0

0.0

0.0

21.7

5.1

0.7

0% 20% 40%

保育所・幼稚園

学校（普通学級）

学校（特別支援学級）

特別支援学校

職場

障害のある方が通う施設（通所施設）

障害のある方が暮らす施設（入所施設）

高齢の方が暮らす施設

病院（入院など）

自宅

その他

無回答

(n=138)



 

 

442 

問 15 あなたは隣近所の人とどのようにつきあっていますか。（SA） 

 
 

隣近所の人とのつきあいかたは、「会えばあいさつする程度である」（55.8％）が最も高く、

次いで「ほとんどつきあいはない」（35.5％）、「親しくつきあっている」（4.3％）となってい

る。 

 

 

 

4.3 3.6

55.8 35.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

親しくつきあっている 行事のときなどにはつきあっている

会えばあいさつする程度である ほとんどつきあいはない

無回答 a
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５ 就労の状況について 

問 16 現在、あなたは仕事をしていますか。（SA） 

 
 

現在仕事は、「仕事をしている」（46.4％）、「仕事をしていない」（53.6％）となっている。 

 

 

問 17 問 16 で「仕事をしている」を選んだ方におたずねします。 

（１）あなたは主にどのような仕事に就いていますか。（SA） 

 
 

現在の仕事は、「パート、アルバイト」（46.9％）が最も高く、次いで「会社員、公務員、

団体職員などの常勤の就労」（23.4％）、「障害のある方が通う施設での就労・生産活動」

（18.8％）となっている。 

 

 

46.4 53.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

仕事をしている 仕事をしていない 無回答 a

23.4 46.9

4.7

18.8

0.0 4.7 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=64)

会社員、公務員、団体職員などの常勤の就労 パート、アルバイト

商売や農業などの自営業（手伝いを含む） 障害のある方が通う施設での就労・生産活動

在宅での就労・内職 その他

無回答 a



 

 

444 

（２）あなたは主にどのような内容の仕事をしていますか。（SA） 

 
 

仕事の内容は、「事務職」（26.6％）が最も高く、次いで「サービス業」（21.9％）、「障害の

ある方が通う施設での就労・生産活動」（15.6％）となっている。 

 

 

（３）あなたの１日あたりの仕事の時間はどのくらいですか。（SA） 

 
 

１日あたりの仕事の時間は、「６時間以上～８時間未満」（59.4％）が最も高く、次いで「４

時間以上～６時間未満」（17.2％）、「８時間以上」（9.4％）となっている。 

26.6

9.4

4.7

21.9

0.0

4.7

1.6

3.1

15.6

10.9

1.6

0% 20% 40%

事務職

販売業

専門的・技術的職業

サービス業

運輸業

製造・加工業

建設・土木業

農林水産業

障害のある方が通う施設での就労・生産活動

その他

無回答

(n=64)

6.3 6.3 17.2 59.4 9.4

0.0 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=64)

２時間未満 ２時間以上～４時間未満 ４時間以上～６時間未満

６時間以上～８時間未満 ８時間以上 わからない
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（４）あなたの仕事による収入は月額どのくらいですか。（SA） 

 
 

月額の収入は、「５万円以上～10万円未満」（34.4％）が最も高く、次いで「10万円以上～

15 万円未満」（29.7％）、「１万円未満」（14.1％）となっている。 

 

 

（５）あなたは現在の仕事をどのくらいの期間続けていますか。（SA） 

 
 

現在の仕事の期間は、「１年以上～３年未満」（35.9％）が最も高く、次いで「５年以上」

（34.4％）、「３年以上～５年未満」（17.2％）となっている。 

 

  

14.1 9.4 34.4 29.7

4.7
3.1 0.0 1.6

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=64)

１万円未満 １万円以上～５万円未満 ５万円以上～１０万円未満

１０万円以上～１５万円未満 １５万円以上～２０万円未満 ２０万円以上～３０万円未満

３０万円以上 わからない 無回答

7.8

3.1

35.9 17.2 34.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=64)

６カ月未満 ６カ月以上～１年未満 １年以上～３年未満

３年以上～５年未満 ５年以上 無回答



 

 

446 

（６）あなたは仕事をしている上で、何か悩みや不満などがありますか。（MA） 

 
 

仕事をしている上での悩みや不満は、「収入が少ない」（40.6％）が最も高く、次いで「人

間関係がうまくいかない」（29.7％）、「職場の人たちが障害をあまり理解していない」（23.4％）

となっている。 

 

 

 

40.6

29.7

23.4

20.3

15.6

12.5

9.4

9.4

3.1

3.1

9.4

14.1

1.6

0% 20% 40% 60%

収入が少ない

人間関係がうまくいかない

職場の人たちが障害をあまり理解していない

自分の技術や能力がいかせない

症状の変動・体調の波がある

通勤するのが大変である

健康保険・厚生年金などがない

就労時間や仕事の内容の負担が大きい

職場の設備が不足している

通院・治療との両立が難しい

その他

特に悩みはない

無回答

(n=64)
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（７）あなたが仕事を続けるためには何が必要ですか。（MA） 

 
 

仕事を続けるために必要なものは、「生活できる十分な賃金」（48.4％）が最も高く、次い

で「障害の程度・特性にあった仕事であること」（45.3％）、「周囲の方が障害を理解してくれ

ること」（42.2％）となっている。 

 

 

  

48.4

45.3

42.2

28.1

17.2

15.6

14.1

10.9

3.1

3.1

0.0

0.0

6.3

4.7

3.1

1.6

0% 20% 40% 60%

生活できる十分な賃金

障害の程度・特性にあった仕事であること

周囲の方が障害を理解してくれること

ジョブコーチなどの支援

休日を充実して過ごすための支援

体調に合わせて勤務日・勤務時間を調整できること

パソコンなどの技術やマナーの習得

福利厚生の充実

通勤のための支援

身支度などの生活支援

意思疎通の手段・情報保障の確保

職場設備のバリアフリー化

その他

特にない

わからない

無回答

(n=64)



 

 

448 

問 18 問 16 で「仕事をしていない」を選んだ方におたずねします。現在、あなたが仕事を

していない理由は何ですか。（MA） 

 
 

現在仕事をしていない理由は、「在園・在学中、職業訓練中のため」（58.1％）が最も高く、

次いで「障害の程度・特性にあった仕事がないため」（23.0％）、「病気のため」（13.5％）と

なっている。 

 

 

 

58.1

23.0

13.5

10.8

9.5

6.8

1.4

1.4

1.4

1.4

0.0

12.2

1.4

4.1

0% 20% 40% 60%

在園・在学中、職業訓練中のため

障害の程度・特性にあった仕事がないため

病気のため

職場で障害についての理解が得られないため

体力的にできないため

求人が少なく仕事が見つからないため

高齢のため

通勤が困難なため

家事のため

仕事をする必要がないため

求職の相談をできる人がいないため

その他

特にない

無回答

(n=74)
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６ 社会参加について 

問 19 あなたはどのくらいの頻度で外出していますか。（通勤、通学、通園、通院、通所で

の外出は除く）（SA） 

 
 

外出頻度は、「週に２～３回」（32.6％）が最も高く、次いで「週に４日以上ほぼ毎日」

（25.4％）、「週に１回」（18.1％）となっている。 

 

 

問 20 あなたの主な外出の目的は何ですか。（通勤、通学、通園、通院、通所での外出は除

く）（MA） 

 
 

主な外出の目的は、「買い物」（73.2％）が最も高く、次いで「余暇活動」（39.9％）、「当事

者団体・当事者グループの活動」（17.4％）となっている。 

25.4 32.6 18.1 12.3

2.2

6.5

2.9 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

週に４日以上ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回

月に２～３回 年に数回 ほとんど外出していない

その他 無回答 a

73.2

39.9

17.4

10.1

7.2

5.1

2.2

8.7

0.7

0% 20% 40% 60% 80%

買い物

余暇活動

当事者団体・当事者グループの活動

習いごと

友人・知人宅への訪問

旅行

地域行事

その他

無回答

(n=138)



 

 

450 

問 21 あなたがより外出しやすくなるためには何が必要ですか。（MA） 

 
 

より外出しやすくなるために必要なものは、「公共交通機関が充実していること」（43.5％）

が最も高く、次いで「交通費が安く済むこと」（32.6％）、「一緒に出かけられる人がいるこ

と」（31.2％）となっている。 

 

 

 

43.5

32.6

31.2

21.0

15.2

14.5

10.9

4.3

3.6

2.9

2.2

4.3

17.4

3.6

0% 20% 40% 60%

公共交通機関が充実していること

交通費が安く済むこと

一緒に出かけられる人がいること

市民の障害についての理解が深まること

休憩場所が十分であること

移動サービスが充実していること

緊急時の対応が充実していること

介助者を頼みやすいこと

使いやすい駐車場が充実していること

建物や道路などが整備されていること

コミュニケーションの支援をする方を頼みやすいこと

その他

特にない

無回答

(n=138)
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問 22 あなたは過去一年間に、どのような余暇活動、スポーツ、趣味、学習や社会活動など

をしましたか。（SA） 

 
 

過去一年間に行った活動などは、「①鑑賞行為」（58.0％）が最も高く、次いで「④旅行・

キャンプ・釣りなどの活動」（52.9％）、「⑥当事者団体・当事者グループの活動」（48.6％）

となっている。 

 

 

58.0

34.1

28.3

52.9

22.5

48.6

23.9

27.5

52.9

50.0

37.7

61.6

42.0

63.8

5.1

5.8

10.1

6.5

6.5

2.2

3.6

9.4

7.2

11.6

2.9

9.4

7.2

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鑑賞行為

②スポーツ活動

③文化・芸術活動

④旅行・キャンプ・釣りなどの活動

⑤ボランティアのどの社会活動

⑥当事者団体・当事者グループの活動

⑦地域行事

(n=138)

活動した 活動しなかった 活動したができなかった 無回答 a



 

 

452 

７ 健康や医療について 

問 23 あなたは普段、定期的に通院していますか。（SA） 

 
 

定期的な通院は、「定期的に通院していない」（38.4％）が最も高く、次いで「月に１回程

度通院している」（36.2％）、「月に２～３回程度通院している」（14.5％）となっている。 

 

 

問 24 あなたが医療機関を利用する際に困っていることは何ですか。（MA） 

 
 

医療機関利用時に困っていることは、「特に困っていることはない」（42.8％）が最も高く、

次いで「医師とのコミュニケーションが難しい」（15.9％）、「障害に対応できる医療機関が

身近にない」（15.2％）となっている。 

 

1.4 2.2 0.7

14.5 36.2 38.4

0.0 6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

ほぼ毎日通院している 週に２～３回程度通院している

週に１回程度通院している 月に２～３回程度通院している

月に１回程度通院している 定期的に通院していない

入院している 無回答

15.9

15.2

14.5

10.9

9.4

5.1

2.2

8.0

42.8

4.3

0% 20% 40% 60%

医師とのコミュニケーションが難しい

障害に対応できる医療機関が身近にない

医療費の負担が大きい

障害に理解のある医師がいない

介助する家族などの負担が心配である

病院までの移動が困難である

通院にかかる交通費の負担が大きい

その他

特に困っていることはない

無回答

(n=138)
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問 25 訓練などについておたずねします。 

（ア）あなたは、どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けたことがありますか。

（MA） 

 
 

受けたことのある訓練などは、「職業訓練」（44.2％）が最も高く、次いで「受けたことが

ない」（26.1％）、「パソコンなど情報機器を使用する訓練」（19.6％）となっている。 

 

 

 

44.2

19.6

18.8

15.2

8.0

8.0

4.3

4.3

4.3

2.2

1.4

1.4

0.7

0.0

2.9

26.1

1.4

0% 20% 40% 60%

職業訓練

パソコンなど情報機器を使用する訓練

社会生活の訓練

スポーツ、レクリエーション

家事訓練

学習サポート

日常生活の訓練

言語訓練

感覚統合療法などを含む療育全般

身体の機能を維持する訓練

点字・手話の訓練

歩行の訓練

福祉用具を使用する訓練

身体の機能を回復させる訓練

その他

受けたことがない

無回答

(n=138)



 

 

454 

（イ）今後どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けたいと思いますか。（MA） 

 
 

今後受けたい訓練などは、「社会生活の訓練」（25.4％）が最も高く、次いで「パソコンな

ど情報機器を使用する訓練」と「職業訓練」がともに 23.2％、「スポーツ、レクリエーショ

ン」（21.7％）となっている。 

 

 

 

25.4

23.2

23.2

21.7

15.2

12.3

8.7

6.5

6.5

5.1

2.2

2.2

0.7

0.0

1.4

17.4

28.3

0% 20% 40%

社会生活の訓練

パソコンなど情報機器を使用する訓練

職業訓練

スポーツ、レクリエーション

家事訓練

学習サポート

日常生活の訓練

言語訓練

感覚統合療法などを含む療育全般

身体の機能を維持する訓練

福祉用具を使用する訓練

身体の機能を回復させる訓練

点字・手話の訓練

歩行の訓練

その他

希望しない

無回答

(n=138)
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問 26 問 25 で「受けたことがない」を選んだ方におたずねします。受けたことがない理由

は何ですか。（MA） 

 
 

受けたことがない理由は、「必要ない」（41.7％）が最も高く、次いで「利用方法がわから

ない」（33.3％）、「訓練などがあることを知らなかった」（25.0％）となっている。 

 

 

 

 

41.7

33.3

19.4

2.8

2.8

0.0

16.7

25.0

0.0

0% 20% 40% 60%

必要ない

利用方法がわからない

希望するサービスがない

介助者や交通手段が確保できない

場所が遠い

点字や手話、要約筆記などによる情報支援がない

その他

訓練などがあることを知らなかった

無回答

(n=36)



 

 

456 

８ 福祉サービスについて 

問 27 あなたはどのようなところから福祉サービスの情報を得ていますか。（MA） 

 
 

情報の入手先は、「障害当事者団体・福祉団体」（48.6％）が最も高く、次いで「家族」（37.0％）、

「区役所・総合支所の窓口」（21.7％）となっている。 

 

 

  

48.6

37.0

21.7

20.3

17.4

15.9

7.2

5.8

4.3

3.6

2.2

0.7

0.7

10.9

6.5

2.2

0% 20% 40% 60%

障害当事者団体・福祉団体

家族

区役所・総合支所の窓口

インターネット

医療機関

行政の出版物・パンフレット

友人・知人

新聞

民間団体の出版物・パンフレット

テレビ・ラジオ

福祉雑誌

社会福祉協議会

都道府県の窓口

その他

入手できる方法がない

無回答

(n=138)
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問 28 あなたは「障害のある方の福祉サービス」を利用するための、障害支援区分認定を受

けていますか。（SA） 

 
 

区分認定は、「わからない」（54.3％）が最も高く、次いで「認定は受けていない」（29.0％）、

「区分３」（5.1％）となっている。 

 

 

 

2.2 3.6

5.1

1.4 0.0

0.0

29.0 54.3 4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

区分１ 区分２ 区分３

区分４ 区分５ 区分６

認定は受けていない わからない 無回答



 

 

458 

問 29 「障害のある方の福祉サービス」についておたずねします。 

（ア）あなたはこれまでにどのようなサービスを利用したことがありますか。（MA） 

 
 

これまで利用したことのあるサービスは、「就労に向けた支援サービス」（41.3％）が最も

高く、次いで「生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談」（37.0％）、「医療費の助成を

行うサービス」（28.3％）となっている。 

 

  

41.3

37.0

28.3

16.7

14.5

12.3

6.5

5.8

4.3

3.6

2.2

1.4

1.4

0.7

0.7

0.0

0.0

0.0

10.1

6.5

0% 20% 40% 60%

就労に向けた支援サービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

医療費の助成を行うサービス

障害児の通所サービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

外出時に必要な支援を行うサービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

ホームヘルプなどのサービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

コミュニケーション支援サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

障害児の入所サービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

その他

利用したことはない

無回答

(n=138)
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（イ）今後、あなたが利用したいと思うサービスは何ですか。（MA） 

 
 

今後利用したいサービスは、「就労に向けた支援サービス」（30.4％）が最も高く、次いで

「生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談」（28.3％）、「地域の中で暮らしていくた

めの支援サービス」と「医療費の助成を行うサービス」がともに 18.1％となっている。 

 

 

 

30.4

28.3

18.1

18.1

15.9

13.0

13.0

10.1

7.2

7.2

4.3

3.6

2.9

1.4

1.4

1.4

1.4

0.0

11.6

26.1

0% 20% 40%

就労に向けた支援サービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

地域の中で暮らしていくための支援サービス

医療費の助成を行うサービス

外出時に必要な支援を行うサービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

ホームヘルプなどのサービス

障害児の通所サービス

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

コミュニケーション支援サービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

障害児の入所サービス

その他

特にない

無回答

(n=138)
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問 30 問 29 で「特にない」以外のどれかひとつでも選んだ方におたずねします。あなたが

「障害のある方の福祉サービス」を利用するにあたって困っていることは何ですか。

（MA） 

 
 

障害のある方の福祉サービスの利用にあたり困っていることは、「特にない」（25.8％）が

最も高く、次いで「通いにくい」（15.8％）、「サービスに関する情報が少ない」（14.2％）と

なっている。 

 

 

15.8

14.2

13.3

13.3

11.7

11.7

9.2

7.5

5.8

4.2

1.7

0.8

0.0

5.0

25.8

9.2

5.8

0% 20% 40%

通いにくい

サービスに関する情報が少ない

手続きが面倒である

利用者同士や職員との人間関係に困っている

時間が合わない

自分の障害程度に合ったサービスが受けられない

定員が一杯で希望するサービスが受けられない

作業や訓練の内容が合わない

利用料が高い

施設の広さや設備が十分ではない

サービスの質がよくない

手話通訳や要約筆記などの支援が十分ではない

医療的なケアが受けられない

その他

特にない

わからない

無回答

(n=120)
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問 31 問 29 で「利用したことがない」を選んだ方におたずねします。利用したことがない

理由は何ですか。（SA） 

 
 

利用したことがない理由は、「必要ない」（40.0％）が最も高く、次いで「利用したいサー

ビスがない」と「何が使えるかわからない」がともに 20.0％、「その他」（13.3％）となって

いる。 

 

 

問 32 現在、あなたは仙台市にある「障害のある方の福祉サービス」に満足していますか。

（SA） 

 
 

市の「障害のある方の福祉サービス」について、「わからない」（38.4％）が最も高く、次

いで「満足している」（34.8％）、「やや不満である」（13.0％）となっている。 

 

 

 

40.0

0.0

20.0

0.00.0

20.0 13.3 6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=15)

必要ない 利用料が高い 利用したいサービスがない

場所が遠い 定員がいっぱいで断られた 何が使えるかわからない

その他 無回答 a

5.8 34.8 38.4 13.0 5.1

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

とても満足している 満足している わからない

やや不満である とても不満である 無回答



 

 

462 

問 33 問 32 で「やや不満である」「とても不満である」を選んだ方におたずねします。特に

どのような福祉サービスに不満を感じていますか。（MA） 

 
 

不満のある福祉サービスは、「就労に向けた支援サービス」と「手帳を持たない発達障害

児者のためのサービス」がともに 32.0％と最も高く、次いで「地域の中で暮らしていくため

の支援サービス」（24.0％）、「障害児の通所サービス」（20.0％）となっている。 

 

32.0

32.0

24.0

20.0

16.0

12.0

12.0

8.0

4.0

4.0

4.0

4.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

12.0

0.0

0% 20% 40%

就労に向けた支援サービス

手帳を持たない発達障害児者のためのサービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

障害児の通所サービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

ホームヘルプなどのサービス

外出時に必要な支援を行うサービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

医療費の助成を行うサービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

コミュニケーション支援サービス

障害児の入所サービス

その他

無回答

(n=25)
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問 34 あなたが今後充実してほしい施策は何ですか。（MA） 

 
 

今後充実してほしい施策は、「障害があっても働ける場の確保」（55.1％）が最も高く、次

いで「年金などの所得保障の充実」（31.2％）、「福祉サービスなどについて相談しやすい環

境の整備」（23.9％）となっている。 

 

55.1

31.2

23.9

23.2

21.0

20.3

18.1

16.7

15.9

15.2

15.2

14.5

13.0

11.6

10.9

9.4

9.4

8.0

5.1

5.1

2.2

0.0

7.2

8.0

3.6

0% 20% 40% 60%

障害があっても働ける場の確保

年金などの所得保障の充実

福祉サービスなどについて相談しやすい環境の整備

障害についての理解を深めるための市民への啓発

障害のある方も暮らしやすい住宅の確保

スポーツ・文化・レクリエーション活動についての施策の…

生活や訓練などの場として必要な福祉施設の整備

福祉に関するお知らせをはじめ、趣味・娯楽など各種情報…

学校教育や生涯教育の充実

グループホームなど住まいの場の充実

医療費の負担軽減

契約行為や財産などの権利が守られること

通学や通勤にあたっての移動の支援

災害など緊急時の情報提供や避難誘導対策の充実

放課後等デイサービスの充実

建物や交通機関、道路などの障害のある方に配慮したまち…

家族が休養できるような施策の充実

自宅での生活を支えるホームヘルプサービスなどの充実

救急医療の整備

健康づくり教室の充実

医療的ケアが受けられる在宅サービスの充実

専門的な機能回復訓練の実施

その他

特にない

無回答

(n=138)



 

 

464 

９ 相談の状況について 

問 35 困ったときの相談について次のうちあてはまるのはどれですか。（SA） 

 
 

困ったときの相談は、「相談先がある」（85.5％）が最も高く、次いで「相談したいが相談

先がない」（8.0％）となっている。 

 

 

 

85.5 8.0

1.4 1.4 1.4 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

相談先がある 相談したいが相談先がない 相談したくない

その他 わからない 無回答
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問 36 問 35 で「相談先がある」を選んだ方におたずねします。 

（１）相談相手は誰ですか。（MA） 

 
 

相談相手は、「家族や親戚」（71.2％）が最も高く、次いで「発達相談支援センター（アー

チル）」（56.8％）、「障害のある方が通う施設」（28.8％）となっている。 

 

 

71.2

56.8

28.8

27.1

20.3

17.8

12.7

10.2

9.3

7.6

7.6

3.4

2.5

2.5

0.8

0.8

0.8

0.0

0.0

21.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親戚

発達相談支援センター（アーチル）

障害のある方が通う施設

医療機関

相談支援事業所

障害者就労支援センター

障害者相談員

友人・知人

市役所・区役所

保育所（園）・幼稚園・学校

障害者福祉センター

障害者団体

ホームヘルパー

地域包括支援センター

近所の人

ケアマネージャー

精神保健福祉総合センター（はあとぽーと）

民生委員・児童委員

障害者総合支援センター（ウェルポート）

その他

無回答

(n=118)



 

 

466 

（２）相談していること（したいこと）は何ですか。（MA） 

 
 

相談している（したいこと）は、「仕事・職場・就職」（65.3％）が最も高く、次いで「交

友・対人関係」（45.8％）、「収入・年金・手当」（34.7％）となっている。 

 

 

 

65.3

45.8

34.7

20.3

18.6

11.9

0.8

0.8

0.0

13.6

1.7

0% 20% 40% 60% 80%

仕事・職場・就職

交友・対人関係

収入・年金・手当

家庭問題

健康・医療

施設利用

在宅サービスの利用関係

福祉機器の利用関係

介護に関する問題

その他

無回答

(n=118)
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問 37 今後のことで、あなたが不安に感じていることは何ですか。（MA） 

 
 

今後のことで不安に感じていることは、「一緒に生活する家族などの高齢化や親亡き後の

生活」（58.7％）が最も高く、次いで「安定した収入があるか」（36.2％）、「仕事をしたいが

受け入れてくれる企業があるか」（34.8％）となっている。 

 

 

 

58.7

36.2

34.8

30.4

23.2

22.5

13.0

10.1

8.7

6.5

2.2

5.8

1.4

5.1

0% 20% 40% 60%

一緒に生活する家族などの高齢化や親亡き後の生活

安定した収入があるか

仕事をしたいが受け入れてくれる企業があるか

仕事が続けられるか

いじめなどにあわないか

趣味や生きがいをもてるか

自分が高齢になったときの健康、体力

地震などの災害

身の回りの介護や日常生活の援助などをする人がいるか

病気の再発や悪化

障害が重くなったときに生活を続けることができるか

その他

特にない

無回答

(n=138)



 

 

468 

10 権利擁護について 

問 38 あなたは、2016 年４月より施行された「障害者差別解消法」を知っていますか。ま

た、「仙台市障害を理由とする差別をなくし障害のある人もない人も共に暮らしやす

いまちをつくる条例」を知っていますか。（SA） 

 
 

障害者差別解消法および条例を知っているかについて、「法律または条例を知っている」

（30.4％）、「知らない」（67.4％）となっている。 

 

 

問 39 障害を理由に差別を受けたり、いやな思いなどをしたことがありますか。（SA） 

 
 

障害を理由に差別やいやな思いをしたことがあるかは、「ある」（56.5％）、「ない」（15.9％）、

「わからない」（26.1％）となっている。 

 

 

 

30.4 67.4

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

法律または条例を知っている 知らない 無回答 a

56.5 15.9 26.1

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

ある ない わからない 無回答 a
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問 40 問 39 で「ある」を選んだ方におたずねします。 

（１）あなたはどのような内容の差別を受けたり、いやな思いをしましたか。（MA） 

 
 

受けた差別やいやな思いの内容は、「家庭・学校・職場でいじめられた」（67.9％）が最も

高く、次いで「周囲の人たちが障害についてあまり理解していない」（62.8％）、「近所付き合

いや人間関係がうまくいかない」（48.7％）となっている。 

 

 

67.9

62.8

48.7

33.3

21.8

17.9

9.0

15.4

2.6

0% 20% 40% 60% 80%

家庭・学校・職場でいじめられた

周囲の人たちが障害についてあまり理解していない

近所付き合いや人間関係がうまくいかない

外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった

仕事での待遇の差がある

交通機関を利用時に運転手や客にいやな態度をとられた

窓口職員の対応が悪く、いやな顔をされた

その他

無回答

(n=78)



 

 

470 

（２）差別をされたり、いやな思いをしたときに誰かに相談しましたか。（MA） 

 
 

差別をされたりしたときの相談は、「家族や親戚」（64.1％）が最も高く、次いで「発達相

談支援センター（アーチル）」（24.4％）、「医療機関」（20.5％）となっている。 

 

 

64.1

24.4

20.5

19.2

16.7

12.8

11.5

9.0

7.7

6.4

5.1

2.6

1.3

1.3

1.3

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

12.8

12.8

1.3

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親戚

発達相談支援センター（アーチル）

医療機関

保育所（園）・幼稚園・学校

障害のある方が通う施設

友人・知人

相談支援事業所

障害者相談員

障害者就労支援センター

市役所・区役所

障害者虐待防止・差別解消相談ダイヤル

ケアマネージャー

近所の人

ホームヘルパー

精神保健福祉総合センター（はあとぽーと）

障害者福祉センター

民生委員・児童委員

障害者団体

障害者総合支援センター（ウェルポート）

地域包括支援センター

その他

相談していない

無回答

(n=78)
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（３）（２）で「相談していない」を選んだ方におたずねします。相談しなかった理由は何で

すか。（MA） 

 
 

相談しなかった理由は、「その他」（50.0％）が最も高く、次いで「わからない」（30.0％）、

「相談したいが相談先がない」と「相談したくない」がともに 10.0％となっている。 

 

 

 

10.0 10.0 50.0 30.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=10)

相談したいが相談先がない 相談したくない その他 わからない 無回答 a



 

 

472 

11 緊急時の対応について 

問 41 あなたは地震などの災害発生時、ひとりで避難することができますか。2011 年３月

11 日の東日本大震災を経験された方は、ご経験を踏まえてご回答ください。（SA） 

 
 

災害発生時にひとりで避難することができるかは、「できる」（51.4％）、「できない」

（18.8％）、「わからない」（29.0％）となっている。 

 

 

問 42 問 41 で「できない」を選んだ方におたずねします。災害のとき一人で避難すること

ができない理由は何ですか。（MA） 

 
 

一人で避難できない理由は、「判断して行動することができないため」（50.0％）が最も高

く、次いで「パニックを起こしてしまうため」（30.8％）、「避難勧告などの情報を把握するこ

とが困難なため」（23.1％）となっている。 

 

 

 

51.4 18.8 29.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

できる できない わからない 無回答 a

50.0

30.8

23.1

19.2

15.4

11.5

11.5

11.5

0.0

0% 20% 40% 60%

判断して行動することができないため

パニックを起こしてしまうため

避難勧告などの情報を把握することが困難なため

避難所での集団生活が難しいため

避難場所が分からないため

移動に時間がかかるため

介助者がいないと移動できないため

その他

無回答

(n=26)



第 11章 発達障害（児）者本人 

 

473 

問 43 あなたは、お住まいの地区の避難所の場所を知っていますか。（SA） 

 
 

居住区の避難所の場所は、「知っている」（68.8％）、「知らない」（29.0％）となっている。 

 

 

問 44 あなたは、福祉避難所を知っていますか。（SA） 

 
 

福祉避難所は、「知っている」（6.5％）、「知らない」（90.6％）となっている。 

 

 

 

68.8 29.0

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

知っている 知らない 無回答 a

6.5 90.6

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

知っている 知らない 無回答 a



 

 

474 

問 45 あなたは、ヘルプカードを知っていますか。（SA） 

 
 

ヘルプカードは、「知っており、使っている」（0.7％）、「知っているが、使っていない」

（18.1％）、「知らない」（81.2％）となっている。 

 

 

問 46 あなたは、仙台市が実施している災害時における要援護者情報登録制度を申し込ん

でいますか。（SA） 

 
 

要援護者情報登録制度について、「申し込んでいる」（2.2％）、「申し込んでいない」（96.4％）

となっている。 

 

 

 

0.7

18.1 81.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

知っており、使っている 知っているが、使っていない 知らない 無回答 a

2.2

96.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

申し込んでいる 申し込んでいない 無回答 a
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問 47 問 46 で「申し込んでいない」を選んだ方におたずねします。あなたが申し込んでい

ない理由は何ですか。（SA） 

 
 

申し込んでいない理由は、「制度を知らない」（75.9％）が最も高く、次いで「必要ない」

（13.5％）、「登録要件に該当しない」（6.0％）となっている。 

 

 

問 48 地震などの災害時に、家族以外の方で手伝いや支援をしてくれる人について、次のう

ちあてはまるのはどれですか。（MA） 

 
 

災害時に家族以外で手伝いや支援をしてくれる人は、「親戚」と「手伝いや支援をしてく

れる人はいない」がともに 30.4％と最も高く、次いで「障害のある方が通う施設の職員」

（23.2％）、「近隣の住民」（13.0％）となっている。 

 

75.9 6.0

1.5

13.5

3.0 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=133)

制度を知らない 登録要件に該当しない

障害があることを知られたくない 必要ない

その他 無回答

30.4

23.2

13.0

2.2

6.5

30.4

1.4

13.0

0% 20% 40%

親戚

障害のある方が通う施設の職員

近隣の住民

民生委員・児童委員

その他

手伝いや支援をしてくれる人はいない

協力してほしくない

無回答

(n=138)



 

 

476 

問 49 地震などの災害が発生したときのために、あらかじめ近所の人やボランティアなど

にあなたの避難の手伝いや介助をお願いしておくことについて、どのように思います

か。（SA） 

 
 

災害発生のときのために、あらかじめ近所の人やボランティアなどに手伝いや介助をお願

いしておくことは、「自分で避難できるので、協力はいらない」（24.6％）が最も高く、次い

で「ぜひお願いしたい」と「事前に情報提供したくないが、いざという時は支援してほしい」

がともに 22.5％、「わからない」（18.1％）となっている。 

 

 

 

22.5 22.5 5.1 24.6

3.6

18.1

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=138)

ぜひお願いしたい

事前に情報提供したくないが、いざという時は支援してほしい

避難の手伝いや介助を受けることに抵抗感がある

自分で避難できるので、協力はいらない

その他

わからない

無回答
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問 50 地震などのいざという時のことで、あなたが普段不安に感じていることは何ですか。

（MA） 

 
 

地震などのいざという時のことで普段不安に感じていることは、「まわりの人々とのコミ

ュニケーションがとれるか」（44.2％）が最も高く、次いで「自宅や利用施設が地震などに耐

えられるかどうか」（34.1％）、「緊急時に情報を得られるか」（27.5％）となっている。 

 

 

44.2

34.1

27.5

23.2

21.0

15.9

11.6

11.6

7.2

7.2

5.8

8.0

7.2

1.4

0% 20% 40% 60%

まわりの人々とのコミュニケーションがとれるか

自宅や利用施設が地震などに耐えられるかどうか

緊急時に情報を得られるか

避難所のルールになじめるか

安全なところまで、すぐに避難することができるか

救助を求めることができるか

救助を求めても人が来てくれるかどうか

薬を手に入れたり、治療を受けることができるか

どのような時が緊急時なのかわからない

障害にあった対応をしてくれる避難所があるか

その他

特にない

わからない

無回答

(n=138)
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問 51 地震、台風などの災害に対して大切だと思う対策はどのようなことだと思いますか。

（MA） 

 
 

地震や台風などの災害に対して大切だと思う対策は、「避難所での共同生活が難しい人の

ための福祉避難所の確保」（37.0％）が最も高く、次いで「障害のある方に配慮した避難所の

整備」と「災害情報などの確保」がともに 32.6％、「緊急時に通報するシステムの整備」（25.4％）

となっている。 

 

 

37.0

32.6

32.6

25.4

20.3

16.7

16.7

15.9

14.5

10.9

5.1

2.2

10.1

2.2

0% 20% 40%

避難所での共同生活が難しい人のための福祉避難所の確保

障害のある方に配慮した避難所の整備

災害情報などの確保

緊急時に通報するシステムの整備

避難訓練や防災知識などの啓発

避難所などへ誘導する体制の充実

薬・医療用機器・ストマ用装具等の日常生活用具の確保

災害に強い建築物・道路などの整備

ボランティアの支援体制の充実

障害のある方の安否確認体制の充実

点字・音声・手話通訳・通訳・文字などによる情報支援

その他

わからない

無回答

(n=138)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第12章 

発達障害（児）者の家族 
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第 12 章 発達障害（児）者の家族 

１ 属性について 

問 1 このアンケートの記入者はどなたですか。（SA） 

 
 

アンケートの記入者は、「親」（94.3％）が最も高く、次いで「その他」（1.4％）、「兄弟姉

妹」と「子ども」がともに 0.7％となっている。 

 

 

問 2 ご本人のお住まいの区はどこですか。（SA） 

 
 

居住区は、「青葉区」（40.0％）が最も高く、次いで「宮城野区」と「泉区」がともに 16.4％、

「太白区」（13.6％）となっている。 

 

 

 

  

94.3

0.7 0.0 0.7 1.4 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

親 兄弟姉妹 配偶者（事実婚を含む） 子ども その他 無回答 a

40.0 16.4 9.3 13.6 16.4

3.6 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

青葉区 宮城野区 若林区 太白区 泉区 その他 無回答 a
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問 3 ご本人の年齢（2016 年 11 月１日時点）は何歳ですか。（数値） 

 
 

年齢は、「20歳～29 歳」（27.1％）が最も高く、次いで「19 歳」と「30歳～39 歳」がとも

に 8.6％、「40 歳以上」（7.9％）となっている。 

 

 

問 4 ご本人の性別を教えてください。（SA） 

 
 

性別は、「男性」（80.0％）、「女性」（19.3％）となっている。 

 

  

0.0

0.0

0.7

0.7

2.9

0.7

1.4

5.7

0.0

3.6

2.1

5.0

4.3

3.6

5.0

5.0

1.4

5.0

8.6

27.1

8.6

7.9

0.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳

8歳

9歳

10歳

11歳

12歳

13歳

14歳

15歳

16歳

17歳

18歳

19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳以上

無回答

（n=140）

80.0 19.3

0.0 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

男性 女性 その他 無回答 a
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問 5 障害の種類についておたずねします。 

（ア）ご本人の主な障害は次のうちどれですか。（SA） 

 
 

主な障害は、「自閉症」（53.6％）が最も高く、次いで「知的障害（精神遅滞・ダウン症な

ど）」（18.6％）、「広汎性発達障害」（15.0％）となっている。 

 

 

 

  

18.6

53.6

5.7

15.0

3.6

0.7

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

1.4

0% 20% 40% 60%

知的障害（精神遅滞・ダウン症など）

自閉症

アスペルガー症候群

広汎性発達障害

ＡＤ／ＨＤ（注意欠如多動性障害）

学習障害

肢体不自由（脳性まひ・手足が不自由など）

てんかん（ウエスト症候群など）

視覚障害

聴覚障害

内部障害

言語障害

その他

特にない

わからない

無回答

（n=140）
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（イ）主な障害以外に障害があれば教えてください。（MA） 

 
 

主な障害以外の障害は、「知的障害（精神遅滞・ダウン症など）」（30.0％）が最も高く、次

いで「自閉症」（9.3％）、「てんかん（ウエスト症候群など）」（6.4％）となっている。 

 

  

30.0

9.3

6.4

5.0

4.3

2.9

2.9

2.1

1.4

1.4

0.0

0.0

4.3

2.9

0.7

44.3

0% 20% 40% 60%

知的障害（精神遅滞・ダウン症など）

自閉症

てんかん（ウエスト症候群など）

学習障害

ＡＤ／ＨＤ（注意欠如多動性障害）

アスペルガー症候群

広汎性発達障害

言語障害

聴覚障害

内部障害

肢体不自由（脳性まひ・手足が不自由など）

視覚障害

その他

特にない

わからない

無回答

（n=140）
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問 6 ご本人が障害の診断・判定を受けたのはいつごろですか。（SA） 

 
 

障害の診断・判定を受けたのは、「３歳まで」（55.7％）が最も高く、次いで「小学生」（14.3％）、

「１歳６ヶ月まで」（10.0％）となっている。 

 

 

問 7 ご本人が障害の診断・判定を受けたところはどこですか。（SA） 

 
 

障害の診断・判定を受けたところは、「発達相談支援センター（アーチル）」（34.3％）が最

も高く、次いで「医療機関（病院など）」（33.6％）、「児童相談所」（18.6％）となっている。 

 

 

 

 

  

1.4

0.7

10.0

55.7

7.9

14.3

0.0

0.7

4.3

0.0

5.0

0% 20% 40% 60%

出生直後

乳児検診

１歳６ヶ月まで

３歳まで

小学校入学時

小学生

中学生

高校生

１８歳以上

わからない

無回答

（n=140）

34.3 33.6 18.6

2.1 0.7

7.9

0.7 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

発達相談支援センター（アーチル） 医療機関（病院など）

児童相談所 旧障害者更生相談所（ウェルポート）

精神保健福祉総合センター（はあとぽーと） その他

わからない 無回答



 

 

486 

問 8 障害者手帳についておたずねします。 

（ア）ご本人が、障害者手帳をお持ちかどうか教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 

 

（療育手帳） 

 

 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 

 

「持っている」割合は、身体障害者手帳が 4.3％、療育手帳が 70.0％、精神障害者保健福

祉手帳が 9.3％となっている。 

4.3 36.4 59.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

持っている 持っていない 無回答 a

70.0 20.7 9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

持っている 持っていない 無回答 a

9.3 33.6 57.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

持っている 持っていない 無回答 a
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（イ）お持ちの障害者手帳の等級を教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 

 

（療育手帳） 

 

 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 
 

身体障害者手帳の等級は、「２級」と「３級」がともに 33.3％、「４級」（16.7％）となっ

ている。 

療育手帳の等級は、「A」（60.2％）、「B」（37.8％）となっている。 

精神障害者保健福祉手帳の等級は、「２級」（76.9％）が最も高く、次いで「１級」（15.4％）、

「３級」（7.7％）となっている。 

  

0.0

33.3 33.3 16.7

0.0 0.0

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=6）

1級 2級 3級 4級 5級 6級 無回答 a

60.2 37.8

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=98）

A B 無回答 a

15.4 76.9 7.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=13）

1級 2級 3級 無回答 a



 

 

488 

２ 住まいと暮らしについて 

問 9 お住まいについておたずねします。 

（ア）現在、ご本人はどこにお住まいですか。（SA） 

 
 

現在の住まいは、「自分や家族の持ち家」（72.1％）が最も高く、次いで「借家や賃貸マン

ション・アパートなど」（19.3％）、「障害のある方が暮らす施設」（6.4％）となっている。 

 

 

（イ）将来は、どこで暮らしてほしいと思っていますか。（SA） 

 
 

将来の希望する住まいは、「グループホーム」（32.1％）が最も高く、次いで「自分や家族

の持ち家」（18.6％）、「障害のある方が暮らす施設」（17.9％）となっている。 

  

72.1 19.3

0.0

6.4

0.0 0.0 1.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパートなど

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 わからない

無回答 a

18.6 7.1 32.1 17.9

0.7 0.0 2.1

12.1 9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

自分や家族の持ち家 借家や賃貸マンション・アパートなど

グループホーム 障害のある方が暮らす施設

高齢の方が暮らす施設 病院（入院など）

その他 わからない

無回答 a



第 12章 発達障害（児）者の家族 

 

489 

問 10 ご本人と一緒に住んでいる人は何人いますか。（本人除く）（SA） 

 
 

同居人数は、「２人」（44.3％）が最も高く、次いで「３人」（31.4％）、「４人」（9.3％）と

なっている。 

 

 

問 11 ご本人と一緒に住んでいる人は誰ですか。（MA） 

 
 

同居者は、「親」（89.3％）が最も高く、次いで「兄弟姉妹」（41.4％）、「祖父母」（12.1％）

となっている。 

 

  

3.6

44.3 31.4 9.3

7.9 1.4 1.4 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

１人 ２人

３人 ４人

５人以上 一緒に住んでいる人はいない

わからない 無回答

89.3

41.4

12.1

1.4

0.7

0.0

0.0

0.0

7.9

0.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親

兄弟姉妹

祖父母

一人で暮らしている

親戚

配偶者（事実婚を含む）

子ども

知人・友人

その他

わからない

無回答

（n=140）



 

 

490 

３ 所得の状況について 

問 12 ご本人が得ている収入は次のうちどれですか。（MA） 

 
 

本人の収入は、「収入はない」（44.3％）が最も高く、次いで「障害に関係する年金」（37.1％）、

「給与」（17.9％）となっている。 

 

 

  

37.1

17.9

15.7

1.4

0.7

0.0

0.0

0.0

4.3

44.3

0.0

0.7

0% 20% 40% 60%

障害に関係する年金

給与

各種手当

生活保護

障害に関係しない年金

事業収入

財産収入

仕送り

その他

収入はない

わからない

無回答

（n=140）
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問 13 所得についておたずねします。 

（ア）ご本人の年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（SA） 

 
 

本人の年収は、「12 万円未満」（35.0％）が最も高く、次いで「60万円以上～120 万円未満」

（30.7％）、「12 万円以上～60 万円未満」と「120 万円以上～300 万円未満」がともに 5.0％

となっている。 

 

 

 

 

 

  

35.0

5.0

30.7

5.0

1.4

0.0

0.0

0.0

3.6

1.4

17.9

0% 20% 40%

１２万円未満

１２万円以上～６０万円未満

６０万円以上～１２０万円未満

１２０万円以上～３００万円未満

３００万円以上～５００万円未満

５００万円以上～７００万円未満

７００万円以上～１，０００万円未満

１，０００万円以上

わからない

答えたくない

無回答

（n=140）



 

 

492 

（イ）一緒に暮らしている家族全体の年収（税込）はだいたいどのくらいですか。（本人の年

収含む）（SA） 

 
 

家族全体の年収は、「300 万円以上～500 万円未満」（21.4％）が最も高く、次いで「500 万

円以上～700 万円未満」（20.7％）、「700 万円以上～1,000 万円未満」（13.6％）となってい

る。 

 

 

 

 

  

0.0

0.7

1.4

12.9

21.4

20.7

13.6

9.3

3.6

5.0

11.4

0% 20% 40%

１２万円未満

１２万円以上～６０万円未満

６０万円以上～１２０万円未満

１２０万円以上～３００万円未満

３００万円以上～５００万円未満

５００万円以上～７００万円未満

７００万円以上～１，０００万円未満

１，０００万円以上

わからない

答えたくない

無回答

（n=140）



第 12章 発達障害（児）者の家族 

 

493 

４ 日常生活について 

問 14 平日の日中の過ごし方についておたずねします。ご本人が主に過ごしている場所は

どこですか。（SA） 

 
 

平日日中に主に過ごしている場所は、「障害のある方が通う施設（通所施設）」（30.0％）が

最も高く、次いで「特別支援学校」（14.3％）、「学校（特別支援学級）」（12.1％）となってい

る。 

 

 

問 15 ご本人は隣近所の人とどのようにつきあっていますか。（SA） 

 
 

隣近所とのつきあいは、「ほとんどつきあいはない」（47.9％）が最も高く、次いで「会え

ばあいさつする程度である」（39.3％）、「親しくつきあっている」と「行事のときなどにはつ

きあっている」がともに 5.7％となっている。 

 

  

4.3

10.7

12.1

14.3

10.7

30.0

5.7

0.0

0.0

5.7

3.6

0.0

2.9

0% 20% 40% 60%

保育所・幼稚園

学校（普通学級）

学校（特別支援学級）

特別支援学校

職場

障害のある方が通う施設（通所施設）

障害のある方が暮らす施設（入所施設）

高齢の方が暮らす施設

病院（入院など）

自宅

その他

わからない

無回答

（n=140）

5.7 5.7 39.3 47.9

1.4 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

親しくつきあっている 行事のときなどにはつきあっている

会えばあいさつする程度である ほとんどつきあいはない

わからない 無回答
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５ 就労の状況について 

問 16 現在、ご本人は仕事をしていますか。（SA） 

 
 

現在、本人の仕事は、「仕事をしている」（28.6％）、「仕事をしていない」（70.7％）となっ

ている。 

 

 

問 17 問 16 で「仕事をしている」を選んだ方におたずねします。 

（１）ご本人は主にどのような仕事に就いていますか。（SA） 

 
 

本人の仕事は、「障害のある方が通う施設での就労・生産活動」（52.5％）が最も高く、次

いで「パート、アルバイト」（30.0％）、「会社員、公務員、団体職員などの常勤の就労」（7.5％）

となっている。 

  

28.6 70.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

仕事をしている 仕事をしていない わからない 無回答

7.5 30.0

0.0

52.5

0.0 2.5 0.0

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=40）

会社員、公務員、団体職員などの常勤の就労 パート、アルバイト

商売や農業などの自営業（手伝いを含む） 障害のある方が通う施設での就労・生産活動

在宅での就労・内職 その他

わからない 無回答
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（２）ご本人は主にどのような内容の仕事をしていますか。（SA） 

 
 

本人の仕事の内容は、「障害のある方が通う施設での就労・生産活動」（45.0％）が最も高

く、次いで「その他」（20.0％）、「販売業」と「専門的・技術的職業」がともに 7.5％となっ

ている。 

 

 

（３）ご本人の１日あたりの仕事の時間はどのくらいですか。（SA） 

 
 

本人の１日あたりの仕事の時間は、「４時間以上～６時間未満」（40.0％）が最も高く、次

いで「６時間以上～８時間未満」（25.0％）、「２時間以上～４時間未満」（17.5％）となって

いる。 

 

 

  

0.0

7.5

7.5

5.0

2.5

5.0

0.0

2.5

45.0

20.0

0.0

5.0

0% 20% 40% 60%

事務職

販売業

専門的・技術的職業

サービス業

運輸業

製造・加工業

建設・土木業

農林水産業

障害のある方が通う施設での就労・生産活動

その他

わからない

無回答

（n=40）

7.5 17.5 40.0 25.0 5.0

2.5 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=40）

２時間未満 ２時間以上～４時間未満 ４時間以上～６時間未満

６時間以上～８時間未満 ８時間以上 わからない

無回答 a



 

 

496 

（４）ご本人の仕事による収入は月額どのくらいですか。（SA） 

 
 

本人の仕事による月収は、「１万円未満」（32.5％）が最も高く、次いで「５万円以上～10

万円未満」（20.0％）、「１万円以上～５万円未満」（17.5％）となっている。 

 

 

（５）ご本人は現在の仕事をどのくらいの期間続けていますか。（SA） 

 
 

仕事を続けている期間は、「１年以上～３年未満」（35.0％）が最も高く、次いで「５年以

上」（32.5％）、「３年以上～５年未満」（17.5％）となっている。 

 

 

  

32.5 17.5 20.0 15.0

2.5 2.5 0.00.0

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=40）

１万円未満 １万円以上～５万円未満 ５万円以上～１０万円未満

１０万円以上～１５万円未満 １５万円以上～２０万円未満 ２０万円以上～３０万円未満

３０万円以上 わからない 無回答

2.5

10.0 35.0 17.5 32.5

0.0 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=40）

６カ月未満 ６カ月以上～１年未満 １年以上～３年未満

３年以上～５年未満 ５年以上 わからない

無回答 a
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（６）ご本人が仕事を続けるためには何が必要ですか。（MA） 

 
 

仕事を続けるために必要なのは、「周囲の方が障害を理解してくれること」（62.5％）が最

も高く、次いで「障害の程度・特性にあった仕事であること」（60.0％）、「ジョブコーチなど

の支援」（35.0％）となっている。 

 

 

  

62.5

60.0

35.0

32.5

12.5

12.5

12.5

10.0

5.0

2.5

2.5

0.0

5.0

5.0

0.0

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

周囲の方が障害を理解してくれること

障害の程度・特性にあった仕事であること

ジョブコーチなどの支援

生活できる十分な賃金

体調に合わせて勤務日・勤務時間を調整できること

身支度などの生活支援

休日を充実して過ごすための支援

通勤のための支援

福利厚生の充実

パソコンなどの技術やマナーの習得

意思疎通の手段・情報保障の確保

職場設備のバリアフリー化

その他

特にない

わからない

無回答

（n=40）



 

 

498 

問 18 問 16 で「仕事をしていない」を選んだ方におたずねします。現在、ご本人が仕事を

していない理由は何ですか（MA） 

 
 

現在仕事をしていない理由は、「在園・在学中、職業訓練中のため」（64.6％）が最も高く、

次いで「障害の程度・特性にあった仕事がないため」（23.2％）、「その他」（19.2％）となっ

ている。 

 

 

  

64.6

23.2

2.0

1.0

1.0

1.0

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

19.2

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

在園・在学中、職業訓練中のため

障害の程度・特性にあった仕事がないため

病気のため

通勤が困難なため

体力的にできないため

仕事をする必要がないため

職場で障害についての理解が得られないため

高齢のため

求人が少なく仕事が見つからないため

家事のため

求職の相談をできる人がいないため

その他

特にない

わからない

無回答

（n=99）



第 12章 発達障害（児）者の家族 

 

499 

６ 社会参加について 

問 19 ご本人はどのくらいの頻度で外出していますか。（通勤、通学、通園、通院、通所で

の外出は除く）（SA） 

 
 

外出の頻度は、「週に２～３回」（36.4％）が最も高く、次いで「週に１回」（21.4％）、「週

に４日以上ほぼ毎日」（17.1％）となっている。 

 

 

問 20 ご本人の主な外出の目的は何ですか。（通勤、通学、通園、通院、通所での外出は除

く）（MA） 

 
 

外出の主な目的は、「買い物」（56.4％）が最も高く、次いで「余暇活動」（34.3％）、「その

他」（20.7％）となっている。 

 

 

  

17.1 36.4 21.4 15.0

1.4

5.0

1.4 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

週に４日以上ほぼ毎日 週に２～３回 週に１回

月に２～３回 年に数回 ほとんど外出していない

その他 わからない 無回答

56.4

34.3

17.9

15.0

6.4

2.1

0.0

20.7

0.7

2.1

0% 20% 40% 60%

買い物

余暇活動

習いごと

当事者団体・当事者グループの活動

友人・知人宅への訪問

旅行

地域行事

その他

わからない

無回答

（n=140）



 

 

500 

問 21 ご本人がより外出しやすくなるためには何が必要ですか。（MA） 

 
 

本人がより外出しやすくなるためには、「一緒に出かけられる人がいること」（54.3％）が

最も高く、次いで「市民の障害についての理解が深まること」（45.7％）、「介助者を頼みやす

いこと」（27.1％）となっている。 

 

  

54.3

45.7

27.1

23.6

16.4

16.4

14.3

3.6

2.9

2.1

0.7

6.4

5.0

2.1

2.9

0% 20% 40% 60%

一緒に出かけられる人がいること

市民の障害についての理解が深まること

介助者を頼みやすいこと

公共交通機関が充実していること

移動サービスが充実していること

緊急時の対応が充実していること

交通費が安く済むこと

コミュニケーションの支援をする方を頼みやすいこと

休憩場所が十分であること

使いやすい駐車場が充実していること

建物や道路などが整備されていること

その他

特にない

わからない

無回答

（n=140）
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問 22 ご本人は過去一年間に、どのような余暇活動、スポーツ、趣味、学習や社会活動など

をしましたか。（SA） 

 
 

過去一年間に「活動した」割合は、「④旅行・キャンプ・釣りなどの活動」（63.6％）、次い

で「①鑑賞行為」（49.3％）、「⑥当事者団体・当事者グループの活動」（45.7％）となってい

る。 

 

 

  

49.3

40.0

26.4

63.6

9.3

45.7

25.7

40.7

46.4

56.4

29.3

72.9

42.1

61.4

1.4

3.6

5.7

0.0

6.4

2.9

0.7

8.6

10.0

11.4

7.1

11.4

9.3

12.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鑑賞行為

②スポーツ活動

③文化・芸術活動

④旅行・キャンプ・釣りなどの活動

⑤ボランティアのどの社会活動

⑥当事者団体・当事者グループの活動

⑦地域行事

(n=140)

活動した 活動しなかった わからない 無回答



 

 

502 

７ 健康や医療について 

問 23 ご本人は普段、定期的に通院していますか。（SA） 

 
 

定期的な通院は、「定期的に通院していない」（51.4％）が最も高く、次いで「月に１回程

度通院している」（37.1％）、「月に２～３回程度通院している」（6.4％）となっている。 

 

 

問 24 ご本人が医療機関を利用する際に困っていることは何ですか。（MA） 

 
 

医療機関を利用する際に困っていることは、「医師とのコミュニケーションが難しい」

（40.0％）が最も高く、次いで「介助する家族などの負担が心配である」（22.9％）、「障害に

対応できる医療機関が身近にない」（20.0％）となっている。 

 

 

  

0.00.0 0.0

6.4 37.1 51.4

0.7 0.7 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

ほぼ毎日通院している 週に２～３回程度通院している

週に１回程度通院している 月に２～３回程度通院している

月に１回程度通院している 定期的に通院していない

入院している わからない

40.0

22.9

20.0

17.9

10.0

5.7

2.9

12.9

17.9

2.1

0.7

0% 20% 40%

医師とのコミュニケーションが難しい

介助する家族などの負担が心配である

障害に対応できる医療機関が身近にない

障害に理解のある医師がいない

病院までの移動が困難である

医療費の負担が大きい

通院にかかる交通費の負担が大きい

その他

特に困っていることはない

わからない

無回答

（n=140）
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問 25 訓練などについておたずねします。 

（ア）ご本人は、どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けたことがありますか。

（MA） 

 
 

受けたことのある訓練・リハビリテーション・療育は、「社会生活の訓練」（32.9％）が最

も高く、次いで「スポーツ、レクリエーション」（25.0％）、「感覚統合療法などを含む療育全

般」（23.6％）となっている。 

  

32.9

25.0

23.6

22.1

17.9

16.4

15.0

12.9

11.4

3.6

2.9

1.4

1.4

0.7

7.1

21.4

5.0

0% 20% 40%

社会生活の訓練

スポーツ、レクリエーション

感覚統合療法などを含む療育全般

日常生活の訓練

学習サポート

職業訓練

パソコンなど情報機器を使用する訓練

家事訓練

言語訓練

身体の機能を回復させる訓練

身体の機能を維持する訓練

点字・手話の訓練

歩行の訓練

福祉用具を使用する訓練

その他

受けたことがない

無回答

（n=140）



 

 

504 

（イ）今後どのような訓練・リハビリテーション・療育を受けてほしいと思いますか。（MA） 

 
 

今後受けてほしいと思う訓練・リハビリテーション・療育は、「社会生活の訓練」（50.7％）

が最も高く、次いで「スポーツ、レクリエーション」（37.9％）、「職業訓練」（32.1％）とな

っている。 

 

  

50.7

37.9

32.1

27.9

24.3

22.9

22.1

18.6

7.9

4.3

2.1

0.7

0.0

0.0

7.1

4.3

24.3

0% 20% 40% 60%

社会生活の訓練

スポーツ、レクリエーション

職業訓練

家事訓練

日常生活の訓練

パソコンなど情報機器を使用する訓練

感覚統合療法などを含む療育全般

学習サポート

言語訓練

身体の機能を維持する訓練

身体の機能を回復させる訓練

点字・手話の訓練

歩行の訓練

福祉用具を使用する訓練

その他

希望しない

無回答

（n=140）
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問 26 問 25 で「受けたことがない」を選んだ方におたずねします。受けたことがない理由

は何ですか。（MA） 

 
 

受けたことがない理由は、「訓練などがあることを知らなかった」（33.3％）が最も高く、

次いで「利用方法がわからない」と「希望するサービスがない」がともに 30.0％、「その他」

（16.7％）となっている。 

  

30.0

30.0

10.0

0.0

0.0

0.0

16.7

33.3

0.0

0% 20% 40%

利用方法がわからない

希望するサービスがない

必要ない

介助者や交通手段が確保できない

場所が遠い

点字や手話、要約筆記などによる情報支援がない

その他

訓練などがあることを知らなかった

無回答

（n=30）



 

 

506 

８ 福祉サービスについて 

問 27 あなた（このアンケートを記入している方）はどのようなところから福祉サービスの

情報を得ていますか。（MA） 

 
 

福祉サービス情報の入手先は、「障害当事者団体・福祉団体」（67.1％）が最も高く、次い

で「友人・知人」（55.0％）、「区役所・総合支所の窓口」（29.3％）となっている。 

 

  

67.1

55.0

29.3

24.3

22.9

15.7

15.7

12.9

10.0

8.6

5.0

4.3

1.4

6.4

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80%

障害当事者団体・福祉団体

友人・知人

区役所・総合支所の窓口

行政の出版物・パンフレット

インターネット

民間団体の出版物・パンフレット

医療機関

新聞

テレビ・ラジオ

家族

社会福祉協議会

福祉雑誌

都道府県の窓口

その他

入手できる方法がない

無回答

（n=140）
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問 28 ご本人は「障害のある方の福祉サービス」を利用するための、障害支援区分認定を受

けていますか。（SA） 

 
 

障害支援区分認定は、「わからない」（34.3％）が最も高く、次いで「認定は受けていない」

（27.9％）、「区分４」（9.3％）となっている。 

 

  

1.4

5.0 6.4 9.3 8.6

3.6

27.9 34.3

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

区分１ 区分２ 区分３ 区分４

区分５ 区分６ 認定は受けていない わからない

無回答 a



 

 

508 

問 29 「障害のある方の福祉サービス」についておたずねします。 

（ア）ご本人はこれまでにどのようなサービスを利用したことがありますか。（MA） 

 
 

これまでに利用したことのあるサービスは、「障害児の通所サービス」（52.1％）が最も高

く、次いで「生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談」（36.4％）、「外出時に必要な支

援を行うサービス」（32.9％）となっている。 

 

  

52.1

36.4

32.9

30.0

27.1

22.1

13.6

10.0

8.6

7.1

7.1

6.4

3.6

2.9

2.9

2.1

0.7

0.7

7.9

1.4

0% 20% 40% 60%

障害児の通所サービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

外出時に必要な支援を行うサービス

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

医療費の助成を行うサービス

就労に向けた支援サービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

ホームヘルプなどのサービス

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

障害児の入所サービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

地域の中で暮らしていくための支援サービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

コミュニケーション支援サービス

その他

利用したことはない

無回答

（n=140）
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（イ）今後、ご本人に利用してほしいと思うサービスは何ですか。（MA） 

 
 

今後利用してほしいと思うサービスは、「地域の中で暮らしていくための支援サービス」

（44.3％）が最も高く、次いで「就労に向けた支援サービス」（37.9％）、「外出時に必要な支

援を行うサービス」と「生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談」がともに 37.1％と

なっている。 

 

  

44.3

37.9

37.1

37.1

27.9

26.4

22.1

21.4

20.7

19.3

14.3

14.3

8.6

7.9

5.0

3.6

2.9

1.4

2.1

12.9

0% 20% 40% 60%

地域の中で暮らしていくための支援サービス

就労に向けた支援サービス

外出時に必要な支援を行うサービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

医療費の助成を行うサービス

障害児の通所サービス

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

ホームヘルプなどのサービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

障害児の入所サービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

コミュニケーション支援サービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

その他

特にない

無回答

（n=140）



 

 

510 

問 30 問 29 で「利用したことはない」と「特にない」以外のどれかひとつでも選んだ方に

おたずねします。ご本人が「障害のある方の福祉サービス」を利用するにあたって困

っていることは何ですか。（MA） 

 
 

「障害のある方の福祉サービス」を利用するにあたって困っていることは、「定員が一杯

で希望するサービスが受けられない」（34.6％）が最も高く、次いで「サービスに関する情報

が少ない」（20.0％）、「利用料が高い」と「通いにくい」がともに 17.7％となっている。 

 

 

 

 

 

  

34.6

20.0

17.7

17.7

13.1

12.3

10.8

10.0

7.7

4.6

3.8

0.8

0.0

11.5

11.5

2.3

6.2

0% 20% 40%

定員が一杯で希望するサービスが受けられない

サービスに関する情報が少ない

利用料が高い

通いにくい

自分の障害程度に合ったサービスが受けられない

施設の広さや設備が十分ではない

手続きが面倒である

時間が合わない

サービスの質がよくない

利用者同士や職員との人間関係に困っている

作業や訓練の内容が合わない

医療的なケアが受けられない

手話通訳や要約筆記などの支援が十分ではない

その他

特にない

わからない

無回答

（n=130）
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問 31 問 29 で「利用したことはない」を選んだ方におたずねします。利用したことがない

理由は何ですか。（SA） 

 
 

利用したことがない理由は、「利用したいサービスがない」（45.5％）が最も高く、次いで

「必要ない」と「何が使えるかわからない」がともに 18.2％、「その他」（9.1％）となって

いる。 

 

 

問 32 現在、あなた（このアンケートを記入している方）は仙台市にある「障害のある方の

福祉サービス」に満足していますか。（SA） 

 
 

「障害のある方の福祉サービス」への満足は、「やや不満である」（32.1％）が最も高く、

次いで「わからない」（22.9％）、「満足している」（20.7％）となっている。 

 

  

18.2

0.0

45.5

0.0 0.0

18.2 9.1 9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=11）

必要ない 利用料が高い 利用したいサービスがない

場所が遠い 定員がいっぱいで断られた 何が使えるかわからない

その他 無回答 a

0.7

20.7 22.9 32.1 13.6 10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

とても満足している 満足している わからない

やや不満である とても不満である 無回答



 

 

512 

問 33 問 32 で「やや不満である」「とても不満である」を選んだ方におたずねします。特に

どのような福祉サービスに不満を感じていますか。（MA） 

 
 

不満を感じている福祉サービスは、「地域の中で暮らしていくための支援サービス」

（32.8％）が最も高く、次いで「外出時に必要な支援を行うサービス」（28.1％）、「生活上の

悩みや福祉サービスの利用計画の相談」と「障害児者を預かることで家族を支援するサービ

ス」がともに 23.4％となっている。 

  

32.8

28.1

23.4

23.4

20.3

18.8

15.6

7.8

6.3

4.7

4.7

4.7

3.1

3.1

3.1

3.1

1.6

0.0

15.6

1.6

0% 20% 40%

地域の中で暮らしていくための支援サービス

外出時に必要な支援を行うサービス

生活上の悩みや福祉サービスの利用計画の相談

障害児者を預かることで家族を支援するサービス

障害児の通所サービス

手帳を持たない発達障害児者のためのサービス

就労に向けた支援サービス

介護などが必要な方の日中支援サービス

夜間の介護などの支援を入所により行うサービス

医療費の助成を行うサービス

補装具費や日常生活用具給付費の支給

日中一時的に施設などで見守りなどを行うサービス

ホームヘルプなどのサービス

身体機能や生活能力の向上など自立のための訓練

施設で生産活動や創作活動などの機会を提供するサービス

障害児の入所サービス

医療的ケアと常時介護が必要な方の日中支援サービス

コミュニケーション支援サービス

その他

無回答

（n=640）
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問 34 あなた（このアンケートを記入している方）が今後充実してほしい施策は何ですか。

（MA） 

 
 

今後充実してほしい施策は、「グループホームなど住まいの場の充実」（49.3％）が最も高

く、次いで「年金などの所得保障の充実」（47.1％）、「障害があっても働ける場の確保」（45.0％）

となっている。 

 

 

  

49.3

47.1

45.0

37.9

25.0

22.9

22.9

22.1

16.4

15.0

15.0

15.0

14.3

12.9

10.7

10.0

7.1

5.7

5.7

3.6

2.1

0.7

7.9

0.7

1.4

5.0

0% 20% 40% 60%

グループホームなど住まいの場の充実

年金などの所得保障の充実

障害があっても働ける場の確保

障害についての理解を深めるための市民への啓発

契約行為や財産などの権利が守られること

生活や訓練などの場として必要な福祉施設の整備

福祉サービスなどについて相談しやすい環境の整備

学校教育や生涯教育の充実

家族が休養できるような施策の充実

通学や通勤にあたっての移動の支援

自宅での生活を支えるホームヘルプサービスなどの充実

障害のある方も暮らしやすい住宅の確保

スポーツ・文化・レクリエーションについての施策の充実

放課後等デイサービスの充実

医療費の負担軽減

災害など緊急時の情報提供や避難誘導対策の充実

福祉に関するお知らせ、趣味・娯楽など各種情報提供の充実

建物や交通機関、道路等の障害者に配慮したまちづくり推進

救急医療の整備

専門的な機能回復練の実施

健康づくり教室の充実

医療的ケアが受けられる在宅サービスの充実

その他

特にない

わからない

無回答

（n=140）



 

 

514 

９ 相談の状況について 

問 35 あなた（このアンケートを記入している方）が困ったときの相談について次のうちあ

てはまるのはどれですか。（SA） 

 
 

困ったときの相談について、「相談先がある」（94.3％）が最も高く、次いで「相談したい

が相談先がない」（3.6％）、「その他」（2.1％）となっている。 

 

 

  

94.3

3.6
0.0 2.1

0.0
0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

相談先がある 相談したいが相談先がない 相談したくない

その他 わからない 無回答
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問 36 問 35 で「相談先がある」を選んだ方におたずねします。 

（１）相談相手は誰ですか。（MA） 

 
 

相談相手は、「障害のある方が通う施設」（53.8％）が最も高く、次いで「友人・知人」（47.0％）、

「発達相談支援センター（アーチル）」（43.9％）となっている。 

 

  

53.8

47.0

43.9

35.6

29.5

26.5

22.0

13.6

12.1

5.3

4.5

3.8

2.3

0.8

0.8

0.8

0.8

0.0

0.0

14.4

0.0

0% 20% 40% 60%

障害のある方が通う施設

友人・知人

発達相談支援センター（アーチル）

家族や親戚

医療機関

相談支援事業所

保育所（園）・幼稚園・学校

市役所・区役所

障害者団体

障害者相談員

障害者就労支援センター

ケアマネージャー

障害者福祉センター

近所の人

民生委員・児童委員

ホームヘルパー

地域包括支援センター

障害者総合支援センター（ウェルポート）

精神保健福祉総合センター（はあとぽーと）

その他

無回答

（n=132）



 

 

516 

（２）ご本人に関することで、相談していること（したいこと）は何ですか。（MA） 

 
 

本人に関することで、相談していること（したいこと）は、「仕事・職場・就職」（37.9％）

が最も高く、次いで「交友・対人関係」（28.0％）、「収入・年金・手当」と「施設利用」がと

もに 27.3％となっている。 

 

 

  

37.9

28.0

27.3

27.3

24.2

13.6

6.1

5.3

0.8

18.9

6.1

0% 20% 40%

仕事・職場・就職

交友・対人関係

収入・年金・手当

施設利用

健康・医療

家庭問題

在宅サービスの利用関係

介護に関する問題

福祉機器の利用関係

その他

無回答

（n=132）
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問 37 あなた（このアンケートを記入している方）が、ご本人の将来のことで不安に感じて

いることは何ですか。（MA） 

 
 

本人の将来のことで不安に感じていることは、「一緒に生活する家族などの高齢化や親亡

き後の生活」（80.0％）が最も高く、次いで「安定した収入があるか」（35.7％）、「身の回り

の介護や日常生活の援助などをする人がいるか」（29.3％）となっている。 

 

 

 

  

80.0

35.7

29.3

26.4

25.0

17.9

12.9

11.4

7.1

5.7

2.1

7.1

0.7

4.3

0% 20% 40% 60% 80%

一緒に生活する家族などの高齢化や親亡き後の生活

安定した収入があるか

身の回りの介護や日常生活の援助などをする人がいるか

自分が高齢になったときの健康、体力

仕事をしたいが受け入れてくれる企業があるか

仕事が続けられるか

趣味や生きがいをもてるか

いじめなどにあわないか

障害が重くなったときにこのまま生活を続けることがで…

地震などの災害

病気の再発や悪化

その他

特にない

無回答

（n=140）



 

 

518 

問 38 あなた（このアンケートを記入している方）は、障害のある家族を持つ方の集まり

（家族会）に参加していますか。（SA） 

 
 

障害のある家族を持つ方の集まり（家族会）への参加は、「参加している」（57.9％）、「参

加していない」（27.9％）、「家族会を知らない」（12.1％）となっている。 

 

 

問 39 問 38 で「参加している」を選んだ方におたずねします。家族会に参加している理由

は何ですか。（MA） 

 
 

家族会に参加している理由は、「悩みを共有したい」（59.3％）が最も高く、次いで「障害

や病気について学びたい」と「障害のある方の福祉サービスについて知りたい」がともに

37.0％、「行政や社会に働きかけたい」（29.6％）となっている。 

 

 

 

  

57.9 27.9 12.1

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

参加している 参加していない 家族会を知らない 無回答 a

59.3 37.0 13.6 29.6 37.0

4.9 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=81）

悩みを共有したい 障害や病気について学びたい

不安をやわらげたい 行政や社会に働きかけたい

障害のある方の福祉サービスについて知りたい その他

無回答 a
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問 40 問 38 で「参加していない」を選んだ方におたずねします。家族会に参加していない

理由は何ですか。（MA） 

 
 

家族会に参加していない理由は、「時間がない」（46.2％）が最も高く、次いで「団体の活

動内容をよく知らない」（41.0％）、「その他」（15.4％）となっている。 

 

 

  

46.2

41.0

12.8

2.6

2.6

15.4

2.6

0% 20% 40% 60%

時間がない

団体の活動内容をよく知らない

団体の活動内容に興味がない

参加している方の年代が合わない

障害があることを知られたくない

その他

無回答

（n=39）



 

 

520 

10 権利擁護について 

問 41 あなた（このアンケートを記入している方）は、2016 年４月より施行された「障害

者差別解消法」を知っていますか。また、「仙台市障害を理由とする差別をなくし障害

のある人もない人も共に暮らしやすいまちをつくる条例」を知っていますか。（SA） 

 
 

障害者差別解消法や市の条例は、「法律または条例を知っている」（63.6％）、「知らない」

（33.6％）となっている。 

 

 

問 42 あなた（このアンケートを記入している方）は、ご本人の障害を理由に差別を受けた

り、いやな思いなどをしたことがありますか。（SA） 

 
 

障害を理由に差別を受けたり、いやな思いなどをしたことがあるかは、「ある」（75.0％）、

「ない」（15.7％）、「わからない」（8.6％）となっている。 

 

 

 

 

  

63.6 33.6

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

法律または条例を知っている 知らない 無回答 a

75.0 15.7 8.6

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

ある ない わからない 無回答 a
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問 43 問 42 で「ある」を選んだ方におたずねします。 

（１）どのような内容の差別を受けたり、いやな思いをしましたか。（MA） 

 
 

差別やいやな思いの内容は、「周囲の人たちが障害についてあまり理解していない」

（73.3％）が最も高く、次いで「外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった」（71.4％）、

「交通機関を利用時に運転手や客にいやな態度をとられた」（35.2％）となっている。 

  

73.3

71.4

35.2

26.7

21.9

13.3

6.7

14.3

1.9

0% 20% 40% 60% 80%

周囲の人たちが障害についてあまり理解していない

外出する時に周囲の視線・態度・言葉が気になった

交通機関を利用時に運転手や客にいやな態度をとられた

家庭・学校・職場でいじめられた

近所付き合いや人間関係がうまくいかない

窓口職員の対応が悪く、いやな顔をされた

仕事での待遇の差がある

その他

無回答

（n=105）



 

 

522 

（２）差別をされたり、いやな思いをしたときに誰かに相談しましたか。（MA） 

 
 

差別をされたり、いやな思いをしたときの相談先は、「友人・知人」（46.7％）が最も高く、

次いで「家族や親戚」（42.9％）、「障害のある方が通う施設」（22.9％）となっている。 

 

  

46.7

42.9

22.9

19.0

14.3

8.6

7.6

6.7

4.8

2.9

2.9

1.9

1.0

1.0

1.0

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

7.6

21.9

2.9

0% 20% 40% 60%

友人・知人

家族や親戚

障害のある方が通う施設

保育所（園）・幼稚園・学校

発達相談支援センター（アーチル）

障害者団体

相談支援事業所

医療機関

市役所・区役所

近所の人

障害者就労支援センター

民生委員・児童委員

障害者相談員

ケアマネージャー

精神保健福祉総合センター（はあとぽーと）

地域包括支援センター

ホームヘルパー

障害者総合支援センター（ウェルポート）

障害者福祉センター

障害者虐待防止・差別解消相談ダイヤル

その他

相談していない

無回答

（n=105）
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（３）（２）で「相談していない」を選んだ方におたずねします。相談しなかった理由は何で

すか。（SA） 

 
 

相談をしなかった理由は、「その他」（47.8％）が最も高く、次いで「相談したいが相談先

がない」（26.1％）、「わからない」（17.4％）となっている。 

 

 

  

26.1 4.3 47.8 17.4 4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=23）

相談したいが相談先がない 相談したくない その他 わからない 無回答 a



 

 

524 

11 緊急時の対応について 

問 44 ご本人は地震などの災害発生時、ひとりで避難することができますか。2011 年３月

11 日の東日本大震災を経験された方は、ご経験を踏まえてご回答ください。（SA） 

 
 

ひとりでの避難は、「できる」（16.4％）、「できない」（68.6％）、「わからない」（14.3％）

となっている。 

 

 

問 45 問 44 で「できない」を選んだ方におたずねします。災害のとき一人で避難すること

ができない理由は何ですか。（MA） 

 
 

一人で避難できない理由は、「判断して行動することができないため」（52.1％）が最も高

く、次いで「避難勧告などの情報を把握することが困難なため」（37.5％）、「介助者がいない

と移動できないため」（32.3％）となっている。 

 

 

  

16.4 68.6 14.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

できる できない わからない 無回答 a

52.1

37.5

32.3

30.2

18.8

11.5

1.0

7.3

0.0

0% 20% 40% 60%

判断して行動することができないため

避難勧告などの情報を把握することが困難なため

介助者がいないと移動できないため

避難所での集団生活が難しいため

パニックを起こしてしまうため

避難場所が分からないため

移動に時間がかかるため

その他

無回答

（n=96）
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問 46 ご本人は、お住まいの地区の避難所の場所を知っていますか。（SA） 

 
 

本人が住まいの地区の避難所を知っているかは、「知っている」（32.1％）、「知らない」

（65.7％）となっている。 

 

 

問 47 あなた（このアンケートを記入している方）は、福祉避難所を知っていますか。（SA） 

 
 

記入者が福祉避難所を知っているかは、「知っている」（25.0％）、「知らない」（74.3％）と

なっている。 

 

 

 

  

32.1 65.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

知っている 知らない 無回答 a

25.0 74.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

知っている 知らない 無回答 a



 

 

526 

問 48 あなた（このアンケートを記入している方）は、ヘルプカードを知っていますか。（SA） 

 
 

記入者がヘルプカードを知っているかは、「知っており、本人が使っている」（10.7％）、

「知っているが、本人が使っていない」（45.7％）、「知らない」（42.1％）となっている。 

 

 

問 49 ご本人は、仙台市が実施している災害時における要援護者情報登録制度を申し込ん

でいますか。（SA） 

 
 

市が実施している要援護者情報登録制度を申し込んでいるかは、「申し込んでいる」

（10.7％）、「申し込んでいない」（68.6％）、「わからない」（18.6％）となっている。 

 

 

 

  

10.7 45.7 42.1

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

知っており、本人が使っている 知っているが、本人が使っていない

知らない 無回答

10.7 68.6 18.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

申し込んでいる 申し込んでいない わからない 無回答 a
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問 50 問 49 で「申し込んでいない」を選んだ方におたずねします。ご本人が申し込んでい

ない理由は何ですか。（SA） 

 
 

市が実施している要援護者情報登録制度に申し込んでいない理由は、「制度を知らない」

（51.0％）が最も高く、次いで「その他」（18.8％）、「必要ない」（9.4％）となっている。 

 

 

問 51 地震などの災害時に、家族以外の方で手伝いや支援をしてくれる人について、次のう

ちあてはまるのはどれですか。（SA） 

 
 

災害時に家族以外の方で手伝いや支援をしてくれる人は、「障害のある方が通う施設の職

員」（34.3％）が最も高く、次いで「親戚」（29.3％）、「手伝いや支援をしてくれる人はいな

い」（23.6％）となっている。 

 

  

51.0 8.3

4.2

9.4 18.8 7.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=96）

制度を知らない 登録要件に該当しない

障害があることを知られたくない 必要ない

その他 わからない

無回答 a

34.3

29.3

14.3

3.6

6.4

23.6

0.7

16.4

5.7

0% 20% 40%

障害のある方が通う施設の職員

親戚

近隣の住民

民生委員・児童委員

その他

手伝いや支援をしてくれる人はいない

協力してほしくない

わからない

無回答

a

（n=140）



 

 

528 

問 52 地震などの災害が発生したときのために、あらかじめ近所の人やボランティアなど

にご本人の避難の手伝いや介助をお願いしておくことについて、あなた（このアンケ

ートを記入している方）はどのように思いますか。（SA） 

 
 

災害が発生したときのために、あらかじめ近所の人やボランティアなどに本人の避難の手

伝いや介助をお願いしておくことは、「ぜひお願いしたい」（33.6％）が最も高く、次いで「事

前に情報提供したくないが、いざという時は支援してほしい」（20.7％）、「わからない」

（14.3％）となっている。 

 

 

  

33.6 20.7 6.4 10.7 8.6 14.3 5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=140）

ぜひお願いしたい

事前に情報提供したくないが、いざという時は支援してほしい

避難の手伝いや介助を受けることに抵抗感がある

本人は自分で避難できるので、協力はいらない

その他

わからない

無回答
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問 53 地震などのいざという時のことで、あなた（このアンケートを記入している方）が普

段不安に感じていることは何ですか。（MA） 

 
 

いざという時のことで、記入者が普段不安に感じていることは、「避難所のルールになじ

めるか」（41.4％）が最も高く、次いで「まわりの人々とのコミュニケーションがとれるか」

（37.9％）、「障害にあった対応をしてくれる避難所があるか」（32.9％）となっている。 

 

  

41.4

37.9

32.9

29.3

27.9

21.4

19.3

17.9

11.4

6.4

7.1

2.9

0.0

2.1

0% 20% 40% 60%

避難所のルールになじめるか

まわりの人々とのコミュニケーションがとれるか

障害にあった対応をしてくれる避難所があるか

どのような時が緊急時なのかわからない

救助を求めることができるか

緊急時に情報を得られるか

自宅や利用施設が地震などに耐えられるかどうか

安全なところまで、すぐに避難することができるか

薬を手に入れたり、治療を受けることができるか

救助を求めても人が来てくれるかどうか

その他

特にない

わからない

無回答

（n=140）



 

 

530 

問 54 地震、台風などの災害に対して、あなた（このアンケートを記入している方）が大切

だと思う対策はどのようなことだと思いますか。（MA） 

 
 

災害に対して、記入者が大切だと思う対策は、「避難所での共同生活が難しい人のための

福祉避難所の確保」（67.9％）が最も高く、次いで「障害のある方に配慮した避難所の整備」

（65.0％）、「避難所などへ誘導する体制の充実」（25.0％）となっている。 

 

 

 

 

67.9

65.0

25.0

17.9

17.1

13.6

12.9

12.9

10.7

5.0

2.1

4.3

0.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

避難所での共同生活が難しい人のための福祉避難所の確保

障害のある方に配慮した避難所の整備

避難所などへ誘導する体制の充実

障害のある方の安否確認体制の充実

ボランティアの支援体制の充実

緊急時に通報するシステムの整備

災害情報などの確保

薬・医療用機器・ストマ用装具等の日常生活用具の確保

避難訓練や防災知識などの啓発

災害に強い建築物・道路などの整備

点字・音声・手話通訳・通訳・文字などによる情報支援

その他

わからない

無回答

（n=140）
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第13章 一般市民 

１ 属性について 

問1 このアンケートの記入者はどなたですか。（SA） 

 
 

アンケートの記入者は、「本人」（87.1％）、「本人から意見を聴いて、家族や支援者などが代わって答え

る」（3.0％）、「本人の意見を確認することが難しいので、家族や支援者などが答える」（4.0％）となって

いる。 

 

 

問2 あなたのお住まいの区はどこですか。（SA） 

 
 

居住区は、「青葉区」（30.0％）が最も高く、次いで「泉区」（21.5％）、「宮城野区」（18.2％）となって

いる。 

 

 

 

87.1

3.0 4.0

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

本人

本人から意見を聴いて、家族や支援者などが代わって答える

本人の意見を確認することが難しいので、家族や支援者などが答える

無回答

30.0 18.2 12.5 17.2 21.5

0.0 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

青葉区 宮城野区 若林区 太白区 泉区 その他 無回答 a



 

 

534 

問3 あなたの年齢（2016年11月1日時点）は何歳ですか。（数値） 

 
 

年齢は、「65～69歳」（12.2％）が最も高く、次いで「70～74歳」（10.2％）、「75～79歳」（9.2％）と

なっている。 

 

 

問4 あなたの性別を教えてください。（SA） 

 
 

性別は、「男性」（44.9％）、「女性」（53.8％）となっている。 

 

3.3

2.6

5.9

6.6

7.9

6.3

8.9

7.6

8.9

12.2

10.2

9.2

4.6

4.3

1.3

0% 5% 10% 15% 20%

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

無回答

（n=303）

44.9 53.8

0.3 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

男性 女性 その他 無回答 a
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問5 障害者手帳についておたずねします。 

（ア）障害者手帳をお持ちかどうか教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 
 

（療育手帳） 

 
 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 
 

「持っている」割合は、身体障害者手帳が6.6％、療育手帳が1.0％、精神障害者保健福祉手帳が2.3％

となっている。 

6.6 86.1 7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

持っている 持っていない 無回答 a

1.0

84.8 14.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

持っている 持っていない 無回答 a

2.3

84.5 13.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

持っている 持っていない 無回答 a



 

 

536 

（イ）お持ちの障害者手帳の等級を教えてください。（SA） 

（身体障害者手帳） 

 
 

（療育手帳） 

 
 

（精神障害者保健福祉手帳） 

 
 

身体障害者手帳の等級は、「１級」（35.0％）が最も高く、次いで「４級」（25.0％）、「２級」（20.0％）

となっている。 

療育手帳の等級は、「A」（66.7％）、「B」（33.3％）となっている。 

精神障害者保健福祉手帳の等級は、「１級」と「２級」がともに28.6％となっている。 

 

 

 

  

35.0 20.0 15.0 25.0 5.0

0.0 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=20）

1級 2級 3級 4級 5級 6級 無回答 a

66.7 33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=3）

A B 無回答 a

28.6 28.6

0.0

42.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=7）

1級 2級 3級 無回答 a
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２ 障害のある方に関することの理解について 

問6 あなたは「障害者福祉」に関心がありますか。（SA） 

 
 

障害者福祉への関心は、「関心がある」（54.5％）が最も高く、次いで「あまり関心がない」（29.4％）、

「とても関心がる」（9.2％）となっている。 

 

 

問7 障害には、以下のような区別があることを知っていますか。（SA） 

 
 

障害の区別を知っているかについて、「知っている」割合は「①身体障害」（93.1％）と「②知的障害」

（90.1％）で90％を超え、「④発達障害」（83.8％）と「③精神障害」（83.5％）で80％を超えている。「⑤

高次脳機能障害」は39.3％と最も低くなっている。 

 

 

 

 

  

9.2 54.5 29.4

4.0 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

とても関心がる 関心がある あまり関心がない 関心がない 無回答 a

93.1

90.1

83.5

83.8

39.3

77.2

5.6

6.3

12.2

11.9

54.1

18.2

1.3

3.6

4.3

4.3

6.6

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①身体障害

②知的障害

③精神障害

④発達障害

⑤高次脳機能障害

⑥難病

(n=303)

知っている 知らない 無回答 a



 

 

538 

問8 障害者手帳には、以下の３種類があることを知っていますか。（SA） 

 
 

障害者手帳の種類を知っているかについて、「知っている」割合は「①身体障害者手帳」（90.8％）が最

も高く、次いで「③精神障害者保健福祉手帳」（26.7％）、「②療育手帳」（21.1％）となっている。 

 

 

  

90.8

21.1

26.7

8.3

74.3

69.3

1.0

4.6

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①身体障害者手帳

②療育手帳

③精神障害者保健福祉手帳

(n=303)

知っている 知らない 無回答 a
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問9 以下にあげる言葉について知っていますか。（SA） 

 
 

言葉を知っているかについて、「知っている」割合は「②リハビリテーション」と「④バリアフリー」

がともに96.4％と最も高く、次いで「⑦特別支援教育」（62.7％）、「⑤ユニバーサルデザイン」（48.2％）

となっている。 

 

 

 

  

21.8

96.4

23.1

96.4

48.2

4.3

62.7

30.0

9.2

14.9

15.5

16.5

32.0

15.5

16.5

32.0

72.9

2.3

71.9

2.0

47.2

90.8

33.3

66.0

86.1

80.9

80.2

78.9

63.4

80.2

78.9

63.4

5.3

1.3

5.0

1.7

4.6

5.0

4.0

4.0

4.6

4.3

4.3

4.6

4.6

4.3

4.6

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①ノーマライゼーション

②リハビリテーション

③完全参加と平等

④バリアフリー

⑤ユニバーサルデザイン

⑥インクルージョン

⑦特別支援教育

⑧障害者週間

⑨国連・障害者の十年

⑩国際障害者年（1981年）

⑪障害者権利条約

⑫障害者差別解消法

⑬ふれあい製品

⑪障害者権利条約

⑫障害者差別解消法

⑬ふれあい製品

(n=303)

知っている 知らない 無回答 a



 

 

540 

問 10 以下にあげる、国や仙台市などで実施している障害のある方に関する行事や催し物について知っ

ていますか。（SA） 

 
 

国や仙台市などで実施している障害のある方に関する行事や催し物について、「知っている」割合は「②

パラリンピック」（95.4％）が最も高く、次いで「⑤全国障害者スポーツ大会」（64.4％）、「⑥宮城県・仙

台市障害者スポーツ大会」（43.9％）となっている。 

 

 

  

6.6

95.4

7.6

8.3

64.4

43.9

22.1

12.2

21.5

88.4

3.0

87.8

87.8

33.0

52.8

74.9

84.2

74.9

5.0

1.7

4.6

4.0

2.6

3.3

3.0

3.6

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①ココロンカフェ

②パラリンピック

③アビリンピック

④スペシャルオリンピックス

⑤全国障害者スポーツ大会

⑥宮城県・仙台市障害者スポーツ大会

⑦とっておきの音楽祭

⑧「心の輪を広げる体験作文」「障害者週間のポスター」

⑨福祉まつりウエルフェア

(n=303)

知っている 知らない 無回答 a
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問11 今後機会があれば、見に行ったり、参加したい行事や催し物があれば、○を付けてください。（MA） 

 
 

今後機会があれば、見に行ったり参加したい行事や催し物は、「参加したいものは特にない」（38.0％）

が最も高く、次いで「とっておきの音楽祭」（29.7％）、「パラリンピック」（29.0％）となっている。 

 

 

問12 あなたの身近に障害のある方がいますか（いましたか）。また、それはどのような場面ですか（で

したか）。（MA） 

 
 

身近に障害のある方がいた場面は、「自分自身または家族など身近な親族」（37.0％）が最も高く、次い

で「町内会」（22.1％）、「身近にいたことはない」（18.2％）となっている。  

29.7

29.0

14.5

9.2

8.9

8.9

8.3

4.0

2.6

38.0

8.9

0% 20% 40%

とっておきの音楽祭

パラリンピック

福祉まつり ウエルフェア

宮城県・仙台市障害者スポーツ大会

ココロンカフェ

全国障害者スポーツ大会

「心の輪を広げる体験作文」・「障害者週間のポスター」

スペシャルオリンピック

アビリンピック

参加したいものは特にない

無回答

（n=303）

37.0

22.1

18.2

17.2

10.2

6.9

5.3

7.9

5.3

4.6

0% 20% 40%

自分自身または家族など身近な親族

町内会

身近にいたことはない

自分の職場

仕事関係（自分の職場以外）

趣味などの活動

よく利用するお店

その他

わからない

無回答

（n=303）



 

 

542 

問13 あなたは、障害のある方の相談相手になったり、手助けをした経験がありますか。（SA） 

 
 

障害のある方の相談相手や手助けをした経験は、「ある」（38.9％）、「ない」（57.8％）となっている。 

 

 

問14 問13で「ない」を選んだ方におたずねします。障害のある方の相談相手になったり、手助けをし

た経験がない理由は何ですか。（MA） 

 
 

障害のある方の相談相手や手助けをした経験がない理由は、「そのような機会がなかったから」（83.4％）

が最も高く、次いで「コミュニケーションの方法がわからなかったから」（14.3％）、「自分が何を求めら

れているかわからなかったから」（13.7％）となっている。 

 

  

38.9 57.8

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

ある ない 無回答 a

83.4

14.3

13.7

12.0

8.6

5.7

1.1

2.9

2.3

2.3

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そのような機会がなかったから

コミュニケーションの方法がわからなかったから

自分が何を求められているかわからなかったから

専門家や関係者に任せた方がよいと思ったから

おせっかいになるような気がしたから

自分にとって負担になると思ったから

関わることが面倒だったから

その他

特にない

わからない

無回答

（n=175）
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問15 街の中で、困っている障害のある方に出会ったときどうしますか。（SA） 

 
 

街の中で困っている障害のある方に出会ったときどうするかは、「声をかけられたら手伝う」（30.4％）

が最も高く、次いで「積極的に声をかけて、必要なことを手伝う」（19.5％）、「その時になってみないと

わからない」（16.5％）となっている。 

 

 

問 16 「共生社会」とは、障害があるかどうかに関わらず、国民誰もが相互に人格と個性を尊重し支え

あう社会のことです。あなたは、この「共生社会」という言葉を聞いたことがありますか。また、

このような社会のあり方についてどのように考えますか。（SA） 

 
 

「共生社会」という言葉を聞いたり賛同は、「聞いたことはないが、賛同できる」（48.8％）が最も高く、

次いで「聞いたことがあり、賛同できる」（36.3％）、「聞いたことはなく、賛同もできない」（4.3％）と

なっている。 

 

  

19.5 30.4

1.7 3.6 1.0

7.6

0.3

16.5

2.0

17.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

積極的に声をかけて、必要なことを手伝う 声をかけられたら手伝う

他の人が何か手伝えば自分も手伝う 手伝いたい気持ちはあるが勇気が出せない

責任が持てないので関わらないようにする 相手の態度による

声をかけられないように逃げてしまう その時になってみないとわからない

その他 無回答

36.3

2.3

48.8

4.3 3.3

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

聞いたことがあり、賛同できる 聞いたことはあるが、賛同できない

聞いたことはないが、賛同できる 聞いたことはなく、賛同もできない

その他 無回答



 

 

544 

問17 あなたの障害のある方に対するイメージは下記のうちどれにあてはまりますか。（MA） 

 
 

障害のある方に対するイメージは、「一生懸命がんばっていると思う」（57.1％）が最も高く、次いで

「大変だなと思う」（55.1％）、「前向きに生きているのを見て励まされる」（38.6％）となっている。 

 

 

問 18 あなたは障害のある方が施設や病院から退所・退院し、グループホームやアパート・借家などを

利用して、地域で生活することについてどう考えますか。（SA） 

 
 

障害のある方が地域で生活することは、「どちらかというと賛成」（52.8％）が最も高く、次いで「わか

らない」（24.1％）、「とても賛成」（15.5％）となっている。 

 

  

57.1

55.1

38.6

32.7

11.6

10.6

3.0

1.7

1.0

0.3

2.0

1.7

2.3

0% 20% 40% 60%

一生懸命がんばっていると思う

大変だなと思う

前向きに生きているのを見て励まされる

いろんな人がいるので一概にはいえない

かわいそうだなと思う

普通の人だと思う

なんとなく怖いと思う

あまり関わりたくないと思う

考えたことがない

自分には関係ないことだと思う

わからない

その他

無回答

（n=303）

15.5 52.8

3.6 0.0

24.1

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

とても賛成 どちらかというと賛成 どちらかというと反対

とても反対 わからない 無回答
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問19 問18で「どちらかというと反対」または「とても反対」を選択した方におたずねします。その理

由は何ですか。（自由記述） 

 

意見は９件で内容は以下の通りとなっている。 

 

〇いろんな障害の方がいるので一概には言えませんが、精神的な障害がある方で、突然大声をだしたり

する方が、近くにいると、子供に、話しかけられても、何を話しているかわからず、困ることがあっ

た。 

 

〇個人として生活するのは、健常者でも大変だから、障害のある方は、とても苦痛だと考えられるか

ら。 

 

〇火の元など基体的な生活においての安全面が気になります。 

 

〇障害のある人達の自立と言っているようですが、切り捨てているように感じます。障害のある人は本

人もさることながら世話をする身内（多くは親だと思いますが）の負担は大変だと思います。グルー

プホームは、どこで運営しているのかわかりませんが、金銭的な面も含めて家族が安心して、生活で

きるようでなければ、たとえ軽度であっても心配で安まらないと思います。 

 

〇１人暮らしは不安があると思います。 

 

〇何かあった時に「障がいがあるから」を理由に罰が軽くなったり、受けなくて済むのは納得がいかな

い。 

 

〇退所して、自立して生活できる人が現状でなん％の人がいるのだろうか？福祉行政の後退に疑問を

持っている。 

 

〇もしものことがあったときに、面倒を見てくれる人が側にいないと心配だから。 

 

〇比較的早い段階で退所されることが多く、周りの家族の負担が大きい。更にいやといえない者がケア

させられることが多く、悪循環となっている気がする。 

 

 

  



 

 

546 

問 20 あなたの近所の公共施設（学校の空き教室など）を、障害のある方が受けるサービスの場として

活用するとしたらどう思いますか。（SA） 

 
 

近所の公共施設を障害のある方が受けるサービスの場として活用することは、「どちらかというと賛成」

（49.8％）が最も高く、次いで「とても賛成」（29.4％）、「わからない」（15.8％）となっている。 

 

 

問21 問20で「どちらかというと反対」または「とても反対」を選択した方におたずねします。その理

由は何ですか。（自由記述） 

 

意見は２件で内容は以下の通りとなっている。 

 

〇障害の種類によってはプライバシーを侵害される気がする。 

 

〇サービスを提供する側の資質により地域とのかかわり方に差が出てくると思う。今の状況では（雇用

条件・身分保障のレベルが低すぎる等）優秀なスタッフは集まりにくく、地域とのかかわり方で問題

が生じる事が予想されるため。 

 

  

29.4 49.8

0.7 0.0

15.8

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

とても賛成 どちらかというと賛成 どちらかというと反対

とても反対 わからない 無回答
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問22 あなたのご近所で、障害などのために困っている世帯があったらどのような対応をしたいですか。

（SA） 

 
 

近所で、障害などのために困っている世帯があったらどのような対応をしたいかは、「支援を求められ

たときはお手伝いしたい」（64.0％）が最も高く、次いで「多少のお手伝いをしたい」（14.5％）、「できる

限りのお手伝いをしたい」（8.9％）となっている。 

 

 

問 23 障害のある状態になる原因はさまざまあります。将来、自分や家族が障害のある状態になること

があり得ると思いますか。（SA） 

 
 

将来、自分や家族が障害のある状態になることがあり得ると思うかは、「十分あり得ると思う」（63.4％）

が最も高く、次いで「ある程度はあり得ると思う」（20.1％）、「現在自分や家族に障害がある」（5.6％）

となっている。 

 

 

  

8.9 14.5 64.0

4.3 1.0

5.6

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

できる限りのお手伝いをしたい 多少のお手伝いをしたい

支援を求められたときはお手伝いしたい 特に何もしない

その他 わからない

無回答 a

63.4 20.1 5.3

0.0 0.7

5.6

3.6 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

十分あり得ると思う ある程度はあり得ると思う

どちらともいえない あまりあり得ないと思う

ほとんどあり得ないと思う 現在自分や家族に障害がある

わからない 無回答



 

 

548 

問24 もしあなたが問23の事例のようになった場合、誰に相談したいですか。（MA） 

 
 

誰に相談したいかは、「家族・親戚」（75.2％）が最も高く、次いで「市の相談窓口」（47.2％）、「医師・

保健師・看護師」（28.4％）となっている。 

 

 

  

75.2

47.2

28.4

22.8

20.8

19.8

7.3

6.9

4.3

3.6

3.0

2.0

2.0

1.7

1.3

0.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80%

家族・親戚

市の相談窓口

医師・保健師・看護師

地域包括支援センター

障害者福祉センター

知人・友人

ホームヘルパー・ケアマネージャー

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

インターネットの相談サイト

職場の人

近所の人

民間の電話相談

民間の福祉団体・ＮＰＯ

その他

相談できる人がいない

無回答

（n=303）



第 13章 一般市民 

 

549 

問 25 もしあなたや身内の方が障害児（脳性麻痺により歩けない、発達に遅れが見られるなど）を持つ

親になったとき、特に困ることはどのようなことだと思いますか。（MA） 

 
 

あなたや身内の方が障害児を持つ親になったとき特に困ることは、「経済的なこと」（56.1％）が最も高

く、次いで「介助などをする人のこと」（44.9％）、「学校卒業後の進路のこと」（37.0％）となっている。 

 

 

  

56.1

44.9

37.0

27.1

4.3

4.0

0.3

2.6

3.3

0% 20% 40% 60%

経済的なこと

介助などをする人のこと

学校卒業後の進路のこと

学校や教育のこと

住まいのこと

その他

特にないと思う

わからない

無回答

（n=303）



 

 

550 

問26 障害のある方の社会参加の機会を広げるために、あなた自身にできると思われることは何ですか。

（MA） 

 
 

障害のある方の社会参加の機会を広げるために、あなた自身にできると思うことは、「一声かけて自分

にできる手伝いをする」（60.7％）が最も高く、次いで「障害者の為の施設や設備の利用を妨げないよう

注意する」（59.4％）、「病気や障害のことについて理解を深める」（52.5％）となっている。 

 

 

問 27 あなたは障害のある方に関わるボランティア活動に参加していますか（したことがありますか）。

（SA） 

 
 

障害のある方に関わるボランティア活動への参加は、「している（したことがある）」（15.8％）、「ない」

（82.5％）となっている。 

  

60.7

59.4

52.5

23.8

7.6

6.3

4.3

0.7

1.0

2.3

5.0

0% 20% 40% 60% 80%

一声かけて自分にできる手伝いをする

障害者の為の施設や設備の利用を妨げないよう注意する

病気や障害のことについて理解を深める

仕事や地域活動をする上で障害のある方のことも考えてみる

手話などのコミュニケーション方法を身につける

障害のある方についてのボランティア活動に参加する

障害疑似体験など参加してみる

その他

特にない

わからない

無回答

（n=303）

15.8 82.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

している（したことがある） ない 無回答 a
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問28 今後、障害のある方と関わるボランティア活動へ参加したいと思いますか。（SA） 

 
 

今後障害のある方と関わるボランティア活動への参加は、「参加したい（現在している）」（23.1％）、「参

加したくない」（14.5％）、「わからない」（60.1％）となっている。 

 

 

  

23.1 14.5 60.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

参加したい（現在している） 参加したくない

わからない 無回答



 

 

552 

問29 問28で「参加したい（現在している）」を選んだ方におたずねします。あなたが今後参加したい

（現在参加している）障害のある方に関わるボランティア活動は次のどれですか。（MA） 

 
 

今後参加したい（現在参加している）障害のある方に関わるボランティア活動は、「話し相手」（50.0％）

が最も高く、次いで「地震などの災害時の連絡や支援」（38.6％）、「スポーツ・レクリエーション活動を

通じた交流」（31.4％）となっている。 

 

  

50.0

38.6

31.4

24.3

17.1

17.1

15.7

14.3

14.3

12.9

8.6

8.6

7.1

2.9

1.4

0% 20% 40% 60%

話し相手

地震などの災害時の連絡や支援

スポーツ・レクリエーション活動を通じた交流

外出する時の付き添い

買い物や諸手続きの代行

家事の手伝い

募金活動

外出時の送迎（移送ボランティアなど）

家や庭の手入れ

本や情報誌などの点訳や朗読

手話通訳、要約筆記

介助者が緊急で不在のときの支援

家族が外出したときの託児・見守り

その他

無回答

（n=70）
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問 30 障害のある人に関わるボランティア活動を活発にするために、どのようなことが必要だと考えま

すか。（MA） 

 
 

障害のある人に関わるボランティア活動を活発にするために必要なことは、「学校などでボランティア

学習・体験活動を行う」（61.7％）が最も高く、次いで「情報提供や相談窓口の充実」（53.1％）、「ボラン

ティア休暇・休学制度など活動しやすい条件整備」（25.4％）となっている。 

 

  

61.7

53.1

25.4

17.5

17.2

15.2

14.2

7.9

1.3

6.6

4.6

0% 20% 40% 60% 80%

学校などでボランティア学習・体験活動を行う

情報提供や相談窓口の充実

ボランティア休暇・休学制度など活動しやすい条件整備

ボランティア同士の交流の促進

保険加入や交通費などの実費支給

ＮＰＯ、ボランティアグループなどの育成

入門講座、障害者体験、手話などの専門的講習の開催

ボランティア活動者への感謝状など社会的な評価

その他

わからない

無回答

（n=303）



 

 

554 

問 31 地域における住民相互の支えあいの仕組みづくりで、あなたが特に必要だと思うことはどのよう

なことですか。（MA） 

 
 

地域における住民相互の支えあいの仕組みづくりで特に必要だと思うことは、「日頃から相互のつなが

りをもつように心がけること」（30.4％）が最も高く、次いで「住民相互の交流活動を積極的に進めるこ

と」と「地域の活動に参加しやすい環境づくりを進めること」がともに29.7％、「気軽に集まることがで

きる場所や機会づくり」（29.0％）となっている。 

  

30.4

29.7

29.7

29.0

24.4

17.8

16.8

15.2

11.6

10.6

9.9

7.9

0.7

2.0

5.3

0% 20% 40%

日頃から相互のつながりをもつように心がけること

住民相互の交流活動を積極的に進めること

地域の活動に参加しやすい環境づくりを進めること

気軽に集まることができる場所や機会づくり

多様性を認め合い支えあう意識の啓発

行政による地域の福祉活動の相談窓口を充実させること

支える人と支えられる人を調整する機関

行政、事業者、ＮＰＯ、ボランティアと住民組織との連携

市民センター（公民館）の地域活動の機能を強化すること

支えあいのきっかけとなる事業の創設と推進

ＮＰＯやボランティアの活動を盛んにすること

地域の課題を共有するための連絡会やネットワークの形成

その他

特に必要だと思うことはない

無回答

（n=303）
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問 32 福祉サービスを充実させていく上で、行政と地域住民との関係について、あなたの考えに最も近

いものを選んでください。（SA） 

 
 

福祉サービスを充実させていく上で、行政と地域住民との関係は、「福祉課題については、行政も住民

も協力し合い、ともに取り組むべきである」（59.1％）が最も高く、次いで「行政の手が届きにくい福祉

課題については、住民が協力していくべきである」（13.9％）、「まず家庭や地域で助け合い、できない場

合に行政が支援すべきである」（12.9％）となっている。 

 

 

問33 あなたは、2016年４月より施行された「障害者差別解消法」を知っていますか。また、「仙台市障

害を理由とする差別をなくし障害のある人もない人も共に暮らしやすいまちをつくる条例」を知

っていますか。（SA） 

 
 

障害者差別解消法や市の条例は、「法律または条例を知っている」（16.5％）、「知らない」（81.5％）と

なっている。 

 

 

  

4.0

13.9 59.1 12.9

0.0

6.6

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

社会福祉を実施する責任は行政にあるので、住民は特に協力することはない

行政の手が届きにくい福祉課題については、住民が協力していくべきである

福祉課題については、行政も住民も協力し合い、ともに取り組むべきである

まず家庭や地域で助け合い、できない場合に行政が支援すべきである

その他

わからない

無回答

16.5 81.5

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

法律または条例を知っている 知らない 無回答 a



 

 

556 

問34 あなたは障害を理由とした差別を見たことがありますか。（SA） 

 
 

障害を理由とした差別を見たことは、「ある」（29.7％）、「ない」（49.2％）、「わからない」（19.1％）と

なっている。 

 

 

問35 問34で「ある」を選んだ方におたずねします。それはどのような内容でしたか。（MA） 

 
 

見たことがある障害を理由とした差別の内容は、「周囲の視線・態度・言葉」（84.4％）が最も高く、次

いで「家庭・学校・職場でのいじめ」（38.9％）、「交通機関を利用する時の運転手や乗客からの嫌な態度」

と「仕事での待遇の差」がともに26.7％となっている。 

 

 

 

 

  

29.7 49.2 19.1

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=303）

ある ない わからない 無回答 a

84.4

38.9

26.7

26.7

8.9

1.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

周囲の視線・態度・言葉

家庭・学校・職場でのいじめ

交通機関を利用する時の運転手や乗客からの嫌な態度

仕事での待遇の差

窓口職員の応対の悪さや、いやな態度

その他

無回答

（n=90）
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問 36 障害のある方への理解は深まってきていると思いますか。障害者全体と障害種別についてお答え

ください。（SA） 

 
 

障害のある方への理解について、「深まってきた」と「少し深まってきた」を合わせて50％を超えてい

るのは、「②身体障害者」（60.0％）と「①障害者全体」（51.8％）となっている。また、最も低いのは「⑥

高次脳機能障害者」（17.2％）となっている。 

 

 

 

  

12.5

20.1

11.9

8.6

7.6

4.3

10.2

39.3

39.9

26.4

21.1

25.4

12.9

20.5

19.5

14.5

24.4

24.8

26.1

20.8

25.7

6.3

5.6

13.5

20.5

15.5

20.1

13.5

14.9

13.5

16.2

17.5

18.2

35.0

22.4

7.6

6.3

7.6

7.6

7.3

6.9

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①障害者全体

②身体障害者

③知的障害者

④精神障害者

⑤発達障害者

⑥高次脳機能障害者

⑦難病患者

(n=303)

深まってきた 少し深まってきた あまり深まっていない 深まっていない

わからない 無回答 a
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問 37 あなたは、障害のある方に対する理解を深めるために、どのような取り組みが必要だと思います

か。（MA） 

 
 

障害のある方に対する理解を深めるために必要だと思う取り組みは、「子どもの時から障害のある方と

ふれあう機会を増やす」（50.8％）が最も高く、次いで「学校教育の中で障害に対する理解を深める」

（46.2％）、「イベントなどを通した障害者と市民との交流の機会を増やす」（22.8％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.8

46.2

22.8

20.1

12.2

9.9

7.3

5.6

2.0

5.0

0% 20% 40% 60%

子どもの時から障害のある方とふれあう機会を増やす

学校教育の中で障害に対する理解を深める

イベントなどを通した障害者と市民との交流の機会を増やす

テレビ・新聞などマスメディアと連携した広報活動の充実

障害のある方に対するボランティア活動を支援する

福祉講座等を開催し障害そのものに対する知識の啓発を図る

市の広報誌などで、理解を深めるための啓発を推進する

障害者団体の活動をＰＲする

その他

無回答

（n=303）
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